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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ステージ０　　終しゆう焉えんの平原
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「……へぇ、少しはやるな」

　短く息を整えながら、若き勇者は頭上の相手にぶつけるように呟つぶやく。

　赤い短髪は額から滴したたる血に濡ぬれあちこち固まってしまっているが、勇者は静かに燃える瞳を敵から逸そらさず、空いた左手で額の怪け我がに治癒魔法をかける。

「……………………」

　もっとも勇者自身、どれだけ睨にらみ上げようと相手は決して意に介さないであろう事は分かっていた。何な故ぜなら対たい峙じしている相手は、月さえ隠れる程大きな巨人だったからである。

　天災とも称される伝説の巨神〝シン〟、その身体からだは岩を基盤に所々歯車や煙突のような物が垣かい間ま見みえ、あまり生物という印象は感じ取れず、まるで城に手と足が生えたかのようだ。

「《テラ》級の呪文も効かないか。次はどうすればいい？」

《臆するこたぁねぇ！　俺様がついてんだ、最大級の火力をぶち込んでやれ!!》

《反撃が来るかもしれません。撃った後も警戒を怠ってはなりませんよ》

　──了解。

　どこからともなく聞こえてくる炎のような荒々しい声と水のように流れる声に、勇者は心の中で返事をすると、手にした蒼あおい剣を一旦納め、両手に魔力を溜ためながら詠唱し始めた。

「《赤き不死鳥は真実の勇者、青き海竜は理想の英雄。我は神の代理人、過去を断ち未来を紡つむぎし者……抜剣！　全ての悪に、滅びの眠りを！　極大氷結呪文コキユートス壱式・氷牙凍刃カイーナ》!!」

　詠唱と共に柄の宝玉は輝きを増していき、やがて北ほつ極きよく星せいの如ごとく輝きだすのと同時に、魔力を練り終えた勇者は蒼あおく輝く宝剣を振り抜いた。放たれた極大の魔力は氷の牙となり、岩の巨人に襲い掛かる。氷漬けにされた〝シン〟は、しばらく何事もないように勇者を見下ろしていたが、やがてゆっくりと膝をつき倒れていった。

「流石さすがに極大呪文には耐えられなかったか」

《応よ。だから俺様の言った通りだったろ？　いつの世も、戦いの神髄は火力ってな！》

《何が俺様の言う通り、ですか。勇者の魔力が人並み以上だったからこそでしょうに》

《るっせーな、勝てばいいんだよ勝てば。一々小言を言うのは、勇者こいつの師匠だけで充分だぜ》

　炎の精霊サラマンダーと水の精霊ウンデイーネの口論を聞き流し、勇者は平原一杯に横たわる〝シン〟を見渡す。

　誰も倒せないと言われていた伝説の巨神も、結局大した事はなかったようだ。後はどうにかして横たわる巨神の内部に侵入し、あれを手に入れられれば……、

「……あのヒビから、〝シン〟の中に入れるかもしれないな」

　巨神の脚部に大きな亀裂が走っている事に気付いた勇者は、尚なおも口論を続ける精霊二柱を放置し、ちょっとした洞窟のように開けたヒビに足を踏み入れた──その瞬間、

「ん、なんだこの光？　な────────────」

　初めは鈍い頭痛だった。側頭部を万力で締め付けられるような痛みに、勇者の視界がグラグラと揺らいだかと思いきや、続いて万まん華げ鏡きようを脳裏に直接埋め込まれたかの如ごとく、多彩な光が勇者の思考を蝕むしばんでいった。

　貪るような緑が、奪うような黒が、誘うような黄色が、妬むような紫が、猛たけるような青が、諦めるような銀が、そして……驕おごるような赤い光に晒さらされた勇者は、まるで極彩色の闇に喰くわれるかの如ごとく、巨神の体内へ引きずり込まれてしまった。










　巨神が倒れ、そして勇者がいなくなった平原は、先程までの激闘がまるで噓うそだったかのように、痛々しいまでの無音に包まれるのだった。
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　──依頼、終わらせてきたぞ。なぁ師匠、次は何を倒せばいい？

「もう終わらせてきたのか？　そうだな……では次は〝シン〟などどうだ？」

　──〝シン〟？　〝シン〟ってあの馬鹿でかい奴やつか？　分かった。じゃあ行ってくる。

「待て待て馬鹿弟子、そう簡単に言ってくれるな。あの巨神に一体どれだけの勇者がやられたか、知らんお前でもあるまい？」

　──所詮魔物は魔物だろ。巨神だろうと鬼神だろうと、あんたが倒せと言うなら倒すだけだ。

　勇者が退屈そうに答えると、妙齢の女師匠はオーロラのように流麗な青髪をクシャクシャっとかき分け、重苦しく溜ため息いきをついた。

「ふむ、そうだな。ただ倒すだけではつまらんだろうから、一つ条件を追加しようか」

　──また条件？　今度は何分以内に倒してくればいい？　それとも片手で挑もうか？

「伝説によると、〝シン〟の心臓部にはこの世に二つとない魔石、時空を操る〝時の巨神将クロノス〟が収められていると聞く。伝説が本当なら、取ってきてはくれまいか？」

　──おいおい、そんなあるかどうかも分からない石っころを探してこいっていうのか？

「どうだ？　これなら少しはやりがいもあるだろう？」

　──別に……師匠がやれって言うならやるだけさ。

「またすぐそうやって。折角お前は才能だけなら私などより、いや、今までのどの勇者よりもずば抜けているというのに……勇者心得十一条一項!!」

　──え？　あー〝やられる前にやるべし〟、だったか？

「違う！　それは四条だ！」

　怒鳴り声と共に、勇者ですら捉えられない速度と、勇者ですら悶もん絶ぜつする威力のデコピンが額を強襲する。

　そんじょそこらの魔物どころか、物語に出てくるような大魔神にさえ負けない自信のある勇者でも、この美女の皮を被かぶった鬼のような師匠には、まるで勝てる光景が思い浮かばない。

　もうそこそこの年齢の筈はずだが一向に結婚する気配がないのも、当人は勇者の育成に専念している所せ為いだと言っているが、実際はその辺りが原因に違いないだろう。

「十一条は──おい、私が読心術も得意なのを忘れたか？　つまり今、お前が独身術などと失礼極まりない事を考えているのもお見通しなんだからな」

　──冗談だよ、冗談。それで？　十一条ってなんだっけ？

「全く。十一条は、勇者の力に対する心構えについてだ。一項〝信念なき力は無力なり〟」

　──そうだった。でも師匠、信念なんてご立派なものがあっても、非力な奴やつはごまんといるぜ？　だが俺は違う。そうだろ？

「うむ。実際二項には〝力なき信念もまた無力なり〟とある。だが幸いな事に、お前は馬鹿だが才能だけは人並み以上だ……私如ごときでは到底辿たどり着つけない極地にも、お前なら──」

　──おい待て、馬鹿とは──、




「おい待て、馬鹿とはなんだ馬鹿とは！　……ん？」

　不快ながらも不思議と頰が緩んでしまう夢から覚めると、気付けば勇者は城の通路のような場所で倒れていた。

「っつ、一体何が……」

　ここに来る際ぶつけたのか、先程の治癒が完璧ではなかったのか、額の奥でほんの僅かだが頭痛の芯のような違和感が気になるが、見た所特に外傷は見当たらないようだ。

「やけに長い通路だな、どっかの魔城にでも転移したのか？　……《光源スターライト》！」

　勇者の指先から放たれた光は、流星の如ごとく辺りを照らしつつ、暗い通路を駆け巡っていく。

　しかし不思議な事に、射出された《光源スターライト》の呪文は延々と通路を照らしていくばかりで、遂ついに壁にぶつかるよりも前に、あまりの遠さに見えなくなってしまった。

　地平線の先まで通路が続く建造物など、少なくとも勇者は聞いた事さえない。物理的にあり得ないなら答えは一つ、恐らくこの建物は空間が捻ねじ曲まがっているという事だ。

　極々限定的だとしても、時間や空間への干渉は禁呪と呼ばれ、尋常ならざる魔力が必要だ。故にこれだけの規模の空間を常時捻ねじ曲まげるなど甚だ信じ難いが……、

　──〝時の巨神将クロノス〟……まさか本当にあったとはな。

　勇者は辺りを見渡してみるも、前も後ろも通路が絶え間なく続くばかりで、侵入する際に通った筈はずの亀裂が見当たらない。

　しかし、等間隔に通路を穿うがつ覗のぞき戸から外を見てみると、そこには確かに先程まで勇者が〝シン〟と戦っていた平原が広がっていた。

「どこから入ったのか、どうやったら出られるのか、誰か分か──ん？」

　先程からやけに静かだと思ったら、勇者は精霊の気配が酷ひどく薄い事に気付く。勇者の身に加護こそ働いているようだが、いつも口くち喧やかましく助言してくる精霊達たちの声が、どういう訳か今は一切聞こえてこない。

「まずは勇者心得第四三六条、〝常に退路は確保すべし〟、だな」

　ひとまず目の前の壁を壊そうと、勇者は腰に差した鞘さやに手を伸ばすが、先程まで持っていた筈はずの愛剣まで失っている事に気付く。

「馬鹿な、よりにもよってあれを……」

　慌てた勇者は周囲を探すも、通路に積もった埃ほこりがいたずらに舞うばかりで、蒼あおい宝剣は影も形も見つからない。

　愛剣を失なくしたショックを、勇者は握った拳に魔力ごと込めると、改めて眼前の壁目掛けて半ば八つ当たり気味に振りかぶる。

　特別な呪文や技術などない、ただ魔力を込めただけの拳。けれどそれは直撃の瞬間に爆裂呪文並みの音と振動を呼び起こし、地割れのような亀裂を壁中に走らせた。しかし──、

「壁が……喰くわれる!?」

　深い亀裂が生じた壁は、次の瞬間まるで生き物のようにグネグネと動き始めたばかりか、振り抜いた勇者の拳に絡からみついてきたではないか。

　勇者はどうにか右腕を引っ込めたが、籠手や服の袖は纏まとわりつく壁に吞のみ込こまれ、その間に壁は一瞬で元通りになってしまった。

「自己修復機能か。厄介だな、これも〝時の巨神将クロノス〟の力か？」

　食われる前にギリギリ飛び出せなくもないが、まだ現状をろくに確認出来てもいないのに、一か八か脱出するのは得策とは言い難いだろう。

「石ころ一つ手に入れるだけで、なんだってこんな面倒を……」

　ぼやいてみたものの、勇者にとって師匠の言いつけは絶対順守の鉄の掟おきてだ。どの道撤退する気など最初からない以上、こうなったらとことん進むしかないだろう。

「外壁は壊せなくても、案外内壁は脆もろいかもしれないな。よし、もおおおいっぱぁぁぁつ！」

「危ないので、止やめておいた方がいいですよ」

　突如背後から割って入ってきたのは、消え入りそうな少女の声。勇者は獣染じみた反射速度で振り返ると、声のした方に魔力を込めた拳を向ける。

「誰だ!?」

「ひっ。助けて！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。殺さないで！」

　幼い少女は眼前で寸止めした勇者の拳に腰を抜かすと、そのまま縋すがるようにペコペコと土下座し始めた。あまりの低姿勢にすっかり毒気を抜かれた勇者は、逆に悪い事をしたような気分になり、突き出していた拳を引っ込める。

「殺したりなんかしない。勇者心得二二〇条、〝困っている女性は極力助けろ〟ってあるから」

「じゃ、じゃあもしや貴方あなたは勇者様、ですか？　そうとは知らず、わたしみたいなのが口を挟んで、本当の本当にごめんなさい！」

「いいから頭を上げてくれ。これじゃまるで、俺が脅してるみたいだ」

　勇者に言われ、恐る恐る顔を上げたのは、まるで……銀細工のような美少女だった。

　蠟ろう燭そくの赤い火に照らされる鈍い銀髪、どこか儚はかなげな印象を与える真っ白な肌に、鮮血のような赤い瞳だけが強く輝きを主張し、おっかなびっくり勇者を見つめていた。

「あの、なにか？」

「俺……前に君と、どこかで会った事ないか？」

　少女に見み惚ほれた訳では決してない。その筈はずなのに、不思議と動揺してしまった勇者は、我ながらしょうもない事を言ったものだと、胸の内がモヤモヤでいっぱいになる。

　勇者の問いに銀の少女は恥ずかしそうに俯うつむいたが、すぐに寂しそうな顔で首を横に振った。

「多分勇者様の勘違いです。わたし、もうずぅーっと巨人城から出ていませんから」

「巨人城？　やっぱりここは、〝シン〟の体内だったか」

「シン、ですか？　それが何かは分かりませんが、ここは巨人城の胸部、ですよ？」

　勇者は師匠のように他人の心が読める訳ではない。しかし恭うやうやしく答える少女の顔に、噓うその気配は感じ取れなかった。

「成程。どうやら勇者様も、巨人城に迷い込んでしまったようですね。出来れば一刻も早く、ここから出た方がよろしいのですが……」

「そうもいかない。〝時の巨神将クロノス〟を見つけるまでは──」

　ゆっくりと立ち上がった少女に、勇者は開いた口も塞がらず見入ってしまう。

　幽鬼の如ごとく儚はかなげに佇たたずむ少女の胸、その丁度心臓の辺りには太く歪いびつな杭くいが刺さっていて、よくよく見ればそこから垂れる鎖は長い通路の奥の奥まで伸び、通路同様どれだけ目を凝らしても先が見通せない。

「……君、何者なんだ？　もしかして魔物か？」

　再び警戒心を露あらわにした勇者を前に、銀の少女は辛つらそうに首を振り否定する。

「ひどい！　わたし、魔物なんかじゃありませんっ。わたしも勇者様と一緒です。いつの間にかここにいて……気付いたらこんな鎖が刺さってて、それなのに、それなのに！　ぐすっ」

「あ、悪い。えーっと、その、参ったな。頼むから泣かないでくれ」

「くすん、くす、いいんです。くすくす、ぐすん。わたしなんて、所詮卑いやしい咎とが人びとですから」

「咎とが人びとってなんなんだ？　君の他にも、その鎖に囚とらわれた人がいるって事だよな？」

「なにって言われても……咎とが人びとは咎とが人びとです。私わたし達たち咎とが人びとは、決して許されない事をしたから、この世の終わりまで巨人城に囚とらわれちゃったんです」

　泣きじゃくる少女の言葉はおよそ答えになっていないが、実際のところ少女からは、魔物特有の本能的な敵意がまるで感じられない。普通の人間ならあり得ない見た目だが、ひとまず咎とが人びとと魔物は別物という点だけは信じてもよさそうだ。

「あー、その杭くい、痛くないのか？　咎とが人びとは皆胸に杭くいが刺さってるのか？　いや、無理に答えなくてもいいんだが」

　──厄介だな。勇者心得に、女の子の相手の仕方も載ってればいいのに。

　探り探り勇者が訊たずねると、俯うつむいていた銀の少女は、顔を覆う両の手から僅かに赤い眼めを覗のぞかせる。ルビーのような神秘的な瞳、その双そう眸ぼうに釘くぎ付づけになる事数分、銀の少女はようやく泣なき止やみ、重い口を開いてくれた。

「これは罪の証あかしです。刺さる場所は人それぞれですね。咎とが人びとは必ず杭くいと鎖がセットになってる筈はずなんですが……勇者様は、どうしてどっちもないんです？　勇者様も、何か許されない事をして、ここに来たんじゃないんですか？」

「俺は勇者だ。間違いなんて犯す筈はずがないだろ。この城には、自分の意思で侵入したんだ」

「そうですよね、ごめんなさい。勇者様、ですもんね」

　銀細工のように鈍く光る前髪から、あの眼めを離せなくなる赤眼がこちらを覗のぞき込こんでいた。

　銀の少女は見ためは精々十歳前後といったところだろうが、どういう訳か少女からは子供特有の瑞みず々みずしさがまるで感じられず、まるで古道具屋で長らく眠っていた骨こつ董とう品のような、老成した印象の方が強く感じられた。

　──成程。これも〝時の巨神将クロノス〟の力って訳か。きっと何十年、いや……もしかしたら本当に永遠に近い時間、この子は城をさ迷っているのかもな。

「勇者様？　さっきからわたしの顔、何かついてますか？」

「いや、そういう訳じゃ……君、この城は詳しいのか？　出口がどこにあるか知らないか？」

「出口？　そんなもの、どこにもありません」

「馬鹿な。入れたんだから、出られない訳ないだろ」

「前に誰かに聞いたんですが、巨人城を傷つけると、永遠に巨人城の一部になっちゃうんですって。ほらそこ、勇者様が壊そうとした所、よく見てみて下さい」

　銀の少女に言われ、じっくりと壁を見てみる勇者。時間を捻ねじ曲まげる〝時の巨神将クロノス〟の影響か、悠久に程近い長い月日に晒さらされた所せ為いか、壁の塗装は所々剝げ墜おち、場所によってはこの手のダンジョンによくあるような、まるで人の顔や手のような模様が滲にじんでいた。

「まさか、じゃあ今まで〝シン〟に挑んだ奴やつらって、皆……」

「わたしが止めなきゃ、今頃勇者様も仲間入りしてたかも、ですよ。分かってくれました？」

「あぁ。疑って済まなかった」

「いえ、仕方ないですよ。ここに来ると、皆最初はそう言いますから」

　銀の少女の弱々しい笑みは、薄暗い蠟ろう燭そくの炎と相まって、おどろおどろしい雰囲気をより一層増長させる。

　──仕方ない。退路について考えるのは、〝時の巨神将クロノス〟を手に入れてからだな。

「ん？　今、何か聞こえなかったか?!」

「いいえ？　わたしには何も」

「確かに声が聞こえた気がしたんだが」

　勇者は尚なおも音の発生源を探すが、どれだけ見渡しても薄暗い通路には勇者と少女以外誰もいないようだ。

「……さっさと〝時の巨神将クロノス〟を見つけて、こんな城脱出しないと」

「それ、さっきも言ってましたね。一体なんなんです？」

「なんでも伝説の魔石で、巨人こいつの心臓部にあるらしいんだが、何か知らないか？」

「うーん。心臓部なんて、この城の動力になってる〝永久ゼンマイ〟くらいしかないですね～。あ、でもそういえば、〝永久ゼンマイ〟に不思議な石が嵌はまってたような？」

「きっとそれだ！　よかった、案内してくれないか？」

「ちなみになんですが……その魔石、本当にそんなすごい物なんです？」

「伝説って言うくらいだから、国の一つや二つ買えるくらいの価値はあるんだろう」

　勇者の説明に、少女の赤い瞳がまさしく宝石の如ごとく輝いた。こんな呪われた城に閉じ込められていても、やはり金銀財宝となると気になるものなのだろうか。

「な、成程。更にちなみになんですが、勇者様が欲しいのはその魔石なんですよね？　なら魔石が嵌はまった〝永久ゼンマイ〟はどうするんです？」

「破壊する。魔石を外しただけじゃ、また動き出すかもしれないからな」

「えっ。こ、壊しちゃうんですか？」

「当然だ。俺は元々、〝シン〟を倒せって言われて来たんだから。それにほら、動力源がなくなったら、君だってここから出られるかもしれないだろ？」

　銀の少女は再度俯うつむき勇者の提案を吟味すると、やがて意を決したのか静かに頷うなずき答えた。

「分かりました。ここから出られるなら……わたし、頑張って勇者様を案内します！」

「ありがとう、助かる。そう言えばお互いまだ名乗ってなかったな。俺は勇者[image: Γ]@[image: κ]──」




　──なんだ？　今俺、なんて言った？




　ゾワリと、まるで頭の裏側を搔かき出だされたような、そんなこの上なく不快で、たまらなく辛つらい喪失感が突如去来する。

　何かされた形跡はない。それ以外はなんだって覚えているのに、勇者がいくら記憶を辿たどっても、どうしてもそれを口にしているシーンが思い出せず、口から出るのはまるで呪いの詠唱のような、耳みみ障ざわりで聞き取れない音だけだった。

「[image: Γ]、[image: Γ]@[image: κ]……そんな！　どうして」

「あぁ。勇者様は名前を〝もっていかれた〟んですね」

「もっていかれた？　誰に、何を……？」

「何って、自分の名前が分からないんでしょ？　この城にいると、皆ちょっとずつ何かを〝もっていかれ〟ちゃうんです」

「馬鹿な、そんな呪文聞いた事がない。それに、仮に〝時の巨神将クロノス〟にそんな魔力があったとして、一体誰が使ってるって言うんだ!?」

「そうですね、もしかしたらこの城そのもの、とか？」

　少女が簡単に吐き捨てた言葉は、何な故ぜか有無を言わせぬ重みがあり、勇者はその不可思議な説得力に、納得してしまっている自分に気付いた。

「ちなみに、わたしが〝もっていかれた〟のは記憶です。どこから来たのか、どうしてここにいるのか、私はもう何も覚えていません」

「じゃあ君も、自分の名前を憶おぼえていないのか」

　勇者が訊たずねると、少女はどこか儚はかなげに首を振り、首にかかった古めかしい銀時計を取り出してみせた。

「これのおかげで、名前だけはもっていかれずに済んだんです」

　開かれた銀時計には、掠かすれた文字で薄く〝私はアイア〟と刻まれていた。

　銀時計はどこか壊れているのかカチカチと音こそ刻むが、針は前にも後ろにも進む事なくただその場で揺れ続けていた。

「アイア、それが君の名前か」

「わたしにはこの銀時計以外何も無いので、今は銀のアイアアイア＝アルゲントウムと名乗ってるんです。まぁこの銀時計も、拾ったのか最初から持ってたのかさえ、もう覚えてないんですけどね」

「どれくらいここにいると、俺も君のように全部〝もっていかれる〟んだ？」

「さぁ。個人差もありますが、生あい憎にくいつからここにいるのか、わたし自身分からないもので」

「……宝探しは、時間制限付きって訳か」

　あまりに前途多難な依頼になってしまったが、勇者の中には最初から師の頼みクロノスを諦め撤退するという選択肢は存在しない。

「それはそうと、名無しじゃ何かと不便だな……よかったら、君が何かつけてくれないか？」

「そんな！　わたしのような咎とが人びとに、勇者様の名前なんてとてもとても」

「適当でいい。ここにいる間だけなんだから」

　アイアは勇者の頼みに心底困惑してしまうものの、勇者から少し離れて何やらブツブツと考え込み、チラリと勇者の髪を見た後、絞り出すように答えてくれた。

「昔、誰かに聞いたのですが、スカーレッドという赤髪の勇者が、この巨人城をほぼ攻略しかけたとかなんとか。その方にあやかるというのはどうでしょうか？」

「スカーレッド？　聞かない名だな。それにちょっと長くて面倒だ」

「そうですか。では畏れながら縮めてレッド様と」

　勇者スカーレッド、アイアの口ぶりではさぞ高名な勇者のようだが、レッドが知らないという事は、所詮地方の二流勇者なのだろう。

「俺はそいつと違って、こんな城完全に攻略してみせるよ」

「きっと出来ますよ、勇者様なら。ではこっちです、ついて来て下さい」

　ひとまずレッドと名乗る事になった勇者は、アイアの態度に何か引っ掛かるものを感じつつ後を追い始めていった。




　〝シン〟の内部は、城というよりは完全に迷宮のそれで、蟻ありの巣のように細く入り組んだ道を登ったり下りたり曲がったりしていく内に、不意にドアの前でアイアが振り返った。

「この先がそうなのか？」

「はい。中には凶暴な魔物もいます。気を付けて下さい」

「任せておけ。アイアはここで待っててくれ」

　依然武器は失ったままだが、元々レッドは剣技より呪文の方が得意なので、素手でもそんじょそこらの魔物に後れを取るつもりはない。

　それに、いつもなら一人で戦うので自分の心配だけしていればいいが、折角の連れに怪け我がでもさせたら一大事だ。

　改めて気持ちを引き締めたレッドは、慎重に真っ暗な部屋へ踏み込んでいった。

　右も左も全く見えず、部屋の全容は全く分からない。何か触れないかと両手を伸ばすも、指が触れるのは闇ばかりだ。

　なにかよくない気配がする。本能のかき鳴らす警鐘に従い、一旦下がろうとした勇者の背に……トンっと、冷たい感触が触れた。

　鉄よりも硬く、氷よりも冷たい。そんな感触の正体に気が付くよりも早く、たたらを踏んでいた勇者の足は……、







　そのまま奈落へと、真っ逆さまに落ちていってしまった。







「悪いけど、これでおしまいです。さよなら、勇者様──」
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ステージB1　　勇者という恐怖
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　最も早はや遠過ぎてすっかり錆さびついてしまった記憶の中でも、この壊れた銀時計だけは確かに存在していた。〝私はアイア〟、きっと咄とつ嗟さに刻めたのがそれくらいだったのだろうが、我ながらもう少しくらい、情報を残しておいて欲しかったものだ。

　それ以外にはなにもない。自分や家族についても、どうして巨人城こんな所に来てしまったのかさえ、アイアの空っぽの記憶には存在しないが、それでも一つ漠然と理解している事はあった。

　アイアが巨人城ここに来てしまったのは、アイアが許されざる罪を犯したからだと。

　それがどんな罪なのか、どうすれば償えるのかは分からない。

　もっともそれで何か困る訳でもなく、答えのない問題を考えるのも面倒だったので、アイアはただただ無為な時間を、巨人城で過ごす道を選んだ。

　城内を徘はい徊かいする禍まが々まがしい魔物達たちや、いたる所に隠された恐ろしい罠わなが、怖くてたまらない頃もあった。

　しかし恐怖は日毎ごとに鮮度を失い、いつしかアイアは怖がる事さえ面倒になっていった。

　昨日と明日の違いすら曖昧な巨人城での暮らしは、アイアの精神をゆっくりと、しかし確実に蝕むしばんでいるのは自覚していた。

　このままではいけないとなんとなく察していても、さりとて行動を起こす気にもなれず、だからといって自ら死を選ぶ勇気などアイアにある筈はずもない。

　結局のところ、銀時計に刻まれた名とただ惰性で死にたくないという想おもいだけを抱え、重い胸の鎖を引ひき摺ずり、アイア＝アルゲントゥムは当てもなく巨人城をさ迷い続けた……それくらいしか、出来る事がなかったのだ。




「おやアイア様、こんなところでお会いするとは奇遇ですな」

　ある日の事、行く当てもなく回廊を歩いていると、ふとアイアを呼ぶ声に足を止める。しかし気け怠だるそうに周囲を見渡しても、声の主は見つからない。

「こちらですこちら。足元です」

「なんだ、パッチさんか。またマッピングですか？　無駄な努力、今日もご苦労様です」

　声に従いアイアが視線を下ろすと、そこには青い毛を纏まとった小ネズミが、鎖の伸びた針が刺さった尻尾を振りながら、大きな前歯を突き出しニッと微ほほ笑えんでいた。

「相変わらず手厳しいですな。ですが巨人城の管理は、我々秩序の番犬ケルベロスの重大な役目ですから。それにもしかしたら、今度こそ〝傲慢〟にお会い出来るやもしれませんし」

「〝傲慢〟、ですか。本気であんな噂うわさ話ばなし信じてるんですか？」

「真偽それを確かめるのも、また秩序の番犬ケルベロスの仕事というものです」

　アイアが得意気に語るパッチを適当に聞き流し進み出すと、足元をチョロチョロと駆けずり回っていたパッチは、断りもなしにアイアの足を駆けあがり、肩の上まで登ってきた。

「なんですか？　わたし、パッチさんに用なんてないんですけど」

「そう仰おつしやらず乗せていって下さい。仕事を果たさないと、ガルム様に[image: 叱]られてしまいます」

「貴方あなたがガルムさんに嚙かみ殺ころされようと、わたしには関係ありません」

　アイアは鬱陶しそうに手で払おうとするも、パッチはするするとアイアの手を躱かわす。

　段々追い払うのも面倒になってきたので、アイアの耳元でチューチューと聞こえてくる囀さえずりには、適当に相あい槌づちを打ち聞き流す事にした。

　そうやってしばらく歩いている内に、アイアは赤い蠟ろう燭そくに照らされた通路に、見慣れない人影が倒れている事に気付く。

　恐る恐る近付き見てみると、どうやら質素な鎧よろいに身を包んだ青年のようだ。

「ははぁん。大方また命知らずのお馬鹿さんが、のこのこと迷い込んで来ちゃったんですね」

「また勇者ですか。それにしては随分と若いご様子ですな」

　通路に横たわる青年を、冷めた目で見下ろすアイア。年は精々十六歳前後だろうか。真っ赤な短髪を頂く顔はどこか子犬のようだが、細いが引き締まった身体からだはまるで猛犬だ。

「ほんと懲りない人ひと達たち。人間に巨人城をどうこう出来る訳ないのに」

「全くです。おやおや、随分と物騒な物を持っていますな」

「綺き麗れい。これ、なんて宝石かしら？」

　パッチが懸命に引っ張っていた片手剣を、アイアは半ば奪い取るように持ち上げしげしげと眺め回す。刀身の美しい宝剣の柄には、サファイアよりも淡く綺き麗れいな宝石がはめ込まれていて、心が枯れたアイアの眼めすら奪う深しん淵えんな輝きを放っていた。

「勇者に武器を持たせておいては危険です。没収しておきましょう」

「その方がよさそうですね。ドラスさんに渡せば、きっと何かいい物と交換してくれる筈はず。宝石はわたしが貰もらいますけど」

「過ぎたる欲は、身を滅ぼしますよ？」

「余計なお世話です。それに、どうせパッチさんには持っていけないでしょ？」

　パッチを適当にあしらうと、アイアは片腕程の長さの剣を、躊躇ためらう事なく飲み込んだ。

　実はアイアの身体からだは、中身が隙間らだけの空洞になっている。体内には時計の歯車や針のような物が埋まっているが、それらが嚙かみ合あいなんらかの機構となっている訳でもない。

　外側こそただの少女だが、中身は無機質で不気味な異形の身体からだ。破壊本能しかない魔物などと一緒くたにはされたくないが、それでもやはり、おぞましい化け物である事は否定できない。

　巨人城に〝もっていかれた〟結果こうなったのか、それともこの城に来る前から魔物だったかはもう覚えていない。その記憶すら〝もっていかれて〟しまったからである。

「目的はやはり〝永久ゼンマイ〟でしょうか？」

「さぁ。知らずに来た可能性もあるけど……どの道心臓部に辿たどり着つけるとは思えませんね。最悪貴方あなた達たちのボスに見つかって、死ぬより苦しい目に遭うのがオチでしょうね」

「ガルム様は侵入者に御厳しいですからね。やむを得ないでしょう。〝永久ゼンマイ〟になにかあっては、巨人城はおろか我々咎とが人びと全員にとっての一大事ですから」

　巨人城の心臓部には、巨大な魔道具アーテイフアクト永久ゼンマイがある。鎖を通し全ての咎とが人びとの杭くいと繫つながっているゼンマイは、歪ゆがんだパーツが狂ったように絡からみ合あい、休む事なく延々と稼か働どうし続けているのだ。そうまるで、巨人咎人の心臓のように。

　この青年の目的は分からないし、他の咎とが人びとがどうなろうと知った事ではないが、アイアの命を脅おびやかす可能性が少しでもあるなら、少々面倒でも排除しておくに越した事はない。

　アイアが昏くらい眼まな差ざしを向けていると、幼さの残る勇者の顔が、ピクリと動き始めた。

「あら、この人起きそうですよ。侵入者退治は、秩序の番犬ケルベロスのお仕事なんじゃないですか？」

「そうしたいのは山々ですが、生あい憎にくこのパッチ、見ての通り無力な小ネズミに過ぎません。アイア様の助けがあれば、あるいは勇者討伐も可能かと」

「冗談よして下さい。わたしとさっきの宝剣、どっちが軽いか知ってます？」

「仕方ありませんね。誰か他のメンバーと合流出来るまで、無力な我々は見張りに徹すると致しましょう」

「……わたし、秩序の番犬ケルベロスに入った覚えはないんですが？」

　青ネズミは大おお袈げ裟さな身振り手振りで落胆しつつも、ニヤニヤと笑みを張り付けていた。

「おや、手伝って頂けない？　それは残念。ですがよろしいのですか？　もし私がうっかり勇者に捕まったら、臆病な私はきっと、宝剣の在あり処かを白状してしまうでしょうな」

「はぁ。分かりました。面倒ですが手伝います。でも、見張るだけですよ？」

「流石さすがアイア様！　このパッチ、感涙の極みに御座います。では一旦様子を見ましょうか。そちらに丁度、隠し部屋もある事ですし」

　パッチに従い、アイアは渋々と壁に仕込まれた隠し扉に滑り込む。胸の宝剣がゴトリと動いた拍子に、何か覚えのない感覚が一瞬胸をよぎったが、それどころではなかったアイアは、今は気にしない事にした。




　アイア達たちが潜り込んだような隠し部屋は、巨人城のあちこちに仕込まれていて、数えきれない程の年月をここで過ごしているアイアでも、その全容は把握出来ていない。

　特に覚える気がないというのも理由の一つだが、最大の理由は巨人城はある程度時が経たつと、ひとりでに部屋が様変わりするからだ。

　一体誰が、何の為ためにそんな事をしているかは分からない。パッチの他にも巨人城には数多くの咎とが人びとがいるが、その内の誰かが模様替えをしている瞬間を見た事はないし、したという者もまたこれまで一人もいない。

「どうです？　私の無駄な努力も、たまには役に立つものでしょう」

「はいはいご苦労様です。その嫌味も秩序の番犬ケルベロスのお仕事なんですか？」

「他愛もない、取り柄に御座います。小さな私には、これくらいしか出来ませんので」

　アイアとパッチが壁の中で話していると、そろそろ目覚めるのか、勇者はなにやらうんうんと唸うなり始めた。

「しかし哀れですな。まだあんな若さで巨人城に挑むとは。恐らく彼も、名誉だの栄光だのを求めて来たのでしょうが」

「そうですね。こんな辛気臭い城から、もう一生出られないって分かったら、一体あのお馬鹿さん、どんな顔をするのやら──」




『おい待て、馬鹿とはなんだ馬鹿とは！』




　唐突な返答に、思わず身を竦すくませるアイアとパッチ。まさかこちらに気付いていたのかと息を潜めるも、目覚めた勇者は寝ぼけ眼で不思議そうに辺りを見渡すばかりで、どうやらこちらに気付いた様子は見受けられなかった。

「なっ、なっ、なんだ、寝言ですか。あーびっくりした」

「やれやれ。少々肝は冷えましたが、どうやら気付かれてはいないようですな」

「何かブツブツ言ってますね。他にも誰か一緒に来たのかしら」

「恐らく。後でそちらも探さなくてはなりませんな」

「そこまで手伝うとは約束してません。あら、やっと武器がない事に気付いたみたい。あの勇者、本当にお馬鹿さんなんですね」

　慌てた勇者はひとしきり辺りに明かりを放つが、アイアの体内にある宝剣がそれで見つかる筈はずもない。やがて気持ちを切り替えたのか、勇者は素手のままおもむろに壁に近づくと、ブンブンと肩を回し始めた。

「まさか、殴って壊すつもり？　はぁ、本当の本当にお馬鹿さんなんですね」

「いやはや、若いとは恐ろしいものですな。たとえ攻城兵器でも、この壁は──────」




　──それはまるで、雷でも落ちたのかと錯覚する程、両の耳を重く厚く揺する爆音だった。




　耳を裂く騒音に続き、数秒もの間身体からだの内側まで重く揺さぶる振動は、パッチの言葉をいとも容易たやすく塗り潰す。一体どんな特別な呪文や技術を使ったのか、勇者は傍はたから見ればただのパンチで、堅けん牢ろうな巨人城の壁に痛々しい亀裂を走らせてみせたのだ。しかし──、

「し、ししし心配には及びませんっ。あの程度、す、すぐに直りますよ。そそそ、それにあんな大規模な術、そう何発も連打出来る筈はずありません！」

「ほ、本当ですか？　あの人、なんかまた殴ろうとしてますよ？」

「……止めた方がよろしいのでは？」

「え？　わたし?!　無理無理、無理に決まってます！　パッチさんが行って下さいよ！」

「私のような胡う散さん臭くさい小ネズミよりも、見た目だけなら美少女のアイア様が頼んだ方がきっと上う手まくいきますよ」

「そ、そんな無茶な──」










　──なんて思ってたのに、まさか本当に上う手まくいくなんてなぁ。

　赤髪の青年はアイアの異形の身体からだに一度は警戒してきたが、ちょっとウソ泣きしただけで簡単に騙だまされてくれた。どうやら戦闘力こそ化け物染じみているが、それ以外はちょっと抜けているようだ。

　──ま、勇者なんて所詮野蛮人って事ですかね。

　今までにも何度か、この手の自称勇者が巨人城に侵入してきた事はあった。もっともこの青年と違い、彼らにはアイア達たち同様罪の証あかしは顕現していたが。

　侵入者の始末はパッチ達たち秩序の番犬ケルベロスが率先して行うので、アイアが勇者と接触した事は殆ほとんどないのだが、どうもアイアは勇者という人種が、この上なく不快だった。

　自じ分ぶん達たちの命を脅おびやかすから……勿もち論ろんそれもあるのだろうが、面倒だという感情以外全て〝もっていかれた〟筈はずのアイアの胸中で、ヘドロのような黒い不信感がドロドロと渦巻いてくるのだ。

　──なんだろうこの気持ち。まぁ、別になんだっていいですよね。どうせこの人もすぐいなくなるんだから。

　勇者を睨にらみつけていた事に気付いたアイアは、警戒される前にさっさと視線を逸そらそうとしたところ、勇者もまたアイアをじっと見つめている事に気付く。

「勇者様？　さっきからわたしの顔、何かついてますか？」

「いや、そういう訳じゃ……君、この城は詳しいのか？　出口がどこにあるか知らないか？」

　照れ臭そうに話題を逸そらす勇者を見ていると、先程までは人食い狼おおかみのような男だと怖がっていたのに、人に慣れていないだけの子犬のように思えてきてしまう。

　──ちょっと面倒だけど、上う手まく手て懐なずけられればガルムさん避けになるかも……、

（この勇者、放っておくと危険やもしれませんね）

　まるでアイアの心を読んだかのようなタイミングで、耳元から唐突にヒソヒソ声が聞こえてきた。どうやらいつの間にかパッチが肩まで登ってきていたらしく、アイアは驚きを隠す為ために、勇者の死角で口を手で塞ぐ羽目になった。

「ん？　今、何か聞こえなかったか?!」

「いいえ!?　わたしには何も」

「確かに声が聞こえた気がしたんだが」

　勇者は不思議そうに辺りを見渡すも、幸運な事にアイアの首元に隠れたパッチには気付かなかったようだ。

「……さっさと〝時の巨神将クロノス〟を見つけて、こんな城脱出しないと」

「それ、さっきも言ってましたね。一体なんなんです？」

「なんでも伝説……──」




　勇者の説明を受け、どう立ち回るのが得策か思案するアイア。伝説の魔石とやらは正直気になるが、それで秩序の番犬ケルベロスに睨にらまれるのはごめんだし、何より勇者に永久ゼンマイを壊されでもしたら、最悪どころの話ではない。

（まさかとは思いますが、ろくでもない事を考えているのではありませぬか？）

（やだなぁ、〝強欲〟の咎とが人びとはわたしじゃなくてドラスさんでしょ？　心配しないで下さい。わたしにいい考えがあるんです）

　アイアはパッチを隠すように俯うつむくと、不安気に訊たずねるパッチに微ほほ笑えみ返し、精一杯の作り笑いを張り付けてから顔を上げた。

「分かりました。ここから出られるなら……わたし、頑張って勇者様を案内します！」

「ありがとう、助かる。そう言えばお互いまだ名乗ってなかったな。俺は勇者[image: Γ]@[image: κ]──」

　──本当にお馬鹿さん。今更自分の名前を〝もっていかれた〟って気付くなんて。

　何か起きたか分からず狼ろう狽ばいする勇者に、先達として巨人城の仕組みを教えてやると、なんだか出来の悪い弟が出来たかのような、奇妙な優越感がアイアの胸に去来した。

「……宝探しは、時間制限付きって訳か。それはそうと、名無しじゃ何かと不便だな……よかったら、君が何かつけてくれないか？」

「そんな！　わたしのような咎とが人びとに、勇者様の名前なんてとてもとても」

「適当でいい。ここにいる間だけなんだから」

　余計な面倒にアイアが心底辟へき易えきしていると、先程から髪に紛れていたパッチが、カリカリとアイアの背を引ひっ搔かき始めた。

　小ネズミの意図を察し、背中を隠しながらアイアが勇者から離れると、不快な感触が止やむのと同時に、再びヒソヒソとパッチが語り掛けてきた。

（ちょっと、話しかけるならもっとバレにくい方法にしてくれません？）

（それは失礼。それよりも、名前なんてなんでもいいですから、いい加減何を企たくらんでいるか、このパッチめにも教えて頂けませんか？）

（大した事じゃありません。勇者さんはわたしを信用しているみたいだから、心臓部に連れていくフリして、罠わなに嵌はめちゃえって思っただけです）

（ほほう。それはそれは、アイア様にしては中々に名案で御座いますな）

（なんかさっきから言い方が引っ掛かるなぁ。まぁいいですけど。それで？　巨人城に詳しいパッチさんなら、そういうの詳しいんじゃないですか？）

（分かりました。いくつか候補を考えておきます）

　文句と一緒に突き出す青い鼻を引っ込めさせると、アイアは今ようやく考えついたかのように、苦く悶もんの表情を浮かべてみせる。

「昔、誰かに聞いたのですが、スカーレッドという赤髪の勇者が、この巨人城をほぼ攻略しかけたとかなんとか。その方にあやかるというのはどうでしょうか？」

　無論噓うそだ。いつだったかパッチから聞いた昔話は、勇者に憧れる赤髪の少年が悪い魔法使いに捕まり、逆に魔王に仕立て上げられてしまったというものだった。

「スカーレッド？　聞かない名だな。それにちょっと長くて面倒だ」

「そうですか。では畏れながら縮めてレッド様と」

「俺はそいつと違って、こんな城完全に攻略してみせるよ」

「きっと出来ますよ、勇者様なら。ではこっちです、ついて来て下さい」

（いやはや、本当にアイア様は噓うそがお上手ですな。罠わなの件ですが、丁度いい部屋を思いつきました。そちらの角を右に曲がって下さい）

（はいはーい、了解です）

　罪悪感などない。たとえこの青年にそんなつもりがなくても、この勇者を殺さねばアイアが死んでしまうのだから。

　そう自分に言い聞かせ、アイアはまるで巨人の血管のように張り巡らされた通路を、パッチの指示に従い上へ下へと進んでいった。





２






　勇者は余程のお人よしなのか、複雑な道中を結局ただの一度も口を挟む事なく、半ば盲目的と言ってもいいくらい素直について来た。普通こんな怪し気な道を進んでいれば、本当に合っているのかと聞かれてもよさそうなのにと、アイアは勿もち論ろんパッチでさえ拍子抜けする程だ。

　──いくらなんでも落とし穴なんてって思ってましたけど、この分じゃ本当にあっさりと引っ掛かりそう。でも、落とし穴くらいでこの人を倒せるのかしら？

「この先がそうなのか？」

「はい。中には凶暴な魔物もいます。気を付けて下さい」

「任せておけ。アイアはここで待っててくれ」

　暗い部屋に赤髪がまるで松たい明まつの如ごとく、ぼんやりと勇者の背中を映し出す。

（さぁアイア様、後は先程教えた通り。よろしくお願い致します）

（え、えぇ。分かりました）

　今まで秩序の番犬ケルベロスが三流勇者を始末する現場は少なからず見てきたが、成り行きとはいえアイアが直接手を下すのはこれが初めてだ。

　吸い込まれるように勇者の背中に向けた腕が、気付けばプルプルと震えている事に気付く。

　──わたしが勇者を、殺す……。

　これはただの正当防衛だ。命を奪うのはあくまでその結果でしかない。

　やられる前にやる。生きていれば多かれ少なかれ、他の命を奪うのは当然だ。それが悪いと言うのなら、そもそも生きるのが悪いという事になるではないか。

　──そうだ、わたしは悪くない………わたしは悪くない!!

「あっ」

　気付いた時には、アイアの冷たい手は勇者の背をゆっくりと……だが確実に押し出し、次の瞬間には勇者の赤髪は、まるで命の蠟ろう燭そくを吹き消したかの如ごとく、暗い部屋から綺き麗れいさっぱりと消えてしまっていた。




「勇ましい最さい期ごでしたな。アイア様を囚とらわれの姫か何かとでも、思っていたのでしょうな」

「お、お馬鹿さんじゃ仕方ありません。だからこうして、簡単に騙だまされる……悪いけど、これでおしまいです。さよなら、勇者様」

　アイアは髪の中から出てきたパッチと共に、勇者が落ちていった闇より昏くらい落とし穴を見下ろすも、既に勇者は最も早はや影も形も見えなくなっていた。

「この穴、深さはどれくらいあるんです？」

「チチ。以前侵入者を落とした際、実に面白いものが聞けたのですが、何だと思います？」

「相変わらず悪趣味ですね。そんなのわたしには分かりません」

「笑い声ですよ、発狂した侵入者のね。この穴に落ちたら最後、永遠に底に着く事はありません。つまり文字通りの底なし、という訳ですな」

「へぇ。それはまたなんとも、パッチさんらしい罠わなですね」

「私としては、これでも配慮したつもりなのですよ？　もしガルム様に捕まったら、よくて八つ裂き悪ければ火ひ炙あぶり……それに比べたら、痛くも苦しくもないでしょう？」

　得意気に微ほほ笑えむ小ネズミは無視出来ても、アイアは奈落へ通じる穴から目を逸そらす事がどうしても出来なかった。

　──そ、そんな罠わなだなんて知らなかった。知らなかったんだから仕方がない、ですよね？

　欠片かけら程の罪悪感から目を背けても、震える両手にはまだ勇者の背中の感触が残っている。

　──わたしの所せ為い……ううん、わたしは悪くない。だってパッチさんが──、

　その時、ふとアイアは真っ暗な闇の中に、一瞬火花が散った事に気付く。

「さて、晴れて勇者も始末出来た事ですし、後はドラス様に──」

「待って！　今何か、何か光りませんでしたか？」

「なんでしょう？　もしかしたらあの青年、途中で壁にでも激突──────」




　ズドン。




　トラップ部屋、いやまるで巨人城全体を揺るがすような、聞き覚えのある爆音がパッチの言葉を再び塞せき止とめた。

　こんな骨の髄まで震えあがる音、そう誰でも出せるものでは決してない。何かを、ほんのすぐそこさえ見通せない程深く昏くらい闇の中で、あの勇者が確かに何かしているのだ。

　ズドン………………ズドン…………ズドン……ズドン、ズドン。

　徐々に、だが確実に狭くなっていく間隔。そして確実に大きくなっていく怪音は、理解出来ないままアイアに一つの答えを提示する。あの勇者は今まさに、なんらかの方法でこの穴をよじ登っているに違いない。

「い、一体どうやって？　この縦穴に、摑つかまるところなんてない筈はずなのに！」

「そんな事より、早くここから逃げ──」

　竦すくむ足を叩たたく事で[image: 叱]しつ咤たし、一刻も早く逃げようとしたアイアの努力も虚むなしく、気付いた時には既に、アイアの眼前に再び赤い短髪が覗のぞいていた。

　そして、勇者の壁の登り方を目まの当あたりにし、アイアの戦慄はより深く重く刻まれる。なんと勇者は、あろう事かその健脚を壁に突き刺し壁を歩いてきたのだ。

　──化け物だ。この人、今までの三流勇者とは全然違う！

　怯おびえ見下ろしたままのアイアと、垂直に壁を歩く勇者の視線が交差する。

　先程までは、精々辺りを照らす松たい明まつ程度にしか思っていなかった赤髪が、今はまるで全てを焼き尽くす猛火のように感じ、アイアは直感的に死を悟ってしまった。

　これこそが勇者、魔物を殺す存在。死の罠わなから難なく這はい上あがってきた勇者を前に、心の折れたアイアは静かにその場に蹲うずくまり、裁きを受け入れようと頭を垂らすと、

「よかったら、手を貸してくれないか？」

「えっ?!　あ、あの、勇者……様、その……」

「あー、悪い。急にいなくなって怖かったよな？　危険な魔物がいるって言うから、罠わなを警戒し忘れてた」

「…………え？　いやあの、えーっと……ご無事で、なにより……です？」

　どうも会話が嚙かみ合あわないが、どうやらアイアが突き落とした事には気付いていないようだと、内心安あん堵どしたアイアは差し出された手を握り、自分が落とした罠わなから勇者を助け出した。

「なぁアイア、もしこの先俺の師匠に会ったらさ……今の内緒にしてくれないか？」

「は、はぁ。わたしはその、構いません、けど」

「悪い、助かる……俺の師匠さ、かなり説教臭い人なんだ。あんまり情けない真ま似ねすると、後で何言われるか分からないからさ」

　ばつが悪そうに微ほほ笑えむ勇者を見て、アイアはなんの根拠もないが、罠わなに嵌はまったのを隠したがる理由になんとなく察しがついた。

　──お師匠さん、多分女の人なんだろうな……別にいいですけど。

「ところでさ、本当にこの部屋で合ってたのか？　穴以外何もないみたいだが」

「あ、ごめんなさい。わたし、道を間違えちゃったみたいですね……怒らないんですか？」

「まぁ勇者心得二十条に〝他人の失敗は責めるな〟ってあるからな」

　勇者があまりにもあっけらかんとするので、本当にアイアを疑っていないのか、実は気付いているが敢あえて言わないでいるのか、アイアは本気で分からなくなってしまう。

「分かりました。それじゃあ改めて、ご案内させて頂きます」

　ひとまずここから離れようと、アイアがそそくさとトラップ部屋から出ると、いつの間に隠れていたのか、再び懐ふところからパッチが語り掛けてきた。

（やれやれ、お人よしな勇者で助かりましたな）

（ちょっと、こんな近くで話しかけてこないで下さいっ）

（心配し過ぎですよ。どうせあの青年なら気付かないでしょう）

　アイアがチラリと背後を窺うかがってみると、勇者は依然吞のん気きな顔でついてきていて、パッチに気付いた様子はないようだ。

（ほんと、鍛えてばっかりいないで、もう少し人を疑う事を学ぶべきですね）

（ですが、だからこそまだ付け入る隙があるというものです。次のトラップですが──）

（ちょ、ちょっとパッチさん、まだやるんですか？　正直、わたし達たちだけじゃあの人は倒せないと思うんですけど）

（何を仰おつしやいますか。こんな危険人物、放っておく訳にはいかないでしょう。こんな戦うしか能がない生き物、いつアイア様の事も魔物扱いするか分かりませんよ？）

（それは……そうかも、しれないですけど）

　確かにアイアは見た目こそ人間の少女だが、胸の杭罪の証は言うまでもなく、中身もどちらかと言えば魔物の方が近い存在だ。気乗りはしないが、アイアは結局パッチに言われるがまま、次なるトラップ部屋目指し勇者を連れ歩くしかないようだ。




　──結局胴体部まで来ちゃった。ガルムさんに会っちゃったらどうしよう。

（アイア様、そこの通路の突き当たりが、目的のトラップ部屋に御座います。何なに卒とぞ上う手まく、あの勇者めを誘導して下さいませ）

（はいはい、分かってますよぉ）

　勇者と巨人城を歩き回る事更に数刻、今この瞬間も自身の縄張りを徘はい徊かいしているであろう狂信者の影に怯おびえつつ、アイアはようやく目当ての部屋に辿たどり着つく。

「やっと着いたか。随分歩いたみたいだけど、ここって〝シン〟のどの辺りなんだ？」

「えーっと、胴体部のどこか、ですね」

「胴体部？　さっきは胸部って言ってたよな？　通路に何か目印でもあるのか？」

「説明が難しいんですが、まぁそんな感じです。さぁ勇者様、そんな事よりこの部屋の更に奥が、お目当ての心臓部です。わたしはここで、勇者様の帰りをお待ちしてますね」

「任せてくれ。出来るだけ手早く済ませてくる」

　──はい、さっさと逝いっちゃってくださ～い。

　勇者が慎重に鉄製の扉を開けた途端、ガーゴイルを模した禍まが々まがしい燭しよく台だいに一斉に青い火が灯ともり、まるでトンネルのような狭く長い部屋を、隅々まで照らし出した。

　長い部屋はずっと奥に更なる扉があるのみで、トラップの類は一切見受けられない。勇者もそう判断したのか、肩透かしに一瞬首を傾かしげるも、それでも部屋への最初の一歩は、慎重に片足だけ伸ばす。恐らく落とし穴を警戒しているのだろう。

（流石さすが慣れていますな。ですが、今度のトラップはそっちではありませんよ）

（だから、急に出て来ないで下さいってばっ）

　アイアがパッチを押し留とどめている間も、尚なおも慎重に歩を進めていた勇者が、狭い部屋の中央付近まで進んだまさにその瞬間、見えない力に引っ張られるかのように、重い扉はひとりでにバタンと閉まってしまった。

　鉄の扉が閉まった途端、部屋の外にいるアイアにも聞こえる程の音量で、部屋中のガーゴイルが邪悪な笑い声を轟とどろかせ、トラップが作動した事を知らせる。

　続けて聞こえてきたのは何かが転がる音、それも振動からして相当な大きさのようだ。

「なんですかこの音。一体中で何が……」

「チチチ。鉄球モンスターバウバウですよ。それも特大級のね」

「バウバウ？　なんだか可か愛わいい名前の魔物ですね」

「可か愛わいいって……ごほん。名前はさておき、バウバウとは全身反魔法アンチマジツク装甲で構成された、生きた鉄球モンスターです。つまり」

「あぁ成程。そのなんたら装甲があれば、どんな呪文も効かないんですね。でも、奥の部屋まで逃げきられたらどうするんです？」

「奥の扉はダミーです。開けても壁しかありません。手も足も出せずに嚙かみ殺ころされるもよし、奥まで逃げて押し潰されるもよしという訳です」

「流石さすが、悪巧みさせたら巨人城一、ですね」

　ゴロゴロという音が遠ざかっているという事は、どうやらあの勇者は奥まで逃げるのを選んだらしい。それが無駄とも知らずに。

「さてと、これで一安心ですね。わたしもガルムさんに会っちゃう前に、さっさとこの剣をドラスさんに引き取って貰もらいに行くとします」

「その方がよろしいでしょうね。ガルム様は何な故ぜかアイア様を目の仇かたきにしていますから……前々から聞いてみたかったのですが、何か機嫌を損ねるような事でもしたのですか？」

「そんなのこっちが聞きたいです。わたしは何も悪くないのに、あの人ったら──」

　その瞬間、何か音が聞こえた気がした。まるで扉をノックするような……しかしそれがどこから聞こえてくるのか分からず、アイアは不安そうに周囲を見渡すも、青い火に照らされた通路には何もない。

「パ、パッチさん。これ、なんの音ですか？　他にも罠わながあるんですか？」

「いえ、私はまだ何も……まさか、部屋の中では?!」

「そんなっ！　だってあの人、もうペチャンコになった筈はずじゃ」

　自らの耳が信じられず、アイアは縋すがるように鉄製の分厚い扉へ近づき耳を澄ませる。すると聞こえてきたのは、やはり部屋の奥側から、ガンガンと何かを叩たたく音だった。

「馬鹿な、殴ってどうこうなる魔物では！」

　悲鳴のようなパッチの叫びに応えるように、一ひと際きわ大きくなった音は遂ついに目標を砕いたのか、何かがパラパラと砕け散る音と共に、ぴったりと止やんでしまった。

「信じられない、バウバウを素手で……いや、たとえ武器があったとしても、そんな」

　ようやく事態を吞のみ込むも時既に遅く、分厚い鉄の鎧よろいがまるで木の戸の如ごとく軽々と開け放たれ、現れたのは想像通り……いや、想像よりもタチが悪い事に、恐らくバウバウの物であろう巨大な鉄の歯が刺さったまま、平然と戸を開けた勇者の姿だった。

「な、ゆ、勇者様、無事だったんですね。急に怖い声が聞こえてきたから、わたしとってもとっても心配してたんです」

「ここもハズレだったみたいだ。なぁ、次はどこへ行けばいいんだ？」

　勇者は文字通り歯し牙がにもかけず、食い込んだバウバウの歯を放り捨てた。

　そして奇妙な事に、二度にも渡りアイアの案内した部屋で罠わなにかかったにもかかわらず、依然アイアを疑う様子がない。

　──例の勇者なんちゃらを、律りち儀ぎに信じているのかしら？　そんなまさか、ですよね。

　そうやって警戒するアイアを見て、勇者はまた怯おびえているとでも勘違いしたのか、見ている前であっという間に治ってしまった歯型をポリポリと搔かき、不器用に笑ってみせた。

「あんな大きなバウバウ初めてだったけど、心配はいらない。鋼の精霊と、えーっと後は多分癒いやしの精霊の加護のおかげかな？」

「は、はぁ。勇者様はその、随分たくさんの精霊と契約してるんですね。そういうのって、普通一人一つが限界って聞いた事あるんですけど」

「師匠の命令でね。手当たり次第に……大体百体くらいだな」

「ひゃっ……成程。それはそれは」

　およそ理解の及ばない範はん疇ちゆうの出来事を、なんでもないように、そしてとても他ひ人と事ごとのように語る勇者を前に、呆あきれ以上の恐ろしさに固まってしまうアイア。その時、

「おいお前ら！　そこで何をやっている?!」

　次の算段を考える暇もなく、背後から聞こえてきた荒い声にアイアはギョッとしてしまう。

　振り返った先にいたのは、パッチやガルムと同じく青い毛皮を纏まとった獣のような咎とが人びとだった。口ぶりからして間違いない。この辺りを仕切っている秩序の番犬ケルベロスのメンバーだ。

　──あーもう面倒臭……いえ、むしろ助かったのかも。後はこの人に全部押し付け──、

「見ない顔だな。まさかお前、侵入──ッ」

「なんだ？　変わった魔物だな」

　つむじ風が横切った。そう錯覚した時には、既に勇者はアイアの眼前から背後へ移動し、声を掛けてきた咎とが人びとは、顔面が蜂に刺されたトロールのような状態で虫の息になっていた。

「次はこいつを倒せばいいんだな？」

　なんの敵意もなく、ただ機械的に咎とが人びとを処理しようとする勇者を見て、アイアは何を思ったか、気が付いた時には振り上げられた勇者の腕に、必死にしがみ付いていた。

「なにやってんだ？」

「もう決着は着いたんだから、なにも殺さなくたっていいじゃないですか！」

「でも勇者心得には、〝やられる前にやれ〟ってあるぞ？」

「でもその……えーっと、この人ひと達たち秩序の番犬ケルベロスのメンバーに手を出すと、そのー、ガルムさんっていうとっても怖い咎とが人びとが、多分仕返しにくるんじゃないかなーって」

「ガルム？　危険な奴やつなのか？　じゃあそいつを倒せばいいんだな？」

「いえいえっ！　そんな事しなくてもこちらから手を出さなければ、秩序の番犬ケルベロスは何も──」

　言いかけた途中で、アイアは視界の端に粉々になったバウバウとトラップ部屋が目に入り、何も言えなくなってしまう。この部屋だけではない。いくら勝手に修復するとはいえ、この青年は既に巨人城のあちこちを破壊し、それをパッチに目撃されているのだ。

「よく分からないんだが、やっぱり勇者心得に従った方がいいんじゃないか？」

「と、とにかく！　暴力反対です！　咎とが人びとは魔物じゃないんですから、いくら秩序の番犬ケルベロスでもやっつけたりしちゃダメだと思います！」

「そっか。わかった。君がそう言うなら、もう咎人は殺さない。約束だ」

「え？　あぁ、はい。では約束、です」

　勇者はまるで悪いた戯ずらを許して貰もらえた子供のように、額をポリポリと搔かきながら屈託なく微ほほ笑えむと、半死半生となっていた咎とが人びとに回復呪文を施し始めた。

　──なんなのこの人。でも、これでひとまずわたしが襲われる心配はなくなった、筈はず……本当に？　こんな何考えてるか分からない怪物が、本当に約束を守るとでも？

　その姿はあまりに純粋で、それなのに矛盾の塊のようにも感じ、接すれば接する程アイアはどう対応していいか分からなくなってしまう。

　とりあえず勇者の機嫌を損ねぬよう愛あい想そ笑わらいを返しつつ、胸の内では不運な咎とが人びとにほんの僅かな……それでも先程勇者に向けた罪悪感よりははるかに大きな同情を向けた。

「それで？　次はどこに行けばいいんだ？」

「あぁはい。えーっとですね、ここもダメとなると──」

「ダメ？　ダメって何がだ？」

「あーいえ！　言い間違えです。おっかしいですね～、心臓部はすぐ近くの筈はずなんですが」

　考え込むフリをして、慌てて勇者から視線を逸そらすアイア。この青年の眼まな差ざしはあまりに無む垢くで、それ故に容易たやすく噓うそを見抜かれるのではという気がしてならない。

（そろそろ誤魔化すのも限界です。バレるのは時間の問題ですよ？）

（そう仰おつしやられましても……ボウガン地獄はどうでしょう？）

（ボウガンなんて、あの怪物に刺さるとは思えません。そういえば、おっきなギロチンがどこかにありませんでしたっけ？）

（ダメです、あの部屋は先日別の部屋に変わってしまいました。そうだ、大量のゴブリンが襲い掛かる部屋が……あったのですが、先日ガルム様が、いつもの癇かん癪しやくで壊したのでした）

（あーもうっ、どうするんですか？）

　勇者の死角でブツブツと相談し合うアイア達たちだが、流石さすがの勇者も変に思ったのか、それでもどちらかと言うと心配そうにアイアに声を掛けてきた。

「どうした？　やっぱり思い出せないのか？　なら……」

「ひぃっ！　そうだ、あの部屋ならいけるかも！」

「いける？　いけるってなにがだ？」

「あ、そのつまり……今度こそ行けるんですよ！　心臓部に！　えぇはい」

「そうか、じゃあ案内頼む。あぁそうだ。一応言っておくけど、見つからなかったら見つからなかったで、別に構わないから」

　ポツリと言い捨てる勇者の眼まな差ざしに、アイアの背筋が氷のように冷え切る。懐ふところに隠れたパッチも感じたのか、モゾモゾと逃げ出そうとしてきたものだから、アイアは咄とつ嗟さに胸を押さえるフリをして、抜け駆けしようとした小ネズミを押さえつけた。

「あ、あの、勇者様。それは一体どういう……」

「これだけ入り組んだ作りなら、道を忘れても仕方ないさ。君のおかげで少なくとも胴体部までは来られたんだし、最悪後は自力でどうにかするよ」

「な、なんだ。そういう意味でしたか。お気遣いどうも、です」

　安心するのと同時に、どっと肩の力が抜けるアイア。体内でパッチがホッと息を吐く感触を感じつつ、重ねて勇者に愛あい想そ笑わらいをした後、再び背中を向けパッチと相談し始めた。

（わたし、また死んじゃうかと思いました）

（本当に鈍感な青年ですね。そのおかげで助かったのですが）

（全くです。それよりも、次こそ本当にお願いしますよ？）

（ご心配には及びません。次の罠わなはとっておきです。今度こそ、あの青年を仕留めてご覧にいれましょう。ただ、少々ご協力して頂きたいのですが）

（えー。言っておきますけど、面倒なのはごめんですからね？）

　アイアは内心毒づきながらも、勇者の能天気さにどこか不安を覚えつつ、三度勇者を死のトラップ部屋へと案内する為ため、薄暗い城内を進んでいった。




　先程は勇者に情報を与えるべきではないと考え敢あえて濁したが、日頃ろくに探索しないアイアでも、今自分が巨人城内のどの辺りにいるかは、ある目印を見ればすぐ分かる。

　パッチの指示を受け勇者を案内する傍かたわら、アイアは通路を薄く照らす燭しよく台だいを盗み見た。

　──火が青って事は、ここは胴体部か。やだなぁ、早くガルムさんの縄張りから出たいのに。

　恐らく能天気ながらも察しのいいこの勇者なら、これ以上他のエリアを見せてしまえば、燭しよく台だいの炎がエリアごとに違うと気付くだろう。それは同時に、アイアがまともに道案内する気などない事も、露呈してしまう何よりの証あかしとなる。

（ねぇパッチさん、さっきの仕掛けの件ですけど、本当に踏むだけでいいんですよね？）

（左様で。踏んだ後はそのままじっとしていて頂ければ、私が外から脱出装置を作動させますのでご安心を。大丈夫です、アイア様ならきっと出来ますとも）

（いい気なものですね。自分はあの怪物から離れられるんですか──あっ」

　そうやって悪巧みに集中していた所せ為いか、アイアはふと自身の胸から伸びる鎖に躓つまずくも、勇者が咄とつ嗟さに抱きかかえてくれたおかげで転ばずに済んだ。

「大丈夫か？　疲れたなら休もうか？」

「すみません。その、わたしは平気……です」

　必然近くなる顔と顔。勇者の赤い瞳に、薪がくべられたかの如ごとく熱が灯ともった事に目め敏ざとく気付いたアイアは、純朴な勇者をちょっとだけからかってみたくなった。

「うふふ、勇者様にこうして貰もらうと、まるでお姫様になった気分です。な～んて」

　両手を首に回し、耳元で息を吹きかけるように囁ささやくと、まるで髪と瞳の色が燃え移ったかのように、勇者の顔一面が真っ赤に燃え上がった。

「あ、ごめんなさい。わたしみたいな小娘が、何生意気言ってるんだって感じですよね。本物のお姫様に比べたら、わたしなんてとてもとても」

「そんなこと、ないさ。君の事だって、絶対守り切るって約束するよ」

「本当ですか？　うれしい！　頼りにしてますね、勇者様」

　勇者はなんでもないように答えてみせるが、髪よりも瞳よりも真っ赤になった耳を見れば、色いろ仕じ掛かけの成果はまさに火を見るよりも明らかというものだ。

　──ほんと、歳としの割に純情な男の子なんですね。扱いやすくて助かります……きっと今まで、戦い以外は何も教わらずに育ってきたんでしょうね。ま、わたしには関係ないですが。

　内心冷ややかに見られている事にも気付かず、勇者はおっかなびっくり、まるでガラスでも扱っているかのようにアイアを下ろした。

　明らかに女慣れしていない事が分かるだけでも滑稽だったが、照れ隠しのつもりかアイアから垂れる鎖を引っ張り始めたので、アイアは吹き出すのを我慢しなくてはならなかった。

「それにしても、この鎖と杭くい、本当に不便そうだな。どうにかして、外しちゃダメなのか？」

「これも聞いた話ですが、杭くいが抜けた咎とが人びとは死んじゃうらしいですよ？　刺さってる場所はバラバラなのに、なんだか不思議ですよね」

　勇者は「成程な」と呟つぶやくと、なんとアイアの見ている前で、突如手に持った鎖を引き千切ろうとしたではないか。

「ちょっ！　わたしの話聞いてたんですか!?」

「勿もち論ろん杭くいを抜くつもりはないよ。ただ鎖だけでも千切れたら、少しは楽になるかと思ったんだけど無理みたいだ……悪い。多分〝時の巨神将クロノス〟の影響だと思う」

「そ、そうならそうと、最初から言って下さい」

　アイアが胸を撫なで下おろしていると、勇者はブツブツと何やら呪文を唱え始め、どこまでも果てしなく伸びる鎖から、何やら複雑な魔法陣が浮かび出した。

「《追跡トレース》じゃダメか。どうしても途中で途切れちゃうな」

「今度はなんなんですか？　途切れるって……鎖はどこまでも繫つながってるじゃないですか」

「この鎖を辿たどれば心臓部に行けると思ったんだが、どうも途中で空間が捻じ曲がっているみたいなんだ。まぁこんな簡単にゴール出来たら苦労しないよな」

「わたしにはよく分かりませんが、ズルはダメって事ですね」

「そういう事だな。だから悪いけどもうしばらく、君には不自由させる事になる。ごめんな」

「そんなっ、勇者様が謝る必要なんてありません！　そのお気持ちだけで充分ですから」

　先程咎とが人びとを瞬殺した時の獰どう猛もうな獣のようなオーラから一変、捨てられた子犬のように項垂れられては、演技とはいえ慰めなくてはという気分になるものだ。

「俺、もうちょっと鎖を調べてみる。君はここで待っててくれ」

「はい。いってらっしゃい、勇者様」

　アイアはニコニコと勇者を見送るも、鎖を辿たどり走っていく勇者が見えなくなった途端、ドっと肩で息を吐き、作り笑いを解除した。

「流石さすがにあの青年でも、鎖を切るのは不可能でしたか」

「別に期待してませんでしたけど……あの人、本気でわたしを助けようとしてるんですね」

「アイア様？　まさかとは思いますが、同情は禁物ですよ？」

「分かってます、いいから隠れてて下さい……次こそ、あのワンコ勇者ともおさらばです」

　勇者にそんなつもり毛頭なかろうと、永久ゼンマイが破壊されればアイアの命もそれまでだ。それだけは絶対に避けねばならない。その為ためならば、どれだけ面倒だろうと囚とらわれのお姫様ごっこにだって付き合ってみせよう。

　結局すぐに戻ってきた勇者を伴い、改めて敵意を固め直したアイアは、再び薄暗い城を進み始めた……引ひき摺ずり慣れた筈はずの鎖が、不思議と今までよりも重く感じる気がした。
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「この部屋です。今度こそここが、心臓部へ続く部屋です。ごめんなさい、わたしがもっとちゃんとしてれば、こんな時間掛けずに済んだのに」

「気にするな。時間なんてこの城じゃ、元々意味ないんだし」

「え～っと、それも〝時の巨神将クロノス〟の効果ってやつですか？」

　とっておきのトラップ部屋を前に、アイアはふと勇者の言葉が気になり訊たずねると、勇者はむしろ意外そうな顔で問いに答えた。

「〝時の巨神将クロノス〟が干渉するのは空間だけじゃない。時空……つまり時間と空間が、この城は完全に歪ゆがんでいるんだ。今まで気にならなかったのか？」

「時空、ですか。わたしのようなただの咎とが人びとには、スケールが大きすぎてピンときませんね」

「君が何度も道を間違えるのも、多分それが原因だと思う。これは想像だけど、この城の間取り、しょっちゅう変わってるんじゃないか？」

「あー、確かによく変わります！　流石さすが勇者様、何でもお見通しなんですね！」

　勇者は「大した事じゃない」と受け流すが、はにかむ横顔までは隠せていないのが滑稽だ。ましてや、部屋が変化する事に気付けても、未いまだにアイアが本気で道を間違えているだけだと信じているのだから尚なお更さらである。

「時間が歪ゆがんでるって事は、もしかして勇者様はすごい昔の人だったりするんですか？」

「そうかもしれないし、その逆かもしれないな。過去も未来も現在も、この城では全部同じようなものだから」

「じゃあじゃあ、〝時の巨神将クロノス〟があれば、過去に行けたりするんですか？　そうすれば、手っ取り早くこんな城から出られるかもですよね？」

　勇者の説明を聞いている内に、アイアは枯れ木のように止まってしまっていた胸の鼓動が、今一度ドクンと脈打つのを感じた気がした。

　もし仮に巨人城を抜け出せるとしたら、このままパッチの言いなりになるより、この勇者に協力した方が良いいのではと考えたのだ。しかし……、

「いや、出来て精々過去を覗のぞく程度だと思う。時間跳躍なんて神の領域だから。仮にここから出られたとして、戻るのは過去でも未来でもない。君がこの城に囚とらわれた時点の筈はずだ」

「じゃあ、わたしの罪をなかった事には……この城での無為な時間をなかった事には、絶対出来ないんですか？」

「残念だけど……いつだって変えられるのは未来だけだ」

「それも、例の勇者なんちゃらってやつに載ってるんですか？」

　アイアが捨て鉢に訊たずねると、勇者は決まりが悪そうに明後日あさつての方向を向く。

「これは……師匠の口癖なんだ。君がどんな罪を犯したかは知らないけど、それを帳消しにするのは……その、いけない事だと、思う」

「それはそれは。立派なお師匠様、ですね」

「あぁ、俺もそう思う。心配しないでくれ。〝永久ゼンマイ〟を壊す前に、きちんと君の罪を償う手伝いもするつもりだから」

「……どうも」

　熱が灯ともりかけていた身体からだが、再び急速に冷えていく。零こぼれそうになった感情をどうにか押し留とどめ、アイアが勇者へおべっか笑いを見せていると、懐ふところから不快な鳴き声がしてきた。

（無駄ですよ。この青年は所詮勇者、我々咎とが人びととは相あい容いれぬ存在です）

（そんな事、言われなくたって分かってます。ちょっと聞いてみただけです）

（分かっているのなら結構です。ではアイア様、御武運を）

（はいはい。面倒だから、もう出てこないで下さいね）

　ようやく決心がついたアイアは、今度こそとトラップ部屋への扉を開いた。

　三つ目のトラップ部屋は、吊つるされた無数のシャンデリアに青く照らされた、今までよりも広いが妙に天井の低い部屋だった。

「この先です、どうぞ勇者様」

　元よりこの青年に人を疑う能力など備わっていないだろうが、アイアに招き入れられた勇者は、ほとんど無警戒のままトラップ部屋へ足を踏み入れる。

　懐ふところからモゾモゾと不愉快な感触が抜け落ち、アイアはパッチが抜け出したのを確信した。

「なんだか随分明るいな。今までの部屋と、かなり雰囲気が違うみたいだけど？」

「勇者様知らないんですか？　本当に隠したいもの程、さり気なく見せたがるものなんです」

「へぇ、知らなかった。勇者心得には、そんな事書いてなかったからな」

「特に女の子は、そういうものですよ。勇者様はそういうの鈍そうだけど、ちゃんとお師匠さんに教わらなかったんですか？」

「あいつはそういう柄じゃないからな。次から気にしてみるよ」

　──お馬鹿さん、もう次なんてありません。面倒だけど、今度こそわたしの手で……、

　得意気に勇者に解説する傍かたわら、アイアはさり気なく後ろ手で扉を閉めた。

　アイアが扉を閉めた途端、それまでドア越しにアイアの胸から部屋の外へ伸びていた鎖は、天井付近にいくつも空いた通気口の内の一つへ一瞬で移っていた。

　勇者に言われるまで気にした事さえなかったが、これが時空の歪ゆがみというやつなのだろう。

　──本当に途切れないんだ……誰が作ったか知らないけど、さぞ暇人だったんですね。

　アイアは鎖を憎々し気に見上げつつ、勇者に続き部屋の中央まで進んでいくと、床のタイルに偽装されたスイッチを、わざと思いっきり踏みつけた。するとカチリという音と共に、部屋の裏側で装置が作動する音が響き始める。

「えっ、何が起きたんですか!?　もしかしてわたし、また間違えちゃいました？」

「またトラップか。残念、ここもハズレだったみたいだな」

　アイアが内心ほくそ笑みながらすっとぼけるのと時を同じくして、部屋中の通気口から、薄く濁った液体がドバドバと流れ込んできた。

「お次は毒か。アイア、俺の傍そばを離れるなよ！」

「ひぃっ！　勇者様、お助け下さい！」

　瞬またたく間まに足元を埋め尽くしていく毒液を前に、取り乱すフリをして、勇者の動きを妨害しようと抱き着くアイア。

　無論小さなアイアがしがみついたところで効果など知れているが、想像通り勇者はアイアを庇かばうように担かつぎ上あげたまま、本来なら容易たやすく避けられたであろう毒液を、一歩も動く事なく受け止めた。しかし、

「さて、俺は問題ないとして、このままじゃ君がもたないな」

「そうですね、わたしは問題ないとして……え？　っていうか勇者様、平気なんですか?!」

「水の精霊とも契約してるからな。この程度の毒、すぐに浄化されると思う」

　パッチ曰いわく、この毒液は指先に少し触れただけで、瞬またたく間まに骨まで浸食する程強力な筈はずなのだが……ドロドロとした毒液は、勇者のつま先が少し触れた途端青く輝き、次の瞬間にはサラサラとした清浄な水に浄化されてしまっていた。

「え、えーっと。とりあえず一安心、ですか？」

「そうとも言い切れないな。俺は風の精霊がいるからいいとして、このままじゃ君、確実に溺死するぞ？」

　──この人、どんだけ怪物なんですか……でも実際、この罠わないつ止まるのかしら？　パッチさんはすぐに、脱出装置を作動させるって言ってたけど。

　いよいよもって逃げる算段をするべきかとアイアが考えていると、どこからか再びカチリと、何かが作動する音が聞こえた。

「おいおい、今度はなんだ？」

「わ、わたし、今度は何も踏んでませんよ！」

　アイアはようやくパッチの救援が来たと安あん堵どするも、自分がそれまで必死に勇者にしがみ付いていた事に気付き、途端にオロオロと狼ろう狽ばいしてしまった。

　──ちがっ、これは、そう。ただ邪魔をしようと……、

「そのまま俺から離れるな。何か、来る」

「くる？　くるってなんですか!?」

　──なんなの？　こんなのわたし、聞いてない！　パッチさん、わたしに隠れて何を……。

　勇者の代わりにアイアの質問に答えたのは、既に勇者の腰の辺りまで上昇した水面に、ドボンと何かが入水する音だった。

「今何かそこに……魚!?」

「ドグラーケンって魔物にそっくりだ。多分あの触手、猛毒があるから気をつけろ」

　言われるがまま勇者の頭を抱き寄せるアイアの目に、勇者に清められた真水には不似合いな、グロテスクな色と形をした背びれと触手が映る。

　それまで澄んでいた水は、ウネウネと泳ぐ毒魚を起点にあっという間に濁っていく。

　ドボン、ドボンと続けざまに数匹の毒魚が入った頃には、刻一刻と部屋を満たしつつある水は勇者の周辺を除き、すっかりと濁った毒液へ戻ってしまった。

「こ、こここれってつまり、勇者様の加護より、毒魚の汚染の方が強いって事ですか?!」

「そうなるな。これも〝時の巨神将クロノス〟の所せ為いなんだろうが、ここに来てから精霊の力を上う手まく受け取れないんだ。なんか声はうっすら聞こえるんだがなぁ」

「それって、とってもマズいんじゃ」

「心配いらない。こんな時は勇者心──ゴボゴボゴボ」

「勇者様？　勇者様ーっ！　ちょっと、どうするんですかこれ!?　パッチさーん!!」

　吞のん気きに勇者心得を口ずさもうとしている間に、遂ついに水位は勇者の頭を完全に沈める程上がってきてしまった。

　魔物は基本的に咎とが人びとを襲わないが、それでもアイアは後数分で溺死か、その前に毒液に汚染されて死ぬかのどちらかだ。

　──こんな、こんな死に方って……あぁ、ネズミの口車になんて乗るんじゃなかった。

　その時、不意にアイアの足元が光ったかと思いきや、毒の穢けがれを押しのけるかの如ごとく、水の中に光り輝く魔法陣が展開された。

　──綺き麗れい……星みたい。

　溢あふれる魔力の奔流は、勇者を中心に激しい渦を形成していく。その時アイアは不思議な事に、とうに水没している筈はずの、勇者の声が聞こえた気がした。

《極大氷結呪文コキユートス弐式・氷嘴冷翼アンテイノール！》

　勇者の右腕から召喚された氷の鳥は、放たれた矢の如ごとく水中に一筋の軌跡を描き、そのまま一直線に壁を突き破り、生まれた時同様美しい光の粒子をまき散らし消えていった。

　氷鳥が開けた穴から、部屋を満たしかけていた水は毒魚ごと、そのほとんどが外へ流し出されていった。

　壁が再生するまでの間、勇者は相変わらずの馬鹿力で踏ん張り続け、放水が止まり水みず溜たまりが点在する段階になると、何事もなかったかのようにアイアを下ろした。

　やはりこれも〝時の巨神将クロノス〟の影響なのか、アイア達たちが穴部屋の外へ出ると、あれだけあった汚水は通路を湿らす事さえなく綺き麗れいさっぱり消えてしまっていて、拠より所どころをなくした毒魚が苦しそうに通路の上で跳ねていた。

「不思議、あれだけの魔法の後で、ちっとも寒くないなんて」

「さっきの呪文は貫通力が売りだから。でもよかった。魚は壁に食われてないみたいだ」

「魚、ですか？　確かに一匹も減ってないみたいですが、それがどうしたんですか？」

「だって約束したろ？　咎とが人びとはもう殺さないって。あ、でもこのままじゃ結局死んじゃうな。どこかに水槽とかないか？」

　ビチビチと通路に転がる毒魚達たちを、とどめも刺さずに拾い集めていた勇者は、さも当然のように答えるが、アイアはいよいよもって背筋にゾワリと嫌な感触が這はう。

「…………そいつらには罪の証あかしがないので、多分ただの魔物だと──」

「そっか、じゃあこいつらは殺してもよかったんだな」

　納得した勇者はアイアが言い終わらぬ内に、それまで助けようとしていた毒魚たちをあっさりと捨て、一匹残らず纏まとめて焼き払ってしまった。

「似てるとは思ってたんだが、やっぱり魔物だったんだな」

　──虫けらでも見ているような目。ううん、この人にとって魔物なんて、虫以下の存在、なのかもですね。

　魔物は殺す。それは勇者なら当たり前の事なのだろうが、咎とが人びとは殺さないでくれと言われたからそうせず、毒魚は咎とが人びとでないと知るや否いなや簡単に殺す。そんな勇者の純真さ、言い換えれば幼さが、アイアの恐怖心をより駆り立てる。

　──もう限界、わたしじゃこの人は殺せない。そうだ、今なら丁度パッチさんも……、

「結局ここも行き止まりか。なぁ、次はどこへ──あれ？」

　勇者がトラップ部屋に注意を向けたその隙に、アイアは忍び足で手近な扉に駆け込んだ。

　扉の先は見当もつかないが、適当に逃げていれば、そのうち知っている道に出るだろう。今は迷ってでも一刻も早く、あの恐ろしい怪物勇者から離れたいという気持ちの方が強かった。





４






　一体どれだけの間城内を逃げ回ったのか、ようやくひりつくような勇者の気配が背中から消え、安あん堵どの息を吐いたアイアは適当な壁に寄り掛かった。

　血の気のない冷たいアイアの身体からだで、唯一胸に刺さった杭くいだけは、〝永久ゼンマイ〟の影響故か、心臓の如ごとくドクンドクンと脈を打つ。

「はぁ、はぁ……ふぅ。勝手にいなくなって、パッチさん怒ってますよね」

　後々の事を考えると少々面倒な気はしたが、元々それ程交友のある関係だった訳でもなし、今更秩序の番犬ケルベロスのメンバーにどう思われようと大差はないだろう。

　後は胸の宝剣をドラスに渡してしまえば、アイアと勇者の縁は完全に切れる……筈はずである。

　勇者への恐怖からか、普段より一段と激しく動どう悸きする胸に手を添え、アイアは呼吸が鎮まるのをじっと待つ事にした。

「はぁ。わたし、いつまでこんな生活続けなきゃいけないの？」

　──時間なんてこの城じゃ、元々意味なんてないんだ。

　ここでの暮らしが罰ならば、黙って耐えていればいつか出られる。勇者の言葉を聞くまでは、アイアは漠然とそう考えていた。いや違う。昨日と明日の区別もつかないこの城は、いつしか咎とが人びとから思考という機能さえ〝もっていく〟。

　いつになったら出られるのか、どうやったら出られるのか、どうしてこんな所に来てしまったのか。そんな事さえ、アイアはこれまで一切考えてこなかったではないか。

　ただ死んでいないだけで、何も考えず過ごす日々など、きっと生きているとは言い難い。

　アイアは一体何をしたのだろう。どれだけの罪を犯せば、これ程までの業ごう苦くを受けるのか。

　アイアは巨人城に来て初めて、自分の罪に関心が湧くも、手掛かりと言えば傷だらけの銀時計と、そこに刻まれた名前のみ。

　やはり勇者を心臓部まで連れていき、〝永久ゼンマイ〟を使うのが一番手っ取り早いのだろうが、今更それを頼める筈はずもない。

　こんな不毛な生活いい加減うんざりだが、やはり死んでまで終わらせる気にはどうしてもなれず、結局アイアに出来る事といったら、全てから目を背ける事くらいだった。

「こんな事なら最初から、素直に宝剣を返しておくんだったな。でもパッチさんだっていたし、あの状況じゃ仕方ない、ですよね？」

　自分を正当化するというのは、自分が悪いと認めるようなものだ。そして認めても尚なお目を背けた所せ為いか、杭くいの痛みはジクジクと膿うみ、虚うつろなアイアの胸に居座り続ける。

「はぁ、もういいや。なんだか考えるのも面倒臭い」

　胸の痛みにさえ目を背け、アイアは行く当てもなくふらふらと立ち上がる。

　──いつだって変えられるのは未来だけだ。

　どうせ過去など変えられないのであれば、悔い改めるという行為に一体なんの意味があるのだろうか。

　曇りのない赤い眼めで、平然と綺き麗れい事ごとを言ってのける勇者の顔がチラついた。

　きっとあの若い勇者は、生まれてこの方自分は何一つ、過あやまちなど犯した事がないと本気で思っているのだろう。いや、案外本当にそうなのかもしれない。なにせ勇者にとって、悪を裁くのは悪行でもなんでもないのだから。

　環境に恵まれ、才能に恵まれ……アイアだってあんな人生を用意されていたら、きっと咎とが人びとになんてなっていなかった筈はずだ。

　そんな益体もない事を考えていると、益ます々ます虚むなしくなってきてしまう。アイアは深々と溜ため息いきをつきながら、今度こそ自分の縄張りに帰る事にした。

「ここどこかしら？　まだ胴体部みたいだけど……」

　一刻も早く胴体部から出たいところだが、ここに来るまででたらめに逃げ回った所せ為いで、今自分が胴体部のどの辺りにいるかさっぱり分からなかった。

「別にいっか。どうせどこにいたって一緒ですしね」

　また今日と同じ明日を迎える事に嫌気がさしたアイアは、もう何もかもが面倒になってきてしまう。胸の痛みも未まだ治まらず、結局数歩歩いただけでアイアは再び腰を下ろし……、




　その瞬間、部屋のどこかでカチリという音がした。




「しまっ──」

　慌ててその場から離れようとするも時既に遅く、部屋の四方八方からアイア目掛け、太く長い鉄の針が飛び出してきた。

　針はアイアの身体からだを容易たやすく貫き、空っぽの身体からだは痛覚こそないが、身体からだをガリガリと削られる感覚と共に、杭の喪失死を覚悟したアイアはたらまず両目を固く瞑つぶるも……、
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「あ、あれ……？　わたし、死んでない？」

　幸か不幸か、勇者から奪った宝剣が丁度内部から防いでくれたらしく、奇跡的に胸の杭くいは、かろうじて抜け落ちずに済んだようだ。もっとも全身串刺し状態である事には変わりなく、狭く暗いトラップ部屋で、アイアは独り立ち往生する羽目となっているのだが。

　スイッチを踏んだつもりなど毛頭なかったのだが、今はそんな事を考えている場合ではない。こんな所ガルムに見られたら、あの狂信者なら確実に喜々とアイアを焼き殺すに違いない。

　助かった事を喜ぶ暇もなく、急ぎ罠わなから抜け出そうとするものの、針は余りにも複雑かつ全身を串刺しにしているので、とてもではないが非力なアイアでは脱出出来そうにない。

「……あーあ、いっそこんな剣盗まなきゃ、今頃楽に死ねてたのにな」

　進退窮きわまった所せ為いか、今までアイアの中で唯一確かなものだった筈はずの〝死にたくない〟という気持ちすら、なんだか酷ひどくどうでもいいもののように思えてきてしまう。

　ゆるやかに停止していく思考が、部屋を幽かすかに照らす青い炎にチロチロと揺らされ、眠気にも似た倦けん怠たい感が、アイアの心を緩々と溶かしていく。

　こうやって考えるのを止やめてしまえば、遅かれ早かれ楽になれるのだと思えば、身を包む気怠さもなんだか気持ちよくなってくるから不思議である。

「やっと終われる……一体どれだけ……あぁ、そっか。そもそも時間なん、て…か　ん、け　い　　　なかっ　　　　　た　　　　　　　　んです　　　　　　　　　　　　　　っけ」

　気持ちのいい生なま温ぬるさが、アイアの思考を真っ白に塗り潰していく。

　重たくなっていく瞼まぶたに身を任せ、アイアの視界が完全に閉ざされた……まさにその時、

　──な　　　　　　　に？　こ　　の感じ…………熱いのに……冷たい……何なの!?




　──待ってろアイア、今助ける！　《完全回復呪文テラヒール》!!




　それは、炎のように温かい声だった。何事かとアイアの瞳がこじ開けられると、ぼやけた周囲の視界には、バラバラになった鉄の針が散らばっていた。

　回復呪文を発動した勇者の左手が、アイアの身体からだにじんわりと熱を与えてくる。温かさの正体は分かったが、では同時に感じた冷たさはなんだったのかと、徐々に輪郭を取り戻してきたアイアの視界が探し求めると……、

「無事だったんだな……良かった、本当に良かった」

「あれ、なんで」

「遅れて悪かった。《追跡トレース》が上う手まく効かなくて」

「なんで？　勇者様、泣いてるんですか？」

　生還したアイアが目にしたのは、目が眩くらむような真っ赤な笑顔……ではなく、まるで死にかけていたのは自分の方だとでも言いたげな、瞳を真っ赤に滲にじませた青年の泣き顔だった。

「わたし……貴方あなたを置いて逃げたんですよ？」

「分かってる。仕方がないさ。俺といたら、命がいくつあっても足りないんだから」

「だからって……どうしてわたしなんかを、助けようとするんですか？」

　勇者の泣き顔に困惑した所せ為いか、感情の処理が追い付かなくなったアイアは、勇者がこの期に及んでまだアイアを責めず、むしろ謝ってくる事が無性に腹立たしくなってくる。

「それに、この身体からだを見たでしょ!?　わたしは咎とが人びと、人間じゃないんです！」

「それも分かってる。でも約束したから」

「殺さないって約束しただけなんだから、わたしなんて見捨てるべきだったんです！　それなのにどうして!?　どうしてそんなにわたしに構うんですか！」

　アイアにこの勇者を倒す事は決して出来ない。それはもう分かった。この怪物からしてみれば、アイアなど精々蟻ありのようなものであり、抵抗など認識すらされていなかったのだ。

　その筈はずなのに……取るに足らないアイアの為ために、勇者が必死になる理由だけが、アイアにはどうしても分からない。

　アイアに怒鳴られ、勇者は滲にじんでいた涙を引っ込めると、またいつものように明るい笑みを浮かべ答えてみせた。

「大した理由はない。俺が勇者で……君が助けて欲しいって顔をしていたから。それだけさ」

「わたしが、そんな顔を？　そんな理由で……それだけの理由で？」

「それだけだ。勇者が人助けする理由なんて、それだけで充分だ。だからありがとう。死なないでくれて、助けさせてくれて、本当にありがとう」

「ありがとうって、助けて貰もらったのは、わたしの方なのに。おかしいです、こんなの」

　──助けに来てくれるなんて、私は考えてもなかったのに。この人ならもしかして、

「俺は勇者だ。困ってる人は絶対に助けなきゃいけない。それが出来ない俺に……勇者じゃない俺に、価値なんてないから」

「えっ、そんな価値がないだなんて。だって、勇者様は勇者様でしょ？　わたしみたいな凡人と違って、すごい血筋の生まれとかなんじゃないんですか？」

「いいや。俺、孤児なんだ。師匠に拾って貰もらわなきゃ、きっと今頃野垂れ死んでいた」

「でもその、勇者様にはとんでもない才能があるじゃないですか！　だったら別に──」

「あぁそうだ。俺に勇者としての才能があったから、師匠は俺を拾ってくれた……拾って貰もらった時決めたんだ。絶対俺は、師匠の言う立派な勇者にならなきゃいけないって」

　環境に追い詰められ、才能に追い詰められ……もしアイアにこんな人生を用意されていたら、はたしてこの青年のようになれていただろうか？

　アイアの激げき昂こうも恐怖心も、なんだかとてもちっぽけに思えてくる。毅き然ぜんと言ってのける勇者を前にすると、否いや応おうなくそんな気がしてきてしまう。

「だから串刺しになった君を見つけた時、とっても怖かった。だって君を死なせちゃったら、俺は勇者心得に背く事になる」

　歳としの割に子供っぽい。最初はその程度にしか考えていなかった。だが実際はもっと深刻だ。

　この青年は今まで見た事ない程純粋無む垢くで、だからこそ清廉潔白な勇者であり……だからこそ、それ以外の生き方がまるで分からない、赤ん坊のような存在なのではないだろうか。

　──はぁ。面倒だけど仕方がないか。図ずう体たいばっかり大きいけど、子供を見捨てるなんていけない事、ですもんね。

「レッド様。わたしの方こそ、面倒お掛けしました。それと……逃げ出してごめんなさい」

「あっ。気にしないでくれアイア。勇者ならこれくらい平気だから。それにしても、やっと呼んでくれたな」

「はい、やっと呼ぶ事にしちゃいました。うふふ、でもレッド様気付いてました？　レッド様だってわたしの名前、ちっとも呼んでませんでしたよ？」

「悪い。女の子との接し方は、勇者心得に載ってないからよく分からないんだ」

「しょうがない、わたしは寛大だから許してあげましょう……さっき助けてくれた時、やっと名前を呼んでくれて嬉うれしかったので、特別です」

「え、本当に？　ごめん、気付かなかった」

「もう、謝らないで下さい。いいんです。アイア、それがわたしの名前なんだから」

　互いに笑い合うアイアとレッド。これからどうすればいいかはまだ分からないし、アイアに何か出来るとも到底思えないが、せめてこの勇者でしかいられない青年を、最後まで見届けてあげたい。心からそう思ったのだ。

「それで……次こそ心臓部への道、思い出せそうか？」

　──やっぱり、一度ちゃんと話さなきゃダメですよね……でもどうしよう。

　咎とが人びとは殺さないというアイアとの約束と、永久ゼンマイを壊す咎人を殺すという勇者としての仕事。レッドの天てん秤びんがどちらに傾くかは想像に難かたくない。

　今の今まで死んでもいいと思っていたばかりか、助けられた事を恨みさえしたのに、生き延びてしまった途端命が惜しくなってしまう。どれだけ虫がいいかは自覚しているが、それでもやはり、そう簡単に死ぬ事を受け入れられる程、アイアは立派な人間ではなかった。

「あの、レッド様。その、永久ゼンマイは──」

　その時、耳の裏側をくすぐるような微々たる音だったが、確かにアイアは絶対に聞きたくなかった音を捉えた……重い鎖を引ひき摺ずる音、そして獣の唸うなり声。
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「どうしたアイア？　急に怯おびえて──」

「レッド様！　急いでここから離れましょう！　今ならまだ間に合──」

『Grrrrrrrr……臭う、臭うぞ。罪人の臭いだ。許されざる者がいる』

　小さな手で必死にレッドを引っ張るアイアの努力も虚むなしく、通路を照らす青い火は彼女の襲来を告げるように、鬼火の如ごとく燃え盛り始めた。

　アイアが最も出会いたくなかった咎とが人びと、巨人城で最も恐ろしく最も狂った咎とが人びとは、まるで獲物を見つけた餓が狼ろうの如ごとく、ヒクヒクと鼻はな面づらをこちらに向けていた。

　杭くいに貫かれた両手で痛々しく這はい蹲つくばり、焼け爛ただれた両目の代わりに鼻息荒く周囲を嗅ぎ回る彼女は、ボサボサに乱れた青い頭髪も相まって、人の身でありながら畜生ケダモノとして成立していた。

　彼女は罪を許さない。一度秩序を乱す者が現れようものなら、どこまでも嗅ぎ回り、最後には必ず嚙かみ殺ころす。四つ足で罪人を追い回す彼女の姿は、まさしく狗いぬ畜生そのものだ。

　いつしか咎とが人びと達たちは皮肉と畏怖を込め、彼女を冥府の番犬ガルムと呼ぶようになり、彼女を崇拝し群がってきた者達たちは、自じ分ぶん達たちをガルムと並ぶ地獄の三頭犬である〝秩序の番犬ケルベロス〟と称した。

「なんだあいつ、まるで犬だな」

「あの人は会話が通じる相手じゃありません！　早く逃げましょう！」

　アイアが懸命に引っ張るも、既に戦闘体勢に移っていたレッドは逃げようとはせず、静かにガルムの出方を窺うかがうばかりだった。

「臭う、瓦が礫れきの臭いだ。お前ら、神聖なる巨人城を傷つけたな?!」

「違います！　わたし達たちが来た時にはもう──」

「だったらどうした？　その罠わなを壊したのは俺だ。文句があるなら俺に言え」

「レッド様！　何を!!」

「心配するな。どんな奴やつだろうとアイアは必ず守る」

　唸うなり声と共に、纏まとった毛皮とよく似た青い火を口から零こぼすガルムに、両腕に魔力を滾たぎらせ不敵な笑みを浮かべるレッド。アイアにとっては、どちらも恐ろしい猛獣のようなものだ。

　先程の決意も空むなしく、いっそこのまま逃げ出してしまうべきかと、気付けばアイアは慎重に後ろ足を踏み始めていた。

「有罪決定。つまり……死刑確定だ！　死んで償え！　大罪人どもが!!」

　怒号と共に吐き出される青い炎。レッドが何やら呪文を唱えると、どこからともなく水が湧き出て、まるで盾のようにガルムの炎へ立ちふさがる。しかし……、

「ん……もたないな」

　瞬時に青い炎の危険性を察知したのか、レッドは怯おびえるアイアを引き寄せ、すぐさま水の盾から離脱した。レッドが飛とび退のいたまさにその瞬間、先程までアイア達たちがいた場所は、水の盾諸もろ共とも青い炎に飲み込まれた。

「逃げましょうレッド様！　ガルムさんは本当に危ない人なんですってば！」

「そうだな。武器無しじゃちょっと厳しい、逃げよう……でもその前に！」

　迫りくる青い炎に対し、なんとレッドは突然アイアの胸元に手を伸ばしてきた。

「きゃっ！　こんな時に何を──」

「ちょっと借りるぞ！　これなら絶対壊されないだろうから！」

　レッドはアイアの薄い胸板には目もくれず、そこから伸びる鎖をあらん限り繰り寄せ始めた。

　どこまでも続く鎖は当然の如ごとくどこまでも引っ張り出され、あっという間に両手いっぱいに鎖をかき集めたレッドは、今度はそれを投と網あみのようにガルムへ放り投げる。

　決して壊れぬ鎖は青い炎をものともせず、そのまま頭からガルムに降りかかり、怒り狂う猛犬は燃える鎖で雁がん字じ搦がらめになってしまった。

「GaaaaaAAAAAAA！　貴様！　罪の証あかしをなんだと思っている！」

「使える道具はなんでも使う。覚えておけ、勇者心──」

「勇者心得一二七条か。くそっ、貴様勇者だったのか。勇者の癖に……勇者の癖に、大罪人の味方などぉおおおお!!」

「お前、なんで勇者心得を──」

　全身燃えながらも平然と呪じゆ詛そを吐くガルムは捨て置き、後は逃げるだけでいい筈はずだったのに、突如レッドの足が動揺で止まってしまう。

　レッドが信じられないという眼まな差ざしで凝視していたのは、暴れ回るガルムの胸元から零こぼれ落おちた、青い石の首飾りだった。

「どうしてお前が、それを持ってるんだ!?」

「ちょっと、レッド様!?　急にどうしたんですか?!」

「なんでその首飾りを……じゃあ、まさかお前は──」

「何やってるんですか!?　あの青い炎は絶対に消えないんです。触ったらレッド様まで燃えちゃいますよ！」

　ふらふらとガルムの胸元に伸びるレッドの腕を、必死に引っ張り戻すアイア。

　レッドは尚なおも未練がましくガルムの首飾りを見ていたが、燃え広がる青い炎の前に、悔しそうに伸ばした手を引っ込めるのだった。

「早くここから逃げましょう！　このままここにいたら、わたし達たちまで！」

「そうだな、逃げなくちゃ。もしかしたら俺……あいつには絶対勝てないかも」

　珍しく酷ひどく弱気な言葉を吐くレッドの腕を引き、アイアは困惑したままその場を離れる。

　燃え上がる青い炎の中が、どうなっているかは分からない。ただ一つ分かるのは、耳が痛くなる程の雄お叫たけびの主は、これしきでは決して死なないだろうという事くらいだ。

「逃げるなぁぁぁぁあ！　死んで償え、この大罪人ども!!　私は決して諦めんぞぉぉぉ！」




「出口はそっちです！　早く来て下さい！」

　ひとまず胴体部から脱出したアイア達たちは、淡く燃える紫色の火に照らされた通路へ辿たどり着つくと、どちらが言い出すでもなくその場にへたり込んだ。

「やれやれです。残念だけどあの様子じゃ、次会う時にはピンピンしてそうですね」

「あれだけ燃えてまだ元気とか、そんなの反則だろって感じだな」

「わたしからしてみたら、レッド様も充分同類って感じですよ？」

「俺なんてまだまださ。師匠にはちっとも勝てる気がしない。それで？　結局あの女はなんなんだ？　同じ咎とが人びとにしては、アイアと違って随分人間離れしてたみたいだけど」

「わたしも中身は……まぁそれはさておき、あれでも昔は両手の杭くい以外は普通だったんです」

　霞かすみがかったアイアの記憶が確かなら、昔は四つ足で這はっていなかったし、あの長い青髪の中に、狗いぬのような耳は生えていなかった気がする。

「でも、あの【憤怒の炎】を纏まとうようになって、ガルムと呼ばれだしてからは、もう……」

「【憤怒の炎】？　知らない魔法だな。ガルムは一体何をそんなに怒ってるんだ？」

　アイアはいつだったかどこだったかで聞いた情報を、空っぽの頭から必死に引っ張り出す。体感的にはもう何百年も前に聞いた話なので、思い出すのも一苦労だ。

「聞いた話ですけど、あれでも生前は勇者だったんですって。でもある日魔道に堕おちたガルムさんは、罪のない魔物まで大量に虐殺し、巨人城に囚とらわれてしまった……らしいです」

「四条二項、必要以上に魔物を苦しめるべからず……それを破ったんだな」

「あぁ、そう言えばガルムさんも言ってましたね。その勇者なんたら」

「勇者心得だ。やっぱりあいつは……でも、そんな事ある訳……」

「言いたい事は分かりますが、ガルムさんも昔からあんなだった訳じゃないんですよ？　【憤怒の炎】があまりに強すぎて、自分の顔を焼き潰した辺りから拍車が掛かってましたね」

　蜘く蛛もの巣すどころか霧が掛かっていそうな記憶をアイアが必死に手繰り寄せていると、突如アイア自身が強い力でレッドに抱き寄せられる。

「なっ、なっ、なんですか急に。こんな所で突然──」

「焼く前はどんな顔だったんだ!?　髪はその前から青かったのか!?」

「えぇ!?　顔ですか？　ちょっとそこまでは。中々の美人だったような？」

「頼むアイア、思い出してくれ！　今すぐ！」

「えーっとえーっと、ごめんなさい。ともかく目が見えなくなって、何度も転げまわってる内に這はい始めて、気付いたら狗いぬみたいにクンクンやりだしてた。それくらいしか」

　ひと段落して改めてガルムへの恐怖が増したのか、レッドは見慣れた笑みをすっかりと潜め、なにやら神妙な顔で考え込んでいた。

　──急になんなの？　そんなにガルムさんが気になるのかしら？

「もしかしてレッド様って、あぁいうのがタイ──」

「ちょっといいか？　そもそもガルムの話はどこの誰から聞いたんだ？　その人なら、ガルムについて詳しい筈はずだよな？」

「どこの誰って言われても……多分ですけど、頭部に住む双子の占い師だと思います。彼かの女じよ達たちは咎とが人びとの中ではかなり情報通な上に、ガルムさん達たちと違って比較的まともですから」

　元来それ程顔の広くないアイアにとって、話し相手といえばその双子を除けば、後は脚部を縄張りにしている人魚姫くらいなのでまず間違いないだろう。

「占い師？　こんな所で、一体何を占ってるんだ？」

「こんな所だからこそ、皆が気にする事ですよ。彼かの女じよ達たちは、咎とが人びとの過去や未来が分かるそうです。わたしはあまり興味がなかったので、今まで占って貰もらった事ないんですけど」

「決めた。俺そいつらに会いに行く。アイアごめん、〝時の巨神将クロノス〟は後回しでもいいか？」

「え、あ、はい勿もち論ろん。わたしは構いませんよ」

　レッドの語気が珍しく荒いような気がして、若干気後れしてしまうアイア。明らかに普段の余裕が消失しているが、一体どうしてそこまでガルムの正体が気になるのだろうか？

　──まぁいっか。心臓部に行かなくて済むならありがたいし、蠟ろう燭そくの火が紫色って事は、丁度ここ頭部ですもんね。

　レッドを伴い、双子の住む頭部の奥へと歩き始めるアイア。レッドの執着が魔石からガルムに変わり、アイアの胸に不快感にも似た苦しさが纏まとわりつき始めるも、どうしてもその理由は分からなかった。








ステージB2　　悲哀の咎とが人びと達たち
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　銀の少女アイアに連れられ、レッドは紫色の炎揺れる通路を延々と歩き続けていた。

　あちこち連れ回されている内に気付いたのだが、どうやら〝シン〟の体内は部位によって内装も完全に異なっているらしい。

　最初に眼めが覚めた蠟ろう燭そくの火が赤い部位は、まるで虫の巣のようにウネウネと滅め茶ちや苦く茶ちやな通路が続く印象だった。次に訪れた青い火が灯ともる胴体部は、舗装された通路が整然と続き、規則正しくも罠わなばかりの攻撃的な印象で……そして、今歩いている紫のエリアは、一言で言うならとても開放的な印象だ。

　まず前回のエリアとの明確な差として目立つのが、部屋の数が圧倒的に少なく、またどの部屋も扉が設置されていないという点だ。

　赤と青のエリアが趣の差はあれど、どちらも迷宮然としていたのに対し、紫のエリアは侵入者を阻はばむ意図がまるで感じられず、先程から部屋を見掛ける度に罠わなを見破る《危険察知センス》の呪文を使ってみてはいるが、一度も罠わなは見つからない。

　──この分なら、このエリアで騙だまし討ちをされる心配はなさそうだな。

　口では手助けすると言いつつ、アイアが一体どういうつもりでレッドを殺そうとしているのかはまだ分からない。少なくともレッドに突き落とされる心当たりはないが、だからこそ理由が判明しない内は、反撃していいものかも分からない。

　真意を確かめる為ため、そして少しでも情報を得る為ため、これまでは敢あえて罠わなは正面から受け止めたが、結局アイア自身の意思なのか、他の咎とが人びとに強要されているのかさえ分からなかった。

　いっそアイアが魔物だったら、勇者を殺す理由なんて必要ないのかもしれないが、レッドはどうしてもこの少女をただの討伐対象魔物と断じられないでいた。

　見た目が小さな女の子だから、などという理由では決してない。妖精によく似た小さく可か憐れんな姿で人を襲ってくる魔物など、今まで何匹も見てきたし倒してきた。

　言葉が通じる相手だから、という訳でもない。長く生きた魔物は大抵人語を解するが、言葉を交わせるからといって、理解し合えた試しなど一度もない。

　名をくれたから……全くないとは言い切れないが、それだけで魔物に心を許す程、レッドは自分が甘ちゃんだとは思っていない。

　理由の半分は、言ってしまえばなんとなくだ。根拠など何一つないが、〝シン〟を攻略するにはこの少女の助けがいると、レッドの天性の勘が囁ささやくからそれに従っただけ。

　そしてもう半分は、師匠の教えに従ったからである。




　──なぁ師匠。さっきの魔物、どうしてみすみすとどめを譲るような真ま似ねをしたんだ？

　いつだったか師を始めとした複数のパーティで、魔物から村を守る依頼を受けた事があった。

　反抗戦は滞りなく進んでいったが、敵軍の主を倒しかけていた師匠が、とどめを他の勇者に譲ってまで少女の救出を優先したのが、どうしても理解……いや、納得出来なかったのだ。

「誰かを助けるのに、一々理由が必要なのか？　ではお前は何な故ぜこんな依頼引き受けた？」

　──それは……勿もち論ろん、勇者心得に従ったまでだ。勇者心得三五三条〝力は大衆の為ために使うべし〟。あんたが教えた言葉だろ？

「そうだな、確かに教えた。そしてそう努めている。それでいいじゃないか」

　──だからって手柄を譲るのはやり過ぎだ。せっかく師匠が追い詰めたのに、あんな三流に任せるなんて。別にわざわざ師匠が行かなくたって、他の誰かが助けてただろ。

　魔物の軍勢を率いていたのは、かなり老ろう獪かいなゴブリンキングだった。あれだけの大物、仕留めれば勲章の一つや二つは貰もらえてたろうにと考えると、取り損ねたのが自分でなくても悔しくなるというものだ。

「そうだな。あの子供が、助けを求める顔をしていたから、かな？」

　──それだけ？　たったそれだけの理由で、魔物よりもあの子供を優先したっていうのか？

「それだけさ。それだけで充分なんだよ。我々は勇者なんだから」

　師匠が朗らかに答えると、彼女が身を挺ていして助けた少女がおずおずと歩み寄ってきて、持っていた小さな野花を師へと手渡した。

「勇者様、助けてくれてありがとう！　それと、お仕事のじゃまをしてごめんなさい」

「気にする必要はない。勇者の仕事は皆を助ける事なんだから」

「ありがとう勇者様！　あのね、私大きくなったら勇者になりたい！　なれるかな？」

「勿もち論ろん、きっとなれるさ。そうだ、いつの日か君が真の勇者になった時、この〝勇者のしるし〟をプレゼントしよう。約束だ」

　師は少女の頭を優しく撫なでると、胸元から蒼あおい石のついた首飾りを取り出した。

　聖せい希き石せきとも呼ばれるその蒼あおい石は、師の宝剣に嵌はまっている宝玉同様世に二つとない至宝であり……どちらもずっと前から、勇者が欲しがっていた物だ。

「ほんとにほんと!?　勇者になれたら、それもらっていいの？」

「ただの勇者じゃダメだ。この〝勇者のしるし〟は特別製だからね。心技体魔全て備えた、真の勇者以外は身に着けられないんだ」

「ふ～ん？　じゃあ勇者様は、そのしんの勇者、なの？」

「どうだろうね。そうなりたいと努めてはいるが、どこまでいっても私は所詮……って、こんな話、君にしても仕方がなかったね」

　師匠は一瞬何か言いたげにこちらを見た後、誤魔化すように少女の頭を撫なで始めた。

「要するに、そう簡単にこの首飾りは手に入らないって事さ。でもね、誰だって正しい心できちんと努力すれば、いつか必ずなれるんだ……私はそう、信じている」

「うん分かった！　私頑張る！　お姉ちゃん、聞いて聞いて！　私勇者になれるって！」

　少女は赤い瞳をルビーのように輝かせ、家族の元へ走っていくと、再び振り返りその小さな手をブンブンと振っていった。

　──それはガキの玩具じゃないんだぞ。大体、俺にくれるって約束じゃなかったのか？

「お前が真の勇者になれたら、という約束だった筈はずだ。それよりどうだ？　あの笑顔が見られただけで、勇者をやっていて良かったとは思えないか？」

　──どうって言われても……笑顔は形に残らないから、成果として分わかり難にくい。

「それならこの綺き麗れいな花があるじゃないか」

　──そんな花が？　やっぱりよく分からないな。要するに感謝されて嬉うれしいって事か？

　勇者が眉をしかめると、師匠は少女から貰もらった野花を髪に刺し溜ため息いきをついた。

「やれやれ。お前にもいつか、真の勇者の心が……おい、聞いているのか──」




　あの時の師匠の心情を、レッド自身まだ完全に理解し切れたとは思っていない。しかしそれでも、あの日の師の笑顔はとても眩まぶしく気高いものだと感じたから、少しでも理解する為ため、少しでもあんな風になる為ため、せめて形格好からでも模倣する事にしたのだ。しかし……、

　──あのガルムとかいう咎とが人びと……まさかとは思うけど、確かめないと。

　青い炎を撒まき散ちらす魔犬の咎とが人びと、顔のほとんどが焼き潰れていた上に、意外に俊敏に動き回るのではっきりと見た訳ではない。しかし不思議な事に、あのガルムの顔はどこか見覚えがあるような気がしてならないのだ。

　──魔道に堕おちたガルムさんは、罪のない魔物まで大量に虐殺し、巨人城に囚とらわれてしまった……らしいです。

　ただ元勇者というだけなら、レッドだってここまでひっかかったりはしなかっただろう。

　だがガルムが口ずさんだ勇者心得とは、師がレッドの為ために古い文献を翻訳し編へん纂さんしてくれた物だ。つまり現状、レッドと師以外の勇者にはそれ程浸透していない筈はずなのである。

　──それにあの首飾り、〝勇者のしるし〟に似ていた。でもまさか、そんな事ある訳……。

　見覚えのある青髪に、レッド達たちしか知らない筈はずの勇者心得と、〝勇者のしるし〟。

　勇者の鑑かがみといってもいい彼女に限って、道を踏み外すなどあり得ない。今のレッドならそう断言出来る。しかし、ここは時空の捻じ曲がったシンの体内だ。目の前のアイア含め、レッドより以前からこの城にいるからといって、レッドより昔の時代の者とは限らない。

　もしガルムが太古に栄えたという古代コーネリア時代の勇者だったら、勇者心得を知っていても不思議はない。だがもし、ガルムが未来の咎とが人びとだとしたら？

　そう考えると、いくらあの気高い師匠といえど、遠い未来何かやんごとなき理由で、あの身を焦がすような激情に囚とらわれないと、どうして断言出来ようか。

　その時、紫の明かりに照らされた廊下で、レッドはふと蹲うずくまっている人影を発見した。

「あいたたた、誰か、誰か助けて下さい」

「君、大丈夫──か？」

　何やら困っている女性を助けようと駆け寄ったレッドは、ローブに隠れていた女性の身体からだを見た途端、驚きのあまり硬直してしまった。ローブからはみ出た女性の足は、まるで錆さび付ついた金属の如ごとく、不自然に黒ずんでいたのだ。

　足だけではない。よく見れば両手もつま先同様真っ黒で、ろくに指も判別出来ない手足は、正直機能しているようには見えない。もしかしたら既に壊え死ししているのではないだろうか。

　顔はフードで覆われているが、とてもではないがレッドには、フードの下を確認する勇気など持てなかった。
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「親切な方……見ない顔だけど、もしかして他よ所そのエリアから来たのかしら？」

「あ、あぁ。まぁ、そんな所だ。具合が悪いなら、回復呪文を掛けようか？」

「手と足はもう手遅れなんです。城に永く居過ぎたから。ありがとう、気持ちだけ受け取るわ」

　フードの女性が辞退すると、それまで後ろで見ていたアイアが驚いたように口を挟む。

「そんな馬鹿な。わたしも咎とが人びとになって長いですが、身体からだの不調なんてどこもないですよ？」

「あらあら。じゃあ貴女あなた、長くいるつもりでまだまだ新人さんなのね。羨ましいわ」

「なんですって──」

「まぁまぁアイア。それより君、どこかへ向かう途中だったのか？」

　蹲うずくまる女性にレッドが手を差し伸べると、軽くあしらわれたアイアはより一層憤慨し、レッドの伸ばした手を引き戻そうとしてきた。

「レッド様、早く双子の所へ行きたいんじゃなかったんですか？」

「勿もち論ろんそうだけど、人助けだって大切だ。どうせここじゃ時間なんて意味ないんだし、別に少しくらい回り道したって──」

「まぁ。貴方あなた達たちもタンザとターフェに用があるの？　奇遇ね、私もだったのよ」

「ほら、別に寄り道って訳でもないんだから、手を貸すくらいいいじゃないか」

「……レッド様がいいなら、わたしはいいです」

　アイアの同意も貰もらい、レッドが改めて手を差し出すが、フードの女性は伸ばしかけた自分の手を見た途端、何やら気恥ずかしそうにそれを引っ込めてしまった。

「あの、親切な御方……やっぱり遠慮しておきます。私はほら、こんな──」

「いいから行こう。ちなみに俺の名はレッド、こっちの子はアイアだ。よろしくな」

「はぁ。レッド様ったら……アイア＝アルゲントゥムです」

　レッドが躊躇ためらう事なく女性の手を取り、そのままひょいっと背負い上げると、背中から人肌の柔らかい感触と、恐らく罪の証杭のものであろう硬い感触が当たると共に、どこかホッとしたような女性の声が返ってきた。

「ラスト、とお呼びください」




「へぇ。じゃあラストはその双子の常連さんなのか。タンザと、ターフェだっけ？」

「ただの腐れ縁ですわ。もう占って貰もらう程、昔の事に未練はありませんから」

「……ラストさんは、ここから出たいとは思わないんですか？」

　双子の元へ向かう道中、雑談に花を咲かせていると、ずっと不機嫌そうに押し黙っていたアイアが、ふとラストへ質問してきた。

「アルゲントゥムさん、貴女あなた本当に若いのね。精神心がって意味よ？　身体からだは別」

「質問に答える気がないなら、そう言ってくれませんか？」

　露骨に不信感を示すアイアだが、名前を呼ばない辺りラストも何か含みがあるのだろうか。

「あらごめんなさい、そんなに拗すねないで頂戴。そうねぇ、確かに昔は出たかったけど……もう私にはそんな資格ないから」

「資格？　どういう意味ですか？　ラストさんは、自分の罪を知ってるんですか？」

「……とても重い罪よ。たとえ誰が許しても、私はもう私を許せないくらいに」

　痛々しい独白を聞くと、不思議と背負うラストの重みが増したような気がしてくる。

　そして……先程からレッドには、どうしても一つ気になる事があった。

　最初はローブで隠れているだけだと思っていたのだが、どういう事かラストから伸びている筈はずの鎖が、先程から一向に見当たらないのだ。

　──この女ひと、本当に咎とが人びとなのか？

　背中には明らかに人肌ではない硬い感触があるが、それが杭くいだと直接確認した訳ではない。ラストが咎とが人びとではなく魔物なら、親切を働く理由など一つもないのではないか？

「なぁラスト、あんたって──」

　──死んで償え！　大罪人どもが!!

　その瞬間、青く燃える怒号が脳裏によぎり、恐怖がレッドの心を制止した。

　──怖い？　何が？　今俺は、何が怖くなったんだ？

　今更になってガルムが怖くなった？　──違う気がする。

　ラストが魔物かどうか、確かめるのが怖くなった？　──……少し違う気がする。

　自分がガルムのように、殺す事を躊躇ためらわないのが怖くなった？　──……。

「レッド君？　私がどうかしたかしら？」

「いや、なんでもない」

「あらそう？　ところでレッド君って、多分咎とが人びとじゃないわよね？　なら双子に何を占って貰もらいたいの？」

「あぁいや、知りたいのは俺じゃなく別の人の未来……いや、この場合過去なのかな」

「なんだか大変そうね。でも安心して。あの二人なら、きっと良いい助言をしてくれるわ」

　レッドが頭を下げると、不思議と背中の雰囲気が和らぐのを感じた。一体何が不満なのか、先導するアイアは未まだ不機嫌そうに、ちらちらとこっちに振り返ってくるが。

「なぁアイア、ちょっと気になったんだけど……咎とが人びとって死ぬとどうなるんだ？」

「急にどうしたんですか？　少なくともわたしの周りで、今までそういう人はいませんね」

「その、もし胴体部であの咎とが人びとを殺してたら、どうなってたのかなって」

　取り返しのつかない事をしかけたのではないか……そんな恐怖を伴った罪悪感が、レッドのこめかみ辺りでチクチクと痛み出す。

「わたしも確かな事は分かりませんが、巨人城は罪を償う為ための場所です。それが罪を償う前に死んでしまったら……あまり考えたくはありませんね」

「私聞いた事があるわ。なんでも罪を償い損ねた咎とが人びとは、死ぬ事も出来ずに永遠に巨人城をさ迷うそうよ。うふふ。おかしな話よね。死んだと思ったら死ねなくなるなんて」

「くだらない。巨人城におかしな噂うわさなんて、それこそ数えきれないくらいありますもの」

「そうね。〝苦しみ続ける床〟とか〝ドッペルゲンガー〟、後は〝幻の大罪人スカー──」

「所詮噂うわさは噂うわさです。なんの根拠もないんだから、気にするだけ無駄ですよ」

「そうか、成程な」

　やはり殺さなくてよかった。そんな誤魔化し半分の安あん堵ど以上に、危うく自分もガルムのようになるところだったという恐怖、そして……もしかしたらガルムを殺してしまったかもしれないという恐怖の方が、レッドの胸中では勝っていた。

　──もしあの時師匠の剣があったら、ガルムは……ん？

「レッド様？　そんな変な顔して、どうかしたんですか？」

「いや、なんだろう。何か気になるっていうか、何か忘れているような」

　何かをどこかへ置いてきてしまった。そんな不安に駆られるも、結局レッドは特に気にせずに、紫色に照らされた通路を進んでいった……思い出せないという事は、きっとそこまで大切ではなかったのだろう。




「もうすぐです。あの角の先が、双子の住む部屋の筈はずです」

「レッド君、ちょっと止まってくれるかしら。そうね、そっちの部屋に下ろして貰もらえる？」

　目的地を目前に、突如ポンポンと肩を叩たたくラスト。レッドは不思議に思いながらも彼女の言う通り、通りかかった部屋にラストを連れていった。

「ここまでありがとう。私はちょっと休んでから行くから、ここからは二人で行って頂戴」

「双子の部屋まで後ちょっとなんだろ？　どうせ休むなら着いてから──」

「レッド様、ラストさん本人がこう言っているんだから、それでいいんじゃないですか？」

「でも、どの道その足じゃ、休んでも自力で来られないだろ？」

「大丈夫、頭部までは一人で来られたんだし。レッド君は優しいわね。流石さすが勇者様、ですね」

「ん、まぁそこまで言うなら……」

　アイアは嫌そうな顔でこちらを見てきたが、それ以上口を挟もうとはせず、黙って先に部屋を出た。後を追うレッドは後ろ髪を引かれる思いでチラチラとラストを見るも、その間ラストはフードの下で、ニコニコと微ほほ笑えみながら手を振り続ける。

「いってらっしゃい…………今度こそ、救えるといいわね」

「救える？　どういう──」

　どういう意味か訊たずねようと、振り返ったレッドの眼前に壁が立ちはだかる。

「えっ？」

　視界いっぱいに塞がる壁が、レッドの思考まで塞いでくる。一瞬遅れ、こんな所に壁はなかった筈はずだと思い立った頃には、先程までいた筈はずのラストは部屋ごと消えてしまっていた。

「ラスト!?　おい、どこ行ったんだ!?」

　気付いたら通路に突っ立っていたレッドは辺りを見渡すも、もう傍そばにいるのはアイアだけだ。

「そんな馬鹿な、だって今までここに──」

「落ち着いて下さい。レッド様も知ってるでしょ？　この城はよくこんな風に突然配置が変わるんです。多分ラストさんは、今頃頭部のどこかにいるんだと思いますよ」

「……なぁアイア、罪の証あかし以外に咎とが人びとと魔物を見分ける方法ってないのか？　ラストには鎖が見当たらなかったからさ」

「わたしは咎とが人びとですが、別に咎とが人びとに詳しい訳じゃないですし、ましてや魔物の事なんて……でもそうですね。実際彼女からは、咎とが人びとって感じはあまりしませんでした」

「なら、魔物だったのか？」

「そうだったのかもしれませんし、そうじゃなかったかもしれませんね。一つだけ言える事は、わたし個人はなんだか彼女が好きになれませんでした……レッド様はどうなんです？　随分仲良しだったみたいですが、もし彼女が魔物なら、やっぱり倒しちゃうんですか？」

「俺は…………どうなんだろう」

　いくら考えてみても、レッドの中にアイアの問いの答えは見つかりそうになかった。

　魔物は倒す。それが勇者の使命にして存在意義だ。だがそもそも、魔物とは一体なんなのか。

　巨人城の外にも人ならざる亜人種は数多く存在するが、それらは明確に魔物とは別の存在と定義されている。咎とが人びともそんな亜人の一種、そう思えばいいだけだろうに、どういう訳かレッドは無意識に咎とが人びとと魔物の境界線を執しつ拗ように求めてしまっている。

　──咎とが人びとは、罪を犯した人だからか？　ならそもそも、罪ってなんなんだ？

　いくら考えても、レッドの中にその答えは見つかる筈はずもない。

　何な故ぜならば、その答えは勇者心得に載っていないのだから。





２






　ラストと別れたレッド達たちが、今度こそ占い師の元へ訪れると、中にいたのは仲睦むつまじく片手を繫つなぎ合う、紫色の髪をした双子の女性だった。

　妙齢の双子は、先客と思おぼしき鴉からすの咎とが人びとと何やら雑談に花を咲かせているが、その間も繫つないだ手を片時も離そうとせず、会話も呼吸もぴったりなものだから、恐らく相当仲がいいのだろう。

「ラストさんが何者だったかは置いておくとして……ちょっと意外でした。レッド様が、誰かに頼まれる前に人助けするなんて」

「勇者心得二二〇条、〝困っている女性は極力助けるべし〟だ」

「……また、勇者心得ですか」

「そりゃあ、勇者だからな」

「ふぅん。レッド様って、誰にでも優しいんですね」

　アイアはそっぽを向き呟つぶやくように答えたので、そこに一体どんな感情が込められていたのか、レッドには推し量る事が出来なかった。

　そのまま鴉からすと双子の会話を見守る間、気まずい沈黙が続く事数分、満足したのか年老いた鴉からすは会え釈しやくすると、両の翼に刺さった太い鎖を重そうに引ひき摺ずり、部屋を後にしていった。

「あ、勇者様。ちょっとあの咎とが人びとに渡したい物があるので、先に始めててくれますか？」

「知り合いか？　重いなら手伝うぞ？」

「ちょっとした顔なじみです。すぐに済みますので、手伝いは結構です」

　そそくさと老鴉を追うアイアを見送り、いよいよレッドが部屋の奥へと進んでいくと、双子は髪の雰囲気とよく合った、怪しい笑みで迎え入れた。

「さて、次のお客さんはと。確かアイアの連れだったわよね？　珍しい事もあったものね」

「今日は千客万来だな。アイアが男を連れてくるなんて、一体どういう風の吹きまわしだ？」

「ちょっと、このお客さんは私に用があって来たのよ？　口を挟まないで」

「おいおい、こいつはあたしに用があって来たんだぞ。口を挟むんじゃねーよ」

　先程まであれだけ仲が良かったにもかかわらず、レッドが占い師達たちの傍そばの椅子に腰かけた途端、突然口くち喧げん嘩かを始めてしまうものだから、レッドは思わず面食らってしまった。

「おい、急にどうし──」

「気にしないで下さい勇者様。この二人、いつもこうなんです」

　本当にあっという間に戻ってきたアイアが適当な椅子に腰かけると、双子の喧けん嘩かは益ます々ます熱がこもり始めた。

「アイア！　貴女あなた勿もち論ろん私の味方なのよね？」

「アイア、お前ならあたしの味方をするに決まってるよな？」

「はいはい、私はどちらの味方もしませんよ。面倒臭いので」

「なんか手慣れてるな。それにしてもこの人ひと達たち、アイアやガルムと違って、かなり人間に近いフォルムしてるんだな。罪の証あかしも鎖しか見当たらないし」

「彼かの女じよ達たちはほとんど罪を償い終えてますからね。でも罪の証あかしはちゃんとありますよ。ほら、繫つないだ手をよく見てみて下さい」

　最も早はやレッド達たちなどお構いなしに、喧けん嘩かしつつも尚なお握り合う双子の手を見てみると、一見恋人繫つなぎをしているが、よく見てみれば掌てのひら程の大きさの杭くいで繫つなぎ止とめられているだけだったのだ。

「喧けん嘩かする程って言うけど……本当にちゃんと占ってくれるのか？」

「心配いりません。言ったでしょ？　これでも巨人城ではまともな部類ですって」

　ようやく呆あきれて見守られている事に気付いたのか、双子は気まずそうな顔で睨にらみ合あうと、コホンと咳せき払ばらいを全く同じタイミングですると、元通りレッド達たちと向き合った。

「失礼したわね。私はタンザといいます。よろしくね」

「失敬。あたしはターフェって名で通してる。よろしく頼むぜ」

　怪しく揺れる部屋の炎と二人の髪を見て、レッドは二人の名前に何となくピンとくる。タンザナイトとターフェアイト、どちらも紫色の宝石だ。

「あんた達たちもその、〝もっていかれた〟のか？　名前とか、色々と」

「という事は貴方あなたも？　なら大変。貴方あなた、既に巨人城に囚とらわれ始めているわね」

「って事はあんたも？　そりゃ大変だ。だったらあんた、もうここの住人になり始めてるぜ」

「俺は罪を犯してここに来た訳じゃない。平和を脅おびやかすシンを倒せってR[image: ν][image: Σ]Ｌに言われて来ただけだ。それに思い出せないのは自分の名前だけで、他は何も──」

「誰に言われたのかしら？　もう一度言って下さる？」

「誰に言われたって？　もういっぺん言ってくれねぇか？」

「だからR[image: ν][image: Σ]Ｌに！　俺の師匠の、勇者R[image: ν][image: Σ]──」

　一体いつの間に……驚きよう愕がくするレッドの口から、敬愛する師の名はついぞ出てこなかった。今更気付いてももう遅い。遂ついにレッドは、師匠の名前すら〝もっていかれた〟のだ。

「そういう事よ。皆そうやって、徐々に外の記憶を失っていくの」

「そういうこった。どいつもこいつも、そうやって段々自分が分からなくなるのさ」

「……ここから出れば、全部元通りになるのか？　どうすればここから出られる？」

「さぁね。恐らくだけど、この城は罪を償わなければ出られないわ」

「さてな。もしかしたら、この城は死んでも出られないかもな」

　煙けむに巻まくような双子の言葉に苛いら立だちを覚えるレッドだが、そもそもそれが分かればこの双子だって、いつまでもこんな所にいる筈はずがないと気付き、どうにか苛いら立だちを収める。

「あんた達たち、過去を占ってくれるらしいが、どういう系統の魔法なんだ？」

「これは私わたし達たちが咎とが人びとになってから得た能力、私わたし達たちは十字架クルースって呼んでるけど……というより、私わたし達たちは他の咎とが人びととは少し勝手が違うのよ」

「あたし達たちは他の囚人とは違う大罪人だからな。十字架クルースっていうおまけがあるんだよ。その分罪を償うのも一苦労なんだが」

「大罪人？　十字架クルース？　なんだそれ、アイアとは違うのか？」

　レッドが双子から傍そばのアイアへ視線を向けると、アイアは神妙な面持ちで首を振る。

「わたしはただの咎とが人びと、でもガルムさんはこの双子同様大罪人ですね」

「じゃああの【憤怒の炎】が、ガルムの十字架クルースって訳か。道理で強いと思った」

「もっとも、それに比例して罪の証あかしも大きくなるんだけどね」

「その代わり、罪の証あかしもかなり重くなるんだがな」

「そういう割に、あんた達たちの杭くいはかなり小さいように見えるが？」

　アイアの胸に刺さった杭くいが、まるで処刑器具かという位大きいのに対し、タンザの左手とターフェの右手を縫い止めているそれは、杭くいというより精々釘くぎ程度だ。一方でガルムの両手を貫く杭くいは、双子は勿もち論ろんアイアの物より更に大きく、彼女の罪の大きさが窺うかがえる気がした。

「巨人城に来たばかりの頃は、私わたし達たちの杭くいもアイアに負けない位大きかったけどね」

「ここまで小さくするのに苦労したんだぜ？　もっともここじゃ、時間なんて関係ないがな」

「へぇ。ってことは逆に、アイアは相当罪を償うのをサボってるって事なのか？」

「わたしは別に、ここから出る気がないだけです。自分の罪にも興味ありませんし」

「またそんな事言って。前にも言ったでしょ？　咎とが人びとは罪を償う為ためにここにいるのよ？」

「そうだぜアイア。いい加減反省しないと、タンザみたいに死んでも性悪のままだぜ？」

「ちょっと、どういう意味かしら？」

「そういう意味さ」

　再び口論を始めようとする双子を、呆あきれ顔がおで制止するレッド。それはそうと、タンザとターフェは、どうも見た目から受ける印象と口調がちぐはぐだと気付く。

　雌獅し子しのようなボサボサのショートヘアーを始め、ボーイッシュな外見をしながら艶なまめかしい口調のタンザ、そして鷲わしの翼のようなしっとりとしたロングヘアーを基調に、悠然とした印象ながら喋しやべり方が乱雑なターフェ。これではまるであべこべだ。

「いいんです、わたしの事は放っておいて下さい。それよりレッド様、この二人に聞きたい事があるんじゃないですか？　二人に見み惚ほれてないで、さっさと聞いちゃって下さい」

「あぁ……ガルムの過去が知りたいんだ。昔は勇者だったらしいな」

「あの子ね。直接占った訳じゃないけど、確かに昔は貴方あなたと同じ勇者だったわ」

「あいつか。あまり面識はないが、どうしてあいつの過去が気になるんだい？」

「同じ勇者として、ちょっと気になって……他には何か分からないのか？　どんな勇者だったとか、名前とか出身地とか、なんでもいい」

　もしかしたら師匠かもしれない。咄とつ嗟さにその言葉が言えなかったのは、言ってしまえばそれを認めてしまうような気がしたからだ。

「残念だけど、名前は分からないわ。ガルムに限らず、巨人城ここに来た人は大抵名前を奪われてしまうから。貴方あなたがそうであるようにね」

「生あい憎にくだが、出身地も分からねぇな。そもそもあたしらは、巨人城の外がどうなってるか、まるで分からねぇからな。あんただって、もうそうなってきてるんじゃねぇのか？」

　言われてみれば、レッドは自分や師匠の名前だけでなく、故郷や今まで旅してきた冒険の記憶すら、まるで虫食いのように所々曖昧になってきている事に気付く。これではガルムの過去が分かったところで、師との関連性を見み出いだす事など出来ないのではないだろうか。

「いや待てよ、だったらまずは俺を占ってくれ。俺の名は？　俺はどこから来たんだ？　俺はどんな勇者だった？」

「お安い御用よ。貴方あなたが罪を自覚すれば、きっと貴方あなたは罪人じゃなくなるわ」

「ちょっと待て、俺に罪なんて──」

「任せな。だが自分だけは罪人じゃないなんて思ってる奴やつに、本当に罪はないのかねぇ」

「俺は勇者だ。咎とが人びとじゃない。そもそも俺は、自分からこの城に入ったんだぞ？」

　双子の吐く不吉な言葉に、たとえようのない不安を覚えるレッド。しかし双子達たちはクスクスと微ほほ笑えむばかりで、レッドの質問に真っ向から答えようとはしてこなかった。

「貴方あなたの闇を覗のぞいてごらんなさい？　そうすれば、己が名を思い出せるかもしれないわ」

「あんたの内側の闇を見つめてみな。それはあんたを映す鏡みたいなもんだからな」

「貴方あなたの罪を見つめてごらんなさい？　そうすれば、己が過去を思い出せるかもしれないわ」

「あんたの背中に続く罪を見返してみな。それはあんたに張りつく影みたいなもんだからな」

「さっきから一体何を……俺に闇なんて、罪なんてない！」

　堪たまらず叫び出すレッド。しかし双子はただ冷静に見つめ返すと、おもむろに立ち上がる。

「すぐに分かるわ。スフィンクスは、貴方あなたの闇を見逃さない」

「じきに分かるさ。スフィンクスは、お前の罪を見逃さない」

　双子が立ち上がったと思いきや、突如部屋の広さが何倍にも広がり、いくつもの壺つぼやタンス、そして色とりどりの宝箱が現れた。

　数多あまたの容器は種類や形、大きさに至るまでバラバラだが、共通点としてどの箱にも獅し子しの身体からだに鷲わしの翼を生やした美しい女の魔物が描かれていた。

「この魔物、そうかスフィンクス……部屋が広くなったのも、あんた達たちの仕業か？」

「えぇ。大罪人は、ある程度自分の縄張りを自由に弄いじれるの」

「まぁな。だがこの宝箱は、あんたの心から生み出した物なんだぜ」

「俺の心？　成程、もう占いとやらは始まってるって訳か」

「そういう事。どれでも好きな物の中身を調べてごらんなさい。この手の物色は、勇者さんの得意分野なんでしょ？」

「物分かりがいいじゃねぇか。こっから先はあんたの自由だ。人の家漁あさるなんざ、勇者ならよくやってんだろ？」

「それは初心者ルーキーの場合だ……アイア、君ならどれを開ける？」

「えっ、わたしですか？　ごめんなさい、わたしには選べません」

　突如レッドに話を振られ、困ったように首を振るアイアに続き、双子の占い師はやれやれと溜ため息いきをつく。

「だめよレッド君。こういうのは、自分で選ばないと」

「だめだぜレッド。アイアに選んで貰もらっちゃ、お前を占えないだろう？」

「こういうの、あんまり慣れてないんだがな。五五七条〝宝箱は開ける前に入念に調べるべし〟、だったよな」

　まさかこの状況で双子が罠わなをかけるとは思えなかったが、念の為ためにと《危険察知センス》を使ってみたところ、案の定周囲に散らばる無数の入れ物からは、なんの反応も出なかった。

　その後もレッドは手近な容器から、持ち上げてみたり揺すってみたりと、なにか違いはないかと探ってみるも、何の手応えも返ってこない。

「あの、レッド様？　まさか全部調べるつもりですか？」

「え？　あぁ、そのつもりだけど……」

「だめよアイア。何をどうしようとレッド君の自由なんだから」

「そうだぜアイア。開けるまでの行動含め、占いの一部なんだよ」

「でも全部調べてたら、何日あっても足りませんよ？」

「確かにこのままじゃ埒らちが明かないな。じゃあ開けてみるか」

　いつまでもアイアを待たせるのも悪いかと、レッドは早速目の前にあった大きな木のタンスに近づくと、念には念を入れ慎重に開けてみた。

「…………何も入っていないな。ハズレか？」

「それは貴方あなた次第よ、レッド君」

「どうする？　まだやるかい？　レッド」

「当たり前だ。あんたらだって、これじゃ何も分からないだろ？」

「それは私わたし達たち次第よ、レッド君」

「最初に言ったろ？　何も必ずしも開ける必要はないんだぜ？　レッド」

　レッドは相も変わらず煙けむに巻まくような答えしか返さない双子にヤキモキしつつ、今度は数歩先に転がっていた、小さい鉄の箱を持ち上げてみる。

「見た目が鉄製だからって、重いって訳じゃないんだ──なっ!?」

「あら、お見事ね」

「流石さすが勇者ってところか」

　小箱から飛び出してきたのは、禍まが々まがしい針を何本も持った毒虫だった。しかし間一髪、顔に飛び掛かってきた毒虫の針を、レッドは口に咥くわえる事で防ぎ切った。吐き出した毒虫を即踏み潰し、恨めしそうにレッドが睨にらむ間も、双子は涼し気な態度を崩さず微ほほ笑えんでいた。

「ぺっぺっ……俺じゃなきゃ死んでたかもしれないぞ？　随分物騒な占いなんだな」

「それも、やっぱり貴方あなた次第なのよね」

「やめたきゃいつでもやめていいんだぜ？」

　──呪文は無反応だったんだがな。それに箱を持った時、魔物の気配なんて全然……、

　もしかしたら全ての入れ物に、鉄球モンスターバウバウのような、反魔法アンチマジツク装甲でも施しているのだろうか。元々〝シン〟の体内に入ってから、探査系の呪文の効き目は薄くなっていたが、こうも役に立たないとはっきり言ってお手上げだ。

「こういう時こそ、いつもなら精霊のアドバイスが貰もらえるんだけどな」

「あらあら、それじゃあまた空箱になるだけよ？　いけない、今のは大ヒントよ」

「おいおい、もうちょっと自分で考えたらどうだ？　おっと、こいつはおまけだぜ」

　レッドは双子の方へ振り返るが、双子はそれきり澄まし顔で取り繕い、レッドの方を向こうとしてこない。

　仕方がないと、レッドは自らの感性に従いつつも、あてずっぽうではなく極力悩み抜いた上で、ふと目についた師やガルムの髪とよく似た、青い箱を開けてみた。

「なんだ、やっと得意分野がきた」

　どこか安心したように呟つぶやくレッド。青い箱の中身は……擬態モンスターミミツクだったのだ。

　蓋のような口を大きく開き、何本もの触手を伸ばしてきたミミックは、一瞬でレッドの身体からだをがんじがらめにしてしまう。

　しかしレッドは怯おびえもせずに、双子の後ろで縮こまっていたアイアに声を掛けた。

「なぁアイア！　さっきの毒虫もだけど、こいつもただの魔物って事でいいんだよな？」

「は、はい！　罪の証あかしがどこにもないので、正真正銘ただの魔物です」

「それを聞いて、安心した！」

　今にも鋭い牙でレッドに嚙かみつこうとしていたミミックだったが、レッドは今までの鬱憤を晴らすかの如ごとく、力任せにミミックの触手を引き千切ると、即座に魔力を込めた拳を振り抜いた。一撃でミミックの身体からだを貫いたレッドを見て、双子の大罪人は意味深に頷うなずき合う。

「ま、大体分かったわ。ここまでにしておきましょう」

「成程な。そういう感じか。そいつは副賞だ。受け取っておきな」

　双子を問とい質ただす前に、レッドはミミックの身体からだの中で、不思議と慣れ親しんだ手触りに気付く。腕を引き抜いてみると、握っていたのは失なくしたと思っていた青い宝剣だった。

「えっ!?　その剣は……！」

「なんだ？　アイアこの剣見た事あるのか？」

「あ、いえそういう訳では……どうして、レッド様の剣がミミックの中から？」

　──俺の物だなんて言った覚えはないけど……まぁ今は見逃してやるか。

「俺にもさっぱりだ。ここに来てすぐ失なくしてたんだが……あんた達たちが仕込んだのか？」

「いいえ。私わたし達たちはその剣を今初めて見たわ。もっともそれ、幻みたいな物なんだけどね」

「いいや。言っただろ？　宝箱はレッドの心が生み出したって。その剣もまた然りさ」

「幻？　これが？　……信じられないな。本物とまるで変わらないぞ」

　表裏から眺めてみるも、確かに握った宝剣は、レッドが師から譲り受けた物にしか見えない。

　一応《危険察知センス》を使ってみたが、やはりそれらしい反応は全く表れなかった。

「それが私わたし達たちの十字架クルース、【嫉妬の宝石箱】の効果よ。持っていってもいいけど、所詮偽にせ物ものだって忘れないでね」

「あたしらの十字架クルースは心を暴あばく。空箱も魔物も宝剣も、全部レッドの心を暴いた結果なのさ」

　双子がそれぞれ空いた手の指をパチンと同時に鳴らすと、それまで部屋一面に埋め尽くされていた宝箱は、レッドが開けた物以外全て消え、同時に部屋の広さも元通りになった。

「さてと、占ったはいいものの、貴方あなたに話していいものか悩みどころね」

「さーて、レッドの事は大体分かったが、こりゃお前に言っていいもんかね」

「なんだと？　話が違うぞ。もしかして最初から、魔物に襲わせるのが目的だったのか？」

「まさか。咎とが人びとの迷いを解きほぐす。それが私わたし達たちの贖しよく罪ざいよ」

「馬鹿言わないでくれよな。迷える囚人を導く。それがあたしらの使命なんだからさ」

「だったらなんで、今更急に勿もつ体たいぶるんだよ」

　レッドが訊たずねると、双子は困った様に顔を見合わせるも、次の瞬間互いに酷ひどく顔をしかめ合い、再びそっぽを向き合ってしまう。

　思い返してみると、タンザとターフェは今の今まで、一度も顔を合わせていない事に気付く。だが今顔をしかめ合った二人は、なんだかもっと嫌な物を見た顔のようだ。

「こほん。レッド君の場合、結果を教えてしまうと、却かえって迷いが深くなる恐れがあるの」

「ごほん。答えを伝えるのは簡単だが、それでレッドの罪が軽くなるか微妙なんだよな」

「結局のところ、自分で考えろって事か。でも空箱に、魔物入り、魔物そのもの……これで俺の何が分かるっていうんだ？」

「いきなりは難しいかもしれないわね。じゃあ他の例を示せば分かりやすくなるかしら？」

「お坊ちゃんにはいきなりじゃきつかったか。仕方ねーな、じゃあこんなのどうだい？」

　双子が再度指をパチンと鳴らすと、先程同様スフィンクスが描かれた紫色の宝箱が、タンザとターフェの前にそれぞれ一個ずつ現れた。

「私のは……あら、乗馬用の鞭むちだわ。そういえば貴女あなた、乗馬が得意だったわね」

「あたしのは……あぁ、バイオリンの弓だな。そーいやお前、上う手まかったもんな」

「自分が使っていた物じゃないのか？　そんなので、自分の過去が分かる物なのか？」

「あら、まだ分からない？　でもそうね。貴方あなたこういうの鈍そうだものね」

「なんだ、まだ分からないのか？　まぁお前って、あんま周りを気にしなさそうだもんな」

　双子はやれやれと微ほほ笑えむと、貫かれた互いの手を持ち上げて、手鏡のように双方の顔の間に両の掌罪の証を挟みじっと見つめ合う。

「私わたし達たちが司つかさどる罪は〝嫉妬〟。ここに来る前の私わたし達たちは、いつだって一緒にいたわ。生まれてから死ぬまで、ずっと一緒にね」

「あたしらが背負ってんのは大罪だ。なんせ生前のあたしらは、お互い首を絞め合って殺し合ったくらいだからな」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　生前って？　それに貴女あなた達たち今、死ぬまでって言いました？　噓うそ、ですよね？　だってそれって──」

　信じられないという顔で、それまで黙っていたアイアが口を挟む。アイアはせがむように双子を見つめるも、双子は前言撤回する事なく、悲しそうに首を横に振った。

「アイア……やっぱり貴女あなた、もう自分が一度死んでいる事さえ、忘れてしまっていたのね」

「アイア……咎とが人びとは皆死んでここに来てるんだぜ？　お前は忘れちまってたみたいだがな」

「噓うそ、噓うそ噓うそ噓うそ。そんなの噓うそです！　だってわたし、今こうして──」

「残念だけど本当よ。アイアは〝もっていかれた〟ままみたいだけど、私わたし達たちは自分が実際死ぬ瞬間を、はっきりと覚えているもの」

「噓うそだと言ってやりたいんだけどな。だが悲しい事に、タンザの指の感触、そして首の感触を、あたしは二度と忘れられねぇんだ」

　双子にはっきりと否定されるも、アイアは尚なおも信じられない……いや、信じたくないといった風に、虚うつろな目で何を見るでもなく、ただ虚こ空くうを眺めていた。

「俺ももう死んでいるのか？　俺は自分からこの城に侵入したつもりなんだが、それも俺の記憶違いって事なのか？」

「レッド君は例外よ。一応貴方あなたは、まだ完全に咎とが人びとになった訳じゃないみたいだから」

「お前はまだ死んじゃいねぇよ。もっとも、この先どうなるかはお前次第だがな」

「まだ、か……話を戻そう。あんた達たちの仲が昔から悪かったのは分かったけど、その割に、あんまり改善出来てないみたいだが？」

「そうでしょうね。罪なんて、そう簡単になかった事には出来ないわ」

「そりゃそうだ。あんなに嫌いだった自分の顔が、四六時中目の前に突き出されたらな」

　そう言うとタンザとターフェは微ほほ笑えみながら、どこか懐なつかし気に、しかして憎々し気に、空いた片手で互いの顔にそっと指を添わせる。

「私はずっとターフェが妬ましかった。いつだって活発で明るくて、皆をグイグイと引っ張ってくれて……私にないものをたくさん持っていたから」

「あたしはずっとタンザが嫉ねたましかった。いつだって冷静で思慮深くて、皆の支えになってくれて……あたしにないものをたくさん持ってたから」

「ずっとターフェみたいになりたかった。でも私みたいな暗い女には無理だから……憎くて憎くて、ある日ついターフェの首をしめちゃったの」

「ずっとタンザみたいになりたかったよ。でもあたしみたいながさつな女には無理だから……憎くて憎くて、ある日ついタンザの首をしめちまったんだ」

「それが私わたし達たちの罪。私わたし達たちはずっと欲しかった互いの顔を手に入れたのに、永遠にその顔は見られなくなったの」

「これがあたしらの罰だ。あたしらは殺してでも欲しかったものの代わりに、永遠に嫌いな顔から離れられなくなったのさ」

　双子の大罪人は痛々しく自嘲すると、互いの顔を触っていた手をそっと下ろし、また先程までのように少しでも互いの顔が見えないよう顔を逸そらし合う。

「つまり、あんた達たちみたいに自分の欠点を自覚したら、罪ってやつが消えるのか？」

「だから言ったでしょ？　罪を知る者は罪人にあらずって」

「だから言っただろ？　自分は罪人じゃないと思う事が罪なんだって」

　自分の罪が分かれば罪人ではなくなる、ここまでは分かる。だが自分が罪人ではなくなったと思った途端、今度はそれが罪になるというのなら、一体どうやって罪を償えばいいのか。

「考えてみなさい。答えは自分で見つけるものだから」

「考えるんだな。あたしらに出来るのはそれを手伝うとこまでだ」

　──死んで償え、この大罪人ども!!

　青い魔犬の咆ほう哮こうが、再びレッドの脳裏をよぎった。双子の話を聞いていると、贖しよく罪ざいの方法などそれくらいしか残っていないのではと思えてくる。

「まだ答えは出なさそうね。ねぇレッド君。もっと他の大罪人に会ってみたらどうかしら？　大罪を抱える彼らなら、比較対象にもってこいなんじゃなくて？」

「まだ答えは見つからねぇか。なぁレッド。だったらもっと他の大罪人を見てみるってのはどうだ？　あいつらを見てみりゃ、少しは自分の罪が分かるかもな」

「あんたらやガルムみたいな大罪人が、まだ他にもいるのか？」

「えぇ勿もち論ろん。アイア、悪いけどレッド君を案内してあげて」

「そりゃーな。面倒臭いってのは無しだぜ？　どうせお前、する事ねぇんだろ？」

　未いまだ自分の死が受け入れられないのか、双子に頼まれるもアイアはろくに反応出来ていなかったが、数分の逡しゆん巡じゆんの後、結局嫌々ながらも頷うなずいた。

「……いいですよ、どうせもう死んでるんですし。それで？　誰に会わせればいいんですか？」

「そうねぇ。こんな事なら、ドラスさんに居て貰もらえばよかったわね。さっきのお客さん、〝強欲〟の大罪人なのよ？」

「だがあの鴉からすジジイはなぁ。よぉレッド、所持金はどれくらいあるんだ？　なんなら宝石とか貴重な物でもいいんだがって、聞くだけ無駄そうだな」

「貧相な見た目で悪かったな。貴重品って言うと、この宝剣がまさにそうだけど」

　どうやら所持品は〝シン〟と戦っていた時のままのようだが、元々レッドは比較的軽装なタイプな上に着飾るのも好きではないので、鎧よろいにも装飾の類は一切付いていない。

　宝剣の柄には世に二つとない魔石が埋め込まれているのだが、仮にこれが本物だったとしても、師匠から貰もらった大事な剣を、手放すつもりは毛頭ない。

「どうやらダメそうね」

「あの業突く張りな鴉からすジジイは、貧乏人とは話したがらないから無理だろうな」

「ガルムといい、大罪人にはろくな奴やつがいないのか」

「ガルムあの子は狂ってなんかないわ。抱えた憤ふん怒ぬが重過ぎて、周りが見えなくなっているだけ」

「ガルムあいつは狂ってなんかねぇぜ。背負った大罪が辛つら過ぎて、余裕がなくなってるだけさ」

「あれで狂ってないだって？　とてもじゃないが、会話の通じる相手には見えなかったぞ。正直未いまだに、あいつが元勇者だなんて信じたくない」

「あら、むしろ良識があればある程、罪悪感とは重く辛つらく感じるものなのよ？」

「生前のあいつは、とても真面目な勇者だったからこそ、どうしても許す事が出来ねぇのさ」

　そういう見方もあるのかと、レッドは改めてガルムと師匠を比較してみる。

　確かに師匠も真面目な勇者だった気がするが、果たしてだからこそあそこまで激げき昂こうするものかと聞かれると、肯定も否定も出来なかった。

「許すって何を？　俺か？　それとも生前恨んでた魔物でもいたのか？」

「何もかもよ。ガルムあの子は色んなものが許せない余り、今じゃ何が許せないのかも分からないまま、怒りの炎を燃やし続ける哀れな子なの」

「全部だよ。ガルムあいつは魔物が、世界が、咎とが人びとが、自分が、何もかもがどうしても許せなくて、今じゃ何で許せないのかすら思い出せずに、怒り続ける哀れな奴やつなのさ」

「ガルムあの子が罪を償うには、きっと誰かを許してあげなきゃいけないんだと思う。でもあの子の炎は、その前にみんな焼いちゃうから──」

「ガルムあいつがここから出るには、多分自分を許してやらなきゃだめなんだろうな。でもあいつは自分の眼めすら焼いちまうから──」

「「いつまでもいつまでも、ガルムは罪を見つめる事が出来ない」」

　まるで自分の事のように落ち込む双子。レッドはどうして彼かの女じよ達たちが、そこまで赤の他人を想おもう事が出来るのか理解出来ず、ただ黙って双子の言葉に耳を傾けるばかりだ。

「でもそうなると、脚部に住んでる〝色欲〟が適任って事になるのかしら」

「さて、となると残りは、脚部の人魚姫か。まぁなんとかなるだろう」

「目的地が決まったのは結構ですが、頭部ここから出るには、まずそのガルムさんが待つ胴体部を通る必要がありますよ。言っておきますがわたし、絶対嫌ですからね」

「ガルムか……一応武器はあるが、正直やり合いたくないな」

「それにもう一つ、脚部はわたしもあまり詳しくありません。人魚姫がどこにいるかだって、正直ちんぷんかんぷんです」

『それでしたら、私が脚部をご案内致しましょう』

　突如去来した第三者の返答に、レッドは声の主を探そうと部屋を見渡すも、不思議な事に依然この部屋にはレッドとアイアと双子しか見当たらない。

「精霊の声……じゃないみたいだな。誰だ？　どこにいる！」

　しかしどうやらアイアには、姿の見えない声に心当たりがあるようで、どこか嫌々そうに視線を低くした。

「パッチさん、ですか。頭部になんの用です？」

「これはこれはアイア様、ご無事でなによりです。いえなに、私もよくタンザ様とターフェ様に、助言を貰もらいに来ているものでして」

　アイアに倣ならい視線を下ろしてみると、そこにいたのは青い毛並みで愛あい嬌きようのある小ネズミだった。やはりこのネズミも咎とが人びとなのか、目を凝らしてみると尻尾の先には針のような罪の証あかしが刺さっていて、やはり他の咎とが人びと同様、そこから糸のように細い鎖がいずこかへと伸びていた。

「加えて申し上げれば、今我等が主は大変ご立腹なさっていて、秩序の番犬ケルベロスもほとんど機能せず暇だったので、丁度良いい機会かなと。はい」

「知り合いか？　秩序の番犬ケルベロスって確か、ガルム達たちの事だったよな？」

「お初にお目に掛かります勇者様。私はパッチ、しがない咎とが人びとに御座います。仰おつしやる通り秩序の番犬ケルベロスとは、主に巨人城の胴体部を拠点に活動している自警団のようなものですね」

「俺はレッド、勇者だ。でもいいのか？　俺おれ達たちガルムに追われてるんだぞ？」

「もうご存知だとは思いますが、ガルム様は職務に熱心になる余り、時に周りが見えなくなってしまう事があります。根は誠実な方なのですが、お恥ずかしい」

「見えないのは周りだけじゃないと思いますけどね」

　アイアが辛辣な言葉を投げかけると、青いネズミは悲しそうに俯うつむきながらも、髭ひげの生えた小さな頭を辛つらそうに縦に振る。

「これだけはご理解下さい。ガルム様はただ巨人城内の秩序を守りたいだけなのです」

「パッチもガルムを庇かばうんだな」

「図ずう々ずうしい話だとは重々承知していますが、もしよろしければこのパッチめをレッド様の御お供ともに加えて頂けないでしょうか？　レッド様の人となりを充分把握した上で、今一度私がガルム様に陳情出来ればなと思いまして」

　トコトコと近づいてきたかと思いきや、恭うやうやしくお辞儀する小さな咎とが人びとに、自然と頰が緩むレッド。不謹慎とは思いつつも、外の世界にいればさぞ人気者になれるだろう。

「分かったよ。よろしくパッチ。俺も出来れば、ガルムとは戦いたくないからな」

　パッチはレッドの肩まで登ってくると、ペコリと行儀よく頭を下げる。柔らかそうなお腹なかをまじまじと見つめていると、咳せき払ばらいと共にアイアが口を挟んできた。

「それで？　結局どうやってガルムさんを避けて、人魚姫のいる脚部まで行くんですか？」

「これは推察なのですが、タンザ様とターフェ様なら、大罪人の力で直接脚部へ通じるルートを作れるのではないでしょうか？」

「そうね、抜け道を作ってあげる。私わたし達たちとしても、出来ればレッド君には無事自分の罪を見つけて欲しいもの」

「そうだな、裏道を作ってやるよ。あたしら的にも、出来ればレッドには無事自分の過去を見つけて欲しいからな」




　パッチに頼まれ、双子は先程宝箱を出してみせた時同様、全く同じタイミングで指を鳴らす。

　まるで内臓の如ごとくゴボゴボと壁が蠢うごめくと、それまでただの壁だった筈はずの場所が、まるで窓のように両開きに開け放たれた。

　これが大罪人の力なのかと感心しつつ、窓の外を覗のぞいてみると、そこには平原の夜空が広がっていた。

　未いまだ不機嫌そうに口を尖とがらせていたアイアだが、外の景色と大罪人の能力を同時に見て、驚きの余りレッドの傍そばに駆け寄ってきた。

「大罪人って凄すごいんですね！　そんな便利な力があれば、ここでの暮らしも退屈しなさそう」

「……そうね。もしまた次会えたら、その時話してあげる」

「……そうだな。アイアもたまには自分で考えろって事だ」

　双子はアイアの頭を優しく撫なでると、苦笑いしながらネズミが加わった一行を見送る。

「結局何が何やらって感じだったけど、一応世話になった。ありがとう」

「レッド君、これは強さだけで解決する問題じゃないかもしれないわ。考えてみて」

「なぁレッド、これは腕っぷしだけで解決する程度の問題かもしれねぇぜ。考えてみな」

「だから、結局どっちなんだ？」

「「考え続けて。それだけが、罪の輪から出られる唯一の方法だから」」

　──罪の輪？　なんだか分からないけど、俺は勇者だ。罪なんてあるもんか。

　レッドは何も言わずついて来るアイアとパッチを引き連れ、見送る双子達たちの視線から半ば逃げるように窓から去っていく。

　まるで万力でこめかみを徐々に締めつけていくような、小さいながらも鈍く確かな痛みだけが、先程からズキズキと気になり始めていた。
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「気を付けろよ、パッチを落としたらシャレにならないぞ」

「そ、そそそそそれよりも私！　私が落ちそうです!!」

　当然と言えば当然なのだが、山より大きな〝シン〟の頭部窓から出たからには、どこまでもどこまでも続く梯はし子ごを下りる間、目が眩くらむ程の高さに晒さらされ続ける事になる。

　あまりの高さに頭上でパニックを起こしかけているアイアを宥なだめつつ、レッドもまたしっかりと気を保ちながら、一歩また一歩と、ゴールの見えない道を下り続けていた。

「頑張って下さいアイア様。後生ですので、私が乗ってる間は落ちないで下さいませ」

「でも、もももし巨人城が動いたら、わたし達たち、振り落とされるんじゃないですか？」

「それなら心配いらない。前も言っただろ？　城の外の〝シン〟と中にいる俺おれ達たちじゃ、時間の流れが違うんだ。ここに何十年ぶら下がってようと、〝シン〟は一歩も動かないよ」

　──まぁそうは言っても、急がないとアイアの気力がもたないかもな。

　必死に梯はし子ごにしがみ付き、ガタガタと震えるアイアを見上げるレッドは、いつアイアが落ちてきてもいいようにと、心構えだけはしておく事にした。

　恐らく外壁ここはまだ〝時の巨神将クロノス〟の影響内の筈はず、故に風は吹かないし外の音は聞こえない。

　下りる上ではありがたいが、下り続ける場合この穏やかさはむしろ、生半可な負担以上の負荷となって、レッドの精神をジクジクと蝕むしばんでくる。

　背景は最も早はや懐なつかしささえ感じてくる夜の平原。あの激闘の夜は遠い昔のように感じるが、恐らく実際はレッドが飲み込まれてから、まだほんの数秒さえ経たっていないのだろう。

　月が、雲が、風が、そして音さえもが止まった世界で、黙々と梯はし子ごを下りるという行為は、あのガルムの業ごう火かを搔かい潜くぐるよりも、安全ながら苦痛な作業のように思えてくる。

　そうやって考えると、こまめにレッドとアイアの肩を行き来し、チューチュー喋しやべってくれるパッチが加わった事は、レッド達たちにとって僥ぎよう倖こうだったに違いない。

「とっ、ととところで勇者様！　こここから出たいなら、いっそ、飛び降りるとか、どうですか?!　勇者様なら！　そそそ、空くらい！　どうせ飛べるのでしょう?!」

「無茶言うな。いくらなんでも、精霊の加護無しじゃ空なんて飛べない」

「でで、ですよね！　失礼しました！」

「どの道今は出られない。まだ〝時の巨神将クロノス〟も手に入れてないし、それに──」

「そっそっそ、そそそそうですよね！　もうなんでもいいです！」

「アイア、まずは落ち着けって。慌てなくていいからゆっくりと。勇気を振り絞って！」

「す、すす少し慣れてきました！　ゆ、ゆゆ勇気を、振り絞る？　──あっ」

　頭上の声が途切れたと思ったら、次の瞬間レッドの視界をアイアが塞ぐも、アイアの小さな身体からだはレッドに掠かすりもせず、瞬またたく間まに遙はるか下方へ落ちていってしまう。

　レッドはほとんど条件反射で、落ちていくアイアではなく、胸から伸びる鎖を握りしめた。

　咄とつ嗟さの事だったがどうにか鎖を摑つかめた上に、幸いアイアの身体からだはがらんどうだったおかげか、思っていたよりもずっとずっと負担は少なかった。

「あ…………その、助かりました」

「気にするな。これくらい大した事じゃない。パッチ大丈夫か？　落ちてないよな？」

「は、はい！　私は咄とつ嗟さに梯はし子ごに飛び移りましたので」

　てっきりアイアと一緒に落ちたかと思いきや、先程までアイアの手が掛かっていた辺りから、スルスルと下りてくるパッチ。パッチが肩に乗った事を確認すると、レッドは宙ぶらりんになったアイアをどうにか梯はし子ごに摑つかまらせ、再び脚部を目指し下り始めた。

　──まさかとは思うけど、わざと落ちた訳じゃないよな？

　自分が既に死んでいたと知れば、自暴自棄になってしまうのは決して不自然な話ではない。

　──念ねんの為ため、鎖は握りっぱなしの方がよさそうだな。

「レッド様、どうなされました？　もしやアイア様を支えた際、怪け我がでもしましたか？」

「いや、なんでもない。時間だけはたっぷりあるんだ。焦あせらず下りよう」

　レッドは黙々と下りるアイアを一いち瞥べつすると、後は錆さび付いた梯はし子ごに向かい合い、神妙な顔で下り続けていった。




「それにしてもレッド様、先程アイア様を受け止めた手て際ぎわ、実にお見事でしたな」

「そうでもないさ。あれで結構ギリギリだったよ」

「またまたご謙遜を。レッド様程の勇者、私これまで一度も見た事ありません」

　アイアに乗っているより安全と考えたのか、先程からレッドの肩から他愛のない話を振ってくるパッチ。何も動かない景色しか見えないレッドにとって、気が紛れる雑談はありがたい。

「流石さすが才能に恵まれた方は違いますなぁ。ご両親もさぞ鼻が高いのでしょう？」

「どうだろう。俺両親の事は、なんにも覚えてないからなぁ」

「あっ……申し訳ありません。無遠慮な質問をお許し下さい。巨人城に記憶を奪われ、レッド様が辛つらい想おもいをされているというのに私ときたら」

「あーいや、そうじゃなくて元々両親の記憶はないんだ。俺、孤児だったからさ」

　レッドは極力なんでもないように答えようと務めたが、気まずくなったのかそれまでピンと伸びていたパッチの髭ひげは、寂しそうにシュンと垂れてしまった。

「なんと。それはそれで、さぞお辛つらいでしょうに」

「そうでもない。R[image: ν][image: Σ]、あー……師匠にガキの頃から面倒見てもらっててさ、そいつが姉代わりみたいなもんだったから、ちっとも寂しくなかったんだ」

「お姉さん、ですか。なんかいいですね、そういうの」

　珍しくレッドの話に興味を持ったのか、下方からアイアの声が聞こえてきて、レッドは照れ臭そうに片手で後頭部を搔かく。

「勇者の素養を見み出いだしてくれて、兵役学校に入れてくれたのもあいつだった。でもなんだかんだ、学校の教師より師匠に教わった事の方が多かった気がするよ」

「レッド様にとってその方は、とても大事な人だったのですね」

「そうだな。俺にとっての勇者は、全部あいつで構成されてるんだと思う。あいつは俺にとって姉であり親であり、先輩であり師匠なんだ……それなのに、もう何も思い出せない」

「……取り戻せると、いいですね」

「取り戻すさ、絶対に」

　足元のアイアがどんな表情でそれを口にしたのかは分からなかったが、アイアに励まされる事でレッドは改めて自らの精神を支え、どうにかこうにか〝シン〟の首の辺りまで下りた頃、二人の見上げる前で、驚くべき光景が広がっていた。




　巨人の頭部が、突如光り始めたのだ。




「なんだこの光？　また何かの罠わなか？」

「分かりません。でもこの光、とっても温かい」

「私も初めて見ました。一体中で何が……」

　湧き出る光に〝シン〟の頭部が徐々に包み込まれていく様を、レッド達たちは梯はし子ごにしがみ付きながら黙って見続ける。

　やがて平原の夜空が、澄んだ暁のような紫色の光に完全に包まれると、〝シン〟の頭部は端から光の粒子へと変わっていき、そのまま重なり合うように螺ら旋せんを描く紫色の光は、レッド達たちの見ている前でゆっくりと天へと昇っていった。

　紫色の光が消え、また元の夜空へ戻ったと思いきや、なんとそれまで目の前にあった筈はずの巨人の頭部は、光と共にすっかりと消え去っていた。

　レッドとアイアは共に梯はし子ごに摑つかまったまま、首から上が消え去った巨人に啞あ然ぜんとする。レッドの肩に乗っていたパッチも、きっと空いた口が塞がらなくなっているに違いない。

「まさか、これで〝シン〟は死んだのか？」

「そんな馬鹿な。だったら咎とが人びとにだって、なにかしら変化があっていい筈はずです」

「ちょっと待て、中に居た人ひと達たちは？　タンザとターフェは……ラストはどうなったんだ？」

「私の知る限り、頭部にはおよそ百人近い咎とが人びとが居た筈はずですが……恐らく、もう」

　まだ出会って間もない関係だったとはいえ、つい先程まで話していた相手がもういなくなってしまった喪失感、そして結局彼かの女じよ達たちの言葉のほとんどが理解出来なかったという無力感が、レッドの胸の内でごちゃ混ぜに渦巻く。

「あの二人、きっとものすごい時間を掛けて、やっとあそこまで杭罪を小さくしたのに。全部、無駄だったっていうのか？」

「無駄もなにも、咎とが人びとは元々死んでるんですから、罪を清算しようとしまいと、別に関係ないんじゃないですか？」

「もしかしたら二人ともご無事、いや……むしろ救われたのかもしれませんよ」

「救われただと？　パッチ、まさかお前まで死ぬのが償いなんて言い出すつもりか？」

「いえいえ、そうではありません。タンザ様とターフェ様が罪を償い終えたからこそ、巨人城の頭部は消えたのではないでしょうか？」

「それってつまり、ここから出られたって事ですか!?」

「さぁそこまでは。ですが、あの御二方は嫉妬頭部を司つかさどる大罪人でした。そんな彼かの女じよ達たちが罪を清算したからこそ、巨人城もそれに対応して消えた、とか。全て私の憶測ですが」

　侵入する前、レッドはおよそ一昼夜〝シン〟に攻撃し続けていたが、それでもろくな傷を与える事は出来なかった。そんな〝シン〟が、部分的にとはいえこうもあっさり身体からだを消失したからには、確かにそれくらい特殊な状況が発生したと、考えるべきなのかもしれない。

「そうか。だったらきっと、良かったんだよな」

「……そうですね」

　幾分かの安心感から漏れたレッドの言葉に、答えたアイアの言葉はむしろどこか冷たさを感じたような気がした。しかし足元のアイアの表情を窺うかがう事は叶かなわず、結局レッド達たちは巨人のへその辺りにあった入り口に辿たどり着つくまで、そのまま黙々と下り続けた。





４






　侵入したレッド達たちを出迎えたのは、これまでとはまた趣の違う黄色の炎に照らされた水路だった。下半身を司つかさどる大罪人が人魚姫故か、今までよりも道幅が大きく広がった通路を両断するように、深さ二、三メートル程の水路がエリア内を縦横無尽に駆け巡る。

　しかしどういう訳か、どこからかガボガボと水が詰まったような音こそすれど、雫しずくの一滴どころか埃ほこりや蜘く蛛もの巣すばかりが目立つ水路は、地下水路カナートというより地下墓地カタコンベのようだ。

「なんでもありだとは思っていたが、ここまで極端に内装が変わるなんて、〝時の巨神将クロノス〟に蓄えられた魔力は相当な量なんだろうな」

「そうですか？　正直わたしには、どこも同じようにしか見えないですね」

「そうか？　だってまず通路の炎の色からして、エリア毎ごとに全然違うじゃないか」

「あぁ、言われてみればそうですね。すみません、今まで余り気にしてなかったもので」

　巨人の頭部──嫉妬の双子が消えてからというもの、アイアは明らかに何か考え込んでいるようだが、流石さすがのレッドも人の考えを読む魔法は覚えていない。

　そしてこんな時、女性にどう声を掛ければいいかもまた分からなかった。

　道案内の為ためか、アイアは肩に乗せたパッチとは小まめに話しているものの、後に続くレッドへは一貫してそっけない態度をとり続け、レッドもまた何も語らず歩き続ける。

　──魔物退治なら気楽なのに、人助けってどうも苦手だな。勇者じゃなくて傭よう兵へいになるべきだったか？　……そもそも俺、どうして勇者になったんだっけ？

　──考え続けて。それだけが、罪の輪から出られる唯一の方法だから。

　思えば今まで、物事を深く考えた事がなかった気がする。

　幸いにも才能には恵まれていたので、ただ漠然と努力するだけで誰よりも強くなれたし、強くなってからはより一層何も考えなくても、直感だけで魔物を討伐してこられた。

　──こんな話師匠にしたら、また嫌な顔されるんだろうな。勇者心得十……えーっと、何条だっけ？　まあいいか。

　気になる事は他にもある。結局ガルムと師匠の関連性は、今もはっきりとは分からない。

　あの師に限ってそんな事は……そう思いつつも、悪事を働いた覚えのない筈はずのレッドでさえ、こうして咎とが人びとの仲間入りをしかけているのが現状だ。

　──師匠は真の勇者だ。この先何があったって、あんな狂犬になる筈はずがない。でもだったら俺は、なんでガルムの面影に見覚えがあるんだ？

　もしかしたら気付いていない所で、巨人に囚とらわれるような罪を犯してしまったのだろうか？

　もしかしたらレッドが知らないだけで、あの高潔な師匠も罪を犯しているのだろうか？

　そもそも何の罪も犯した事のない人間などいるのか？　もっと言ってしまえば罪とは一体なんなのか？

　一つ一つは小さいが、答えの出ない問いは輪のようにグルグルと渦巻き、ぶつかり廻めぐりながら複雑に絡からみ合あっていき、決して解けないメビウス罪の輪が作られていく……そんな気がした。

「なぁアイア、タンザとターフェが言ってた罪の輪って、一体なんの事なんだ？」

「あぁあれですか。わたしも前に同じような事を言われましたが、正直よく分かりませんでした。大方考えるだけ無駄な、言葉遊びみたいなものなんじゃないんですか？」

「でもあの二人は考え続けろって……じゃあ罪は？　そもそも罪ってなんなんだ？」

「罪、ですか」

　面倒臭そうに呟つぶやいたアイアは、ふとＴ字路に差し掛かると足元の水路をキョロキョロと見下ろし始め、なにか目印でもあったのか、パッチが指差した方へ飛び降りる。

　レッドも慌てて後を追い水路に飛び降りると、大きな排水溝がさらに坑道の如ごとく空いていて、それら全ての横道に、人が通れないよう格こう子しが張り巡らされていた。

「なんだかまるで、牢ろう屋やみたいだな」

「どちらかと言うと、アシーヌ様の元へ誰も行けないようにする為ための防波堤ですな」

「アシーヌ？　そいつが例の人魚姫か」

「左様で。ガルム様と同じ大罪人で、司つかさどる罪は……〝色欲〟に御座います」

「ついでに言うと、脚部に住む咎とが人びと達たちにとって、アシーヌはアイドルなんですよ」

　手近な格こう子しを憐あわれむような目で見つめるアイア。何やら奇妙な言い回しに、レッドは不吉な予感と共に、ここの大罪人もまた重い業を背負っているのかと感じ取る。

「美人って事か？　人魚姫っていうくらいだし」

「行けば分かります。あぁそれと、さっきの質問の答えですが……生き物って、生きる為ためには何か食べなきゃいけないでしょ？　それってつまり、どんなに言い繕っても結局、命を奪い合ってるって事ですよね？」

「極端に言えば、そういう事になるな」

「魔物の討伐だって、結局は人間の都合ですよね？　魔物だって生きてるけど、人間が死ぬ訳にはいかないから、やられる前にやる。違いますか？」

「そういう言い方も、出来るかもしれないな」

「生きている限り罪を犯し続けるもの、それが命だと言うのなら、罪とは命そのもの……な～んてね。ちょっと双子の真ま似ねしてみました。似てました？」

　乾いた笑みを浮かべ、言いたいだけ言い切ると、アイアはレッドの答えを待たず、乾いた水路を進み始めた。そんなアイアの小さな背を、レッドは寂しそうな眼めで見つめる。

　アイアはレッドに隠し事をしている。理由はまだ分からないが、これまで共に巨人城をあちこち巡っていても、アイアは一向に胸の内を明かそうとしない。しかし今の言葉だけは……初めて明かされた、アイアの正直な気持ちのような気がした。

　──意外だな。どうでもいいとか面倒臭いとか言ってても、アイアも色々考えてるんだな。

　もしかしたら、レッドがこれまで殺してきた数多あまたの魔物も、同じくらい色々と主義や思想があったのではないか？　ふとそんな疑問がレッドによぎる。

「レッド様？　そんな所で立たち竦すくまれて、具合でも悪いのですか？」

「あぁ、今行く……」

「先程から頭を抱えているご様子ですが、そんなに痛むのですか？」

　いつの間にか肩に登っていたパッチに心配されるも、レッドは咄とつ嗟さの笑みで誤魔化してしまう。

「あぁいや、これはそういうのじゃ……忘れてくれ、大した事じゃないから」

「はぁ。レッド様が、そう仰おつしやるのなら」

　──上等だ。何か罪を犯してるっていうなら、俺だって必ず清算してやる。

　レッドは自嘲と共に今一度己を[image: 叱]しつ咤たすると、先程から心配そうにチラチラと振り返っているアイアに追いつく為ため、少し歩調を速め薄暗い水路を進んでいった。




　押し黙るアイアと歩いていく内に、レッドはふと水路内の微妙な変化に気付く……湿気だ。埃ほこりが積もる程水気と縁がない筈はずのこの地下水路が、先程から妙にジメジメとしてきているのだ。

　通り過ぎる格こう子しもよくよく見てみれば、最初に降り立った地点と比べ、ほんの僅かだが錆さびが付着していた。

「お気付きかもしれませんが、もうすぐ目的地に着きます」

「やっぱりか。この水気、アシーヌの十字架クルースが原因か？」

「ある意味そうですね。もっとも、アシーヌ様御本人が濡ぬれている訳ではありませんが」

「ですね。なにせアシーヌの渾あだ名なは〝渇いた人魚姫〟ですから」

「それって──」

　レッドの問いかけを遮ったのは、先程気付いた湿気よりも明確な、地下水路内の変化だった。

　ジャラジャラと鉄がこすれ合うこの音は、既にレッドも聞けば即正体に察しがつく。近くに咎とが人びとが……それも鎖の音の大きさからして、かなりの人数の咎とが人びとがたむろっているのだろう。

「それに、なんだこの生臭さ……魚か？」

「勇者様、一応忠告しておきますけど、ここの人ひと達たちもあまり話の通じる相手じゃないですよ」

「そうですね。どうかお気を付け下さい。彼らは中々熱狂的ですので。ではでは──」

　不意に途切れたパッチの警告。何事かと周囲を確認しようとした時には、既にレッドの身体からだはゴロゴロと狭い通路を転がっていて、回転する思考が遅れに遅れ、ようやく自分が落とし穴に嵌はまったのだと気付かせる。

　どこか摑つかまろうと手を伸ばすものの、いつの間にかレッドの転げ落ちる通路は一面生臭い粘液に包まれていて、腕を突っ張ろうにも指を突き立てようにも、滑る粘液に阻はばまれてしまいどうする事も出来ない。

　一旦抵抗を諦めたレッドは、色欲を司つかさどる大罪人とは一体どんな人物なのかと、期待と恐れを胸に滑り落ちていき、やがて生臭い水の感触に放り出された。

「ぶはっ！　ぺっ、ぺっ。なんだここ？　……あぁ、成程な」

　レッドは辺りを見渡すと、一人納得し自然と笑みをこぼす。

　レッドが落ちたのは、腰辺りまで生臭い汚水で浸つかった狭く窮屈な部屋だった。

　幸いと言うべきか、トラバサミや落とし穴の類はないようだ。しかし……辺り一面水すい棲せい系の魔物がひしめき、降ってきたレッド獲物を捕食しようと、汚い涎よだれを垂れ流していたのだ。

　狭い空間に同族の魔物をすし詰めにし、落ちてきた異物を捕食させる所いわ謂ゆるモンスターハウスや蟲こ毒どくと呼ばれる、部屋全体を使ったタイプのトラップである。

「グヘヘヘ、新鮮ナ獲物が降ッテ来タナ」

「ナンダ。今度ノ勇者ハマダガキジャナイカ」

「オイオイ、ビビッテナイデ、何カ言ッタラドウダ？」

「残念だったな」

　ぽつりと呟つぶやいたレッドの言葉に、魔物達たちは嘲笑と共に語気を強めた。

「ア？　何ダッテ？　怖クテ上手ク喋しやべレナイッテカ？」

「本当に残念だったな。お前らには罪の証あかしがない。咎とが人びとだったら、見逃してやったのに」

　力の差も分からず魔物達たちがあざ笑っている内に、レッドは久方ぶりの愛剣の手応えに勇みつつ、即座に魔力を練り上げる。

「纏まとめて蹴散らしてやる！　《極大氷結呪文コキユートス参式・月華氷狼トロメア》！》」

　宝剣から放たれた魔力は冥府の狼おおかみを呼び寄せ、迸ほとばしる冷気と共に分散した氷の狼おおかみは一瞬で汚水を飛び越え、辺りの魔物に襲い掛かった。次の瞬間には、すっかり綺き麗れいになった真水の水面に、氷漬けになった魔物達たちがプカプカと浮かび上がっていた。

「ふぅ。さっさと合流しないと。出口はどっち──ん？」

「レッド様!?　ご無事でなによりです。突如お姿が消えたので、心配していました」

「パッチか！　無事でよかった……アイアは？」

「アイア様は一足先に、アシーヌ様の元へ向かって頂きました。私のような身体からだでなければ、レッド様を追えなかったので」

　涸かれた排水溝からひょっこり現れた青い小ネズミは、おっかなびっくり魔物の氷像を飛び移り、レッドの肩にするするとよじ登ると、ようやく安心したと息を吐く。

「そうか。あまり今のアイアは一人にしたくない。急いで合流しよう」

「それよりレッド様。この魔物、全てお一人で？　流石さすがレッド様、まさに真の勇者ですな」

「こんな雑ざ魚こいくら殺したって、真の勇者とは呼べないさ。今はそんな事よりアイアの方が心配だ。さっさとここから出してくれ。どっちに向かえばいいんだ？」

「そうしたいのは山々なのですが……また厄介な場所へ落ちましたな。ここは脚部の咎とが人びと達たちが、抜け駆けしてアシーヌ様に会おうとした者を、制裁する為ために作った場所でして」

「なんだか物騒な話だな。でも、パッチなら出口も知ってるんだろ？」

　不安そうに項垂うなだれるパッチを肩に乗せ、モンスターハウスを出たレッドの前に立ちふさがったのは、先程までの開けた下水道ではなく、左右どちらを見渡しても曲がりくねった壁と堅けん牢ろうな格こう子ししかない、まさにラビリンスの入り口だった。

「この大迷宮は私わたし達たち秩序の番犬ケルベロスではなく、〝ハイドラポンプ〟という連中の縄張りです。故に私も詳細は分からないのです。誠に申し訳御座いません」

　胴体部のケルベロスに頭部のスフィンクス、そして脚部のハイドラ……どれも幽世にいるとされる伝説の魔物の名だ。死人咎人の集団が名乗るには、ぴったりな名前という訳だ。

「咎とが人びとなら戦う訳にもいかないか。ちなみにそいつら、お前らより強いのか？」

「ハイドラポンプはともかく、迷宮内には強力な魔物がうようよとひしめいているとの噂うわさが」

「相手が魔物なら、なんであろうと倒すだけだ」

　とは言ったものの、実際この迷宮はかなり道幅が狭く、多数の魔物が来ても先程のように一掃し難にくい。神経をすり減らしながら散々歩きまわらされた挙句、何度もモンスターハウスが続くとなると、流石さすがのレッドも少々苦労するかもしれない。

「なんでしたらレッド様はここでお待ち頂ければ、私が救援を呼んで参りますが」

「アイアが心配だけど、その方が効率いいかも──な」

《……、…………！　勇…………、自…………！》

　突如割り込む聞き慣れない声。よく聞き取れなかったが、長らく聞いていなかった精霊の声に似ている気がした。

「悪いパッチ。さっきの案、やっぱナシで」

「急にどうなさったのです？　小間使いなら私得意ですので、遠慮など──」

「自分でもよく分からないんだけど、それじゃダメなんだ。それに勇者心得に、〝迷宮で別行動するべからず〟ってあったと思うし」

　声の主が何を伝えたかったかは分からない。しかしレッドは不思議と、このままここでパッチに任せてはいけない気がしてきたのだ。

「は、はぁ。しかし困りましたね。ではどうやってこの迷宮から脱出するおつもりで？　その勇者心得とやらに、こういう場合の対処法は載っているのですか？」

「どうかな、あった気もするけど……こんなのどうかなって！」

　言うが早いか、レッドはいつぞやのように、目の前の壁に渾こん身しんのストレートを叩たたき込こんだ。

「なっ!?　無駄ですレッド様、この城の壁は──ひょわああああああああああ!!」

　レッドは肩の上で反論しようとするパッチを鷲わし摑づかみにすると、肉壁がドロドロとレッドに食いつく直前逆に飛び込み、間一髪で壁の向こう側へと転がり込んだ。

「よかった、やれば出来るもんだな。方角はこっちであってるか？」

「よかった、じゃ御座いません！　壁に取り込まれていたかもしれないのですよ！」

「うん、まぁそうなったら、またその壁ごと壊せばいいかなって」

「なんとっ。で、ででででですが、これでは折角の大迷宮も意味が」

「手っ取り早くていいだろ？　別にわざわざ迷ってやる必要もないさ。次はどっちだ？」

　レッドの説得が無理だと悟ったのか、握られた小ネズミは細いヒゲをシワシワと垂らすと、諦めたように壁を壊す方角を指差した。

　──師匠の前でこんな無茶したら、絶対怒られたんだろうな。勇者心得に従ってたら、一か八かなんて真ま似ね出来ないもんな。

　初めての解放感に胸が高鳴っている事もあり、その後もレッドは順調に壁を殴り抜き、迷宮を真まっ直すぐ進んでいく。

　道中何度か、すぐ近くでいかにも獰どう猛もうな魔物の鳴き声が聞こえたが、一々相手をするのも面倒なので全て無視していった。

　そうやってそろそろ迷宮から出られそうなくらい進んだ辺りで、運悪く殴り抜いた壁の向こうは、最初に落ちたような汚水の溜たまったモンスター部屋だった。

　しかしこの部屋は最初と違い、ひしめき合った大群の代わりに、部屋の中央に大型の魔物が一匹だけ、どっしりと鎮座するのみである。

「しまった！　申し訳ありません、方角を間違えました。すぐに引き返して下さい！」

「丁度出ちゃったか。ま、たまには魔物の相手もしてやらないと、迷宮に失礼か」

　普段なら素直に引き返すところだが、妙に高揚している所せ為いか、レッドはおもむろに汚水を踏み抜き、さして警戒もせずに魔物の方へ近づいていく。

「失礼で結構！　あの魔物をご存知ないのですか!?　あの大おお蛙がえるの名はグシロッグ、この迷宮の主の大魔神です！」

「へぇ、あれが魔神か。初めて見た」

　およそ人知の及ばぬ年月を経た魔物は、稀まれに〝種〟としての呼び名が魔神に変わる。進化と呼ぶにはその変化があまりに急激な為ため、誰とも知らず神格化したのが理由とされている。

　体力、智ち力りよく、魔力いずれも魔物の時とは比べものにならず、反魔法アンチマジツク装甲に頼らずともその皮膚はあらゆる呪文を吸収し、一匹で国をも滅ぼすとされている魔神達たちは、そのほとんどが伝説空想上の存在となっている。

「まぁ巨人城くらいのダンジョンなら、魔神の一匹や二匹いてもおかしくないか」

「なにを吞のん気きな！　あれは貴方あなたやガルム様とは違う、正真正銘の化け物です。戦ってどうこうなる相手では──って……え？」

　怯おびえるパッチを足元に放ったレッドは、慣れた手つきで腰の片手剣を抜くと、世にも恐ろしいとされる魔神へ突撃していった。

　大人二、三人分はあろうかという魔神グシロッグは、息を吞のむ程の戦慄を伴い、その身の丈よりも更に大きな魔神の金かな槌づちを振り下ろした。

　瞬またたきも忘れたレッドは紙一重で攻撃を躱かわすと、分厚く硬い魔神のイボだらけの皮膚に、双子から貰もらった幻の宝剣で斬り掛かる。

　ブヨリと不快な感触と共に押し戻される刃。レッドはそれを見て不敵に微ほほ笑えみ舌打ちをした。

「流石さすがに通らないか。こういう時は勇者心──なんでもいいや」

　身動きの取りにくい狭い小部屋、しかも足元はベタつく汚水で満たされている。

　そんな部屋でもグシロッグを容易に手玉に取り、レッドは一心不乱に刃を浴びせていく。

　戦術もへったくれもない、ただただがむしゃらな斬撃の嵐。いつしか痛みに耐え兼ねた魔神が武器を落としても、レッドは延々と斬り続けていった。

　レッドが一振りする毎ごとに、足元の汚水にグシロッグの血が滲にじんでいき、その血だまりすら精霊の加護により清められていく。

　部屋中清らかな水で満たされた頃、遂ついに魔神の巨体は頭から崩れ落ち、わずかに原型を残す舌先をピクピクとひくつかせ息絶えた。

　伝説の魔神とやらも、戦ってみればその辺の魔物と変わらなかった事に、レッドは少なからずショックを受けている事に気付く。

　──まぁいいや、どうせついでだ。

　レッドは蛙かえるの死骸を横切ると、驚きよう愕がくする小ネズミを拾い上げ、再び壁の破壊に取り掛かる……一体なにがなんのついでだったのか、レッド自身にもよく分からなくなり始めていた。




「そろそろこの迷宮も飽きてきたな。パッチ？　どうかしたのか？」

「いえその、私のゲスな勘繰りだとは重々承知しているのですが……レッド様、もしかして貴方あなた、楽しんでいたのではないですか？　魔物を蹂じゆう躙りんする事を」

「は？　俺が、楽しんでる？」

「だ、だってレッド様、随分活いき活いきとされていたものでして」

「そんな訳ないだろ。ただ、戦うのは気楽なんだよ。余計な事考えなくて済むからな」

《そうだ勇者よ。そなたはそれでいい》

　──やっと波長が合ったみたいだな。さっきよりよく聞こえるよ。

　ようやく精霊の声も届き、日頃の調子に戻ってきた今、レッドの心はパッチのてんで的外れな指摘も気にならない程、清められた水面の如ごとく静寂に包まれていた。

「やれ壊すなやれ殺すなと面倒だけど、魔物退治はただ倒すだけだ。シンプルでいいだろ？」

「そういうものなのですか。私にはレッド様やガルム様のような、力ある方の考えはよく分からないもので」

「勇者心得に〝魔物を必要以上に苦しめるべからず〟ってあるんだ。それってつまり、やるならさっさと殺せって事だろ？」

《そうだ。無力は罪だ。死ぬのは魔物達たちが無力だったからだ》

「それよりほら、次はどっちを壊せばいいか教え──」

　急ぎ先に進もうと、不用意に壁に近づいたレッドは、再び落とし穴を踏んでしまう。先程同様通路を転げ落ち、再度投げ出された先は……円形ホールのような貯水槽だった。





５






「アシーヌちゃーん！　こっち向いてー！」

「もっとこっちにおいでよ！　ほら、こっちこっち！」

「アッシーヌッ！　アッシーヌッ！」

　ホール中央の高台に放り込まれたレッドを出迎えたのは、四方からの熱烈な叫び声、そして意識が奪われそうになる程の悪臭だった。高台の周りには妙に興奮した半魚人咎人達たちが群がり、どうやら半魚人達たちの汗や涎よだれが、乾いた水路に水みず溜たまりを作り、悪臭の元となっているようだ。

「なんだこいつら？　おいパッチ……あれ、パッチ？　どこ行ったんだ？」

　落ちた際にまたはぐれたのか、異様な雰囲気にレッドが一人呆あつ気けに取とられていると、貯水槽一杯に集まった半魚人達たちは、興奮した口調で次々に怒鳴り込んできた。

「なんだてめぇ！　俺らアシーヌちやん親衛隊ハイドラポンプを差し置いて、何横入りしてやがる！」

「ステージに土足で上がるとはいい度胸だ！　ぶっ殺すぞガキぃ！」

「これがハイドラポンプか。ステージだかなんだか知らないけど、下りろって言うならそうするから、どこか場所を空けてくれないか？」

「誰がどくか馬鹿！　一体俺が、何日並んで最前列のチケットを取ったと思ってんだ！」

「俺なんて今日のライブの為ために三日も並んだんだぞ！」

「どくならお前がどけ！」

　周囲をぐるりと囲んだ半魚人達たちは、皆一様に下りろと怒鳴るものの、誰一人レッドに場所を譲ろうとはせず、ただただ訳の分からぬ怒声をぶつけてくるばかりだ。

「いい加減にしろ！　今すぐそこをどかないと、実力行使で出て行って貰もらうぞ！」

「いや、だからいい加減にして欲しいのはこっちの──」

「ここから出ていけ！　乱入者め！」

　レッドの言い分を少しも聞こうとしない半魚人達たちが怒鳴る度、魚臭い涎よだれがまるで水鉄砲のように降り注ぐ。

「臭っ……ポンプってそういう意味か！」

　何万発食らおうと恐らくダメージはないが、ただでさえ臭い攻撃未満の攻撃は、みるみる内にレッドの怒りのボルテージを上げていった。

「ちっ、鬱陶しいんだ──」

　苛いら立だちに任せ右腕を振り上げたレッドは、すんでの所で魔力を込めた腕を抑えつける。

　──今、俺は何をしようとした？　相手は咎とが人びとだぞ。

　先程のグシロック戦で高揚していたとはいえ、もしこのまま勢いに任せ反撃してしまったら、こんな威勢だけの半魚人、一撃で皆殺しにしてしまっていただろう。

（躊躇ためらう必要などあるまい。こやつ等と魔物で何が違う？）

（だって、言われたじゃないか。アイアに……咎とが人びとは殺すなって）

（それを言ったのもまた魔物であろう？　勇者よ、お前は騙だまされているだけだ）

（アイアは魔物じゃない。確かに何か隠しているけど、でも……）

　どこからか響く声なき声、いつも通りそれに従うだけでいい筈はずなのに、鈍い頭痛に襲われたレッドは何な故ぜか精霊の声に耳を傾ける気になれず、怒る半魚人達たちの前で一人立ち尽くしてしまう。

「こいつ、何一人でブツクサ言ってやがる！」

「いいからそこをどけ！　ぶっ殺すぞ！」

　確かに精霊の言う通り、正直アイアは完全に信用していい相手ではない。加えてレッド自身未いまだに咎とが人びとと魔物の区別など、精々罪の証あかしがあるかどうかくらいしか分からない。

《勇者よ、己が使命を果たすのだ。お前は何をしにここまで来たのだ？》

　──そうだ、俺は勇者だ。勇者なんだ!!

　レッドは魔力を練ると、眼前でパンッと両手を合わせた。体内を循環し始めた魔力は、見る見るうちにレッドの姿を変えていき、徐々に上がっていく半魚人の視線に見守られ、レッドは巨大な赤い竜へと変身する。

　レッドの巨体を絶句し見上げる咎とが人びと達たち。窮屈そうに貯水槽全体に身体からだを広げたレッドは、大きく息を吸った後、腹の底から力いっぱい雄お叫たけびを上げる。

「とっとと失うせろ!!　この雑ざ魚こ共がぁああああああああああああ[image: ]」

　水路一杯に反響するレッドの咆ほう哮こう、それを聞いた半魚人達たちは、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。思わず火炎のブレスを吐きかけたが、どうにか咎とが人びとは誰一人傷つけずに済んだ。

（つっ……何な故ぜ、こんな回りくどい真ま似ねを？）

　──確かに俺は〝シン〟を倒せと言われたし、〝時の巨神将クロノス〟を取って来いとも言われた。でも今回は、魔物を駆除してこいとは言われてない。

（勇者よ、お前は我が助言に従っていればそれでいい……聞いているのか？　答えよ勇者）

　──いいんだよ。とりあえず、今はこれで。

　咎とが人びとに危害を加えなかったのは、レッドがまだ悩んでいるからだ。アイアを信じるべきか、精霊に従うべきか。答えが出る前に決断してしまっては、あの双子に罪から目を背けていると言われかねない。そう思っただけ……断じて今までの自分に、罪の意識を感じた訳ではない。




　半魚人達たちが粗方散ったのを確認すると、レッドは変身魔法を解き人間の姿に戻った。

　そういえばいつの間にか、精霊の声が聞こえなくなっている事に気付く。精霊にはよくある事だが、こちらの話を全く聞いてくれなかったが、一体なんの精霊だったのだろうか。

　完全に半魚人がいなくなり、静かになった貯水槽でレッドが一人悩んでいると、遠くからピチャピチャと足音が聞こえてくる。

　あれだけ脅してやったのに、もう半魚人が戻ってきたのかと身構えると、貯水槽に駆け込んできたのは、どこか慌てた様子のアイアだった。

「はぁ、はぁ…………はあ。やっぱり勇者様でしたか」

　レッドの顔を見た途端アイアは複雑そうに顔をしかめ、最終的にどこか呆あきれたような顔で高台に近づいてきた。

「パッチとまたはぐれたと思ったら、今度はアイアと合流か。上う手まくいかないもんだな」

「もう、勝手に落ちておいてよく言いますね。今の大きな音、やっぱり勇者様の仕業です？」

「安心してくれ、咎とが人びとは一人も殺してない」

「別に心配はしてませんでしたが、ご無事でなによりって感じ、ですかね。なんです？　私の顔、何かついてますか？」

「いや、なんだか会えてホッとしたっていうか。それよりあのハイドラポンプとかいう奴やつら、一体なんなんだ？　なんだか臭い液を飛ばしてきたけど」

「それがアシーヌの十字架クルース、【色欲の蜜】です。そっか、勇者様には精霊の加護があるから、浴びても平気だったんですね」

　アイアは一人納得したように呟つぶやくと、レッドが乗ったままの高台をジト目で睨にらみつけた。

「そこにいるアシーヌの蜜を浴びると、抱えた罪に関係なく、皆あんな姿になっちゃうんです。ですよね、アシーヌ？」

「説明ありがとうアイア、愛してるわ。ちょっとあんた、いつまで人の頭の上にいるつもり？」

　足元からの声に驚いたレッドは、言われるがまま高台から飛び降りた。

　一体半魚人達たちは何を目当てにあぁも熱狂していたのかと見てみると、高台は中が檻おりのようになっていて、そこには悩まし気に横たわる金髪の人魚姫がいた。

[image: ]

「あんたがアシーヌか、真上で騒いで悪かったな。俺の名はレッド、勇──」

「別になんだっていいわぁ、喧やかましいのは慣れてるしぃ。そんな事よりもアイア、随分ご無沙汰だったじゃなぁい？　やっとあたしの愛を受け入れる気になってくれたって訳ぇ？」

「え……じゃあもしかして、あんた男なのか？　そうか、城の呪いでそんな姿に」

　顔を髪と同じくらい真っ赤に染めたレッドは、思わずまじまじとアシーヌを凝視してしまうも、金髪の人魚姫は気け怠だるそうに頰を膨らませる。

「そんな訳ないじゃなぁい。絶世の美女を相手に失礼な坊やねぇ。あたしはただ、アイアにずぅっと脚部ここにいて欲しいってだけよぉ」

「なんだ、そういう奴やつなのか。そういえばいつだったか師匠も、誰かを好きになるのに理由なんてないとか言ってたっけ」

「そゆこと～。ふぅん。よく見たら、あんたも中々可か愛わいい顔──」

「アシーヌ、この勇者様はとってもウブなので、そういう冗談はやめてあげて下さい。それと、今日は勇者様の案内で来ただけなので、ここに留まる気もありません」

「ざぁんねん、ダブルでフラれちゃったわねぇ」

「いい加減諦めたらどうです？　何度言われても、わたしにその気はないですよ？」

「いやよぉ～。あたし、昔っから欲しいものは絶対手に入れてきたのよ？　アイアの事だって、絶対ぜーったい諦めないんだから」

　どうもアイアは、一刻も早く水みず溜たまりから離れたがっているようだ。そういえばアイアの身体からだは、中身が空洞というだけでなくどこか金属的だったが、もしかしたら錆さびるのを懸け念ねんしているのだろうか？

「はいはい、勝手にして下さい。それはそうと、勇者様ならこの部屋を血の海に変えてたっておかしくないなぁと思ってました。ちょっと意外ですね、一人も傷つけないなんて」

「咎とが人びとは殺さない。そういう約束だろ」

「流石さすが勇者様、誰にでも優しいんですね」

　アイアのどこか突っかかる言い方に、居心地の悪さを覚えるレッド。見たところパッチとはまだ合流出来ていないようだが、一体レッドが落ちた後何があったのか。

「そういえば、アイアってアシーヌには結構くだけた喋しやべり方するんだな。なんだかんだ言って、本当は仲良しだったりするのか？」

「やーん！　坊や中々いい事言うじゃなーい！」

「はぁ？　勇者様、あまりの臭さで頭がやられちゃったんですか？　わたしとアシーヌはただの腐れ縁、誰がすき好んでこんな女と」

「冷たいアイアもす・て・き♡　ねぇアイア？　そろそろ心変わりとかしたんじゃなぁい？」

「あーもー面倒臭い。勇者様、アシーヌに見み惚ほれてないで、さっさと用件を済ませて下さい」

「あぁそうだった。えーっと……」

　檻おりの外のアイアと、檻おりの中のアシーヌ。レッドは双方を興味深く見比べている内に、どうしてこの人魚姫が男に興味がなさそうなのか、なんとなく分かってしまった。

　最初の違和感は、人魚姫と呼ばれながらもアシーヌには、先の半魚人達たちのような鱗うろこやヒレの類が全く見当たらない点だった。

　見た目だけで言えば、薄い布を纏まとい卑ひ猥わいな格好をした若い女。しかし人魚姫の名の通り、閉じた下半身はやはり魚のそれなのかと思いきや、よくよく見てみれば尾ビレかと思っていた足の先端は、普通の人間同様ただのつま先ではないか。

　外見だけなら人間そのものなのに、何な故ぜアシーヌは人魚姫などと渾あだ名なされていたのか。

　答えは彼女の罪の証あかしにあった……彼女は人魚のフリをしているのではない。まるで人魚のようにガッチリと閉じた状態で、両足が罪の証あかしに貫かれていたのだ。

「そんなに見ないでちょぉだい。もう分かったでしょ？　いくら男に言い寄られても、脚が開けないんじゃ使いようがないのよ。でもあたしの十字架クルース、止め方分からないのよねぇ～」

「アシーヌ、勇者様は見た目以上にお子さまなんだから、あまりからかわないで」

「……あぁ、なんだなんだ。そういう事だったのねぇ。やぁねぇアイア、そうならそうって言ってくれればいいのにぃ」

「急になんですか？　そんな気持ち悪い目でこっち見ないで下さい」

「べっつにぃ～？　まぁ要するにぃ、下僕フアン共はあたしの意思に関係なく、十字架クルースでどんどん勝手に集まっちゃってるって訳ぇ。こんな檻おりに閉じこもってるのはそれが理由よ」

　格こう子しの向こうで股を閉じ寝そべるアシーヌは、酷ひどく退屈そうな顔で、自らと外界を隔てる鉄てつ格ごう子しに指を添わせる。

「なんか、デメリットの方が強い能力だな。同じ大罪人でも、ガルムや双子の十字架クルースはかなり便利そうだったのに」

「勇者様、ガルムさんの眼めだって、自分の十字架クルースでああなったのを忘れちゃったんですか？　まぁ自分の能力が、必ず自分の役に立つとは限らないって事、ですかね」

「そ～ねぇ。これもあのいけ好かない双子に言わせれば、生前のツケってやつらしいから、グダグダ言ったって仕方ないわよねぇ。あたしも昔は、相当遊び回ったもんだから」

「え、あんたは過去を……生前の自分を覚えているのか？」

「そりゃ～あたしも占って貰もらったものぉ。アシーヌって名前だって本名なのよ？　うふ、そういえばアイアも自分の名前覚えてたわね。なんだか運命的なものを感じない？」

「いいえちっとも。わたしは銀時計これがあったから覚えていただけで、占って貰もらってませんし」

　アイアにバッサリと断られ、つまらなそうに頰を膨らませるアシーヌ。漸ようやく有益な話が聞けそうだと、レッドは黒く錆さび付ついた格こう子しを握り、人魚姫に詰め寄った。

「アシーヌ、俺はこの城に〝もっていかれた〟過去を取り戻したくてここまで来たんだ。力を貸してくれないか？」

「協力するのは構わないけどぉ、なんで取り戻したいの？」

「なんでって、それは…………そうガルムだ、あいつの過去が知りたいから……その為ために、まずは自分の過去を……取り戻したい、んだと思う」

「なんだかあやふやねぇ。別にいいけどぉ」

　改めて問とい質ただされ、レッドは初めて自分が当初の目的を忘れそうに、いや〝もっていかれ〟そうになっていた事に気付く。

　貯水槽を満たす悪臭に耐えながらも深呼吸を重ね、レッドは一つ一つゆっくりと思考のパズルを組み立てていった。

　ガルムの過去が知りたいのは……彼女にR[image: ν][image: Σ]Ｌの面影を見たからだ。ではR[image: ν][image: Σ]Ｌとは……そう、レッドの師匠だ。彼女が将来狂犬ガルムになるのではと心配になったから、〝時の巨神将クロノス〟を後回しにしてまでこんな所まで来たのではないか。

　整理してみてようやく、そういえばそもそもレッドは〝時の巨神将クロノス〟を取りに来たのだったと思い出す。何な故ぜ伝説の魔石が欲しかったのかは……もう忘れてしまった。

　大した事ではないから忘れたのか、大切な事だから〝もっていかれて〟しまったのか、それさえもう分からない。

　とりあえず分かるのは、レッドがレッドでいられる時間は、もうあまり残っていないだろうという事だ。そもそも巨人城にいるレッドと、外の世界の赤髪の勇者が、どれだけ同じかも怪しいものだが。

「教えてくれアシーヌ！　双子の占い、一体あれはなんなんだ？　あんな占いで、あんたはどうやって〝もっていかれた〟自分を取り戻したんだ?!」

「なんなんだって言われてもぉ、あんなの簡単よぉ。双子に言われなかった？　【嫉妬の宝石箱】は人の心を具現化したものだって」

「言われたけど、俺の時は空箱と、後は魔物が出てきただけだ。あれで一体、俺の心の何が分かるって言うんだ？」

「ならそれが坊やの心って事なんじゃない？　もしくは坊やが、心から求めてた物とか？　どうしても分からないなら、双子に直接聞けばいいじゃなぁい」

　あっけらかんと言うアシーヌだが、これだけ助言を貰もらっても尚なお、レッドには双子が何を言いたかったかまるで摑つかめてこなかった。

「アシーヌ、タンザさんとターフェさんは、もうこの城にはいないんです。巨人城の頭部ごと、どこかへ消えちゃいましたから」

「へぇ～。あいつらもういないんだぁ。ちょぉ～っと残念かなぁ」

「残念って、あんたはもう占って貰もらう必要なんてないじゃないか」

「そぉじゃなくてぇ～、どっちの方が美人か、白黒つけたかったなぁって」

「こんな所に来てまで、そんな事が気になるものなのか？」

　どこか呆あきれたように、そして若干責めるようにレッドが睨にらむも、アシーヌは全く意に介さずヘラヘラと笑うばかりだ。

「こんな所に来たからこそよぉ。ねぇ坊や、あたしとあの双子、どっちの方が綺き麗れいだと思う？　アイアも下僕フアンもどうせ答えは分かってるからぁ、公正な意見を聞かせて頂戴」

「そういうのは、俺にはよく分からない。そんな事より、あんた自分の過去が分かってるのに、罪を償って城から出ようとは思わないのか？」

「そんな事よりぃ、あたしは自分とあの双子と、どっちが綺き麗れいかって方が大事なのぉ～。まぁもういなくなっちゃったならぁ、あたしが巨人城一の美女って事でいいわよねぇ」

　得意気に微ほほ笑えむアシーヌに、レッドはどう答えていいか分からず押し黙る。こんな場所に来てまでそんな事に拘こだわるアシーヌが、心底理解出来なかったのだ。

　──それだけ、それだけ自分の見た目に絶対の自信があったって事なのか？

　呆あきれたように見下すアイアに、尚なおもケタケタと絡からむアシーヌ。レッドはそんな人魚姫と、自分の両腕を交互に見比べてみた。

　類まれな才能を鍛え上げた結果、あらゆる呪文が使いこなせるようになったこの両手は、レッドにとって誇りの象徴そのものだ。

　別にレッドはアシーヌのようにひけらかさないが、レッドがこの両腕を誇りに思っているのと同じように、アシーヌもまた自らの容姿に誇りを持っているという事なのだろうか？

　──でもその所せ為いで、アシーヌは今も昔も苦しんでいるんだよな？

　いつだったか師匠が言っていた。レッドは歴代のどの勇者よりも才能に恵まれていると。

　レッド自身そうだと思っているし、師匠が見み出いだしてくれた才能を活いかす為ため、真の勇者になる為ため努力を重ねてきたつもりだ。

　しかしアイアはこう言った。自らの能力が、必ずしも当人の為ためになるとは限らないと。その言葉がどうしても、レッドの頭の中にこびり付いて拭えない。

　──いや、大丈夫だ。俺は力の使い方を、間違えた事なんて一度もない。魔物を倒して誰かを助ける、それだけだ。この力は、ちゃんと俺の為ためになってる筈はずだ。

　レッドが内心自分自身に言い聞かせていると、先程からアイアと共になにやらこちらを見つめていたアシーヌが、グイっとこちらに顔を寄せてきた。

　どうかしたのかと訊たずねようとした途端、突如視界が黄色一色に染まったかと思いきや、レッドの顔面が生暖かい感触に包まれた。

　一瞬脳が蕩とろけそうな甘い臭いが押し寄せてきたが、次の瞬間には清らかな水の香りに変わり、顔面に掛かった水もポタポタと滴したたり落おちていった。

「へぇ～、本当に精霊の加護があるのねぇ。あたしの原液でもダメかぁ」

「だから言ったでしょ？　きっと独占欲の強い女の精霊ですよ」

「あたしの十字架クルースが効かない男がいるなんて、ちょっとショックだわぁ。坊やが下僕フアンになったら、きっと大声であたしに愛を叫んでくれたでしょうにねぇ」

　ネトネトと舐なめ回すようなアシーヌの視線に、身震いするレッドはようやく、今自分は【色欲の蜜】、それも原液とやらを掛けられたのだと理解した。

「あたし、手に入らない物程欲しくなる性質タチなんだけどなぁ。ざぁんねん」

「男はもういいんじゃなかったのか？」

「何の事ぉ？　あたしいつそんな事言ったかしらぁ？」

「あんたが今欲しいのはアイアだろ？　それにそんな足じゃもう意味がないって。だからそうやって閉じこもってるって言ったじゃないか」

　困惑するレッドの質問に、アシーヌは「そういう事か」と乾いた笑みを浮かべ、億おつ劫くうそうに縫われた両の足に手を添える。

「それはそれ、これはこれよぉ。アイアは欲しいけど坊やも欲しい。別に使い道がなくたって、下僕フアンが群がればそれだけあたしの美しさの証明になるでしょぉ？」

「そんな理由で？　それだけの理由で、あんなにもたくさんの咎とが人びとを寄せ集めたっていうのか？　皆自分の罪を償うのも忘れて、あんたに夢中になってるんだぞ？」

「だってあたしはどこに行こうとどうなろうと女だもの。それだけの理由があれば充分よぉ」

　レッドの同情も嫌けん悪お感も、気にするに値しないちっぽけなもの。アシーヌは全てがどうでもいいのに全てが欲しい。乾いた笑みはひしひしと、レッドにそう訴えかけてくる。

「あんたみたいな目、前にも見た覚えがある」

「あーら、まだまだ坊やだと思ってたのに、一体どこで女の視線なんて知ったのかしら？」

「王都の晩ばん餐さん会では、あんたと同じような目をした女の人がたくさんいたよ。師匠が言ってた、あぁいう視線を向けてくる女は、絶対に気を許しちゃいけないって」

「なるほど、コブ付きだったわねぇ。それはそれで奪い甲が斐いがあるんだけどぉ、今回はやめといてあげるわぁ。アイアに嫌われたくないしぃ」

　どうでもよさそうに、そしてつまらなそうに笑うアシーヌが心底理解出来ず、強大な魔物よりも恐ろしくおぞましい、何か見てはいけない者に出会ってしまった気分にレッドは陥る。

「訳が分からない。あんた、自分がなんの大罪人か分かってるのか？」

「えぇ勿もち論ろん。あたしは色欲の大罪人渇いた人魚姫。どれだけ下僕フアンに囲まれようと、あたしの渇きは満たされない。その為ためのハイドラポンプ、汚けがらわしいあたしを潤す為ための汚水」

「もういい、よく分かった。大罪人なんかを理解しようとした俺が馬鹿だったよ」

　そう言い捨てると、レッドは足早に人魚姫の前を後にする。これ以上一秒たりとも、アシーヌの傍そばにはいたくなかった。

「アイアぁ～、あたし、絶対諦めないからねぇ～」

「そうですか……あ、勇者様待ってください！」

　慌てて着いてくるアイアを引き連れ、レッド達たちが水路から離れた頃には、人魚姫を囲う乾いた貯水槽は、再び虚うつろな目をした半魚人達たちで一杯になっていた。
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　ひとまず地下水路から出る為ため、パッチから再びアイアの案内に切り替わり、レッドは黄色い炎に照らされた通路を歩いていた。

　次の行いき先さきが決まっていない上に、地理に詳しいパッチとも合流出来ないままな所せ為いか、レッドはどうしてもチラチラと、悪臭漂う水路の奥を見返してしまう。

「結局、占いの意味は分からず仕舞いでしたね」

「あんな人でも分かったんだ。ちゃんと考えれば、きっと俺にだって分かると思う」

「そうだといいんですけど。これからどうします？　もう双子もいませんし、これじゃあガルムさんの過去なんて調べようがないですよ？」

「何か他の手を考える。ガルムの正体が分かるまで、巨人城から出る訳にはいかない」

　既にレッドの中で、〝時の巨神将クロノス〟への関心はかなり希薄になっていた。

　伝説の魔石などどうでもいい。もっと言ってしまえば、最も早はやガルムの正体が師匠かどうかでさえ、レッドはどうでもよくなりつつある。

　罪とはなんなのか。勇者とはなんなのか。その答えが出ない事には、レッドはもう前にも後ろにも進めなくなってしまっていた。

「ハイドラポンプとアシーヌって、あのまま放っておいていいのかな？」

「当人達たちがあれで満足しているのなら、それでいいんじゃないですか」

「でも、あれじゃあまりにも不毛だろ？　あんなの生きてるとは言えない」

「不毛、ですか」

「アシーヌもあの咎とが人びと達たちも、ずっとあんな哀れな姿のままって訳にはいかないだろ？　出来る事なら助けたいけど、あいつら巨人城ここから出たいとか思わないのかな？」

「……出て、どうするんです？」

「えっ？」

　予想していなかったアイアの返答に、レッドはそれまで必死に水路から離れようとしていた足を止め、アイアの顔をまじまじと見返した。

「答えて下さい。哀れな咎とが人びとなんかが、巨人城ここから出てどうしろと？」

「どうするって……」

「そりゃ勇者様は、目的を果たせば後は出るだけでしょうが、わたし達たち咎とが人びとはもう死んでるんですよ？　それってつまり、わたし達たちに今度こそ死ねって言いたいんですか？」

「俺はただ、双子みたいにきちんと罪を償った方がいいと──」

「それで生き返れるなら、わたしだっていくらでもそうします。でもあの双子だって、まだ罪を清算して成じよう仏ぶつしたと決まった訳じゃないですよね？」

　確かにそれは全てパッチの仮説に過ぎない。双子の罪の証あかしがとても小さく、天へと昇っていったあの光の粒子が、双子の髪と同じ紫色だったから。根拠なんて、精々それくらいだ。

「覚えてもいない罪を償って、それで生き返る保証もない。そんな明日なんてうんざりだから、昨日と同じ今日をまた繰り返す。それって、そんなに悪い事なんですか？」

「それは……別に、悪いとは」

　アイアの冷たい赤い瞳が、レッドを責めるように睨にらみつけてくる。日頃隠し事の多いアイアだが、その眼まな差ざしに込められた気持ちは間違いなく本心で、だからこそ自身を非難するその視線に、レッドは思わずたじろいでしまう。

「でも俺……俺はただ、皆の為ためにと──」

「皆？　皆とは誰の事ですか？」

「それは勿もち論ろん、巨人城に囚とらわれた咎とが人びと──」

「一体どうやって？　勇者様自身、巨人城に囚とらわれているというのに」

　思えば今まで、こんなにもアイアと会話した事があっただろうか？

「それを知る為ために、大罪人に会って話を聞きに来たんじゃないか」

「へぇ、そうだったんですね。見たところアシーヌは、到底理解出来なかったようですが？」

　思えば今まで、一体どれだけアイアの事を知ろうとしてきたのだろうか？

「待ってくれアイア。俺はただ皆を救いたいだけなんだ。だから──」

「救う？　皆を？　一体いつ、皆が救いを求めたのですか？　それとも巨人城の咎とが人びと全員が、例の〝助けて欲しい顔〟とやらをしていたとでも？　あのパッチさんも？」

「じゃあどうすればいいんだよ！　俺は勇者だ、他にどうすればいいって言うんだ!?」

　──気にする必要はない。勇者の仕事は皆を助ける事なんだから。

　それは言われてみれば当然の事であって、しかし尊敬する師を否定する言葉でもあった所せ為いか、レッドはぶり返す鈍い頭痛を振り払わんと、ついつい語気を荒らげてしまう。

　しかしレッド自身、自分が一体何を否定したいのかさえ、もう分からなくなっていた。

「ねぇ勇者様、いい事を教えてあげましょうか？　【嫉妬の宝石箱】についてです」

「とっくに気付いてたって言うつもりか？　気付いていて、今まで黙ってたのか？」

「あんなのすぐ分かります。もしかしたら勇者様が見下していたアシーヌだって、分からないフリをしただけかも……最初の箱が空だったのは、勇者様の心が空っぽだからですよ」

「言っている意味が分からない。俺は俺だ。勇者としての心得が俺には──」

「そう、それですよ。貴方あなたはその勇者心得に従ってるだけで、自分じゃ何も考えられないお馬鹿さんなんです。占いの時だって、わたしが急せかしたから開けてみた、それだけでしょ？」

　違う、そんな事ない。すぐにそう反論出来なかったのは、まさしくアイアの言う通りだったからか……反論の言葉さえ、レッドは自分で思いつく事が出来ないからか。

「もっとも、その大事な勇者心得とやら、最近言ってませんね。もしかして、もう〝もっていかれ〟ちゃったんじゃないですか？」

「そんな訳あるか！　ちゃんと覚え──覚え、て」

「ほらね？　残りの箱に魔物が入ってたのは……多分、勇者様はこう思ったんです。いっそ魔物でも出てくれたら、倒すだけだから楽なのにって。大迷宮でのご活躍も、さっきアシーヌから聞きましたよ。随分楽しそうに、魔物を殺していたそうですね」

　レッドには力しかない。だがそんなレッドが正しくいられるように、尊敬する師の教えがある。ならばレッドに出来る事は、それをきちんと守るだけ……それだけでは、いけないのか？

　レッドには力があり、その力を正しい事に使っている。世界の趨すう勢せいなど興味はない。魔王だろうとなんだろうと、師や精霊が言うなら倒すだけ……それだけだから、いけなかったのか？

　こんな時、師匠がいればなんと言うのだろう？　ふとそう思ったレッドは、双子から渡された幻の宝剣を取り出した。

　──教えてくれ師匠、次は何を倒せばいい？　俺は後何を倒せば、あんたみたいな真の勇者になれるんだ？　俺には力があるんだろ？　なぁ、答えてくれよ……。

　レッドが縋すがるように見つめても、鏡のように輝く宝剣はレッドを映すばかりで、当然何も答えてなどくれない。

　──でもなんだっけ、何かがない力は無力だって……あれは勇者心得何条だ？

　アイアの一言一言が、キリキリとレッドの頭を万力のように締めつけていく。徐々に酷ひどくなっていく頭痛と共に、まるで頭に鉛でも入れられたかの如ごとく、レッドは重い頭にフラフラと振り回される。

「わたしは勇者様と違い無力です。でもわたしは、心の通っていない力なんてただの暴力だと、そう思います。そんな力、わたしは欲しいとも思いません」

　もしかしたら、レッドが今までやってきた事は間違いだったのか？

　もしかしたら、レッドが今まで信じてきた事は間違いだったのか？

　そう感じずにはいられないのは、アイアの言葉にそれだけ重みがあったからか、もしくは……今までのレッドに、全く重みがなかったからか。

「ただの咎とが人びと如ごときが言い過ぎました、忘れて下さい。でもこれだけは言わせて貰もらいます。貴方あなたが凄すごい力の持ち主なのは認めますが、勇者様はその……少し〝傲慢〟なんじゃないですか？」

　足場がガラガラと崩れていくような、信じていた寄る辺を失ったような喪失感がレッドを苛さいなむ。いや、もしかしたら……レッドは最初から何も信じてなどいなかったのかもしれない。

　レッドはただ、師の掲げる信念に、寄りかかっていただけだったのではないだろうか？

　師匠には確かな信念があり、それを必死に実践していた。

　レッドには確かな力があったので、師を模倣するのも容易たやすかった。ただ、それだけ。

　師がどんな考えの元でその信念を貫いているかなど、今まで一度も考えた事などない。ただ出来るからやっていた。それは言ってしまえば、レッドが勇者になった理由でもある。

　自らの行動に何の疑問も持たず、それがなんの罪もない事なのだと言って憚はばからない〝傲慢〟さこそが、もしかしたらレッドの罪だったのではないだろうか？

「そうか、これが俺の罪──痛っ」

　ようやく自分の罪を知る事が出来た。そう思えたレッドに訪れたのは、〝シン〟の頭部を包んだあの優しい光などではなく、今までとは比べようのない鋭く激しい頭痛だった。

「勇者様、大丈夫で──あっ」

　心配し駆け寄ってきてくれたアイアを安心させようと、レッドは痛む場所を確認する為ため手を添える。突入前〝シン〟に攻撃された影響か、ずっと頭痛が気になっていた。

　おそらくそれがぶり返しただけなのだろうと。そう自分を宥なだめるレッドの手に触れたのは夥おびただしい血、ではなく……太く大きな杭くいの冷たい感触だった。




　──考え続けて。それだけが、罪の輪から出られる唯一の方法だから。




　遂ついに罪の輪に囚とらわれてしまったレッドの脳内を、あの双子の言葉がグルグルと木こ霊だまし続けた。








ステージB3　　罪の痛み
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「まさか本当に罪の証あかしが……詳しいのはマップだけじゃなかったんですか、パッチさん？」

「いえいえ、詳しいという程では。ちょっと前例を知っていただけですよ。私の思い描いたシナリオとは少々食い違いましたが、ようやく勇者を罪に墜とす事が叶かないましたな」

　巨人城脚部の地下水路、頭に罪の証あかしが現れるなり、レッドは糸の切れた人形のように倒れてしまったので、アイア達たちはここで一旦様子を窺うかがっていた。

「清く正しい勇者様でも、咎とが人びとになっちゃうものなんですね。正直、ちょっとがっかりです」

「まぁ我ら咎とが人びと自身、罪の基準などよく分かりませんからな。一体どこの誰が罰を下しているのやら。まぁなんにせよ後は──おっと、勇者が目覚めるようですよ」

　ピクピクと痙けい攣れんするレッドの瞼まぶたを見て、すかさずパッチはいつでも隠れられるように、アイアの肩へと登ってきた。

（アイア様、後の段取りは覚えておいでですか？）

（えぇ。この人が咎とが人びととして生きていくならよし、後の面倒はわたしが見ます。でも……）

（もし彼が勇者ごっこをまだ続けるつもりなら、今度こそ消えて頂くしかないですな）

（子供相手に、なんだか惨むごい気もしますけどね）

　──でも、これでもうレッド様を陥おとしいれずに済む……。

　アイアがぽつりと呟つぶやくと、それまでクツクツとほくそ笑んでいた小ネズミは、咎とがめるような視線を向けてきた。

（この怪物が子供？　またまた御冗談を。侮あなどって痛い目を見るのはアイア様ですぞ？）

（そうですね、悪いのは育て方を間違えた師匠さんだもの。でも、わたしが傍そばにいれば……）

（アイア様？　なんの話をしているのですか？）

（なんでもありません。それよりそろそろ隠れて下さい）

　パッチが懐ふところへ潜り込むのを確認すると、アイアはさも心配そうな顔を装よそおい、うなされていたレッドの枕元へ屈かがんだ。

「ん……あぁ、アイアか。悪い。俺、どれくらい気を失っていた？」

「ちょっとだけですよ。もっともこの城で、時間なんてあまり関係ない、ですよね？」

「そういえば、そんな事も言ったな。もういつかも思い出せないけど」

「仕方ないですよ。具合はどうですか？　どこか痛む所は……その、頭以外で、ですが」

「あぁ、やっぱり夢じゃなかったんだな。そりゃそうか、ははは」

　こめかみ辺りから伸びた太い杭くいに手を当て、酷ひどく落ち込んだ調子で自嘲するレッド。アイアはそれに、愛あい想そ笑わらいで応える事しか出来なかった。

「俺、咎とが人びとになったのか？」

「おそらくそうだと。でもレッド様の杭くいには、なんでか鎖が絡からみついてないんです」

「鎖が？　それって……」

「はい、頭部で会ったラストさんみたいな感じですね。だからもしかしたら、まだ完全には咎とが人びとになってない……かもしれません」

「成程。こんな事なら彼女に詳しく聞いておけばよかった。今更言っても遅いか」

　罪の証あかしはまだそれ程大きくないが、余程重いのか辛つらそうに頭を揺らすレッドを見ていると、なんだかアイアの胸に刺さった杭くいまで重く感じてきて、アイアまで胸の内側がズキズキと痛む気がしてくる。

「慣れるまで辛つらいでしょうけど、考えようによってはまだマシかもしれませんよ？　ガルムさんやアシーヌみたいに、手足を貫かれたら何かと不便じゃないですか」

「確かにそうかもな、ありがとう。アイアがいてくれなかったら、俺もしかしたら罪の重さに潰されてたかもしれない」

　──また吞のん気きな事を。わたしなんかに構ってなければ、咎とが人びとにならずに済んだのに。

「アイア、頼みがあるんだ」

「はい！　咎とが人びとはわたしの方が先輩なので、なんでも聞いちゃって下さい。巨人城はなにもトラップしかない訳じゃないんですよ？　見晴らしのいい場所とか、色々──」

「ありがとう、でも今行きたいのは胴体部なんだ。俺……もう一度ガルムに会いたい」

「なんですって!?　なんて言いました？」

　アイアの反応も当然だと分かっていたのか、レッドはじっとアイアの瞳を見つめ、信じ難い言葉を今一度吐き出した。

「俺、ガルムに会いたいんだ。いや、会わなきゃだめなんだと思う。だからアイア、面倒かけっぱなしで悪いけど、もう一度胴体部まで連れていってくれないか？」

「正気ですか？　ガルムさんの十字架クルースは、レッド様でもどうにもならなかったじゃないですか。戦っても、また返り討ちに遭うだけですよ」

「戦う気はない。言っただろ？　彼女に会いたいんだ。会って話がしたい。それだけだ」

「だったら尚なお更さらです！　もう充分分かったでしょ？　咎とが人びとにろくな奴やつはいないんです。ましてやガルムさんは大罪人、話が通じる訳ないじゃないですか！」

「そうかもな。でも俺、どうしても確かめなきゃいけないんだ」

　吠ほえてばかりいるあの魔犬の、一体何がそんなに気になるというのか。レッドの言い分は甚だ疑問だが、今はそんな事よりも、レッドを死地へ向かわせないようにする方が先決だ。

「まずは落ち着いてみませんか。多分レッド様は咎とが人びとになったショックで、ちょっと頭がこんがらがってるんだと思います」

「確かにな。正直さっきまで、タンザとターフェに罪がどうとか言われても、俺は咎とが人びとじゃないんだから……罪を犯してないんだから、関係ないって思ってた」

　力なく答えるレッドは余程杭くいが重いのか、フラフラと頭を揺らしながら屈かがみ込こむ。常に自信満々に胸を張る姿が印象的だっただけに、今のレッドはより一層弱々しく見えてならない。

「今まで悪かったな。俺、心のどこかでアイア達たちと自分は違うんだって見下してた。きっとそういうところも、〝傲慢〟だったんだろうな。俺、勇者失格だ」

「そんな事……いえ、そうやって反省出来ただけ、わたしなんかよりずっとマシですよ。今はちょっと上う手まくいかなくても、いつか真の勇者になればそれでいいじゃないですか」

「いつか……いつかって、いつだ？」

「それは、その」

　いくらアイアが励まそうと、レッドは虚うつろな目で頭の杭くいに触れるばかりで、一向に立ち直る兆きざしは見えてこない。

「まずはゆっくり休みませんか？　時間ならいくらでもあるんだから、少しくらい──」

「ダメだ。休んでなんかいられない」

　アイアの提案に、突如レッドは瞳に光を取り戻すが、どちらかと言うとそれは、まるで追い詰められたかのように必死な顔だった。

「今立ち止まっても、それは罪から目を逸そらしているだけだ。咎とが人びとになったからこそ、俺は前に進まなきゃいけないんだ」

　一体どうしてこうなったのか。アイアはただ、レッドが咎とが人びとになればもう敵対する必要もなくなる、パッチにそう言われたから……勇者じゃなくなったレッドの隣にならいられると。

　──わたしがあんな事言ったから……レッド様がおかしくなったのは、わたしの所せ為いだ。

　内心汗ばむアイアはそう思う……やっと、思った。

「レッド様ごめんなさい！　わたし──」

　ようやく過あやまちを自覚したアイアは、レッドを説得しようとするも、カリカリと不快な感触が、アイアを呼びつけるように体内を引ひっ搔かいている事に気付く。

「わたし、ちょっと一人で考えたいので、レッド様はここで待っててくれませんか？」

「分かった。悪いな、面倒ばかりかけて」

「何を今更……失礼します」

　アイアは気付いていた。ここが分ぶん水すい嶺れいなのだと。人は得てして何かを選ぶ際、選ばなかった方を捨てねばならない。アイアは悩む。選ぶべきは自身の安寧か、それとも……。




（そちらの角を曲がれば、内緒話には丁度いい部屋がありますよ）

（パッチさんは、なんでも知ってるんですね）

（他愛のない、取り柄に御座います）

　パッチの誘導に従い、レッドの気配から遠ざかったアイアは、念ねんの為ため辺りに誰もいない事を確認すると、懐ふところに潜んでいたパッチに声を掛けた。

「もう出てきていいですよ、何の用ですか？」

「何の用だ、では御座いません。アイア様こそ、どうして勇者とガルム様を会わせたがらないのですか？　彼自ら死にたがっているのなら、それで全部解決でしょうに」

「それはレッド様が、まだ永久ゼンマイを壊そうとした場合、ですよね？　レッド様はガルムさんと話がしたいだけ……でもそんなの無理に決まってる。だから止めるんです」

「重ね重ね申し上げますが、同情は禁物です。彼は腐っても勇者、殺さつ戮りく者なのです。大迷宮で、彼が魔神をどんな風に嬲なぶり殺ころしたか、御聞かせしたいくらいですよ」

「確かにあの人は、戦う事しか知りません。でも変わろうとしてる。それに、今はもう同じ咎とが人びとなんですよ？　仲間じゃないですか」

「まだ完全に咎とが人びとになった訳ではない。そう仰おつしやっていたのは誰でしたかな？」

　弱気に反論するアイアだが、肩の上のパッチはヒクヒクと鼻を鳴らすと、ピシャリとアイアの言い分を断ち切ってきた。

「それに、もし完全に咎とが人びとになったとしても、彼なら自分の死も厭いとわず永久ゼンマイの破壊を試みる可能性は、充分にある筈はずです。その危険性は、アイア様とて分かっているでしょう？」

「確かにあの人なら、やりかねない、ですけど」

「そうでしょう？　巨人城の安寧を脅おびやかしかねない者は、秩序の番犬ケルベロスの一員として見逃す訳には参りません。どうかご理解を」

「わたしは秩序の番犬ケルベロスになった覚えはありません。言っておきますけど、脅そうとしたって無駄ですからね」

「脅すだ等と人聞きの悪い。ですがおかしいですね。あの青年をあそこまで追い込んだのは、他ならぬアイア様だったと記憶していますが？」

　パッチの長い鼻の下から、鋭い前歯がニヤリと嫌らしく光る。

「そうです。あの純粋な子供に酷ひどい事を言って、咎とが人びとに墜としたのはこのわたし……どんな言い訳もするつもりはありません」

「おや意外ですね。てっきり悪いのは全てこのパッチだと、糾弾なさるものかと」

「そうですね。今までのわたしなら、咎とが人びとの事を分かって欲しかったとか、パッチさんに言われたからとか、そんな言い訳をしていたと思います」

　これは心変わりとか改心とか、きっとそんな綺き麗れい事ごとではないのだと思う。

　ただアイアは……もう疲れたのだと思う。何も選ばず何も考えず、昨日と同じ今日を過ごす、レッドの言う不毛で哀れな日々に。

「ねぇパッチさん、わたし達たちいつまでこうしてればいいんですか？　パッチさんは、ここから出たいとは思わないんですか？」

「それは……しかし、この城に出口などありません。誰よりもこの城に詳しい私が言うのですから、それは変えようのない事実です」

「抜け道や裏道は、確かに無いんでしょうね。でもパッチさんだって、本当はどうすればいいか、もう分かってるんじゃないんですか？」

　その一言に、それまでピンと張っていたパッチのヒゲが力なく垂れ落ちる。

「レッド様を心臓部まで連れていってあげましょうよ。わたし達たち、まだやり直せると思うんです。その一歩として、まずはあの人を助けてあげませんか？」

「本当に、そうでしょうか？　私わたし達たち、これまで何度も彼を殺そうとしたのですよ？　今更罪を償えるとは……それに到底、彼が許してくれるとは思えません」

「大丈夫、だってあの人は勇者だから。わたし達たちがどれだけ罪深くても、きっと最後には許してくれます。だからパッチさん！」

　悩むようにヒクヒクと鼻を鳴らしていた青ネズミは、ついに根負けしたのか深々と息を吐く。

「分かりました、降参です。彼はガルム様に会わせずに心臓部に連れていく。それでいいのでしょう？」

「分かってくれたんですね！」

　ヒクヒクと鼻を鳴らすパッチは、アイアの肩の上でばつが悪そうにそっぽを向く。

「私だって、何もすき好んで子供を謀殺したかった訳ではありません。そうしなければ……ガルム様の機嫌を取らねば、自分が殺されると仕方なく」

「気持ちは分かります。わたしだって、ずっとそう思ってきたから」

「ところで分かってますか？　心臓部へ行くなら、結局胴体部を通らねばなりませんよ？」

「あっ、どうしよう。もしうっかりガルムさんに会いでもしたら」

「やれやれ、仕方のない方です。いいでしょう、私しか知らない秘密の抜け道があります。そこを通れば、恐らくガルム様に会う事なく、心臓部のすぐ近くまで行けるかと」

「流石さすがパッチさん！　すごい！　でもそんなに上う手まく、レッド様を連れ出せますか？　今のレッド様、ガルムさんしか目に入ってないですし」

　アイアが訊たずねると、小さなネズミは肩の上でしばし悩んだ後、打開策を提示してくれた。

「ふむ。結果的にまた彼を騙だます事になりますが、ガルム様に会わせると言うしかないでしょう。心臓部に着いてさえしまえば、後はいくらでも取り繕えます」

「そうですね、ちょっと心苦しいけど。流石さすがパッチさん、悪巧みさせたら巨人城一、ですね」

「いえいえ。他愛のない、取り柄にございます」




　アイア達たちが戻ると、壁にもたれかかっていたレッドは、指先で腰の片手剣を弄いじっていた。

「レッド様。その、大丈夫ですか？」

「おかえり。あぁ、パッチと合流出来たのか。よかった、心配だったから」

「御心配お掛けして申し訳ありません。道中で事情はアイア様から伺いました。レッド様、あまり気を落とさないで下さい」

「ありがとう、俺は平気だから。それで、答えは決まったか？」

「最後にもう一度だけ確認させて下さい。レッド様、まだガルムさんに会いたいですか？」

　答えるまでもないと言わんばかりに、アイアの問いにただ無言で頷うなずくレッド。

　アイアはレッドの決意の固さを再確認すると、先程パッチがしてみせたように、さもこちらが折れた風に、仕方がないとばかりに溜ため息いきをつく。

「分かりました、降参です。レッド様を胴体部まで案内します」

「分かってくれたのか！」

「もう、本当に仕方ないですね。でも約束して下さいよ？　絶対危ない真ま似ねはしないって」

「勿もち論ろん分かってる。約束だ」

　──約束、ですか。

　真まっ直すぐ向けられるレッドの視線を、しかしアイアは気け怠だるそうに受け流す。

　元来この手の綺き麗れいな言葉は好きではない。約束だの信じてるだの。特に出来もしないのに、口ばかり達者な場合など吐き気を催す程だ。

　レッドは今でも、アイアとの約束を愚直に守っている。それでもやはり、いやだからこそレッドの真まっ直すぐな視線は、アイアの心に重くのしかかってくる。

　胴体部目指し歩き始めたものの、どこか気まずい空気を察したのか、レッドの肩の上からパッチが語りかけてきた。

「そういえばレッド様、ガルム様にお会いになる前に、大罪人についてもう少々説明しておいた方がよろしいかなと」

「あー、確か残りは〝強欲〟と〝暴食〟だったか？」

「左様です。胴体憤怒のガルム様、顔嫉妬のタンザ様とターフェ様、下半身色欲のアシーヌ様に、左手強欲のドラス様と右手暴食のロボス様。そして」

「なんだ、まだいるのか？　〝シン〟の身体からだに、もう残ってる部位なんてなくないか？」

「それも当然の事かと。なにせ咎とが人びと達たちの間で、〝幻の大罪人〟と──」

「パッチさん！　そんなくだらない噂うわさ、話すだけ時間の無駄ですよ」

　自分でも明らかに不自然だと分かっていた。それでも突然声を上げてしまったのは、アイアにはどうしてもその話題に触れて欲しくない理由があるからだ。

　しかし状況が状況という事もあり、アイアの叫びは結果的に完全に逆効果になってしまった。

「申し訳ありません、少しでもレッド様のお役に立てればと思ったのですが」

「アイア、そこまで言わなくても……今は少しでも情報が欲しいのは確かなんだし」

「それは、でも……」

　分かっている、今間違った事を言っているのは……いや、もっと言うなら最初に間違えたのは、レッドに初めて会った時だ。パッチだってそれは分かっている筈はずなのに、どうしてこんな流れに持っていこうとするのか。

　意味深に言いい淀よどむパッチとアイアを見て、逆に話に引き込まれてしまったレッドは、続きを催促するようにネズミを見つめる。

　観客の視線を一身に浴びるパッチは、大おお袈げ裟さな身振り手振りを加え、ぽつぽつと語り出した。「巨人城に怪しい噂うわさは数あれど、これはその中でも一ひと際きわ奇妙な噂うわさに御座います。もうお気付きでしょうが、城内を照らす蠟ろう燭そくの火、あれは何な故ぜかエリアによって色が異なっているのです」

「あぁ。胴体部は青い炎、頭部の炎は紫色、脚部の蠟ろう燭そくは黄色だったな」

「流石さすがレッド様。同様に左腕部は黒、そして右腕部には緑色の炎が灯ともっているのですが、城内には一か所、所属不明のエリアがあるのです」

「そう言えば、俺が最初にいた場所は、火の色が赤かったな」

「左様です。どこか分からない赤い回廊……当然あのエリアにも大罪人がいる筈はずなのですが、噂うわさばかり流れるだけで、誰も正体は分かっておりません」

　──やめて、それ以上言わないで。そうじゃないと、

「その幻の大罪人、どんな奴やつかは全然分からないのか？」

「私もいくつか噂うわさは聞き及んでいます。司つかさどる罪は……〝傲慢〟、らしいですよ？」

　傲慢と聞き、背中越しでもレッドが強こわ張ばるのをアイアは感じ取る。歩調こそ乱れなかったが、あの底抜けに明るかった青年が、動揺しているのは火を見るより明らかだった。

「……他には？」

「後はそうですねぇ。元はこの城に迷い込んだ勇者だったとか……えーっと、名前は──」

「スカーレッド、なんじゃないか？」

　短く吐き捨てるレッドの声に、アイアの冷たい身体からだが更に冷え込んでいく気がした。

　やはりレッドは気付いてしまった。

　〝傲慢〟を司つかさどるとされる幻の大罪人。かつて巨人城攻略に挑んだものの、志半ばで逆に咎とが人びとに堕おちてしまったとされる元勇者スカーレッド……初めて会った時、アイアが教えた名だ。

「アイア、知ってたんだよな？」

「はい……」

　下手な言い訳は思いつきもしなかった。こちらに振り向きすらせず訊たずねるレッドの声は、それだけの鬼き迫はくがこもっていて、迂う闊かつな事を言えば即殺されかねないとさえ思えたからだ。

「おや、もうアイア様が教えていたのですね。ではもう知っておいででしょうが、かのスカーレッドもレッド様と同じ赤髪でして、奇妙な偶然というのもあるものですなぁ」

「中々面白かった。ガルムの次は、是非そいつとも会ってみたいもんだ」

「あの……レッド様、所詮噂うわさなんですから、あまり気にしなくても、いいかと」

「そうですね。大抵の咎とが人びとは、〝傲慢〟などいない。あそこはただのハズレエリアだと言っています。私も、最近までそう思っていました」

「物知りなパッチでも会った事ないのか。そりゃ確かに幻だな」

　気にするなという方が無理な話だし、どう言い繕おうとアイアが何も知らないレッドに、わざと大罪人の名を贈ったという事実はもう変えられない。無視されるのも当然だ。

　アイアだって、まさかここまで噂うわさのスカーレッドとレッドの状況が重なってしまうとは思っていなかったが、そんな事なんの言い訳にもならないと分かっていたので、今はこれ以上余計な口は挟まない事にした。

　より一層重くなった空気を背負い込み、一行は黙々と歩き続ける。

　──パッチさん、どういうつもりなの？　赤髪、傲慢……まさか、ですよね？

　心配そうに見上げる視線の先に、罪の証あかしに貫かれた赤髪が、チロチロと蠟ろう燭そくの火のように揺れ続けていた。




「もうそろそろ脚部から出られます。皆様知っての通り、胴体部は罠わなばかりですので、ここからは重々気を引き締めて下さいませ」

「あぁ、分かってる」

　〝傲慢〟の大罪人の話をして以来、レッドは完全に上の空になってしまった。はたしてこのまま進んでいいものなのだろうか。

　胴体部はパッチの庭、凶悪なトラップは全て避けられるだろうし、例の抜け道まで辿たどり着つければ、もうガルムの影に怯おびえる心配もなくなる。

　だが本当に、このままパッチを信じていいのだろうか？　胴体部は秩序の番犬ケルベロスの縄張り、一度入ってしまえばもうアイアなど何の助けにもならない。

「あ、あの！」

　今まさに胴体部への扉を開こうとしていたレッドは、アイアの声に振り返らず止まる。

「……そうだ。ここから先、アイアは来ない方がいいんじゃないか？」

「え？　いえ、そんな。ここまで来てそういう訳にも」

「そうですよ。案内が私のような話下手なネズミ一匹では、レッド様も退屈でしょう」

「でもガルムって、アイアを目の敵にしてるんだろ？　俺に戦う気がなくても、アイアを見てガルムに暴れられたら面倒だ。アイアだって、来たくないから呼び止めたんだろ？」

「ですから、そういう話では──」

「いたぞ！　あの女だ!!」

　レッドを止めようとするアイアの声を遮ったのは、背後から迫りくる聞き覚えのある煩うるさい声、そして……嗅いだ覚えのある生臭さだった。

「ハイドラポンプ？　こんな時に一体なんの──」

　億おつ劫くうそうに首を傾かしげたアイアの眼前で、鋭い金属音と共にチカチカと火花が散った。

　アイアの認識が追い付かないまま、気付いた時には飛んできていた三又矛を、レッドが蒼あおい宝剣で弾はじき飛とばしていた。

「レッドさ──助けて、くれたんですか？」

「……約束、したしな」

「あの、わたし、その──」

「話は後だ。今は下がっててくれ」

　アイアの前に立ち塞がるレッドに、半魚人達たちの涎よだれ塗まみれな怒号が降りかかる。

「またお前か！　そこをどけクソガキ、その女をこっちに寄越せ！」

「相変わらず煩うるさい連中だ……こいつらは俺が引き受けるから、君はパッチと逃げるんだ」

「行きましょうアイア様！　ここはレッド様の仰おつしやる通りに！」

　アシーヌに夢中になっている筈はずのハイドラポンプが、どうしてわざわざアイアを追って、こんな所まで来ているのか？　そもそもアイアを狙う理由は？

　アイアは訳も分からず、肩に飛び移ったパッチに急せかされるがまま、レッドと入れ替わりに胴体部への扉へ向かう。

　──でもレッド様、本当に大丈夫かしら。

　魔神すら倒すレッドの身など、勿もち論ろん毛程も案じていない。アイアが心配しているのは、咎とが人びとに堕おちても尚なお、レッドはアイアとの約束を守れるのか、そして……果たしてレッドは、約束を守るべきなのかという点だ。

　レッドは恐ろしく強い。十字架クルースのような異端の力も持たず、この若さでここまで人間離れした者など、きっとこの世にレッド一人に違いない。

　しかしレッドはその力を、自分の意思で振るっていない。

　師匠に言われたから。勇者心得に書いてあったから……アイアと約束したから。

　レッドが今まで例の女師匠から、どんな教育を施されたかは大体想像がつく。きっと女師匠はレッドが子供の頃から、大切に大切に育ててきたのだろう。

　しかしレッドはもう心身ともに成熟しつつある青年だ。師匠や精霊がレッドを守ろうとすればする程、その加護はレッドの成長を阻害してしまっている。

　そして師匠や精霊の目が届かないこの城において、レッドの自立を妨げているのは、他ならぬアイアとの約束なのではないだろうか。

「アイア様、何をぼんやりとしているのですか?!　早く胴体部へ逃げましょう！」

「分かってます。レッド様！　大事なお話があります！」

「アイア?!　悪いけど、話は後だって──」

「わたしとの約束、レッド様が必要ないと思ったなら、無理に守らなくていいですから！」

　押し寄せる半魚人達たちをあしらっていたレッドは、アイアの言葉を聞いた途端、戦闘中にもかかわらず石像のように固まってしまった。

　すかさず半魚人が背後から矛を振り下ろすも、レッドは攻撃を余よ所そ見みしたまま防ぎ、尚なおもパニックのままアイアに聞き返した。

「それってどういう意味だ？　もう咎とが人びとは倒していいのか？」




「だーかーらー……そんなの自分で考えろって言ってるんです!!」




　大声を出すのは久しぶりだった。空っぽの体内に響く程声を出すと、それまでゴチャゴチャ溜たまっていた鬱憤まで吐き出せたような気がして、アイアは幾分か気持ちが軽くなる。

　レッドが目を丸くしながらもどうにか戦っているのを確認し、アイアはこれで少しは改善出来た筈はずと、満足気にパッチに連れられ出口に手を掛けた……その時、




　バキンッ




　響く乾いた金属音。咄とつ嗟さに振り返ったアイアが目にしたのは、先程以上に驚きよう愕がくしているレッド、その視線の先にあったのは……真っ二つに折れてしまった蒼あおい宝剣だった。





２






「えっ、なに──」

　目を離した隙に一体何が起こったのか、アイアにはそれ以上確かめる事が出来なかった。何な故ぜならアイアは、その光景を最後に不意に暗闇に飲み込まれてしまったからだ。

「いたっ、痛いっ。なに!?」

　通路には棘とげのような突起がいくつもあり、転がる度に嫌な音を立てアイアの身体からだを削っていく。右腕が粉々に砕けた辺りで、ようやくアイアはどこか湿った床に投げ出された。

「上う手まい具合に注意が削そがれてよかった。ご無事ですかな？　アイア様」

　どこからかパッチの慇いん懃ぎんな声が聞こえてくるが、振り向く余力も残っていないアイアは、僅かに開いた視界の隅に、黄色い炎を捉える事しか出来ない。

「痛っ。落とし、穴？　なんで……あそこは出口、じゃ、なかったんですか？」

「扉を開ければその先はちゃんと胴体部ですよ。無論、扉を開けられればの話ですが」

「なんの、つもりですか。レッド様を、助けてくれるんじゃ……」

「おや、まさか本気だったのですか？　それは失礼。死にたがりのアイア様の事ですから、てっきり私も心中相手に加えようとしていたのかと」

　クツクツという笑い声と共に、アイアの視界に鼻を鳴らすネズミが入ってくる。

「わたし……そんなつもり、は……死にたくなんて、ない」

「おかしいですね。本当に彼と巨人城から出たいのであれば、梯はし子ごから手を滑らせたりなど、決してしないと思うのですがねぇ」

「あれは……あなたが、わたしの指を、齧かじったんでしょ！」

「貴女あなたがいつまでも躊ちゆう躇ちよなさるから、私なりに背中を押して差し上げたのですよ？」

「よくも抜け抜けと。レッド様が助けてくれなきゃ、わたし一人、死ぬところだったわ！」

　アイアの叫びもまるで気にせず、パッチはやれやれと大おお袈げ裟さに首を振る。

「そうですねぇ。確かにあれは失敗でした。身を挺ていして勇者を仕留めたと知れば、きっとガルム様も許すに違いないと思ったのですが」

「わたし、そんな事頼んでません！」

「おやおや、おかしいですねぇ？　〝今頃楽に死ねてた〟、〝やっと終われる〟、そう仰おつしやっていたのは、一体誰でしたかな？」

　アイアの眼前に立ち、嫌らしく微ほほ笑えむ青い鼠ねずみに、ヒビだらけになってしまったアイアの身体からだは、より一層冷え切り背筋が凍り付いた。

　確かにいつだったか、アイアはそう言って生きるのを面倒臭がった。

　しかしあの時、アイアの周囲にはレッドはおろか、誰もいなかった筈はずだ。だってあの言葉は、レッドから逃げ一人になったアイアが、迂う闊かつにも罠にかかってしまった時の言葉なのだから。

「まさか、あの時のあの罠わな、あなたが……！」

「仕方がないでしょう？　貴女あなたが勇者を飼い慣らそうとしていたのは明白です。あの怪物をガルム様に差し向ける前に、対処しようと考えるのは当然の流れではありませんか？」

「わたし、そんなつもりは……」

「まぁもっとも、レッドなんて名前をつけて下さったおかげで、決裂は容易でしたがね」

「よくも……殺してやる！」

　激げき昂こうしたアイアは、パッチを殴り潰そうと最後の力を振り絞る。自分の身体からだが崩れかけている事もお構いなしに、アイアは握りしめた拳を振り上げた。しかし……、

「おっと、危ない危ない」

　するりとパッチに躱かわされた拳は、そのまま床をしたたかに殴りつけ……巧妙に隠されていた罠わなのスイッチを、図らずもアイア自身の手で押してしまった。

　カチリという聞き慣れた音と共に、アイアの全身を生暖かい感触が包み込む。それが汚水だと気付いた時には、アイアの身体からだは節々から錆さび始め、ほくそ笑むパッチが見守る前で、アイアの身体からだは全身銅像のように動かなくなってしまった。

「本来は武器を劣化させる為ための罠わなですが、やはり効果てきめんでしたか。いやはや、咎とが人びとの身体からだというのも一長一短ですな。私のように愛くるしい身体からだになっていれば、そんな不便もなかったでしょうに」

「最初から……わたしを、嵌はめる……つもりだったんですね」

「こうも話がややこしくなったのも、全て私の失態でしたね。きちんと粛清していれば、アイア様が勇者に気を許す事もなかったでしょうに。誠に申し訳ありませんでした」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに深々と頭を下げる青ネズミに、少しでも反撃しようとアイアは力を込めるも、錆さび付ついた身体からだはギチギチと軋きしむばかりで、動ける気配は微み塵じんも感じられない。

「こうなっては仕方ありません、小僧の始末は私が引き受けましょう」

「あの人に手を出さないで！　あの人だって好きであぁなった訳じゃない。あの人は……勇者になるしかなかっただけなんです！」

「やれやれ、すっかりあの小僧に毒されてしまったようですな」

　パッチは勿もつ体たいぶった仕草で溜ため息いきをつくと、今や指一本動かせないアイアの眼前にわざわざ戻り、憐あわれむような口調でせつせつと語り掛けてきた。

「では聞きますが、そもそも勇者とはなんだと思います？」

「……命懸けで綺き麗れい事ごとを実践する人ひと達たち、です」

「成程綺き麗れい事ごと、実にアイア様らしいお言葉ですね」

　うんうんとわざとらしく頷うなずくパッチが目と鼻の先にいるというのに、身動き一つとれないアイアは、黙って聞くことしか出来ない。

「こんな話を御存知ですかな？　いつの世も人を虐しいたげるのは怪物であり、そして怪物を倒すのは勇者だと」

「えぇ知っています。そしていつだって、わたしやあなたのような心無い人が、純真な勇者を追いやるんだとも」

「これは手厳しい。ですが考えてもみて下さい。怪物を容易に殺す勇者など、それはもう人の形をした怪物なのではないですかな？　血で血を洗い、盲目的に力を振るう怪物。暴力は益ます々ます強くなり、人の言葉など通じなくなっていく。そして──」

「そうやって、ガルムさんのようになるんでしょ？　あれこそ勇者に成り損なった怪ぶ──」

　嘲るアイアの口を、針の刺さったパッチの尾が素早く塞ぐ。その細い目の中には、普段の上うわっ面つらだけの愛くるしさすら欠片かけらもなく、狂信的で独善的な暗い光が宿っていた。

「あまり人の話に茶々をいれると、育ちが疑われますよ？　ガルム様を侮辱するのは許しません……こほん。そしていつの世も、人は怪物の存在を許す事はありません。決してね」

「つまり、何が言いたいんですか？」

「まだ分からないので？　あの小僧はもう勇者ではない、暴力に酔ったただの怪物です。その証拠に、私がちょっと精霊とやらのフリをしてみれば簡単に信じ込んだ。奴やつからしてみれば暴れる口実があれば、なんだっていいのでしょう」

　厭いや味みったらしく微ほほ笑えむネズミに、アイアはせめて一いつ矢し報いようと身体からだをよじるも、錆さびた身体からだは動かそうとした箇所から、ボロボロと崩れ落ちてしまう。

「見苦しいですな。あの小僧ははしゃぎ過ぎました。これ以上怪物として成長し、手がつけられなくなる前に、真の勇者たるガルム様に裁いて貰もらいます」

「ガルムさんみたいな狂人が、真の勇者な筈はずありません」

「何を馬鹿な。秩序を貴ぶガルム様こそ……まぁよしましょう。貴女あなたのような下げ賤せんな咎とが人びとに、秩序の大切さを説いたところで空むなしいだけです」

「地獄に堕おちろ、この薄汚い偽善者！　何が秩序だ！　あの人を殺そうとするのも、ガルムさんに媚こびるのも、もう一度死ぬのが怖いだけの癖に！」

「やれやれ。やはり我々の崇高な意思は、理解出来ないようですね。ですが今回は特別に見逃しましょう。私も忙しい身ですし……後はアシーヌ様にお任せするとします」

「アシーヌ？　待って、待って頂戴。あの人は許して……わたしはどうなっても」

　パッチは蔑むような視線を送ると、そのままヒタヒタとどこかへ去ってしまった。一人残されたアイアの泣き声が、湿った通路に寂しくこだまするのだった。




　自分で考えろとは伝えたが、今まで多少は警戒していたアイア相手ならともかく、これまで一切尻尾を見せなかったパッチの言葉を、果たしてレッドは疑う事が出来るだろうか？

　人はそう簡単には変われない。ましてやパッチの言う精霊のフリとやらをすれば、レッドはそもそも疑おうとさえしないのだ。

　折角手にした宝剣も、肝心のガルムに会う直前に失ってしまった。それでもレッドは、構わずガルムの元へ向かうのだろう。だってレッドは本気で、ガルムと戦う気はないのだから。

「このままじゃあの人が……わたしが、止めないと」

　しかしどれだけもがこうと錆さびた身体からだはろくに動かせず、どれだけ嘆こうとも枯れた心は涙さえ流せない。

　もうどうする事も出来ないという諦観が、アイアの心を内側からジクジクと蝕むしばんでいく。

「はぁ、なんだかもう、面倒く──」

　立ち上がるのを諦めかけた拍子に、胸元の銀時計が眼前に転がり出た。

　いっそ時計のようになれたら、いつだったかそう思った事がある。

　時計は何も考えず、ただ動くだけだ。それは生きているとは言えないだろうが、生きるのも死ぬのも面倒なアイアにとって、そうなれたらと思う事は救いの一つだった……かつては。

「──それはだめ。わたしはもう決めたんだ。あの人を、見届けるって……わたしの所せ為いで、あの人は苦しんでいるのに、わたしが面倒臭がっていい筈はずがない！」

　アイアは今一歩のところで踏みとどまると、再び前のめりに全身に力を込める。

　しかし黒く錆さびついた身体からだはギチギチと軋きしむばかりで一向に動かず、それどころか軋きしむ度に節々はボロボロと欠けていってしまう。床の冷たい感触が頰に伝わり、アイアはこの上なく惨みじめな気分に陥る。

「こんな事になるなら、あのネズミの言いなりになるんじゃなかった……こんな事になるなら、あの人を殺そうとなんてするんじゃなかった…………こんな想おもいをするなら、あの人と出会わなければよかったのに」

　まるで時計の針の如ごとく、後悔だけがぐるぐると、同じ場所を空むなしく回り続けていく。

　床の冷たさにいくらか慣れてきた頃、不意に足元からズルズルと、何かを引ひき摺ずるような音が聞こえてきた。何事かと懸命にアイアが首を動かすよりも先に、視界に現れたのは……ボロ布を全身に纏まとい、四肢を黒錆さびで腐らせた、頭部で別れた筈はずの咎とが人びとだった。
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「ラスト、さん！　どうして、ここに？」

「また会ったわね。どうしてもなにも、ただ知ってただけよ。元々脚部ここは、私の住すみ処かだしね」

「まさかハイドラポンプ!?　貴女あなたもアシーヌに言われて、わたしを殺しに来たんですか？」

「いいえ、どっちもハズレ。私はハイドラポンプじゃないし……アシーヌは貴女あなたを殺すつもりなんてないわ。あれはちょっと、ファンの人ひと達たちが熱くなっちゃっただけ」

「なんでそんな事……っていうか貴女あなた、やっぱり歩けないなんて噓うそだったんですね」

　古ぼけたローブから覗のぞき見えるラストの手足は、やはり黒ずんで錆さびだらけだったが、それでも怪しく微ほほ笑えむラストは、きちんと自分の足で立っていた。

「あら、歩けないなんて言った覚えはないわよ？　私はただ助けてって言っただけ」

「くっ。咎とが人びとは噓うそつきばかりですね。貴女あなたもパッチも…………わたしもか」

「そうね、貴女あなたはたくさん噓うそをついている。でも今は、そうやって落ち込んでる場合じゃないんじゃない？　貴女あなたがなんとかしなきゃ、レッド君死んじゃうわよ？」

「そんなの分かってます！　でも見ての通り、こんな身体からだじゃもう動けないわ」

「自分に噓うそをつくのはもうおよしなさい。私も貴女も、自分の足で立てる筈はずでしょ？」

　突如訳の分からぬ事を言い出したラストは、フードの奥からアイアを覗のぞき込こむ。その眼まな差ざしは全く見えなかったが、アイアはどうしてもラストから視線を逸そらす事が出来なかった。

「わたし、面倒臭がってなんかいません！　パッチの罠わなで、身体からだ中錆さびだらけで──」

「大丈夫。十字架クルースを使えば、そんなのすぐ直るわ」

「急に何言って……まさかラストさんまで、傲慢の大罪人なんて信じてるんですか？」

「そうね。確かに〝傲慢〟なんて私も信じてないわ。じゃあもう一人は？」

「もう一人？　それこそ巨人城に、もう余った部位なんて……」

　アイアはそこまで言いかけて、先程のパッチが語った大罪人の話には、一番大切な部位がまだ出ていなかった事を思い出す……心臓部だ。

「そういえば、心臓部の蠟ろう燭そくって何色……いえ、そもそも心臓部ってどんなエリア？　わたしが最後にいたのって、いつの話？」

　あれだけレッドから遠ざけたがっていた心臓部、自分の縄張りだと認識していた筈はずなのに、アイアにはどうしても心臓部の内装を思い出す事が出来なかった。

「心臓部の蠟ろう燭そくは銀色よ。まだ思い出せない？　〝怠惰〟の大罪人、アルゲントゥムさん？」

　ラストに言われて、頭の中で勝手にパズルが組みあがるかのように、摩耗していたアイアの記憶は次々に蘇よみがえっていった。

　そうだ。アイアは生前とても大切な何かを怠った罰として、心臓部の……決して怠けられない部位を司つかさどる大罪人にされたのだった。

　しかしアイアは死んでからも怠けてばかりで、結局それさえも面倒になってしまい、責務を放棄して城内をさ迷っている内に、自分が大罪人である事を忘れてしまったのだ。

　双子に言わせれば真面目で勤勉なガルムからしてみたら、同じ大罪人が持ち場を離れてウロウロしていたら、腹が立つのは当然のような気がした。

　──死んで償え！　大罪人どもが!!

「そうか、だからあの時ガルムさんは……あれはわたしの事だったんですね」

　銀炎に照らされた心臓部、そこに安置されるは全ての咎とが人びとの罪の証杭と連動した永久ゼンマイ。巨人城の動力炉にして全ての咎とが人びとの命。アイアが今度こそ守らねばならない古の魔道具アーテイフアクトだ。

「思い出せたようでなによりだわ。貴女あなた、昔っからのんびり屋さんだったから心配だったの」

「そういう貴女あなたは、一体何者なんですか？　ただの咎とが人びとのようには見えませんが……ラストってまさか〝色欲〟の？　でもそれはアシーヌの筈はずじゃ……」

「私は色欲の大罪人ではないわ。私はただの虜とりこ……誰も救えなかったから、誰からも救って貰もらえないただの錆の塊ラストよ」

　ラストは意味深に呟つぶやくと、被かぶり続けていたフードをそっと脱いだ。

　黒い錆さびはフードの下も完全に侵食していて、最も早はや元の髪色はさっぱり分からなかったが、目鼻が錆さびで潰れたラストの顔は、不思議と火傷やけどで顔が潰れたガルムと似ていた。

「私なんかの事よりも、次は十字架クルースの使い方を思い出して頂戴」

「そんな急に言われても、どんな能力だったかさえ覚えてないのに」

「簡単よ、双子の言葉を思い出してご覧なさい？　貴女あなたという咎とが人びとの過去……起源を強く意識するの。そうすれば──」

　その時、不意に床から振動が伝わってきたかと思いきや、埃ほこり塗まみれの下水道に水の流れ込む音が聞こえ始めた。脚部にはこれまで何度か来た事があったが、こんな事初めてだと驚いていると、これまで平然としていたラストは、アイア以上に動揺していた。

「おかしいわね、もうそんな時間だったかしら。私、もう行かないと。虜とりこが勝手に抜け出したなんて知ったら、きっとアシーヌが悲しむから」

「ちょっと待って下さい！　わたしの起源ってどういう意味なんですか!?　それに貴女あなた、なんでそんなに色々知ってるんですか!?」

「大丈夫、すぐに思い出すから……純粋な銀って、とっても錆さびにくいのよ？　貴女あなたは錆さびずに輝けるといいわね、アルゲントゥムさん」

　ラストは最後までよく分からない事を言うと、黒ずんだ手で器用にフードを被かぶり、そそくさとアイアの視界から消えていってしまった。




　遠ざかるラストの足音と入れ替わりに、アイアの近くでピチャピチャと水音が滴したたると、頭上から聞き覚えのある間の抜けた声が降ってきた。

「やっほぉ～アイア、迎えに来たわよぉ～？　相変わらず、パッチの仕事は正確ねぇ」

「アシーヌ……！　そう、パッチと組んでまで、わたしが欲しかったんですね」

「ま、利害の一致ってやつね～。あらあら、随分派手にやられちゃったのねぇ。クスクス、可哀かわい想そうなアイア。でも安心して、あたしならそんなアイアでも愛してあげるからぁ」

「まだそんなふざけた事……わたしにそんな気はないと、後何度言えば分かるんですか？」

「仕方ないでしょぉ。だって色欲これが、あたしの背負う大罪なんだもの。止やめようと思って止やめられるなら、大罪人になんてなってないわぁ。アイアだってそうじゃない？」

　金髪の人魚姫はアイアの眼前まで這はい進すすむと、軽薄な視線を投げかけてくる。

「何回フラれたって諦めないわよ？　だって今は、女の咎とが人びとが欲しい気分なんだもの」

　うっとりと恍こう惚こつそうに、しかしどこかどうでもよさそうに笑うアシーヌ。

　この軽薄な女は昔からこうだ。諦めが悪くしつこい癖に、一度手にすれば途端に関心を失う。既に虜とりこになったらしいラストについて、何も言ってこないのがいい証拠だ。

　恐らくアイアも手に入れれば興味を失なくすのだろうが、今は脚部に留まる訳にはいかない。

「わたしなんか連れていっても、こんな身体からだじゃろくに相手も出来ないですよ？」

「初めからそんなつもりないから安心してぇ。むしろ不完全な身体からだのアイアが傍そばにいた方がぁ、あたしの完璧な美しさが際きわ立だつでしょぉ？」

「貴女あなた……ガルムさんを笑えないわ。正直同じ大罪人として恥ずかしいくらい」

「へぇ～、パッチは忘れちゃってるって言ってたけどぉ、ちゃんと思い出したのねぇ」

「思い出したのは、わたしが〝怠惰〟だったって事くらいです。ねぇアシーヌ、わたしの十字架クルース、どんな能力だったか覚えてないですか？」

「さぁ～？　あなたが能力使うとこ、昔から見た事ないしぃ」

　ラストはすぐに思い出すと言っていたが、一向にその兆きざしは見えない上に、日頃あしらってばかりだったアシーヌと、話す事などすぐに尽きてしまいそうだ。

「……そう言えば、レッド様が言ってたわ。貴女あなたとハイドラポンプは不毛で哀れですって」

「あら、あの坊やそんな事言ってたのぉ？　それでぇ？　アイアも同じ考えなのかしら？」

「別に、貴女あなた達たちを否定する気はありません。ただわたし達たち咎とが人びとって……罪って、一体なんなんだろうとは思いました」

　パッチに唆そそのかされたとは言え、あんな酷ひどい言葉をレッドにぶつけてしまったのは……きっと不毛という言葉は、この上なくアイアを指し示す言葉だったからだろう。

「咎とが人びとが生きる意味ってなんなんだろう？　巨人城って、一体なんの為ためにあるのかしら」

「さぁねぇ～、それこそそんな事興味ないわぁ……それに、巨人城の中だろうと外だろうと、きっと生きている事にそもそも意味なんてないんじゃないかしら？」

　物もの憂うげに語るアシーヌの顔は、ハイドラポンプに見せる軽薄な笑顔や、先程アイアに見せた退屈そうだったり興味深そうな顔のどれとも違う、一種の悟りに至ったような顔だった。

　巨人城には時間の概念はないが、記憶が摩耗する程アイアが過ごしたのは確かであり、アシーヌもまた同じくらい、巨人城に閉じ込められていたという事になる。

　アイアはレッドと出会うまで、ずっと自分の罪から目を逸そらし、〝怠惰〟にダラダラとただ時間を浪費してきただけだった。

　しかしひょっとしたら、この尻軽な人魚姫は彼女なりに自分の罪と折り合いをつけた上で、今の暮らしを選んだのだろうか？　双子のように罪を償い、ここから出る路みちを捨てて。

「……貴女あなたは、この先もずっとそうしていくつもりなの？」

「少なくとも下僕男がいる限り、あたしは女でいるつもり。それで？　あんたはどうするの？」

「どうするもなにも、それは貴女あなた次第というやつなんじゃないですか？」

　カールされた前髪を弄いじる人魚姫は、先程までの退屈そうな雰囲気とは打って変わり、弛ゆるんだ笑顔でアイアを見つめ始めた。

「なんだぁ。どうしても赤髪の王子様と一緒にいたいならって思ってたけど、もう諦めちゃったって事でいいのかしら？　あの坊や、あんなに可か愛わいかったのに勿もつ体たいな～い」

「なっ、何言ってるんですか！　あの人はそんなんじゃ……精々放っておけない弟、いえむしろ、しつけのなってない飼い犬のようなものです！」

「そこまで言わなくても……まぁなんだかんだ、アイアも結構純情だしねぇ」

「寝言は寝てから言って下さい。そうやってなんでもかんでもすぐそういう話に持っていくから、色ボケの大罪人って言われるんですよ」

「えぇ～、違うのぉ～？　ふぅん。そうなんだぁ～。まぁこのあたしならともかく、他の女から男を奪い取るなんて、アイアにはちょっとハードル高いもんねぇ」

　いよいよもって話題も尽きてきたが、アシーヌは一向にアイアを連れ出そうともせず、何をするでもなくニマニマとこちらを見下ろし続ける。

「もうその話はよして下さい……っていうかアシーヌ、その、止めなくていいんですか？　わたし、一応貴女あなたから逃げようとしてるんですが」

「あら、そんなに攫さらって欲しいなら、いつでも攫さらってあげるわよぉ？」

「違います！　だって貴女あなた、わたしも虜とりこにしたいんじゃ」

「ねぇアイア……あたし達たち咎とが人びとって、大抵ろくな死に方してないじゃない？」

「まぁ、そうなんでしょうね。わたしはその辺、まだ思い出せてないんですが」

　アシーヌは自らの足を縫い留とどめる杭くいに手を添え、どこか遠くを見つめ呟つぶやく。

「罪ってなんなのかとか、生きる意味なんてあたしには興味ないけど、咎とが人びとになってみて分かった事もあるの」

「分かった事、ですか？」

「世の中には死んでもやっちゃいけない事と、死んでもやらなきゃいけない事があるの……だからね、あたしはもう死んでも他人の恋路はじゃましちゃいけない、そう自分に戒めたの」

　アシーヌが生前どんな最さい期ごを遂げたかアイアは知らない。しかし罪の証あかしを感慨深気に眺めるアシーヌを見ていると、おおよその想像はつくような気がした。

「アイアの恋は多分実らない。きっとあたしに溺れた方が、ずっと楽しく気持ちよく生きられると思うわ。でもアイアがあの坊やを諦めない限り、あたしはそれを邪魔しない」

「わたしとレッド様はそんなんじゃないですが……でもそれなら、どうしてハイドラポンプをけしかけたんですか？」

「パッチに頼まれたからってのもあるけどぉ～。一番の理由は、障害があった方が恋は燃えるかなぁって。アイアの恋を応援しつつ、あわよくばそれでアイアがあたしに惚ほれてくれれば儲もうけものじゃな～い？」

「貴女あなた、本当に面倒臭い性格してますね……アシーヌの、死んでもやらなきゃいけない事って、何なんですか？」

「さぁ？　もしかしたらそれが、罪を償うって事なのかもねぇ。でもあたし、罪を償う気は更々ないの。だって後悔なんてしてないから」

　重い罪の証あかしに足を引ひき摺ずろうと、軽やかに微ほほ笑えむアシーヌには、女のアイアでも確かに惹ひきつけられる魅力があった。

「行ってらっしゃいよアイア。もしフラれても、このあたしがたっぷり慰めてあげるから。告白なんてしないで後悔するより、して後悔した方がすっきりするわよぉ？」

「……わたしはただ、今日と違う明日を迎えたいだけです。もう後悔はしたくないから」

「ふぅ～ん。ほんと強情ねぇ。まぁあたしはなんでもいいけどぉ」

　尚なおもからかうように微ほほ笑えむアシーヌを前に、そっぽを向く事すら出来ないアイアは不機嫌そうに話を変える。

「でも困ったわねぇ。そんなボロボロの身体からだで、どうやって坊やに会うつもりなの？」

「うぅ。せめてわたしの十字架クルースが、どんな能力だったか思い出せれば……」

「そう都合よくいくかしらぁ？　十字架クルースなんて役に立たない事の方が多い気がするけどなぁ」

　確かにアシーヌの言う通り、大罪人の十字架クルースは効果こそ絶大だが、この状況を打破出来るような能力を、都合よくアイアが発現すると信じられる程、アイアはお気楽者ではない。

「……そういえば巨人城って、過去も未来も全部ごちゃ混ぜになってるらしいですね」

「あ～、なんかそれ、あたしも聞いた事あるわぁ。正直意味はよく分からないんだけど」

「ならせめて、こんな事になるなら……もしあの薄汚いドブネズミに嵌はめられる前の自分に、この事を知らせられたら、未来が変わったりしないですかね」

　都合のいい事を言っているのは分かっている。そもそも疑うたぐり深ぶかいアイアの性格からして、未来の自分が助言に来たと言っても、きっと聞く耳持たないに違いない。

　後悔先に立たずとはまさにこの事だと、アイアが心底悔しがっていると、ふとアシーヌが眼めを丸くしている事に気付く。

　どうかしたのか訊たずねる前に、不思議と徐々に上昇していくアイアの目線。

　周囲に散らばった身体からだの破片が、まるで磁力に引っ張られるように、アイアの元へと引き寄せられていく。破片が集まる度に、ドクン、ドクンと、胸が焼けるように熱くなっていった。

　やがてその熱が胸の銀時計から伝わっている事に気付き、右手で銀時計を開けてみると、鈍い銀光溢あふれる時計は、グルグルと針が回転していた。

「あれ？　わたし、動ける？　でもなんで？　あたしまだ、自分の起源なんて」

「銀時計、光が止やんだわね。綺き麗れいな光だったわぁ」

「まさか、この時計はあたしの十字架クルースに関係あるの？」

　すっかり錆さびのなくなったアイアは、まじまじと銀時計を見てみるも、銀時計は再びカチカチと、その場で針が揺れるのみだった。

「なんかよく分かんないけどぉ、直ったんならそれでいいんじゃなぁい？」

「それもそうですね。早くレッド様を止めないと。あの人、どうしてよりにもよって、ガルムさんなんかに会いたいだなんて」

「〝憤ふん怒ぬ〟のガルムに？　物好きな子ねぇ。昔あの女も口説いた事あったけど、あたし危うく焼き魚になるとこだったわぁ」

「アシーヌがフライになっても自じ業ごう自じ得とくですけど、そもそもレッド様が咎とが人びとになったのは、わたしが原因──」

　──俺、勇者失格だ。

　──勇者じゃない俺に、価値なんてないから。

　──世の中には死んでもやっちゃいけない事と、死んでもやらなきゃいけない事があるの。

　もし……もし仮にレッドが、アシーヌと近しい結論に達したとしたら？

　勇者はレッドにとっての全てだ。目的であり手段であり、そして存在意義でもある。

　そんなレッドが咎とが人びとに堕おち、勇者としての自分を全否定されれば、それを挽ばん回かいする為ために、文字通りなんでもやろうとするのではないだろうか？

「こうしちゃいられない！　すぐに胴体部に行かないと！」

「結局あんたの能力、まだ分かってないわよぉ～？」

「もう直ったんだからなんでもいいです！」

「それもそうねぇ。行ってらっしゃ～い。あぁそうだ。アイア～、最後にもう一個だけ」

「なんですか、急いでるって言ってるでしょ」

「いいからいいからぁ～。アイア、どれだけ長く想おもったかなんて関係ない。大切なのは、どれだけ強く想おもったかよ？」

「何が言いたいんですか。っていうか、いい加減しつこいですよ？」

「べっつにぃ～。ま、頑張ってねぇ～♡」

　これ以上付き合い切れないと、アイアは返事もせず地下水路を駆け出していく。途中一度だけチラリと振り返ってみたが、乾いた人魚姫はずっとずっとヒラヒラと、手を振り続けていた。
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　胴体部に向かう途中、念ねんの為ためアイアが落ちたポイントに寄ってみたが、やはりそこにレッドの姿はなく、代わりに砕けた宝剣の残骸が、星ほし屑くずのように無残に散らばっていた。

　──ドラスさんに宝剣を売らなければ……ううん、今は後悔している場合じゃないわ。

　急ぎ扉へ向かい、今度は慎重に落とし穴を避けると、蒼あおい蠟ろう燭そく灯ともる胴体部を、アイアはおっかなびっくり進んでいった。

　胴体部は住人の大半が、ガルムに忠誠を誓う秩序の番犬ケルベロス、当然アイアに好意的な者などいない。いつどこで誰に見られているか、いくら警戒しても足りないという事はないだろう。

　問題はそれだけではない。城内に精通しているパッチの案内があった前回と違い、今のアイアはどこにどんな罠わなが仕掛けられているかさっぱり分からない。

「秩序の番犬ケルベロスにトラップ部屋、出来ればどっちも勘弁して欲しいですね。さて、どこか──」

　気を付けたつもりだったが、一歩目から足元で、カチリと聞きたくなかった音が鳴る。

　アイアは咄とつ嗟さに逃げようとするも当然間に合わず、しかも面倒な事に、発動した罠わなは脚部でパッチに嵌はめられたもの同様、金属を錆さびつかせる汚水が降ってくるタイプだった。

「ぺっぺっ！　もう、またこれなの!?　まぁいいです。どうせ十字架クルースで……あら？」

　銀時計が光るまでもなく、今回は何な故ぜかアイアはどこも錆さびていなかった。

　確かに口内を鉄臭い汚水が満たしたし、現に今アイアは全身濡ぬれているので、間違いなくトラップは発動した筈はずなのだが……？

「もしかして、既に十字架クルースが発動してたって事？　でも一体どんな効果なの？」

　一応手足の動作を確認するが、やはりどこも錆さびついた様子はないようだ。アイアは困惑しながらも、今一度慎重に進んでいった。




　そうやってしばらくの間、青い炎に照らされた回廊を歩き回っていたアイアは、明らかに城内がおかしい事に気が付いた。

「静か過ぎる。秩序の番犬ケルベロスどころか、咎とが人びとが一人もいないなんて」

　多分前回はレッドを恐れてちっとも現れなかったのだろうが、城内最大の胴体部で誰にも会わないなど、アイアが咎とが人びとになってから初めての経験である。

　おかしいのはそれだけではない。巨人城には咎とが人びとだけでなく、大小様々な魔物が棲せい息そくしていて、鎖に囚とらわれた咎とが人びと以上に、自由気ままに城内を闊かつ歩ぽしているのだが、先程からそれすら一匹も見ていない。

　あれだけ強い勇者が大手を振っていれば、魔物が恐れるのも当然なのかもしれないが、それでもやはり、今この静寂はどう考えても異常な状況だ。

　しかし、罠わなに気を配りつつ更に胴体部を探し回っている内に、アイアは誰も見当たらない原因に、なんとなく察しがついてきた。

　見つかったのは焦げ跡。城内の一角が、まるで黒いペンキをぶちまけたかの如ごとく、真っ黒に黒ずんでいたのだ。こんな芸当、巨人城広しといえどそう何人にも出来るものではない。

「いくら自分で考えろって言ったからって、あの人がここまでする訳ない、ですよね？」

　──彼は腐っても勇者、殺さつ戮りく者なのです。

　尋常ならざる焦げ跡を見て、何気ないパッチの一言が蘇よみがえる。

　レッドは戦闘以外の手段を知らないだけで、戦闘そのものを目的としていない。今までアイアは、共に城内を旅してそう思っていた。

　同時にアイアは、【嫉妬の宝石箱】でレッドが武器を生み出したのは、師匠への依存を示すものだと分析していた。しかし……、

　──あの人は戦う力と、その矛先が欲しかっただけだったの？

　悪い方向へばかり考えそうになる思考を、アイアは頭を振る事で振り払う。

「そんな筈はずない。戦う気はないって言ってたもの」

　だがそうなると、後こんな芸当出来るのはガルムくらいなのだが、あれだけ巨人城の秩序を重んじるガルムが、城を傷つけるとはやはり到底思えない。

　しかしアイアの予想とは裏腹に、通路を進むにつれ焦げ跡は目に見えて酷ひどくなっていく。

　アイアはそれを目印に辿たどっていくと、ようやく咎とが人びとを発見した……正確に言えば、先程まで咎とが人びとであったであろう物だが。

「全身黒焦げ、ですか。どっちの仕業──ん」

　黒壁に張りついた消し炭は、間違いなく元々は生き物だったフォルムをしている上に、ツンと鼻につく臭いは、生き物が焼けた時特有のそれだ。

「なんだろう。いつだったか、こんな臭いを嗅いだような」

　忌いまわしい〝人が焼ける臭い〟に触発され、アイアの脳裏によぎった映像は……燃え盛る炎と、跋ばつ扈こする魔物の群れだった。

「なんなのこれ……もしかして、わたしの記憶!?」

　フラッシュバックと共に、アイアの胸の杭くいが存在を主張するように痛み出す。

　痛みに負け拒絶しそうになるが、過去罪から目を背ける訳にはいかないと、アイアは胸中渦巻く痛みに集中し始めた……、




　──《メガヒール》！　お願い、目を覚ましてっ。《メガヒール》!!　……お願いだから。

　気が付くと、焼け落ちた村が遠くに見えた……思い出した。村からやや離れたこの平原で、妹（だったモノ）を抱きしめ続けたのだ。

　回復魔法を注つぎ込こんでも、傷が治るばかりで妹が瞳を開く気配はない。当然だ。この世に死者を蘇よみがえらせる呪文など存在しないのだから。

　──《メガヒール》！　わたしの所せ為いだ。ごめん、本当にごめん。全部わたしの所せ為いで……。

　いくら涙を流しても、いくら謝罪の言葉を吐こうとも、決して妹には届かない。そんな事分かっていた。しかしそれでも、最も早はや呪じゆ詛そに近い後悔の言葉を絶やさず吐き続けた。

　そうしていないと、自分のしでかした罪に押し潰されそうだったのだ。

　──わたしの所為だ《メガヒール》。わたしの所為だ《メガヒール》。わたしの所為だ《メガヒール》。わたしの所為だ《メガヒール》。わたしの所為だ《メガヒール》……わたしは悪くない《メガヒール》。わたしは悪くない《メガヒール》。わたしは悪くない《メガヒール》。わたしは悪くない《メガヒール》！

　そうやってずっと、両の手から回復魔法を注つぎ込こむ。脅されているかのように、そして脅しているかの如ごとく。押し付ける二つの手は妹同様血ち塗まみれで、治そうとしている筈はずなのに、まるで小さな首を絞めているかのようだ。

　自分の命ももうすぐ尽きるのは、なんとなく察しがついていた。

　それでも死にかけの自分よりも、死んだ妹を治そうとしたのは、たしか義務感からではなく、ほんの少しの罪悪感と……早く死んで楽になりたかったのだろう。

　──ごめん皆、わたしの所せ為いで……ごめんなさい[image: Ξ]￥G。やっぱりわたしなんかじゃ、何も救えなかった。[image: Λ]＆[image: Λ]、ごめんなさい。

　これだけ鮮明に過去罪を見返しても、〝もっていかれた〟記憶を全て取り戻せる訳ではないらしい。声が涸かれるまで謝り続けたその名前を、どうしても認識する事が出来ない。

　何な故ぜこんな惨劇が生まれたのか、どうしてそれが自分の所せ為いなのか。結果だけを押し付けられても、これではどう償えばいいかなど分かる筈はずもない。

　一つ確かなのは、どうやら自分は生前回復呪文が使えた事くらいか。これこそがラストの言っていた、十字架クルースを使う為ための起源というやつなのだろうか。

　そこまで想おもい至ったところで胸の痛みが限界に達したのか、罪の痛みから逃げるように、過去罪の記憶は徐々に輪郭を失っていった。

　──《メガヒール》！　《メガヒール》!!　ごめんね、わたしの所せ為いで……許してなんて、言えないよね。

　意識が現実罰に引き戻される刹那、遂ついに治癒を諦めてしまったのか、冷たくなった妹の横顔に、自分と妹の血に濡ぬれた手を添えた。

　その瞬間何を考えていたかは思い出せないが、眠る妹の瞳をこじ開けたところで、力尽き、過去罪の記憶は闇に沈んでいった。




　今いま際わの際、どこか見覚えのある首飾りをつけた妹と、死にかけた自分の視線が交差する。両者の瞳は頰を染める血の如ごとく真っ赤で、まるで血の涙を流しているかのようだった。




「わたし何やってるの……死人にあんな事したって、生き返る筈はずないじゃない」

　もしかしたら、自分を咎とがめたかったのかもしれない。そう思える程に、最さい期ごの瞬間に眼めが合った妹の瞳は、血に塗れ恨みがましい迫力があった。

　瞼まぶたを閉じれば鮮明に蘇よみがえる妹の視線に、アイアは生前の自分の最さい期ごの行いに対して、並々ならぬ後悔でいっぱいになってしまう。

「だったら尚なお更さら滑稽、ですね。こんな所に来ても、結局全部忘れていたんですから」

　過去罪を少しでも思い出せたのは僥ぎよう倖こうだったが、既にガルムとレッドが会敵しているであろう今、あまりぐずぐずしている訳にもいかない。急ぎ焦げ跡を追おうと進み出したアイアは、通路に何かキラキラと輝く物が散らばっている事に気付いた。

「これ、まさか氷？　でもなんでこんな所に……これも秩序の番犬ケルベロスの罠わななのかしら？」

　あまりに綺き麗れいに輝いているので、最初は砕けたレッドの宝剣かと思ったが、拾ってみると水晶のように輝く氷片は、掌てのひら大の大きさになっても尚なお、肌に張り付く程の冷気を保っていた。

「そういえば、レッド様が前にこんな魔法、を──」

　拾った氷晶を見ている内に、アイアはふと言いようのない既視感に囚とらわれる。それが何に対してなのか分からぬまま、既視感をきっかけに記憶が堰せきを切ったように蘇よみがえり始めた。

　針の罠わなで全身ハチの巣になった時以上の激痛を伴い、過去の記憶はまるで濁流の如ごとく、アイアの身体からだをバラバラにしようと溢あふれ出だす。




　焼けた村、勇者、罪、約束、ゴブリンの群れ、助けられなかった妹、大罪、[image: Λ]＆[image: Λ]、約束……勇者、[image: Ξ]￥G、首飾り、約束、ガルム、青い髪、勇者、青年、レッド、赤い髪、赤い眼め、




　一つ一つにきっと意味があって、それらは川の流れのように繫つながっている筈はずなのに、記憶の濁流は胸の杭くいを中心にアイアを苦しめるばかりで、明確な答えは結局何一つ思い出せない。

　罪と向き合うのは、かくも苦しい事なのか……いや違う。きっとこれ程までの苦しみを受けねばならぬ程、アイアの犯した大罪は重いのだ。

　──苦しがってる暇なんてない。行かないと。

　アイアは罪の痛みを胸の奥に押し込めつつ、焦げ跡に加え氷晶を辿たどり、更に胴体部の奥へと進んでいった。それは余りに今更だったが、罪を償う為ため躍起になっているレッドの気持ちが、ほんの少し理解出来た気がした。

　既にガルムとレッドが戦っているのは明白だ。最も早はやアイアに出来る事など何もあるまい。それでも進まずにいられないのは、やはり義務感というより罪悪感からだ。

　あの悲劇の夜、アイアが何をしてしまったかはまだ分からない。しかしそれでも、レッドが咎とが人びとに堕おちたのも、妹が死んでしまったのも、全部アイアの所せ為いなのだ。

　自責の念に駆られ、点在する痕跡を更に追っていくと、アイアの耳は微かすかに聞き慣れた音を拾い始めた……重い鎖を引ひき摺ずり回まわす音、そして獣の唸うなり声。
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「ガルム様、どうかお静まり下さい！　これ以上巨人城を──ぎゃあああああああああ！」

　悲鳴に導かれアイアが駆けていくと、頰につく熱気と共に、青い炎を纏まとった大罪人が、部下である筈はずの秩序の番犬ケルベロスのメンバーを焼き払っていた。

「ガルムさん、なんて事を……えっ？」

　怒るガルムが振り返ったその瞬間、本来決して交わる筈はずのない視線が交差した……毛皮のような青髪の隙間から、確かに血走った赤い眼めがこちらを見つめていたのだ。

「誰だ!?　その顔……まさか、アイアなのか？」

　アイアの顔を見て驚きよう愕がくするガルムを見て、アイアもまた同じ位驚く羽目になった。

　青髪の大罪人は、焼き潰した筈はずの顔が治っていて……その顔は、アイアと瓜うり二ふたつだったのだ。

　この血のように赤い眼めに、以前も恨みがましく睨にらまれた。

　青い炎の中、青い首飾りを揺らし、顔を焼き潰す前のガルムの眼め。

　村を焼く炎の中、青い首飾りを垂らし、血の涙を流す妹の眼め。

　それら二つと、鏡の向こうで自らを責めるアイアの眼めは、酷ひどく似ているような気がした。

　──もしかしてこの人、わたしの妹なんじゃ……、

「アイア……どうしてこんな所に」

　記憶を取り返せたかもしれない喜びを享受する間もなく、視力を取り戻した魔犬が鼻息荒くアイアの眼前まで迫っていた。

　過去にどんな禍根があったかはまだ分からないが、ガルムが実の妹なら尚なお更さら殺される訳にはいかない。アイアはすぐさま逃げようと踵きびすを返かえしたが、獣のように素早いガルムに敵かなう筈はずもなく、荒々しく爪の伸びた手は、実にあっさりとアイアの細い腕を握りしめた。

「きゃっ、離し──」

「待ってくれ！　君とまた会えるなんて夢にも思わなかった！　会えて本当に嬉うれしいよ」

「えっ!?　ちょ……ガルムさん、ですよね？」

「よく知っているな、今はそう呼ばれている」

　何な故ぜか今まで聞いた事がない程親し気に語りかけてきたガルムは、治ったばかりの顔で照れるように俯うつむいた。

「私もあれから色々あって……昔の名前は、もう捨てたんだ。だからすまないが、アイアも私の事はガルムと呼んでくれ」

　──なんなのこの顔、なんなのこの態度……この人、一体誰なの!?

「不思議なものだ。実はほんのつい先程まで、私の顔は焼き潰れていたんだ。あぁ、でも心配しないでくれ！　私が自分で焼いただけだから。というのも、私は自らを戒め──」

　そんな咎とが人びとなら誰でも知っているような事を、今更懇切丁寧に話してくるガルムは、まるで数十年ぶりにアイアと再会したかのようだった。

　──もしかしてこの人……わたしとの記憶を〝もっていかれた〟んじゃ、

　仮に巨人城が憎しみさえ〝もっていく〟のだとしたら、業ごう火かのような憎しみを抱く前のガルムは、アイアととても親密な関係だったのだとしたら……この妙に親し気なガルムの態度に、説明がつくような気がした。

「──君を失ってからというもの、自分を責めない日など一日もなかったよ。正直、君にまた会えただけで、この城に来て良かったと思える程だ──」

　和気あいあいと語り掛けるガルムの様子は、正しく死に別れた親族への情愛で満ちていた。

　──だったら、わたしを憎むのも当然だ。わたしの所せ為いで、この人……いえ、この子は死んだんだから。

「──だが一つ困った事が起きたんだ。本当につい先程、勇者を騙かたる罪人が、私の顔を勝手に治してしまったんだ。もっともそのおかげで、もう一度アイアの顔を見る事が──」

「それってまさか!?」

「なんだ、もう知っていたのか。そう、今巨人城の秩序を乱している極悪人だ」

「極悪人、ですか」

「アイアは何も心配しなくていい。彼奴きやつは無能な部下含め、必ず抹殺してみせる。約束だ」

　ガルムは心の底からアイアの身を案じているかのような笑みを浮かべるが、優しい笑みのまま吐き出す言葉は、アイアの知る憤ふん怒ぬの大罪人のものなので、その乖かい離り性にアイアの苦悩は深まるばかりだ。

　しかし兎とにも角かくにも、レッドとガルムがもう出会ってしまった事はこれではっきりした……レッドの試みは、やはり上う手まくいかなかったのだという事も。

　ガルムの豹ひよう変へんぶり……そしてなにより、この憤ふん怒ぬの魔犬を生み出してしまったのは、アイアだという事実が恐ろしかった。

　しかし今は、少しでもレッドの情報が欲しい。それに今ここでガルムから、過去から、そして罪から目を逸そらす訳にはいかないと、アイアは必死に会話を試み始めた。

「あの、ガルムさん、わたし──」

「そうだ！　これは君に返すよ。ずっとお守り代わりに預かっていたんだ」

　ガルムが手渡してきたのは、彼女がずっと身に着けていた首飾りだった。

　先端についた青い石は、まるで川底で磨かれた硝子がらすのようで、ガルムの青髪がボサボサじゃなかったら、きっとよく似合っていただろう。

「この首飾り……えーっと、ごめんなさい。わたしの物、なんですか？」

「そうか、記憶を……これは昔、君が欲しがっていた〝勇者のしるし〟さ。もっとも私が作ったレプリカだが」

　ガルムはアイアの困惑に気付く事なく、どこか照れ臭そうに青い首飾りを手渡した。

「昔高名な勇者様が、村を救ってくれただろう？　あの人のような真の勇者になる為ために、せめて形からでもと思い作ったんだが……覚えていないかい？」

「そう、だったんですか。わたしが、勇者に……」

「私は今も真の勇者を目指しているが、中々上う手まくはいかないものだ。偽にせ物もの一人、倒す事さえ出来ないんだから」

　先程は氷晶に映った自分の顔を見ただけで、かつて見た妹やガルムの顔を想起出来たのに、青い石の首飾りは、不思議とアイアの記憶をピクリとも刺激しない。

「そういえば、偽にせ物ものを探しに行かせた部下が帰ってこないな。全くあいつら何を……あぁそうだ、皆みんな殺してしまったんだった」

「……ガルム、さん。何も、部下に当たる必要はなかったんじゃ……悪いのは全部わた──」

「正しくない者に生きる価値なんてない！　アイアなら分かるだろ？　悪あしき咎とが人びとに生き場所なんてないんだ」

「ど、どうでしょう。悪い人にだって、やり直すチャンスは必要、ですよね？」

「いいや！　私は確かに感じる。部下を焼く度に、私の贖しよく罪ざいの炎が強まっていくのを！　きっと燃えていった部下達たちが、感謝しているに違いない！」

「……貴女あなただって、一度死んでるんだから分かるでしょ？　死んで喜ぶ人なんていない。世の中には、死んでもやっちゃいけない事が、あるんですよ？」

　アイアが痛みに耐えながら答えると、ガルムはかつて見た覚えがある優しい笑みで、狂気の言葉を吐き出した。

「いいや喜ぶ。いいや正しい。だって我等は秩序の番犬ケルベロスなんだから」

「ごめんなさい。わたしさえいなければ、貴女あなたが狂う事もなかったのに」

「何を言っているんだ？　断じてアイアの所せ為いなんかじゃない。悪いのは全部あの勇者モドキと……アルゲントゥムだ！」

　その時アイアは、確かに耳が痛くなるような不協和音を聞いた気がした。

　ガルムは顔が治ってもアイアを見ていない。アイアの声を聞いていない。顔を潰していた時同様、自らの狂気しか見ていないし聞いていないのだ。

「そうだ。アイアを殺したばかりか……巨人城まで傷つけた罪深き大罪人め!!　次見つけたら必ず焼き殺してやる！」

「どういう事、ですか？　だってアイアはわたしで、わたしが殺したのは……わたしの妹は、貴女あなたの筈はずじゃ」

「あぁアイア、可哀かわい想そうに。そこまで記憶を〝もっていかれた〟んだね。アイアは勿もちろ──アイア？　なんで君から……あの〝怠惰〟の大罪人の臭いがするんだ？」

　ガルムの纏まとう空気が変わった、いや……戻ったと言うべきか。

　クンクンと鼻を鳴らし、血走った眼めでアイアを睨にらむガルムを見て、アイアは自分が文字通り致命的な勘違いをしていたと気付く。

　ガルムはアイアとの記憶を〝もっていかれて〟等いなかったし……今目の前にいるのは、きっと記憶の中で見た妹ではない。

「貴様！　よりにもよってアイアの振りをするなんて、なんて罪深い事を！　恥を知れ!!」

　再び激げき昂こうしたガルムは、でたらめな方向に青い炎を撒まき散ちらす。

　アイアはどうにか咄とつ嗟さにガルムから離れられたが、およそ争いごとなど無縁なアイアでも、はっきりと分かった事があった。ガルムの【憤怒の炎】は、以前見た時よりも明らかに火力が上がっていたのだ。

「一つだけ、あの偽にせ物ものに礼を言ってやろう。彼奴きやつが私を治したおかげで、私はもう一度、我が炎で我が身を戒める事が出来る！」

　それは前回、炎を纏まとったアイアの鎖で雁がん字じ搦がらめになった時のように、ガルムは今度は自ら青い炎で全身を燃やし、狂ったように咆ほう哮こうを上げた。

「gaaaaaaaAAAAAAAAAAA!!　これだ、この感覚ダ！　いいぞぉ！　もっと私に罰ヲ！　そうすれば私は、もっと近くナれる！　真ノ勇者にぃいいい!!」

「もうやめて！　わたしの所せ為いなんでしょ!?　きっとわたしが、貴女あなたを守れなかった所せ為いで……だからガルム、もう貴女あなたが怒る必要なんて──」

「ふざけるな！　訳の分からん事を。所詮お前は自分を責めて楽になりたいだけなんだ！」

「ちがっ──わたしは本気で、わたしの所せ為いだって──」

「そうだ！　アルゲントゥム、お前の所せ為いだ！　お前が……お前が死ねばよかったんだ！　どうせ死ぬならお前が死ね！　アイアが死んだ！　何な故ぜだ?!」

　ガルムの咆ほう哮こうと共に撒まき散ちらされた青い炎は、燃え尽きた筈はずの咎とが人びとの死体を更に燃焼させ、付近の通路を真っ黒に染め上げる。

　あれだけ病的に巨人城を崇拝していた筈はずなのに、自分自身の手で巨人城を焼き尽くすガルムは、まさに怒りで我を忘れた魔獣だった。

「それなのに貴様貴様貴様！　まさかあの子の事まで忘れたのか?!　……なんて事だ。お前の罪は巨人城に来ても止まらない、加速する一方だ！」

「訳分からないのは貴女あなたの方じゃない。やっぱり、話し合おうなんて無理だったんだ」

　ガルムは何も許せない。村を焼いた魔物が、魔物の蔓延はびこる世界が、世界から隔離された咎とが人びとが、咎とが人びとに堕おちた自分が。だから全て焼き払う。きっとそれしか、接し方が分からないのだ。

　心底理解出来ないモノと相対した時、人は恐怖を感じるという。だからきっと、レッドは大罪人アシーヌが怖かったに違いない。そしてだからこそ、アイアはガルムを怖いとは思わなかった。

　──成程、確かに哀れですね……お互い様ですが。

「もういいです。そんな事より勇者様は……あの赤毛の青年はどうしたんですか!?」

「そんな事だと!?　あぁアイア、お前の涙は止まらない。私は、必ずお前を悔い改めさせてみせる！」

「だめだ、やっぱりこの人、とっくに狂ってる。勇者様！　……レッド様！　どこですか!?」

　一面に広がる青い焼け野原を見渡すも、アイアの求める赤い短髪は見つからない。

　そうこうしている内に、熱さで狂ったように悶もだえ始めたガルムは、自身の両手を貫く杭くいにガンガンと頭をぶつけ始め、ガルムの苦く悶もんに同調し、青い炎は更に燃え上がる。

「GaaaaaaAAAAAAAA！　アルゲントゥム!!　私は、私はお前を絶対に許さない！」

「もう限界だわ。仕方ない、一旦──きゃっ」

　ガルムが発狂している間に、一度この場から離れようとしたアイアの身体からだは、スイッチを押してもいないのに隠し扉の中へ引きずり込まれた。何事かと暴れようとするアイアの口を塞いだのは、傷だらけになった青年の……アイアの求めた勇者レッドの右手だった。
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「むがっ、何するん……れっほはまレツド様!?　無事だったんですね」

「元気そうでなによりだ。流石さすがに炎の中で叫ぶアイアを見たときは、俺も幻覚かと思ったよ」

「こんな所で何やってるんですか?!　パッチはいないみたいだけど……よく隠し扉の場所が分かりましたね」

「そういうのを見つける呪文もあるんだ。パッチは……ガルムを焚たきつけるだけ焚たきつけたら、どこかへ逃げていったよ」

　薄暗い隠し部屋を見渡してみると、確かにこの部屋には二人しかいないようだ。狭い隠し部屋で二人、ボロボロになって身を寄せ合うアイアとレッドしか。

「はぁ。その様子じゃ、やっぱりガルムさんと話は出来なかったみたいですね。だからわたし、やめておけって言いましたよね？」

「……悪い。アイアの言う通りだった。ちっとも会話にならなかった」

　他に誰もいない所せ為いか、ついつい意地悪な言葉を吐いてしまうアイア。レッドは反論せず項うな垂だれると、気まずいのか火傷やけどの痕が痒かゆいのか、右手で左の頰をポリポリと搔かいた。

「レッド様にしては、随分やられたみたいですね。大丈夫な──ちょっと、その手！」

「あぁこれか？　パッチに嵌はめられてさ。あいつ、一体何を考えて──くっ、いててて」

　全身の火傷やけどに加え、トラップにやられたのかあちこち切り傷も目立っていたが、それらさえまだマシだと思える程、痛々しく焼け焦げたレッドの左腕は、肘からごっそり焦げ落ちていた。

「それ、治せないんですか？　レッド様、すごい呪文を色々使えるじゃないですか。ガルムさんの顔だって、レッド様が治したんでしょ？」

「俺が回復魔法を使うには、左手がなきゃダメなんだ。パッチにもその辺を説明しちゃって……はは。もう少し、人を疑う事を学ぶべきだったなって言われたよ」

　──ほんと、鍛えてばっかりいないで、もう少し人を疑う事を学ぶべきですね。

　それはいつだったか、アイアがレッドに言った言葉だ。自らの浅はかさに憤いきどおりたくなるも、それも含めて償う為ために、アイアは両手をレッドの傷口に添えた。

「アイア、何する気だ？　っていうか、どうして君がこんな所まで」

「わたしに任せて下さい。レッド様を助けたくて、わたしはここまで来たんだから」

　自らの十字架クルースが役立つ事に少なからず高揚感を抱き、アイアは傷口に添えた両手に力を込める……しかしどれだけ祈ってもレッドの傷は治らず、銀時計も一向に光を放たない。

「そんなっ、どうして!?　さっきは直せたのに」

「急にどうしたんだ？　どういう事か説明してくれ」

　左手を失い、全身傷だらけになっても尚なお、レッドの微ほほ笑えみはアイアの心に沁しみ込み、そしてその優しさが却かえって辛つらかった。だが甘えてばかりいる訳にもいかないと、アイアはレッドと離ればなれになってからの経緯を、一から説明し始めた。

　パッチは最初からアイアを狙っていた事、謎の咎とが人びとラストと再会した事、アイアの正体は〝怠惰〟の大罪人で、銀時計の十字架クルースは何かを治す能力だという事。

　離ればなれになっていたのはほんの僅かな筈はずなのに、なんだかもう随分レッドと会えていなかったように感じてしまい、アイアの口からは次々と言葉が溢あふれていった。

　アシーヌの独特な死生観、アイアの生前の記憶……そしてアイアとガルムの浅からぬ因果。話していて気持ちいい話題ではない筈はずなのに、レッドが聞いてくれているだけで、何な故ぜかアイアはもっともっと話したくなる。

「そうか、ガルムは君の妹でもなかったのか……って事は多分、ガルムの顔はあの双子と同じパターンなのかもしれないな」

「そっか！　巨人城に来てからあの顔になったなら、生前どんな顔でも関係ない、ですね」

「案外顔を焼き潰したのも、その辺が理由だったりするのかもな」

　確かに理由は依然不明だが、あれだけアイアを恨んでいるのに、そのアイアと似た顔になってしまったら、ガルムならそれくらい平気でやってのけるだろう。

　──そう言えば、ラストさんの顔もわたし達たちとそっくりだったけど……結局あの人、一体何者だったのかしら。

「なぁアイア、他に何かガルムについて、分かった事はないか？」

「向こうはわたしをはっきり覚えてるみたいです。こんな首飾りも返されましたし」

「これって!?　……違う。似てるけど、ただの石だ」

　結局ガルムから渡されっぱなしになってしまった青い首飾り。受け取ったレッドは一瞬目を丸くしたが、どうやら何か勘違いしていただけのようだ。

「これ、元々はアイアの物だったのか……どこで手に入れたんだ？」

「昔ガルムさんが作った物らしいです。なんでも、わたしとガルムさんが憧れてた勇者様の真ま似ねをしてみたとか」

「憧れの勇者？　いや、でもこれは……」

「わたしが勇者に憧れるなんて、正直信じ──あ、レッド様は別にその別というかなんというか……とにかく！　ガルムさんの言葉なんて、あまり鵜う吞のみにしない方がいいと思います」

「成程、でもそれじゃあ……いや、でも……そういう事か」

　レッドは返事もおぼつかず、しばらくブツブツと一人呟つぶやいていたが、やがてなんらかの得心を得たのか、首飾りを返してきた。

「もういいんですか？」

「あぁ。少なくとも、ガルムは君の知り合いだった。それだけ分かれば、今はいい」

「そうですか。それ、一旦預けておきます。お守りなんですって。効果は保証しかねますが」

「そんな、受け取れな……そうだな、ちょっと借りておく。本物は、俺には荷が重いから」

「本物、ですか？」

「いや、なんでもない。忘れてくれ」

　慌てたレッドは受け取った首飾りをつけると、誤魔化すように外の状況を確認する為ため、隠し扉を慎重に開き、今も尚なお暴れ回るガルムを覗のぞき見た。

「アルゲントゥム！　でぇぇぇぇてぇぇぇぇぇこぉぉぉぉぉぉい！」

　ガルムの撒まき散ちらす青い炎は、壁を焼き床を焼き柱を焼き、まるで山火事のように辺り一帯を飲み込んでいく。

　既にガルムの身体からだで燃えていない場所はなく、あの熱気の中あれだけ吠ほえれば、恐らくとうに喉さえ焼き潰れている筈はずだが、それでも怨えん嗟さの炎が止まる気配は微み塵じんも感じられなかった。

「ところで、ちょっと気になってる事が……どうしてレッド様って、氷の魔法ばっかり使うんですか？　とっても綺き麗れいだけど、正直ガルムさんに効くとは思えないんですが」

「それは………………勿もち論ろん、勝つ為ため──」

　何な故ぜか気まずそうに視線を逸そらしたレッドを見て、アイアは確実に何か他に理由が……それも、恐らく例の女師匠に関わる理由があるのだと確信した。

「噓うそ、ですよね？　正直に言って下さい」

「そんな事……そんな眼めで見ないでくれ。どうしてそこまで言い切れるんだ？」

「女の勘ってやつ、ですかね」

「むぅ…………敵かなわないな。実は、これが理由なんだ」

　根負けしたレッドが見せてきたのは、先程折れてしまった幻の宝剣、その柄だった。

　蒼あおい刀身は見るも無残に根本から折れてしまっていたが、柄に嵌はめられた宝玉は、未いまだ褪あせる事なく深海のような輝きを放っていた。

「この宝石、〝大海龍の鱗リヴアイアサン〟って言って、〝時の巨神将クロノス〟と同じ天然の魔石なんだ」

「へぇ。魔石に天然物とかあるんですね。なんとなくですが、そういうのって錬金術師さんが、工房でせこせこ作ってるってイメージでした」

「せこせこって……それは人工の場合だな。天然の魔石っていうのは、霊峰とか深海みたいな所いわ謂ゆる聖域で、長い間魔力を貯ため込んだ石が自然とそうなるものらしい」

「ふ～ん。それで？　それがどうして、氷の魔法しか使わない理由なんです？」

　アイアが重ねて訊たずねると、レッドは柄だけになった宝剣を、複雑そうな眼まな差ざしで見下ろした。

「天然の魔石は強力だけど、人工物と違って魔力が固定化されてないから、他の魔力の干渉を受けやすい──って、難しかったか？」

「マリョクノコテイカ、ですか……成程、分かりません」

「あー、そうだな。簡単に言うと、この蒼あおい魔石は水とか氷の魔法を使う分には、強力な手助けをしてくれるんだけど、それ以外の魔法を使うと、逆にこの魔石の色が濁るんだ」

「濁っちゃダメなんですか？　価値が下がっちゃうとか？」

「そういう訳じゃないんだが……この剣、師匠からの貰もらい物ものだからさ。出来れば貰もらった時のままにしておきたくて。うんまぁ、それだけだ。勿もち論ろん、偽にせ物ものなのは分かってるんだけどさ」

　──やっぱりお師匠さん絡がらみか。この二人の間には、わたしなんか入れないのかな……当然、ですよね。

　照れ臭そうに柄だけの宝剣を鞘さやに納めたレッドを見て、アイアはやはりこの青年は、例の女師匠に並々ならぬ想おもいを抱いているのだと悟る。しかし、

　──どれだけ長く想おもったかなんて関係ない。大切なのは、どれだけ強く想おもったかよ？

　まるでこうなる事を見越していたかのような、アシーヌの言葉が脳裏をよぎる。

「そう、ですよね……って！　だからレッド様はそんなんじゃ──」

「俺がどうかしたのか？」

「え？　あっ、なんでもないです！　そんな事より！　レッド様の用事は済んだみたいですが、これからどうします？」

「そうだな。正直折れた剣と片腕じゃ勝算はかなり低い。今は逃げるしかないと思う」

　レッドは不思議そうに首を傾かしげていたが、状況が状況故か、特に言及してこなかった。アイア自身、今はそんな事を考えている状況ではないと、即座に人魚姫の戯たわ言ごとを頭から切り離す。

「ひとまず胴体部から離れるとして、逃げ道とか分かるか？」

「大体の方向は分かるんですが……困った事に、丁度ガルムさんが立ちはだかってる方なんです。レッド様なら、わたしを担かついで逃げられない、ですかね？」

「うーん……両腕があればともかく、このまま逃げ出しても、二人ともすぐ丸焼きになるのがオチだ。俺が囮おとりになる。その間に、君だけ先に逃げてくれ」

「レッド様……そんな、いけません。絶対ダメ！」

「勘違いしないでくれ。俺だってこんな所で死ぬ気はない」

　──噓うそだ。

「でもガルムを黙らせるにしろ逃げるにしろ、右腕一本じゃ万が一って事もあるだろ？」

　──噓うそだ！

「わたしも勇者様と一緒に……わたし、生前は回復呪文が使えたんです。十字架クルースは使えなくても、きっとお役に！」

「そうか。だったら尚なお更さら、アイアは先に生き延びて貰もらわないと。俺はもう回復呪文を使えないから、お互い確実に生き延びる為ためには、別々に行動した方がいいと思うんだ」

　──そんなの噓うそだ!!

「そんな手で、一体どうやって戦うつもりですか？　どうやって、逃げ切るつもりなんですか？　答えて下さい。レッド様！」

「自分で考えて、決めた事だから……それにしても、アシーヌはいい事言うな。もしまた会えたら、今度はもっときちんと話してみたいな」

　それは、死んでもやってはいけない事か、死んでもやるべき事かどっちなのか……答えなんて、最初から分かり切っている。

　それでもアイアはレッドを止められなかった。だってこれは、レッドが初めて自分で考えて決めた事なのだから。

　それでもアイアはレッドを止めたかった。だってレッドは、巨人城に来てから初めて、アイアが自分の意思で助けたいと思った人なのだから。

　アイアが視線で訴えかけるも、レッドは誤魔化すように今一度にっこりと微ほほ笑えむと、片方だけになってしまった手を、アイアの銀色の頭にそっと乗せた。

　レッドはまた噓うそをついている。それは分かり切っているのに、どうしてもそれを口に出せなかったのは……この状況でアイアが何の役にも立たないどころか、レッドの足を引っ張るだけだと分かっていたからだ。

　アイアは両手でレッドの手をギュッと握ると、狭い隠し扉の中で、頭一つ分上にあるレッドの目線を、自分の高さまで引き寄せた。

「絶対死なないで。約束して下さい。もし破ったら、死んでも恨みます」

「アイア……？」

「レッド様こそ勘違いしないで下さい。今レッド様に死なれたら、余計な罪悪感を背負っちゃいます。わたしは生前の罪だけでいっぱいいっぱいなんです。これ以上いりません」

　アイアは零こぼれかけた涙を誤魔化す為ため、レッドのこめかみ辺りから生えた杭くいをグラグラと揺らすと、乱暴にレッドから手を離した。フラフラと頭を揺らすレッドは一瞬面食らったものの、すぐ朗らかに微ほほ笑えむと、ゆっくりと頷うなずいてみせた。

「分かった、約束する。じゃあ行ってくるよ。俺が出来るだけ引きつけるから、アイアは適当なタイミングで逃げてくれ」

「レッド様……」

「アイアが逃げ切ったら、俺もすぐ胴体部ここから脱出するよ。お互い咎とが人びとなんだ。罪を償い終えない内は、またどこかで会えるさ」

「レッド様！　やっぱり行っちゃだめ！　行ったら──あ」

　土ど壇たん場ばで思い直したアイアはレッドの手を握ろうとしたが、握ろうとしたその先にレッドの左腕は既になく、息が詰まるような熱風と入れ替わりに、レッドは隠し部屋から出ていった。

　いつだったかもこうやって、誰かの背を見送った覚えがある。

　行かせてはならない。行ってしまったら、もう帰って来られないから。

「何が……命懸けで綺き麗れい事ごとを実践する人ひと達たちだ」

　アイアはいつだってそうやって、戦えもしない癖に偉そうな事ばかり言うだけだ。あの時だってそう思った筈はずなのに、結局彼女を見送る事しか出来なかった。

「でもどうして？　どうして勇者だからって、そう簡単に他人の為ために命を懸けられるの？　ねぇ、答えてよ……ヘルガ！」

　ドクン、ドクンと胸の鼓動と共鳴するように、胸に刺さった杭くいからジクジクと痛みが広がっていき、アイアの思考は再び過去罪へ向かっていった。




　心からの訴えに、幼おさな馴な染じみのヘルガは朗らかに笑って答えた。

　もう顔は思い出せないが、少女の頃から男勝りだったヘルガの笑みは、村の大人よりずっと頼もしかった。

「前にアイアが言っていたじゃないか。誰かを助けるのに、一々理由なんていらないって」

　──ヘルガまでそんな事言って。皆この間の勇者に影響され過ぎよ！

「そうかい？　勇者心得、私は好きだけどな。なんて言うか、これを口ずさむと自然と勇気が湧いてくるんだ」

　──そうは言っても……そもそもヘルガ、貴女あなた正式に勇者の資格を取った訳じゃないのよ？

「確かにそうだけど、今この村で剣を握れるのは、私くらいしかいないんだから、私が戦うしかないじゃないか」

　そう、今村に大人の男は一人もいない。近隣の大規模な事業に駆り出され、皆出稼ぎに行ってしまったのだ。どうしてよりにもよって今このタイミングで……どれだけ魔物を呪っても、それで魔物の進軍を止められる筈はずもない。

「勘違いしないでくれ、私だってこんな所で死ぬ気はないよ。でも村を守るにしろ皆で逃げるにしろ、私一人じゃ万が一って事もあるだろ？」

　──あたしもヘルガと一緒に戦うわ！　少しくらいなら、回復呪文だって使えるんだし……、

「だからこそ、君に助けを呼んで来て欲しい。皆が生き延びる確率を少しでも上げる為ためには、別々に行動した方がいいと思うんだ」

　──ヘルガ、わたし怖いわ。一人で助けを呼びに行くなんて、わたしには無理よ。

「大丈夫、君が戻るまで村は私が死んでも守る。勇気を振り絞って！　アイアは任せ──」




「GAAAAAAAAAAAaaaaAAA！　貴様ぁ！　アルゲントゥムをどこに隠した！」

　壁の向こうから聞こえてくるガルムの咆ほう哮こうに、アイアはハッと現実に引き戻される。

「何今の。どういう事？　ガルムがヘルガ？　じゃああの血ち塗まみれの子は……わたしは一体、誰を死なせてしまったの?!」

　少しでも情報を得ようと、アイアは恐る恐る隠し扉を開けてみると、外の通路では片腕になったレッドが、未いまだに怒り狂うガルムと対たい峙じしていた。

　ガルムは既にその身のほとんどが焼けていて、秩序の番犬ケルベロスのメンバーをほとんど食い尽くした所せ為いか、両腕を貫く杭くいは見た事ない程大きくなっていた。

「貴様ぁぁぁぁ！　邪魔をする何な故ぜ！　だって貴様勇者だろうに端くれ！」

「悪いけど、もう手加減する理由はないからな」

「殺す！　私のする邪魔を殺すなら！　貴様の裁く罪は私が！」

「お前なんかに殺されてやる訳にはいかない。少なくとも、アイアが逃げるまではな」

「アイア？　アイア……アルゲントゥゥム!!　あの大罪人め！　そうだ、思い出した。すまない[image: Γ][image: α]M、私は貴女あなたの……貴女あなたとの約束を守る為ため、アイアを守らねばならなかった！」

　轟ごう々ごうと燃え盛るガルムの狂気に、直接それをぶつけられているレッド、そして傍そばで聞いているアイアでさえ、思考が止まりそうになるのを感じた。

　──ガルムあの子は色んなものが許せない余り、今じゃ何が許せないのかも分からないまま、憤ふん怒ぬの炎を燃やし続ける哀れな子なの。

　──ガルムあいつは魔物が、世界が、咎とが人びとが、自分が、他人が、何もかもがどうしても許せなくて、今じゃ何で許せないのかすら思い出せずに、怒り続ける哀れな奴やつなのさ。

　アイアの悔悟やレッドの覚悟、そして双子の哀あい憫びんでさえ、きっとガルムにとってそれらは等しく炎にくべる薪でしかないのだ。炎の強さは、そのままガルムの怒りの強さ。憤ふん怒ぬの炎は、この世全てを焼き尽くすまで、決して果てる事はない。

「GAAAaaAAあああaあああああAAAAA！　AイAぁaaaぁぁぁあAA！」

　痛切な咆ほう哮こうを上げる度、勢いを増す一方の炎は巨人城を燃やしていく。

　そうやって罪を重ねれば重ねる程、ガルムの炎と腕の杭くいは益ます々ます大きくなっていき、やがて青い燎りよう原げんの中心で、【憤怒の炎】は徐々に確かな輪郭を帯び始めていった。

「……驚いたな。魔神の次は、まさか幽世の魔物だなんて」




　それは、青い炎で構成された巨大な三頭犬だった。

　右の頭は目を、中央の頭は口を、左の頭は耳をそれぞれ焼き潰し、滅め茶ちや苦く茶ちやに吐き続ける罪と罰の炎の中で、炎の魔犬ケルベロスは益ます々ます大きくなっていく。
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「これこそが完全なる勇者の姿。私は負けない！　もう誰にも！」

「それが勇者の姿だって？　笑わせるな。お前は……俺おれ達たちはただの罪人だよ」

「黙れ！　黙れ黙れだまれ黙れ！　偽にせ物ものの癖に！　真の勇者になれない癖に！」

「そうだな。俺もお前も偽にせ物ものだ。だからここで、終わらせてやるよ」

「だぁぁぁAぁぁまAあAぁぁAAああぁあれぇぇぇぇぇEええぇぇぇEEEぇえ！」

　──なんでわざわざ、あんな挑発しなくたって！

　隠し扉の裏側で、息を吞のみレッドとケルベロスの戦いを見守るアイア。

　レッドがらしくもない挑発を重ねるのは、きっと脱出路から少しでもケルベロスを遠ざける為ために違いない。

　しかし怒りの炎で肥え太った魔犬は、移動すら満足に出来ないのか、その身を焦がす炎の勢いばかりを増し、一向に仕掛け扉の近くから動こうとしてくれない。

「こっちだガルム！　片腕の俺が怖いのか？　《氷晶槍アイスブロツク》！」

「無駄だ偽にせ物もの！　同じ手を何度も！　食くらうものか！」

　レッドの右腕から巨大な氷柱が現れるも、鋭利な氷の刃は青い炎に見る見るうちに溶かされてしまい、ケルベロスに届く頃には角の取れたただの氷塊になってしまっていた。

　レッドの魔力で編み出した氷は、炎の海の中でも完全には溶け切らず、かろうじてだがその存在を保ち続けていた。

　おそらくレッドや宝剣の魔力が高いからなのだろうが、ここに来るまでにいくつも転がっていた氷片や氷晶は、その個数だけレッドの攻撃が阻はばまれた何よりの証あかしでもある。

　氷の呪文は魔犬には効かない。そんな事レッドだって理解している筈はずなのに、そうまでして、師への義理に殉じたいというのか……そんなにも、師への想おもいは強いというのか。

　──お願いレッド様、死なないで。

「もう貴様は救えない。その頭を貫く罪の証あかしは、決して祓はらう事は出来ない！」

「……アイアの言う通りだな。何を言ってるのかさっぱりだ」

「その名を口にするなぁぁあ！　穢けがれた咎とが人びとめ！　貴様も、あの女も！　皆穢けがれている！」

　魔犬の攻撃を躱かわしながら挑発こそ続けるが、明らかにレッドの動きは精彩を欠いていた。

　罪の証あかしの所せ為いか、全身の怪け我がの所せ為いか、なんだかんだケルベロスの狂言を真に受けてしまっているのか……きっとその全てなのだろう。

「貴様等の死を以もつて、私が貴様等の罪を祓はらう！　私が貴様等を救ってやる!!」

「あぁ……タンザ、ターフェ。なんだかやっと分かった気がするよ。罪は償うものでも祓はらうものでもない。許すものなんだな」

「私は貴様を許さない！　故に死の救いを！　故に死の裁きを！」

「それを決めるのはお前じゃない。それが分からないから、お前はずっとそのままなんだ」

「貴様ぁ………死んで、死んで贖あがなえぇぇぇぇぇぇぇぇええええ！」

　レッドの一言を切っ掛けに、それまで這はい蹲つくばり炎を撒まき散ちらすばかりだったケルベロスは、まるで炎の矢のようにレッドへ跳びかかって行った。

　隠し扉から脱出路までのルートががら空きになり、アイアは待っていたとばかりに通路へ躍り出る。

　──後はレッド様も脱出出来れば……、

　胴体部から逃げ出そうとしたその瞬間……アイアが逃げ出すのを見て、安心したように微ほほ笑えむレッドと、アイアは眼めが合ってしまった。

　最初から分かっていた。レッドはアイアの為ために死ぬつもりだったのだ。それこそがレッドの死んでもやらなければならない事なのだと。レッドの罪を償う行為なのだと。

　──……ごめんなさい、わたしの所せ為いだ。

　一秒より短い一瞬、聞こえる筈はずのない言葉が、アイアの胸に届いた気がした。




《いいよ、許す》




　こんな事になるなら、レッドを追って胴体部に来るんじゃなかった。こんな事なら、もっと十字架クルースについてラストに聞いておくべきだった。

　アイアが胴体部へ来なければ、レッドだってもっと上う手まく逃げられたかもしれないのに。アイアがもっとラストから話を聞いていれば、レッドの怪け我がを治せていたかもしれないのに。

　今アイアには、二つの道が示されている。

　後ろには安寧への逃げ道、胴体部から逃げ切れさえすれば、もう二度とケルベロスに会う事もないだろう。そして前には……レッドの喉元へ飛び掛かる、ケルベロスへ続く死出の道。

　レッドはアイアを逃がす為ためだけに、その命を捧ささげてくれたのだ。ならばアイアが選ぶべきは、普通に考えれば後ろの道に決まっている。

　人は得てして何かを選ぶ際、選ばなかった方を捨てねばならない。

　決断したアイアは踵きびすを返かえした……もう後悔だけは、したくなかったから。




　その瞬間、今まさにレッドに襲い掛かっていたケルベロス、そしてケルベロスを受け入れるように棒立ちになっていたレッドが、地下水路で見た銀色の光に包まれていった。

　レッドの眼前にいるケルベロスと、遙はるか後方にいるアイア、常識的に考えれば、どちらが先にレッドの元へ辿たどり着つくかなど、まさに火を見るよりも明らかというものだ。

　しかし一瞬より短い刹那、銀の光が辺りを包んだ瞬間、気付けばケルベロスとの差は僅かだが、しかし確実に縮まってきていた。

　鈍い銀光に包まれた虚こ空くう、まるで見えない糸に引っ張られているかの如ごとく、跳びかかった態勢のまま空間を逆戻りし始めていたケルベロスは、遂ついにアイアに追い抜かれていった。

「！え　え　え　え　ぇ　ぇ　ぇ　ぇ　ぇ　ぇ　ぇ　ぇ　え　贖ながあ　で　ん　死──」

　異変はそれだけではなかった。完全に消失し、先程はどれだけ祈ろうとまるで治らなかったレッドの左腕も、見る見るうちに元通りになっていったのだ……そうまるで、

　──まるで、時間が戻ってるみたい。そうか、これがわたしの能力だったんだ！

　この時空で唯一普通に動けるアイアにとって、未いまだ逆戻りし続けるケルベロスと、棒立ち状態のレッドの間に立ちはだかるのは実に容易な事だった。

　──あぁそうか。きっとこれが、わたしの死んでもやらなきゃいけない事だったんですね。

　だからレッドを押おし退のけた途端、辺りを包んでいた銀の光が消え始めても、アイアはいたって冷静なままそれを受け入れていた。

　今なら心から言える。死ぬ事は怖くない。怖いのは、胸に悔いを残したまま生き続ける事。

　アイアにもう後悔はない。だってどんな形であれ、昨日と違う明日を迎えられるのだから。

「いいですよ。来なさいヘルガ。約束を守れなかったけじめ、今ここでつけましょう！」

「──死んで贖あがな──！　なっ、何ぃいいい!?」




　銀の光が完全に消えた途端、見えない糸に引っ張られていたケルベロスは、戻っていく時の流れに身を任せ、限界まで引き絞られた弓矢の如ごとく、その凶きよう刃じんをアイアに突き刺した。

　胸の痛みに比べたら、こんなものちっとも痛くなかったし、あの日の炎に比べたら、ヘルガの青い炎は熱くもなんともなかった。

　レッドを庇かばってケルベロスの一撃を受けたアイアは、上半身を残しバラバラとなり、青い業ごう火かが舞う通路へ、自分の欠片かけらを撒まき散らした。




「アイア!?　なんで……何やってんだ……アイアァァァァァァ!!」
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「何やってんだ……アイアァァァァァァ!!」

　一瞬の出来事だった。レッドでさえ何が起きたかさっぱりだ。

　確かに幽世の魔犬ケルベロスを引きつけ、その隙にアイアの脱出を確認した筈はずなのに、次の瞬間には何な故ぜかアイアが目の前にいて、代わりにケルベロスの一撃を引き受けてしまったのだ。

　上半身を残し粉々に四散したアイアの身体からだを、レッドは咄とつ嗟さに抱きしめる。その時点でようやく、左腕がいつの間にか元通りになっていた事にも気付いた。

　両腕を取り戻したレッドは、アイアを抱きかかえたまま身軽に三つの頭を潜くぐり抜ぬけ、一旦ケルベロスと距離を取った。このままここで戦っては、地獄の業ごう火かにアイアを巻き込んでしまう。

「こいつ、急に動きが!?　無駄な足あ搔がきを！　どうせ死ぬんだ。ここでお前らは！」

「そうはさせない。元勇者、憤ふん怒ぬの大罪者ガルム……決着を付けよう」

「付けるだと、決着を!?　笑わせるな！　効くものか！　貴様のちっぽけな氷など！」

「それはさっきまでの話だ。今の俺にはアイアがくれた腕がある。それに、こいつもな！」

　半壊したアイアの上半身から、輝く片手剣が覗のぞいていた。蒼あおく輝く刀身、そして柄には魔石〝大海龍の鱗リヴアイアサン〟がはめ込まれた、この世に二つとない至高の宝剣オチェアーノ。

　巡り巡って本物の宝剣を手にしたが、それまで使っていた折れた偽物レプリカを簡単に捨てる気にもなれず、右手に本物を、そして左手の偽物レプリカはナイフのように逆手に持ち、レッドは双剣となったオチェアーノの刃を、荒ぶるケルベロスへと向ける。

「もしかしたらとは思ってたけど、やっぱりアイアが持ってたんだな」

「ごめん、なさい。言い、出せなくて……でもどうして」

「理由は聞かない。ちゃんとこうして返してくれたから。だから、許す」

「理解出来ない。何な故ぜ許す、何な故ぜ許せる?!　許せるのは、貴様にとってどうでもいいからだ。どうでもいい物だからだ！」

「……そうだったのかもな。ずっと考えてたんだ。どうして偽物レプリカの剣は、あんなあっさり折れたんだろうって」

　きっとレッドにとってこの剣は、強さの象徴シンボルであるのと同時に、師の象徴シンボルなのだと思う。神童と謳うたわれたレッドにとって、ただ一人実力を認めた師匠は強さそのものだったから。

　宝剣を手にした時、レッドはこれが偽にせ物ものだと分かっていても、不思議と安心したのを覚えている。そして同時に思ってしまった……これでもう、何がどうなろうと大丈夫だと。

　しかし咎とが人びとに堕おちてしまい、レッドは初めて恐怖を覚えた。戦って死ぬのは怖くない。怖くなったのは、このまま誰かの言いなりになって、何も考えずに戦い続ける事だ。

「この幻のオチェアーノは俺の心そのものだ。剣が折れたのは、俺の心が折れかけていたからだったんだろうな」

「Grrrrrr……私は違う。私は折れない、私は許さない、決して！　許さないぞ！　誰も！」

「ガルム、きっとそれが、お前の罪の輪ってやつなんだ」

　レッドが宝剣を構えると、輝きを増す二つの刀身は蒼あおい光の軌跡を描き、柄にはめられた宝石もまた、刀身に共鳴し光り輝いていく。

　対して炎の怪物と化したガルムは、より一層憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを滾たぎらせて、三つの頭から自らさえ焼き尽くす青い炎を撒まき散らした。

「私の罰が憤ふん怒ぬの炎だ！　止められるものか！　ソんナ剣で我が十字架ガ！　倒セルものか！　貴サマのようなニせ者に、〝シン〟の勇者がああAAAAAAぁぁぁAAAAAああ!!」

「オチェアーノをただの剣と思うな！　真の勇者をただの戦士と思うな！　俺の心はもう折れない。お前の罪の輪……今俺が断ち切ってやる！」

　怒りが臨界点に達した魔犬を前に、レッドは口早に詠唱を紡つむぎ、自身の魔力を世界へ繫つなぐ。

「《白き翼は潔白の未来、黒き牙は原罪の過去──」

「サセるカ！　何もさせなイ！　私ノ贖しよく罪ざいはジャ魔さセナい！　私ハ貴様ヲ許サない!!」

　レッドの一言を切っ掛けに、それまで這はい蹲つくばり炎を撒まき散ちらすばかりだったケルベロスは、まるで炎の矢のようにレッドへ跳びかかって行った。

　魔犬の三方向からの猛攻に対し、蒼あおい双剣で巧みに捌さばき続けるレッドは、その間も詠唱を紡つむぎより一層魔力を練り上げていった。

「──我は精霊の守護者、過去を赦ゆるし未来を拓ひらく者なり──」

「この罪を裁くのは私だ！　貴様には渡さない。だって許せないから!!　私が貴様等全員を裁く。全ては私の怒りと炎だ。だって私の罪だから！」

　その咆ほう哮こうに悲哀を感じ取り、レッドはようやく双子の言い分を少し理解出来た気がした。

　ガルムは確かに狂ってなどいなかった。しかしガルムは罪に向き合おうとする余り、罪そのものしか見えなくなっていたのだ。

「一度頭を冷やせガルム。そうすればきっと、もっとちゃんとお前の罪も見えてくる」

「トウ然ダ！　見ルニ決マッテいル！　見レばミる程ミル事の何ガ悪い!!」




「でもヘルガ、それは結局……何も見えていないのと、一緒です」




「ヘル、ガ……？」

　生前の名前アイアの言葉を聞き、禍まが々まがしく燃え盛る魔犬の動きが一瞬止まる。折よく魔力も臨界点を迎え、レッドはオチェアーノの剣つるぎを指揮棒タクトのように振ると、最後の一節を紡つむいだ。

「──断罪。全ての罪人に、安らぎの眠りを！　極大氷結呪文コキユートス肆よん式・煉獄氷夜ジユデツカ》!!」

　蒼あおい光が通路に瞬またたいたその瞬間、それまで青い炎熱で弛し緩かんしていた空気が引き締まる。

　アイアは何が起きたか分からないのか、震えながら辺りを見渡していた。一方魔犬は蒼あおい極光に一瞬怯ひるみこそしたが、周囲を警戒しつつ再び跳びかかる機会を窺うかがっていた。

　最初の変化は、レッドの吐息だった。吐く息が、まるで雪のように白くなったのだ。

「Grrrrrrrrr。これ、は？」

「あれ、どうして……寒い？」

「アイア、ちょっと我慢しててくれ。すぐ終わらせるから！」

　部屋中を支配していた青い熱気が、瞬またたく間まに蒼あおい冷気に塗り潰されていく。ケルベロスの炎は既にそのほとんどが鎮火し、今や回廊を照らす蠟ろう燭そくでさえ風ふう前ぜんの灯ともし火びとなっていた。

「悪いなガルム。いや、ヘルガだったか。最後にいい事教えてやる」

「こンナモのデ！　私の罪が止マるモノかぁAAぁA！」

「勇者心得九九九条！　〝勝利の方程式は事前に組み上げるべし〟だ！　よく覚えておけ！」

　レッドがオチェアーノを高く振り上げた途端、それまで通路に散らばっていた氷塊や氷晶が一斉に膨れ上がり、レッドを指揮者に大合奏オーケストラの如ごとく、胴体部一帯を瞬時に凍り付かせた。

　ケルベロスはそれでも機敏に動き回り、張り巡らされていく氷の世界から逃げ回る。

　しかし刻一刻と強まる凍気は氷柱となり氷壁となり氷山となり、一切の反攻を許さず退路を塞いでいき、やがて魔犬の尻尾を完全に捕らえ凍りつかせた。

「ア、アアア、アルゲントゥム！　アイアァァァアアアア！　私は、私の罪を償う為ために！」

「ヘルガ、これで終わりだ。お前も、少し休め」

　暴れるケルベロスがどれだけ青い炎を撒まき散ちらそうと、それを上回る勢いで蒼あおい氷が周囲を覆い、もがく両脚を縛り上げ、遂ついに幽世の魔犬は、煉れん獄ごくの氷の前に完全に屈服したのだった。




「今までの、氷……この為ため、だったんですか？」

「そういう事。幻のオチェアーノでどこまでやれるかは賭けだったけどな。アイアが本物を返してくれたおかげで勝てた。ありがとう」

「わたしが、盗まなきゃ……もっと楽に、戦えてた筈はずです」

「屈辱だ！　盗ぬす人つとの所せ為いで負けるなんて！　……殺せ！　真の勇者になれない私に、生きる価値も罪を償う資格もない！」

　頭だけ突き出すように凍らされたヘルガは、丁度断頭台に括くくり付つけられた罪人のようだ。

　レッドは何も言わず、蒼あおい双剣を両手にヘルガに近づいた。すると……、

「待って下さい！　お願いします、ヘルガを殺さないで、くれませんか？」

「そこをどけアルゲントゥム！　私は貴様の情けなど受けない！」

「嫌です、絶対どきません！　わたしはもう、助けられた筈はずの命を見捨てたくないんです！」

「貴様……」

　レッドはヘルガとアイアを見比べると、どこか満足したように一対の宝剣を、ベルトの両脇に差し込んだ。

「……最初に言っただろ？　俺はこいつを倒す気なんてないって」

「馬鹿な！　何な故ぜだ!?　私が貴様等を殺そうとしたのだ、殺される覚悟だって出来ている！　貴様が真の勇者だと言うなら、四四四条の二項を全うしろ！」

　勇者心得四四四条は、〝敵への情けを忘れるべからず〟なのだが、二項には〝ただしこの世には、本当に煮ても焼いても喰くえぬ者がいる〟とある。勇者心得に従うのなら、ガルムはとうに救いようのない悪とみなすべきなのだろう。しかし……、

「それでも俺は、お前を許す。約束したんだ。自分で守るって決めた、大切な約束がな」

「ぬぅ、Grrrrrrr……約束、だと」

「レッド様！　その、わがままばかり言って、ごめんなさい」

「だって俺は勇者だから。困ってる人は極力助けたい。アイアも……ヘルガだって。勇者心得に書いてあるからじゃない。俺が放っておけないからさ」

　レッドが困ったように微ほほ笑えむと、アイアは複雑そうな表情で俯うつむいた。

「本当にごめんなさい。貴方あなたはとっても眩まぶしいから、見上げるととっても辛つらくて、つい妬ましくなって……自分と同じ咎とが人びとに墜とす為、わたし、とっても酷ひどい事を言いました」

「気にするな、なんて言うのは〝傲慢〟なんだと思う。だからこう言うよ……アイア、俺は君も許すから、君も俺の至らない点を許して欲しい」

「レッド様に至らない点なんて、ないんじゃ」

「そんな事ない。君が気付かせてくれたんだ。だからおあいこにしないか？　な？」

「……レッド様にそこまで言われたら、仕方がないから、許してあげます」

　ボロボロになったレッドとアイアは、互いの罪を許し合い微ほほ笑えみ合った。

　そんな二人を、氷漬けになったヘルガはどこか寂し気に見つめ呟つぶやく。

「……それが真の勇者の器か。所詮私は、どこまでいっても偽にせ物ものだったという事か」

「そんな事ないわヘルガ。わたしにとって、貴女あなたは今も昔も勇者です」

「アルゲントゥム、貴様は昔とは大違いだ。昔の貴様は勇者が嫌いだったじゃないか」

「どうでしょう。忘れちゃいました。昔の事は」

　完全に身動きが取れなくなったことで、ヘルガも多少は落ち着いたようだ。

　それでもやはりアイアには何か思うところがあるようで、アイアもまた後ろめたさ故か、二人の大罪人は、気まずそうにそっぽを向き合うばかりだったが。

「……ヘルガって、昔からアイアをアルゲントゥムって呼んでたのか？」

「レッド様？　急にどうしたんですか？　そもそもアルゲントゥムって、巨人城に来てからつけた呼び名だって言いませんでした？」

「ちょっと気になってたんだけど、さっき何度か名前で呼んでただろ？　もしかしたらそういう所から、昔の癖とか記憶が蘇よみがえったりしないかなって」

「どうでしょう。ヘルガがわたしの幼おさな馴な染じみだって事までは思い出せたんですが」

「……貴様等、一体何を言っているんだ？　貴様の名前など、断じて口にしたりするものか。アイアを見捨て、逃げ出した女の名前など」

　部屋ごと凍り付いていてもまだ分かるヘルガの熱気怒り。しかしレッドは勿もち論ろん、当事者であるアイアにもその言葉の意味は分からないので、不穏な空気がより一層背筋を冷やしてくる。

「あの……ヘルガ？　今のどういう意味だ？　だってアイアはアイアだろ？　アイア＝アルゲントゥム、それが怠惰の大罪人じゃなかったのか？」

　その時、ヘルガの怒りが上昇したのを感じ取ったレッドは、即座に宝剣を振り上げた。

　ほんの一瞬氷牢ろうに湯気が立ち上るも、レッドの指揮でより強固に固め直された氷塊は、より一層ヘルガを強く拘束し直した。

「アルゲントゥム！　やはり貴様、忘れてしまったんだな？　アイアの事まで！　貴様の大切な妹を……いや、貴様もそうだ。どうでもよかったから忘れたんだ！」

「落ち着いてヘルガ。アイアがわたしの妹？　じゃあ、わたしは誰？　アイアじゃないわたしは誰なんですか?!」

「アイアは貴様の妹の名だ。断じて貴様ではない。貴様は罪色に穢けがれた銀の女アルゲントウムだ！」

　予想外の展開に驚くレッドとアイア。唯一のアイデンティティだった名前を否定され、アイア──銀の少女は辛つらそうに俯うつむくも、返す言葉もないのか黙って項うな垂だれるばかりである。

「な、なぁヘルガ？　アイア……じゃなくて、この子の本当の名前、教えてくれないか？　この子だってもう充分苦しんだ。許してあげても、いいんじゃないかな？」

「そんな名前、口にしたら私まで罪に穢けがれる」

「でも、ヘルガだって名前を教えて貰もらった訳だろ？　おあいこって事で──」

「くどい！　それに勘違いしているようだが、私は自分の名前を自ら捨てたんだ。ヘルガとは、勇者に成り損なった罪深き弱者の名だ。最も早はや未練もない」

　取り付く島もないとはまさにこの事だ。しかしいくら拘束しているからといって、まさか尋問してまで聞き出す訳にもいかないので、困ったようにヘルガと銀の少女を見比べる。

「なぁ、今度こそ心臓部に行ってみないか？」

「心臓部ですか？　そうか、永久ゼンマイなら！」

「あぁ。君の過去が分かるかもしれない……罪を、償いたいんだろ？」

「なんだ？　貴様等何の話をしている？　罪を償うだと？」

　それまで頑かたくなに目を合わせようとさえしなかったヘルガは、その言葉を聞いた途端犬のような耳をピンと立て、食いつくように尋ねてきた。

「レッド様なら、永久ゼンマイを使って過去が見られるらしいんです。でもレッド様、一つだけお願いが……」

「分かってる、永久ゼンマイは壊さないよ。今や俺も咎とが人びとだから、自分で自分を殺す訳にもいかないしな」

「ごめんなさい。レッド様が巨人城を攻略しなきゃいけない事は分かっているんですが……でもやっぱり、わたし死ぬのは怖いんです」

「ふん。実に貴様らしい言い分だな、アルゲントゥム」

「誰だってそうさ。ヘルガだって、死ぬのは怖いだろ？」

「死など怖くない。罪を償えず、ただ日々を無為に過ごす事の方が、私はずっとずっと怖い」

　ヘルガの心からの言葉を聞き、レッドはそういえば先程からヘルガと普通に意思疎通が出来ている事に気付く。文字通り頭を冷やしたというのもあるのだろうが、双子の言う通りやはり彼女は最初から、狂ってなどいなかったという事か。

「ヘルガ、双子が言ってたよ。罪を知る者は罪人にあらず、でも自分が罪人じゃないと思う事が罪なんだって」

「……なんだそれは。意味が分からん」

「俺も最初はそう思った。罪の輪って一体なんなんだろうって。君も、きちんと罪と向き合ってみないか？　そして一緒に巨人城ここから出よう」

　レッドは努めて丁寧に訊たずねると、蒼そう剣けんを振るいヘルガを縛る術式を解放した。

　魔力が解かれた氷はゆっくりと溶けていき、すっかり鎮火した魔犬は崩れるように床に投げ出される。

「貴様正気か？　もう私が襲わないとでも思ったか？」

「話し合うのに、こんな物いらないだろ」

　レッドの愚かとも取れる行動に、銀の少女は一瞬驚きこそしたが特に否定も同意もせず、黙って事の成り行きを見守っていた。

　ヘルガは氷牢ろうが溶けた瞬間身構えたものの、肥大化した自分の罪の証あかしが否いや応おうなく目に入り、しばし両手を眺めた後、苦虫を嚙かみ潰したような表情で答えた。

「私はどうしても銀の少女アルゲントウムを許せない。そんな私が、今更貴様に頼る訳にはいかないだろう。罪とは祓はらうものではなく許すもの……これはお前が言った事だ」

「そうだな。確かにそう言った」

　きっと銀の少女を見て、今にも燃え上がりそうな怒りを我慢しているのか、両手をプルプルと震わせながら答えると、ヘルガは踵きびすを返かえし、そのままレッド達たちから離れていった。しかし、

「……頭では分かっていたんだ。お前を責めて、他の咎とが人びとを責めて、何もかもを責めて、楽になろうとしていたのは私の方だって」

「ヘルガ？」

「でも止められなかった。怒りに酔っている間は、腕の杭くいも痛まなかったから。だが今は……勇者よ、私がもっとも許せないのは、この弱い自分自身なんだ」

「俺、その気持ちちょっと分かるよ。何も考えなくていいって、なんだか楽で、なんだか居心地がいいんだよな」

「そうか、真の勇者に分かって貰もらえるとは光栄だ」

　ヘルガは出会って初めて、ほんの僅かに頰を緩ませるも、すぐまた眉間にしわを寄せ、憤ふん怒ぬに顔を歪ゆがませた。

「生前の私には、あの夜の怒りしか残ってなかった。復ふく讐しゆうの旅で無我夢中で魔物を殺し、最さい期ごはその報復で、魔物の家族に殺された。結局今も昔も、何も考えなかったのが仇あだになったんだ。それではただの畜生ケダモノだ……犬になるのも当然だな」

　不意に立ち止まったヘルガは、気付いてみればいつものように四足ではなく、二本の足で立っていた。それは当たり前の事なのだが、とても人間らしい事のようにレッドは思えた。

「一度ゆっくり、自分の罪と向き合ってみようと思う…………アルゲントゥム、一つだけ教えてやる。貴様の名は、その銀時計に刻まれている筈はずだ」

「でも、アイアは妹の名前なんじゃ」

「あぁそうだ。あの子はまだ読み書きが苦手だった。だから私が教えた名前の綴つづりを、一画刻み忘れたんだ…………貴女あなたは先に城を出ていてくれ。今度は、貴女あなたが待つ番だな」

「え、ヘルガ……待って！」

　呼び止めるもヘルガは振り返りもせず、それに呼応するかの如ごとく胴体部の空間も捻じ曲がり、気付いた時には青い魔犬だった女性は消え去っていた。

「あの人、ここから出られますかね？」

「出られるさ。だって君を許せたじゃないか。いつかきっと、自分を許せる時も来るさ」

「そう、ですよね……行きましょうレッド様。今度こそ心臓部へご案内します」




　二人きりになった回廊は、時空の捻ねじれにより焦げ跡も氷塊も消え去り、青い蠟ろう燭そくが揺らめくだけの通路になっていた。

「なんだか、今までよりすっきりしたみたい、ですか？」

「前来た時よりも、トラップの気配がずっと少なくなってるみたいだ。流石さすがにまだゼロって訳にはいかないようだが」

「生真面目な子だったから……でも安心しました。ヘルガはもう魔犬ガルムにはなりません。わたし達たちもさっさと出ないと、ですね。待つどころか、置いてかれたら困っちゃいます」

「それはちょっと恥ずかしいな。ところで君の事、結局なんて呼べばいい？」

「そうですね、ひとまずアイアでお願いします。あ……その、わたしも勇者様を、なんて御呼びすれば宜よろしいですか？」

　そういえばレッドとはそもそも、〝傲慢〟の大罪人スカーレッドから取った仮の名なのだった。時間など関係ないと言っても、そう思えてきてしまう程、気付けばレッドも随分永くこの城に囚とらわれた。

「レッドでいい。君をアイアと呼ぶのが俺だけなら、君だけは俺をレッドって呼んでくれ」

「分かりました。では本当に恐れ多いですが、改めまして、レッド様と」

「じゃあ行くか。でもアイア、心臓部への道、ちゃんと思い出したのか？」

「心配いりません。もう間違えてトラップ部屋……な～んて展開にはなりませんから。なにせ無駄に罠わなに詳しいネズミがもういませんからね」

「結局パッチには逃げられたな。あ！　そう言えば！」

「な、なんですか?!　急に大きな声出さないで下さいよ」

　眼めを丸くするアイアに謝りつつ、大切な事を思い出したレッドは、腰に差していた二つのオチェアーノを今一度取り出した。

「アイアの十字架クルース、改めて考えるとすごい強力だと思ってさ」

「結局その剣、なんでわたしの中に戻ってたんですかね。その～、頭部で〝強欲〟のドラスさんに会った時、わたしその剣売っちゃったん、ですが……」

「へぇ、そうだったのか。へぇ～……まぁそれは置いておいて。推測だけど、多分この剣を売った過去よりも、さらに過去に君は遡ったんだと思う」

「ふぅん。でも過去に戻るだけなら、【憤怒の炎】の方がずっと強いんじゃないですか？」

「とんでもない！　前も言ったと思うけど、いつだって変えられるのは未来だけだ。でも君の能力は過去を捻ねじ曲まげてる。つまりアイアの能力は、ある意味神様よりすごいんだ」

「うーん……正直わたしには、魔法の事なんてよく分かりません。十字架クルースにしたって、結局どうやったら発動するのかも分かりませんし」

「その銀時計が鍵なのは間違いないと思うんだけど」

「そうですね。でも、明日を迎えられない能力なんて、どんなに強くてもわたしいりません」

「……それもそうだな。よし、じゃあ今度こそ行こうか」

　思えば随分あちこち連れ回されたものだが、結局最初に出会った時のまま、アイアに連れられ心臓部を目指す事になるのだから、因果というのはよく分からないものである。

　しかしそんな奇妙な探索も、ようやく終わりが見えてきた。

　今度こそ巨人城から脱出する。それもアイアと一緒に。今一度決意を新たにしたレッドは、アイアに連れられ、青い炎が細々と揺れる通路を後にした。




　もうトラップとはおさらばだと思っていたレッド……しかし道中一度だけ、アイアが本気で間違えスイッチを踏んでしまったが、発動した罠わなはただのネズミ捕りだったので、特に怪け我がする事なくレッド達たちは、あっさりと心臓部へと辿たどり着つくのだった。





２






「ここが心臓部か。へぇ。銀の炎なんて、世界中探してもここだけだろうな」

　銀の炎揺らめく心臓部は、今までのどのエリアよりも狭く、暗く、そして重苦しかった。

　罪の巨人〝シン〟……その中枢たる部位はたった一つしか部屋がなく、中央に不気味な存在感を放ち鎮座している機械を除けば、どうやらこの部屋には何もないようだ。

「あれが永久ゼンマイ、わたし達たち咎とが人びとの、文字通り心臓になってる魔道具アーテイフアクトです」

「想像以上に変な形だな。〝時の巨神将クロノス〟は……あれか。思ってたよりでかいな」

　永久ゼンマイの傍そばまで近づき、その異様な機構の奥に納められた、伝説の魔石を目まの当あたりにしたレッドは、恐ろしさとは違う何か奇妙な感覚に囚とらわれる。

　魔石を取り囲んでいるのは、メビウスの輪のように捻ねじれて捩よじれたゼンマイや、滅め茶ちや苦く茶ちやに絡からみ合あった歯車。それらはチクタクチクタクと機械的に音を刻んでいるが、その一方で狂ったように飛び出た針はちっとも前に進もうとせず、振り子のように滅め茶ちや苦く茶ちやに揺れている。

　レッドが感じたのは、恐らく狂気だ。数多あまたの咎とが人びとの記憶を奪ってきた〝時の巨神将クロノス〟は、膨れ上がった魔力で時空を狂わせ、その余波がレッドの感情まで狂わせようとしてくるのだ。

「最初はこれを取りに来ただけだったんだよな……」

「ごめんなさい。わたしが余計な邪魔ばかりして、随分遠回りさせてしまいましたね」

「仕方ないさ。誰だって死ぬのは怖いもの。悪いのはアイアじゃなくて、その気持ちを悪用しようとしたパッチだよ」

　機構の奥からまるで血管のように何本も伸びた鎖は、アイアの胸の杭くいを始め、何本も壁の穴からいずこかへ伸びていた。きっとあの鎖の数だけ、今も咎とが人びとが罪と共にいるのだろう。

　運命とは、地獄の機械のようだ。歪いびつな永久ゼンマイを見て、レッドはかつて師匠が言っていた言葉を思い出す。

　一度この機構に組み込まれてしまったら最後、咎とが人びとの怠惰恐怖も、憤怒正義も、嫉妬献身も、色情諦観も……そして傲慢無知も。全てものともせず砂のようにかみ砕き、歯車は狂ったまま回り続けるのだろう。

「どうですか？　なんとかなりそうですか？」

　期待に満ちたアイアに促され、レッドは魔道具アーテイフアクトの中心で怪しく光魔石を調べ出した。

「ちょっと触っただけで分かる、すごい魔力だ。下手に扱ったら、大陸の一つや二つ簡単に滅ぼせるだろうな」

「そんな物、迂う闊かつに動かして大丈夫なんですか？」

「使い終わったら、このままずっとここに置いておいた方がいいだろうな」

「触らぬ神にはなんとやら、ですね。でもいいんですか？　だってレッド様はその為ために……お師匠さんが、欲しがっていたんでしょ？」

「怒られるだろうな。でも巨人城を冒険して、俺がそう判断したって言えば、多分師匠は許してくれると思うんだ…………かなり希望的観測が入ってるけど」

「きっと、許してくれると思いますよ。だってレッド様の師匠なんですから。っていうか、そんな危ない物を弄いじって、本当に大丈夫なんですか？」

「言っただろ？　それは下手に扱った場合。時空に干渉するのは、むしろこの〝時の巨神将クロノス〟の正しい使い方だから、アイアの過去を調べるくらいなら何の問題もないさ」

「よかった！　もしかしたらレッド様、さっきから手こずってるのかな～って思ってたんですけど、やっぱりわたしの勘違いだったんですね」

　容赦なく切り込んでくるアイアの返しに、内心ドキリと動揺するレッド。実はとっくに時空魔法を発動する準備は整ったのだが、どういう訳か吐いて捨てる程魔力を蓄えた〝時の巨神将クロノス〟は、それを永久ゼンマイに注ぐばかりでちっともレッドに貸してくれないのだ。

「あ、後は起動するだけだから……もうちょっと待っててくれないか？」

　アイアの期待は先程から、雑談しながらも背中からひしひしと感じていたので、今更出来ませんでしたなどと言える筈はずもない。

　──魔力はきちんと同調してるのに、なんで起動しないんだ？

「あ、あの～。危なそうなら、やめておいた方がいいんじゃないですか？　わたしの過去なら、何か別の方法を考えれば……」

「もうちょっと、もうちょっとだけ試させてくれ！」

「はぁい。わたしも何か、手伝える事があればいいんですけど……」

「待てよ、そうだアイアだ！　ここはアイアの領域なんだから、永久ゼンマイを使うにも、アイアの承認が必要なのかもしれない！」

「わたしの、ショーニン、ですか？　でもわたし、魔石の使い方なんて分かりませんよ？」

「別にアイアがコントロールする必要はないよ。ただ今の永久ゼンマイには、一種の管理者権限みたいなのが掛かっているから、アイアにはそれを解除して欲しいんだ」

「カ、カンリシャケンゲン？　う、うーん。自分の十字架クルースも満足に使えないわたしに、そんな事出来ますかね？」

　必死に頭を捻ひねり、恐る恐る〝時の巨神将クロノス〟をつっつくアイアを見て、レッドはなんだか微ほほ笑えましくなるのと同時に、先程のアイアの発言は間違いだったと悟る。

　──遠回りなんて、何一つしてなかったんだ。一人でここまで来ても、アイアの協力なしじゃ〝時の巨神将クロノス〟は、俺の言う事なんて聞かなかったんだから。

「ちょっとレッド様、何一人でニヤついてるんですか!?」

「ごめんごめん。そうだな……大罪人って、自分の領域を自由に弄いじれるんだろ？　それと同じ要領でやってみるとか？」

「もう試しました！　自慢じゃないですがわたし馬鹿なんですから、もうちょっと何かヒントとかくれません？」

　プリプリと頰を膨らますアイアが、半ばヤケクソ気味に永久ゼンマイを叩たたいたその時、突如〝時の巨神将クロノス〟はポロリと転げ落ち……なんと落ちた拍子にヒビが入り割れてしまった。

「あっ…………そんな、噓うそだろ。もしかしてこれも偽物レプリカだった……訳ない、か」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　どどどどうしよう。もしかしてわたし達たち、これで死んじゃうん、ですか？」

「動力がなくなったから、多分、そうなる」

「そんなっ！　グスッ、ごめんなさいレッド様。ごめんなさいヘルガ。またわたしの所せ為いで……こんな事なら、わたしなんかが大切な魔石に触るんじゃ──」

　アイアの慟どう哭こくも後悔も空むなしく、部屋全体が眩まばゆい光に包まれ始めた。

　頭部が昇天した時と光の色が違う気がするのは、部位の違いが原因の違いか。いずれにしても、残念ながらレッド達たちの冒険はここま────────まここは険冒の達ちたドッレらがな念




「ごめんごめん。そうだな……大罪人って、自分の領域を自由に弄いじれるんだろ？　それと同じ要領でやってみるとか？」

「……噓うそ、戻った？」

「アイア？　どうしたんだ!?　何があった!?」

　吞のん気きな事を考えていたら、気付けばアイアが眼めを真っ赤に泣き腫らしていたものだから、レッドは慌ててアイアの元へ駆け寄った。

「グスンッ。レッドしゃま、やっと分かりました、わたしの起源……グスッ」

「落ち着けアイア、分かったって何がだ？　俺が目を離した隙に一体何が……」

「ぐすっ。わたし今……わたしの能力は、きっと後悔が引き金、なんだと思います」

「後悔？　何が何だか……」

　レッドは困惑しつつも、この不可思議な雰囲気は、つい先程も味わった事を思い出す。ケルベロスの一撃を受け入れようとしたら、何な故ぜかアイアが身代わりになっていた時だ。

「もしかして今、時間が戻ったのか？　これがアイアの十字架クルース、神を冒ぼう瀆とくする力か……」

　アイアは泣きながら頷うなずくと、レッドにとっては一瞬未満の間に起こった出来事を、しどろもどろになりながらも説明してくれた。

「全然分からなかった……当然か。もうその結果を俺は体験しないんだもんな」

「ごめんなさい。わたしの不注意で、一度はレッド様が死んじゃったなんて」

「謝らなくていいよ。むしろアイアが十字架クルースを発動出来たから、俺は死なずに済んだんだ。でも、後悔が引き金トリガーになる能力か……いくら強力でも、確かにあまりいいもんじゃないな」

　アイアはコクコクと頷うなずくと、赤い眼めを腫らしたまま胸の内で何か懺ざん悔げしたのか、永久ゼンマイからそっと〝時の巨神将クロノス〟を外し、慎重にレッドに手渡した。

《遂ついに我が元へ来たか。勇者よ、使命を果たす時が来た》

　魔石を受け取った瞬間、どこからか低く厳かな声が聞こえた気がした。

　また精霊が何か言い出したのかとレッドは耳を澄ませてみたが、生あい憎にくそれ以上声は聞こえなかった。

　永久ゼンマイから切り離された〝時の巨神将クロノス〟は、まるでレッドに使ってくれとでも言っているかの如ごとく、その狂気を孕はらんだ魔力を存分に溢あふれさせていた。

「準備完了だ。いつでもいける」

「出来ればこれが、最後の後悔になるといいんですけど」

「そうだな。よし、それじゃあ早速、アイアの過去を覗のぞくけど……覚悟はいいか？」

「はい。どんな過去罪でも、わたしは受け入れます。明日が欲しいから」

　胸の杭くいをギュッと握り、真まっ直すぐにこちらを見つめるアイアを確認すると、レッドはいつものように両手を合わせ、魔石と自身の魔力を同調させ始めた。

「《我は巨おおいなる者、我は時空の主、我は神の先触れ──」

　魔力が循環するにつれ、ゆらゆらと辺りを照らす銀色の炎は、徐々にその揺らめきを大きくしていき、ジリジリと周囲の景色を歪ゆがめていく。

「──我が腕は過去を連れ戻し、我が足は未来を踏み抜く──」

　歪ゆがんでいく景色は自身と世界の境界線を消し、過去へ旅立つ禁断の大魔法を発動した。

「──我は争いの調停者にして殺さつ戮りくの支配者。我が名は……クロノス》!!」

　初めは目の前にいたアイア、やがて自分がどこにいるかさえ定さだかではなくなったレッドは……気が付けばどこかの村の中にいた。
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『[image: Γ][image: α]M、もうすぐゴブリンの群れがこの村に来る。私がなんとか時間を稼ぐから、貴女あなたは都へ行って勇者を連れて来てくれ』

　突如白髪の女戦士に声を掛けられ、面食らったレッドは声を上げそうになるも、どういう訳か自分の存在を上う手まく認識できず、口を開ける事さえ叶かなわなかった。

『無茶よ！　奴やつらが一体何匹いると思っているの?!　それに……それに勇者なんて信用ならないわ！　助けを呼びに行くだけ無駄よ！』

　レッドの口が勝手に開いたかと思いきや、どこか聞いた覚えのある女性の声が勝手に零こぼれる。

『ヘルガ、わたし怖いわ。一人で助けを呼びに行くなんて、わたしには無理よ』

　──こいつがヘルガ!?　そうか分かったぞ。ここはアイアの記憶の世界で……今俺は生前の記憶を追体験してるのか。

　生前のヘルガは髪の色もあってか、微かすかに覚えている師匠とは全く別タイプの美女だった。

　銀のアイアの気配がないが、今レッドは自分の意思で周囲を見渡す事も出来ないので、確認は一旦諦めるより他なかった。

『大丈夫、君が戻るまで村は私が死んでも守る。勇気を振り絞って……アイアは任せてくれ、三人で約束しただろう？　私と[image: Γ][image: α]Mとアイア、三人でいつか世界を見て回ろうって』

　アイアが記憶を〝もっていかれた〟まま故か、アイアの生前の名は聞き取れない。そうしている内に舞台は、ヘルガを見送り自身もまた早馬に乗り村を後にした場面へシフトした。




　暗闇を好むゴブリンは、夜になると大挙して現れる。見たところ空模様はまだ夕焼け前といったところだから、急げばなんとかギリギリ間に合うようにも思えるが……、

　都への道をひた走る道中、しばらくの間懐ふところから取り出した銀時計を眺めていたかと思いきや、何を思ったのか視界は別方向へと向かい出した。

　──戻る訳じゃ……ないみたいだな。近道でも思いついたのか？

　早送り気味に展開していく光景は、やがてがらんどうの冒険者ギルドを映し出した……恐らく生前のアイアは、遠い王都を目指すより手っ取り早い手段を選んだつもりが、それが却かえって裏目に出てしまったのだろう。

『どうして、どうして傭よう兵へいが一人もいないの！　ここはギルドなんでしょ!?』

『も、申し訳ありません。近隣の傭よう兵へいは、ほとんど都の警護に召集されてまして……もう数日お待ち頂ければ、何人か帰って──」

『それじゃ間に合わないのよ！　もういいわ！』

　半泣き声で受付嬢に怒鳴り散らすと、視界は急ぎギルドを出て馬上へと移っていった。

　それから少しの間、既に赤みを帯び始めた夕焼け空と、震える手で握る銀色の懐中時計をいったりきたり見比べるばかりで、場面は中々進展しようとしない。

　──それにしても、ギルドに勇者も傭よう兵へいも一人もいないなんて、王都で何かあったのか？

　刻一刻と進んでいく時間の中で、それでもなにかしなくてはと思ったのか、涙を拭う為ため一旦腕で視界が塞がると、再び馬が走り始めた……方角は、都の方だった。




　懸命に馬を走らせる最中、ふと何かに気付いたのか飛び降りるように下馬すると、馬の尻に鞭むちを打つのと同時に、何な故ぜか大慌てで近くの木へと登り始めた。

　記憶の世界は五感こそあるがそれが酷ひどく他ひ人と事ごとのように感じ、状況が上う手まく吞のみ込こめないのが気持ち悪い。

　何事かと見守っていると、しばらく無人で走っていた馬は突如嘶いななき、茂みから飛び出してきたゴブリンにより、瞬またたく間まに細切れにされてしまったではないか。

　粗末な武器に馬の血を滴したたらせるゴブリンは、ゲヒャゲヒャと下品な笑みを浮かべ、馬の死体を弄び始めた為ため、どうやら樹上に人間がいるとは気付いていないようだ。

　──斥候か。なら本隊は、もうすぐ近くまで来ているだろうな。

　斥候のゴブリン達たちはひとしきり馬で遊んだ後、結局すぐ真上で震えるこちらに気付く事なく本隊へ戻り、やがて大量のゴブリンが村の方角へ進軍していった。




　やがて陽が沈み始めるのと前後し、村の方角から火が上がるのを茫ぼう然ぜんと眺めると、それでもフラフラと村へ戻っていった。まるで幽鬼のような足取りは、レッドが巨人城で初めて出会った時のアイアを彷ほう彿ふつとさせる。

　そうしている内に、気付くと真っ暗な平野に辿たどり着ついていた。ここまで来れば村まであと少しという所で、弛し緩かんした空気を裂くように、突如どこかから悲鳴が上がる。

　何かに気付いたのか視界は必死に左右に揺れるも、震える足はどうしてもそれ以上一歩も進まない……悲鳴は、小さな女の子のものだった。

　そうやってオロオロと立ち往生している間、痛々しい少女の悲鳴は鳴りやまず、レッドも居いた堪たまれない気持ちになる。

　ようやく決心がついたのか、走っていった先に二つの影を発見する。

　一つは下卑た笑みを浮かべるゴブリン、もう一つは……血ち塗まみれの少女だった。

『アイア！　そんな……う、うああああああああああああああああああああああああああ！』

　滅め茶ちや苦く茶ちやに空を切る護身用のナイフ、我が身も省みず突撃していく様は、まさしく青い炎を撒まき散ちらすガルムそのものだ。

　捨て身の一撃は幸運にもゴブリンの眉間を引き裂くも、引き換えにゴブリンのボロボロの剣が、ズブリと身体からだに食い込む感触を味わう。それでも構わず少女の治療に取り掛かったが……手遅れなのは、最も早はや明白だった。

《勇者よ、過去の悲劇を救う事など出来ぬ。変えられるのは、常に未来のみだ》

　──そんな事、言われなくても分かってる。

　もしレッドがこの場にいたら、きっと村人全員助けられた筈はずだ。

　せめてレッドが今アイアの身体からだを使えたら、きっとこの姉妹だけでも助けられた筈はずだ。

　きっとこうしている間にも、村のどこかでヘルガは戦っているのだろう……決して来ない救援を信じて。

　無力感に苛さいなまれている内に、再びレッドの視界はぼやけていき……次に気付いた時、レッドは焼け落ちた村でも銀の炎が揺れる部屋でもない、見知らぬ空間に一人立っていた。
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《罪を知る者は罪人にあらず。勇者よ、汝なんじは罪人か否いなか？》

　上も下も分からぬ不可思議な空間で、今までで一番はっきりと精霊の声が響く。

「お前、一体なんの精霊なんだ？　〝時の巨神将クロノス〟の意思だとでも言うつもりか？」

《答えよ勇者。汝なんじは罪人なりや？》

「相変わらず一方的な奴やつだな」

　双子に問われてからずっと考えていた。罪の輪とは……罪とは、一体なんなのか。

　きっと巨人城から出る為ためには、この問答に正解しなくてはならないのだと、直感的にレッドは悟っていた。

　幽世の魔犬ケルベロスと化したガルムと戦って、一度は納得のいく答えを得たような気がしたが、改めて考えてみるとやはり不安はつきまとう。あの双子は、一体どんな答えを出したのだろうか？

　──考え続けて。それだけが、罪の輪から出られる唯一の方法だから。

「考え続けて、か……もし間違った答えを出したら、俺はどうなるんだ？」

《罪を知る者は罪人にあらず。勇者よ、汝なんじは罪人か否いなか？》

　勇者の質問には一切対応せず、精霊は淡々と問い掛けを繰り返す。答えない事が何よりの答えだとでも言うつもりだろうか？

　──失敗すれば、俺も傲慢の大罪人スカーレツドの二の舞か。いや、もしかしたら……、

　巨人城において、過去も未来も違いはない。ならば……スカーレッドとは、巨神の問いに失敗したレッド自身という可能性だってある。

《答えよ勇者。汝なんじは罪人なりや？》

「俺は……罪人だ」

　絶対に失敗する訳にはいかない。そんな重圧に一瞬言葉が詰まったが、気付いた時には逆に何も考えず、レッドは心からの言葉を吐き出していた。

「俺は罪を抱えている。重い……とっても重い罪だ。でもだからこそ、俺は罪を償う事が出来る……あぁそうだ。罪を償うにはどうすればいいか、考え続ける事が出来るんだ」

　そう、タンザとターフェは考え続けろと言った。考えろではなくだ。

　ならば罪の輪とは、明確な終着点がある答えを導き出すのではなく、終わりがないと分かっていても、考え続ける事こそが答えなのではないだろうか。

「俺はこの先もずっと、どこかの誰かを助け続ける。俺には力しかないから、俺は力の使い方を考え続けなきゃいけないんだ。だって俺は……勇者罪人だから」

《……答えは得た。罪人よ、一つ覚えておくがいい。終しゆう焉えんと開かい闢びやくは常に背中合わせだと》

「ちょっと待て、まだ話は終わってないぞ！　アイアの過去、あれって──」




「──ッド様？　大丈夫ですか？」

「え、あ……アイア、か」

　気が付くとレッドは、いつの間にか心臓部に戻っていて、妹の姿を被かぶったアイアに膝枕されていた。レッドが我に返ったのを確認すると、アイアは安心したようにレッドをどかし、ゆっくりと立ち上がる。

「あれがわたしの〝怠惰大罪〟ですか……こんな所に閉じ込められるのも当然ですね」

「あんなのあんまりだ。俺はちっとも納得出来ない！　仕方ないだろ、だって──」

「えぇそうです。わたしはあんまりな事をしました。助けられたかもしれなかった人を大勢死なせ、挙句楽になる為ため自分も死ぬなんて……その所せ為いでヘルガは怒りのぶつけ先を見失って、ガルムっていう魔犬が生まれちゃったんです」

「だってそれは」

「もういいんですレッド様。大体これは、全部わたしの過去ですよ？　変えられるのはいつも未来だけ。これ、レッド様の言葉じゃないですか」

　どこか諦めきったような乾いた笑みを浮かべるアイアに、レッドは伝えるべきか迷っていた事を口にする覚悟を決める。

「もしかしたら、なんとか出来るかもしれない」

「なんですって!?　もしかして、またこの魔石を使うんですか？」

「いや、ここから出られたら、全部解決する筈はずなんだ。だってアイ[image: Λ]達たちは──何!?」

　〝もっていかれた〟……いや、そんな筈はずはない。巨神との問答があれで失敗だったとは思えないし、現に今でも銀の少女の名ははっきりと覚えている。

　それなのに、どういう訳か突如レッドはその名を口に出来なくなるのと同時に、見覚えのある光が身体からだ中を包み込んでいた。気付けば既に指先は光の粒子へ変わり、徐々に消え始めているではないか。

「その赤い光……頭部が消えた時の、優しい光そっくりです」

「でもなんでだ!?　俺はまだ何もしてない。罪の証杭だって、まだこんなに残って、なっ──」

　頭に刺さっていた罪の証あかしもまた、レッドが触れようとした途端光となって消えてしまった。

《汝なんじの贖しよく罪ざいはこれで終しゆう焉えんだ。我が城内に、最も早はや汝なんじがいる必要はない》

「待ってくれ！　せめて後もう少し……だって、俺が何かするのはこれからの筈はずだ！」

《罪人よ、伝えた筈はずだ。終わりとは始まりであり、始まりとは終わりなのだと》

　どれだけ暴れようと巨神が待ってくれる筈はずもなく、そうこうしている内に、レッドの身体からだは殆ほとんど光になって消えてしまっていた。

「安心しました。せめてこれだけでも、わたしの罪が清算出来てよかったです」

「そんな……ア＆[image: Λ]！　くそっ、君も一緒に！　早く手を！」

　レッドは肩を震わせ懸命に手を伸ばすも、既に赤い光に溢あふれた手首は完全に消失し、少女もまたそれを黙って見届ける。

「これで巨人城も、ちょっとは静かになりますね……な～んて。レッド様、心配しないで下さい。貴方あなたの頭の杭くいが消えたように、もうわたしにもなんの悔いも残ってませんから」

「ア＆[image: Λ]！　[image: Λ]＆[image: Λ]！」

「大丈夫、わたしもきっといつかここから出ます。だってレッド様のおかげで、わたしもヘルガも、自分の罪と向き合えたんだから。レッド様、本当にありがとうございます」

「礼を言うのは俺の方だ！　[image: Λ]＆[image: Λ]、俺は君がいてくれたから、だからここまで……！」

「うふふ。ごめんなさいより、ありがとうって言う方がずっと気持ちいいですね。わたし、自分の事ばっかりで、ずっと他の人なんてどうでもよくなってました。もう一度だけ……ありがとうレッド様。やっぱり貴方あなたは、真の勇者様でした」

　にっこりと微ほほ笑えむ少女の顔が、光に包まれたレッドにはよく見えない。既に手足の感覚は乏しく、自分の叫び声も少女の声もろくに聞こえず、脳内も徐々に夢遊感に満たされ、満足に思考する事さえ出来なかった。

「いけない、また悔いが出来ちゃいました……貴方あなたの本当の名前、知りたか──────」

[image: ]





５






　詠唱と共に柄の宝玉は輝きを増していき、やがて宝玉が北ほつ極きよく星せいの如ごとく輝くのと同時に、魔力を練り終えた勇者は蒼あおく輝く宝剣を振り抜いた。







　放たれた極大の魔力は氷の牙となり、岩の巨人に襲い掛かる。氷漬けになった〝シン〟はまるで糸の切れた人形の如ごとく、巨大な余波を伴い平原にその身を横たえた。

「……これで終わりか？」

《応よ。だから俺様の言った通りだったろ？　いつの世も、戦いの神髄は火力ってな！》

《何が俺様の言う通り、ですか。勇者の魔力が人並み以上だったからこそでしょうに》

《るっせーな、勝てばいいんだよ勝てば。一々小言を言うのは、勇者こいつの師匠だけで充分だぜ》

　精霊達たちの声を聞き流し、勇者はとくに余韻もない勝利に浸っていた。

　──伝説の巨神もこの程度か。こんなんじゃ、いつまで経たっても真の勇者には……ん？

　何か違和感があると、勇者が懐ふところをまさぐってみたところ……出てきたのは、青い硝子がらすで出来た首飾りだった。










「これ…………なんだ？」
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「はぁ、はぁ。おのれ……どうしてここに来て、こうも私の思惑が！」

　珍しく余裕を崩したパッチは、胴体部の出口目指し、小さな身体からだで必死に走っていた。

「これも全て、あの怠け者が余計な事をしたからだ！　ガルムもガルムだ。犬畜生の分際で、今まで仕えてやった恩を忘れて暴走するなんて！」

　パッチはもう胴体部にはいられない。手駒の秩序の番犬ケルベロスは壊滅、一刻も早く行方を眩くらませねば、あの血に狂った勇者に報復されかねない。最も早はやガルムも当てにはならないだろう。

「大丈夫……落ち着け。私ならどこへ行ってもやっていける。そうです、ドラス様とは前々からいい関係を築いてきたのですから、きっと私を受け入れてくれる筈はず」

　あの〝強欲〟な大罪人は、前々から縄張りを広げたがっていた。ガルムの牙が折れた今、胴体部の情報をもっていけば、きっとあの老鴉は喜んでパッチを迎え入れるだろう。

　咎とが人びとの多くは巨人城から出る事を諦め、ここでの暮らしを悲嘆しているが、パッチからしてみれば、こんなに快適な空間、外の世界には絶対ないと思っている。

　周りは皆扱いやすい馬鹿ばかり、ちょっと下手に出れば簡単に利用出来る。

　便利な身体からだになった上に、外の世界では絶対手に入らない不老不死を得たというのに、どうして皆もっと前向きに考えられないのだろうか。

「ましてやここから出たいなどと……私には到底理解出来ませんな」

　聞けば強欲のドラスもまた、ここから出る気はないらしい。そういう意味では、扱いやすさこそガルムに劣るものの、恐らく末永く良好な関係が築けるだろう。

　ようやくパッチが落ち着きを取り戻し始めた頃、不意に胴体部全体に波動が走り、内装がどこかスッキリとした物に変化した。

「やれやれ、私の庭とは本格的にお別れですかな。そうなると、ドラス様に献上する情報も、適当にでっち上げる必要がありそうですな。チチチチ」

「その必要はないですよ。パッチさん」

「アイア様!?　違う……何者です？　見ない顔ですね」

　紛らわしい声で突如ぬるりと現れたのは、ボロ布で全身を覆った黒い女だった。咎とが人びと特有の鎖が擦れる音が全くしなかった気がするが、一体罪の証あかしはどこにあるのだろうか？

「くすくす。何者だなんてつれないですね」

「それは失礼しました、記憶力には自信があるつもりだったのですが」

「あら奇遇ね、私もそうなのよ？　貴方あなたがここを通るって覚えていたから、こうして先回りして待ってたの」

　──覚えてた？　この女一体何を……、

　何やら訳の分からぬ女から、そろりそろりと慎重に距離を取るパッチ。狂った咎とが人びとなど城内にはいくらでもいる。会話が通じない相手は適当にあしらうのが一番だろう。

「あぁそうそう、針の罠で全身串刺しにされた事だって、私まだ覚えてるのよ？」

「針の罠わな？　貴女あなたもしや……アイア様？　いや、そんな筈はずは」

「そろそろあの子達たち、心臓部に着く頃ね……なんだか懐なつかしいわ。アルゲントゥムさん、今度こそ救えるといいんだけど。ねぇ？　パッチさんもそう思わない？」

「仰おつしやる通りで。それでは私、急いでいるので失礼します──すまし礼失でのるいでい急、私」

　この女とはこれ以上関わるべきではない。そう判断したパッチは、そそくさと隠し扉に潜り込み……潜り込んだ筈はずなのに、何な故ぜか未いまだ黒い女の目の前にいた。

「なっ!?　馬鹿な、確かに今私は」

「無駄です、私からは決して逃げられません。面倒なので先に言っておきますが、右の小部屋に逃げようと、斜め後ろの隠し部屋に逃げようと無駄です。私、覚えてますから」

「貴女あなた、本当に何者なんですか？　一体、何が目的なんです？」

「目的、ですか。そうですね。案外話し相手が欲しいだけなのかもしれません。私は救えなかった結末だから、もうここから永遠に出られませんし」

「永遠などと……出る気がないのは私も同様ですが、いつか名のある勇者か誰かが、巨人城を攻略してしまえばそれで終わってしまうのでは？」

　適当に話を合わせつつ、懸命にここから逃げる算段を考えるパッチ。この手の狂人は刺激を与えればすぐ破裂する。何か罠わなにかけられさえすれば、状況を打開出来るかもしれないが……、

「残念ですが、この城に終わりなど来ません。一つの終わりはまた別の始まりになるだけ」

「失礼ながら、仰おつしやる意味がよく……」

「仮にあの子達たちが永久ゼンマイを破壊しても、〝シン〟は決して滅びません。この世に罪がある限り、決して……それは咎とが人びとも同様です。すぐまた別の〝シン〟が生まれて、私わたし達たちはそこに囚とらわれ続ける」

「そうなのですか。随分お詳しいのですね。私より物知りな咎とが人びとなど、これまで一人も見た事ないですよ」

　──たしか……たしかこの辺りに、何かスイッチがあった筈はず！

　気取られぬように、悟られぬように。愛くるしい笑顔で精いっぱい取り繕いつつ、パッチの尻尾は慎重に床をまさぐり、遂ついにスイッチの感触に辿たどり着ついた。

「大変興味深いお話ですが、私先程も申した通り急いでいるのです。ではまた──」




　バチン。




　何かバネが作動するような音が聞こえた気がした。

　たしかここのトラップは爆弾だった筈はずだが、なら今の音は一体なんだったのか……？

「あれ。私、赤い……何が？」

「貴方あなたはまだ知らなくて当然だけど、私は覚えてます。ヘルガが改心した影響で、そこのトラップは変化したんです……ネズミ捕りに」







　頭蓋がミチミチと挟み潰されるにつれ、パッチの思考もまた徐々に押し潰されていった。

　結局黒い女は何者だったのか、今何を言っているかさえ定さだかではなく、自分の頭が血で真っ赤になっている事も分からなかった。

「罪の証あかしさえ無事なら、咎とが人びとが死ぬ事はありません。よかったですね、これでずぅうううっとここにいられますよ」

「そ…………れ、は……………な…………に…………よ……………り、で……す…………」

「安心して下さい。パッチさんが発狂しないように、こまめに話しに来てあげますから。私の記憶が確かなら……大体五年くらいはもちましたかね。ではまた、御機嫌よう」







　その小さな身体からだに似合わず、あらゆる者を騙だまし利用し続けた〝傲慢〟なる咎とが人びとは、死ぬ事も出来ず巨人城のどこかに囚とらわれ続けた……本人が望んだとおり、永遠に。








ステージ１　　そして終しゆう焉えんへ……
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「おや？　どうしたルーク。晩ばん餐さん会の最中に、主役がこんな所で何をしている」

「別に。招待されなくて、寂しがってる奴やつがいるんじゃないかと思ってな」

「ははぁん、さては貴族に囲まれるのが、そろそろ面倒になってきたんだろ？」

「…………」

「仕方ない、黙っておいてやろう。だが陛下にはお前から謝っておくんだぞ？」

「…………悪い」

　若き勇者ルークが空いた椅子に座るのを、師のリンゼルは黙って確認すると、中断していた読書に戻った。自ら面倒を見て、若くして様々な功績を立て続けるルークは、リンゼルにとって誇るべき教え子だが、同時に悩みの種でもある。

　──そろそろ親離れすべきなのだろうが、生い立ちが生い立ちだからな……私も子離れ出来ていない、という事か。

　主賓が晩ばん餐さん会を抜けるなど本来あり得ないが、日々活躍を続け、日ひ毎ごと王侯貴族と触れ合う機会が増えていくルークにとって、気の抜ける場というのもまた必要だろう。

「それで？　本当は何か、相談したい事があるんだろ？」

「うっ…………たしか師匠って、人の精神に干渉する呪文、得意だったよな？」

「それで貴族の娘を口説く協力をしろというなら、今すぐ晩ばん餐さん会に叩たたき返すぞ？」

「そんな訳ないだろ……あぁいう女って見た目は綺き麗れいだけど、喧やかましくてなんか疲れる」

　そう言えば美しい双子の淑女が、ルークに猛烈なアタックをかけていた事を思い出すリンゼル。抜け出してきた原因に、これで大体察しがついた。

「ふむ、まぁそういうのも勇者の仕事と言えば仕事なのだが……では何に使いたいのだ？」

「俺の記憶、探ったりとか出来ないか？」

「どうした？　何か失なくしたのか？」

「失なくしたっていうか……この首飾り、いつ手に入れたか全く思い出せないんだ」

　むず痒がゆそうな顔でルークが取り出したのは、青い硝子がらすで出来た首飾りだった。

「ほう。よく出来てるじゃないか、と言いたいところだが……ルーク、〝勇者のしるし〟を貰もらえないからといって、代理品で満足するようでは、真の勇者と認める訳にはいかんな」

「そんなんじゃねぇよ。〝シン〟を倒した時、気付いたら持ってたんだ。捨ててもよかったんだが……なんか気になってさ」

　──どう見ても、なんの魔力もないただの硝子がらすだな。

　正直、〝シン〟を倒した時手に入れたと聞かなければ、ただの子供の玩具だと断じていた。もっとも、妙に〝勇者のしるし〟に似せてあるのが、気になるといえば気になるのだが。

「何か……何か忘れてる気がするんだ。でもどうしても思い出せない。大切な気がするんだけど。なぁリンゼル、俺の名前って元々ルークだったっけか？」

「また藪やぶから棒だな。ルークという名、不服だったか？　折角だから私に合わせ、古代コーネリア語から名を取ったのだが」

「そういう話じゃ……でもそうだよな。俺の名はルークだ。うん」

「どうやら重症だな。うん、まぁいい、少し診てやろう。丁度この本も読み終わったからな」

「俺は本のついでかよ」

　億おつ劫くうそうに机に本を置こうとしたら、拗すねたルークが口を尖とがらせるものだから、思わずリンゼルは置きかけた本を口元に寄せ、クツクツと頰を緩めてしまった。

　愛まな弟で子しがなんだかんだまだ子供なのは、不安にもなるがどこか喜ばしく、まだまだ自分が頑張らねばと、リンゼルは気合いを入れるようにグルグルと肩を回し、腕の裾を捲めくっていく。

「なんかそれ、おばさん臭いな」

「失礼な。私はまだ二十三だぞ」

「つまり後二年経たてば、四捨五入して──」

「それ以上言うなら、この話はなかった事にさせて貰もらう」

「分かった分かった、俺が悪かったって」

　一転して悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべるルークを、本当にまだまだ子供のようだとリンゼルは再認識すると、名の由来であり、ルークのトレードマークである真っ赤な短髪に手を乗せ、失われた記憶を取り戻す呪文を発動させた。

「これは……なぁルーク、数か月前、お前と簡単な討伐依頼を受けたのを覚えているか？」

「簡単な依頼？　依頼はどれも簡単だからな。えーっと、あぁ思い出した。どっかのさびれた村で、ゴブリンを退治した依頼だろ？　それがどうしたんだ？」

「理由は分からんが、どうもお前の心には、あの時の依頼に後悔が残っているようだ。だが別段依頼を失敗した訳でもなし、後悔する理由が見当たらなくて、少し気になってな」

　──あの村、出来る限り報復に対する備えはしたつもりだったが……何か私でも気付けないような落ち度に、ルークは本能的に気が付いたか？

「後悔って言われてもな……そういえばあの時、あんた一緒に組んだ三流勇者に、ゴブリンキングのとどめを譲っただろ？　覚えてるか？」

「あぁ勿もち論ろん。もっともとどめを譲った訳ではなくて、村人の保護を優先しただけだがな」

「それだよそれ。あの時ちょっと口くち喧げん嘩かしたのが、もしかして引っ掛かってた、とか？」

　リンゼルは一応検討してみるも、今までもっとガミガミと説教した事だってあるのに、正直あの程度の口くち喧げん嘩かと呼ぶのも憚はばかられる口論で、ルークがここまで後悔するとは……それも精神呪文に引っ掛かる程、根深い悔いが残るとは少々考えにくい。

　どうやらルーク自身も同じ結論に達したのか、互いに苦虫を嚙かみ潰したような顔で、リンゼルとルークは机を挟み、うんうん唸うなり合うくらいしかする事がなかった。

「まぁいいか。それはそうと……あんたがくれたオチェアーノの剣、多少は役に立ったぜ。氷結呪文は少し苦手だったけど、あの剣があればなんとか極大呪文も撃てそうだ」

「それは何よりだ。しかし家宝をくれてやったのに、随分な言い草じゃないか」

　火炎呪文ばかり使いたがるルークの悪癖は、どうやら少しは矯正出来たらしい。これでまた一歩、ルークは完璧な勇者に近づけたという訳だ。

　──どんな状況にも柔軟に対応すべしと、勇者心得にも記されているからな。しかし……、

「念ねんの為ため確認するが、ちゃんと氷結呪文以外も使ったんだろうな？　〝大海龍の鱗リヴアイアサン〟に気を遣う必要はない。私は何度もそう言ったぞ？」

「……そんなの、当たり前だろ」

「はぁ。ルーク、〝大海龍の鱗リヴアイアサン〟を大切にしてくれるのは嬉うれしいが、私はお前の成長を阻はばむ為ために、オチェアーノを渡した訳じゃないんだぞ？」

「そ、そっちこそ下手な勘ぐりはやめて貰もらおうか。どうしてこの俺が、たかが石ころ一個の為ために、そこまで面倒な真ま似ねしなきゃならないんだ？」

「ではオチェアーノを見せてみろ。今、ここでだ」

「……今は持ってきてない」

「バレバレの噓うそをつくな。その柄、私は見間違えるとでも思ったのか？」

　ルークはダラダラと脂汗を流すも、決して目を合わせようとしてこないので、リンゼルもまた青い瞳で延々とルークを睨にらみ続ける。数分後、根競くらべに負けたのは当然ルークの方だった。

「分かった、分かったよ。見せりゃいいんだろ。ほらよ」

「最初から素直に渡せばいいのに……というか、いい加減認めたらどうだ？　魔石の色を変えないように──む、変わってるな」

「えっ!?　あ、あぁそうだ！　ったく、だからそう言ったじゃないかっ」

「本当に遠慮なく使ってくれていたんだな。それは済まなかった」

「気にするなって。ふーん、銀色か……銀？」

　弟子の猿芝居には目を瞑つぶるとして、海のように蒼あおく輝く魔石〝大海龍の鱗リヴアイアサン〟に、ほんのりと混ざった銀色の魔力の方が、今はリンゼルの関心を占めていた。

　凡才のリンゼルと違い、ルークは呪文に関して天性の才能を持っている。だからリンゼルでは扱えない特異な呪文をルークが使おうと、何ら不思議な事ではないのだが……、

　──銀色の魔力など、見た事も聞いた事もないぞ？　一体どんな呪文を使ったんだ？

　リンゼルが内心怪しんでいるとも知らず、ルークは宝剣オチェアーノを再び腰に差すと、何か思い出したのか唐突に提案してきた。

「なぁ師匠。さっき言ってた村、ちょっと行ってみないか？」

「行くって……まさか今からか？　もうすぐ陽が沈むというのに？」

「ちょっと様子を見に行くだけさ。なんか知らないけど、やっぱモヤモヤするんだよな」

「しかしだな、私の部屋に避難するくらいならともかく、今回の祝勝会は各国の王や有力貴族も総出で来ているのではなかったか？」

「なんか偉そうなおっさんがたくさんいたな。それがどうかしたのか？」

「どうもこうもあるか。お前の事だ、どうせろくに挨拶回りもしていないのだろう」

　リンゼルがジロリと睨にらみつけると、相変わらず芝居が下手なルークは露骨にそっぽを向き、口笛を吹き始めた。

「ん、まぁ……国王ジジイと一緒に済ませておいた」

「噓うそをつけ。さっき覗のぞいた記憶はそうは言っていなかったぞ」

「あ、ずるいぞ！　頼んでない部分まで見るんじゃねぇ！」

　弟子の不始末に、リンゼルは隠す事なく大きくため息をつく。

　ルークは千年に一人の天才だ。リンゼルの生まれた意味は、きっとルークの才能を見み出いだす為ためであり、リンゼルが生きる意味は、きっとルークを史上最強の勇者にする為ためだと確信する程に。

「ルーク……今は鬱陶しく感じるかもしれないが、お前の今後を考えるなら、こういった付き合いは必ず必要になってくるんだ。分かるな？」

「あぁ。何度も聞いたよ」

「私も貴族の端くれ、正直子供の頃はこの手の催しに辟へき易えきしたものだが、今では脈々と受け継がれる縁に感謝すらしている。本家からオチェアーノの剣を譲って貰もらったのも、そういった縁あってのことだ。そしてそれは、お前の助けにもなっている筈はずだ。違うか？」

「分かってるよ。分かってるけどさ……なんか知らないけど、今はどうしてもあの村に行きたい。行かなきゃいけない！　……気がするんだ」

　──ルークがここまで、私に反抗するのも珍しい。神や精霊に愛されるこいつの事だ、私でも分からないような何かに勘付いているのか？

「なぁ、頼むよリンゼル。ちょっと確認したら、絶対にすぐ戻る。約束するよ」

　今回の祝賀会に招かれた王侯貴族を守る為ため、今王都には付近の勇者や傭よう兵へいが集結しているらしい。逆に言えばそれだけ監視網が引かれているという事であり、それらに見つからず王都を抜け出すとなると、並大抵の苦労では済まないだろう。

　しかし、普段は聞き分けのいいルークが、珍しくここまで食い下がってくるとなると、下手に押し付けたところで、結局後々一人で抜け出す恐れもある。

　──どうせ抜け出すなら、私の監視があった方がマシか。仕方ない。

「頼む師匠！　一生のお願いだから！」

「……はぁ。私は後何度、お前の一生のお願いを聞けばいいのやら」

「リンゼル！　じゃあ行っていいんだな!?」

「仕方あるまい。ただし、バレないよう行って戻ってくる、これが絶対条件だ」

「さっすが師匠！　そんなの楽勝楽勝。じゃあ早速行こうぜ」

　なんだか面倒な事に巻き込まれてしまった気がしてきたが、時既に遅しとリンゼルは溜ため息いきをつきながら、意気揚々と書斎を抜け出すルークに続くのだった。
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「どうだ？　俺の飛ひ翔しよう呪文も相当上達したろ？　師匠に言われた通り、もう完璧無音で飛べるようになったんだぜ？」

「全く、お前の才能には呆あきれて物も言えんよ。それと何度も言うが、バレたらおしまいなんだからな？　誰かに見つかったら即刻会場に連れ戻すぞ」

「分かってる分かってる。あ、見ろよリンゼル！　俺が〝シン〟を倒した平原だ！」

「そう言えば通り道だったな。それにしても、まさか本当に一人で倒すとは……本音を言うなら、未まだ信じ切れない気持ちもある」

「む。なんだよ師匠、もしかして負け惜しみか？」

　目的の村の近くにある平野は、ルークが倒した巨神の亡なき骸がらの影で、既に夜のように暗かった。

　巨神を背に得意気に微ほほ笑えむルークを見て、リンゼルは悔しいという気持ち以上に、この若き天才勇者は、折角二つとない才能を持ちながらも親の愛を受けられなかった反動で、きっとリンゼルに褒めて欲しいのだろうと分析する。

　──せめてもっと違う出会い方をしていれば、ルークにとって私は保護者ではなく、対等な友人になれたのだろうか？

　もしそうであれば、ルークのリンゼルに対する一種の依存心も、きっといくらかマシなものだったのだろうが、いつだって変えられるのは未来だけ。リンゼルはルークの保護者として出会った。それはもう変えようがないのだ。

「リンゼル？　ぼーっとしてどうしたんだ？」

「いや、なんでもない。折角だ。ルークが倒した巨人の亡なき骸がら、一目拝んでから行くとしよう」

「お、いいなそれ！　よし、じゃあどっちが先に着くか競争しようぜ！　お先！」

　言うが早いか平原に向けて、まさに子供のように降下していくルーク。今はまだ芯に幼さが残っているが、きっとルークならいつかそれも乗り越えられるだろう。

　愛まな弟で子しが親離れ出来るまで、もうちょっとだけ傍そばで見守ってあげようと、リンゼルは軽く微ほほ笑えみ、ルークの後を追いかけていった。

「それにしても、相変わらずでかいな……ん？」

「間違いなく、史上最大の魔物だろうな。正直本当に魔物だったのか──どうかしたか？」

「なぁ師匠。確か〝シン〟の亡なき骸がらって、今度調査するまで誰も近づけないんだよな？」

「あぁ、私もそう聞いている。なにせ中身が空っぽの岩の塊が、何百年も勝手に動き回っていた訳だからな。正直王立研究所でも、仕組みが解明出来るかは半信半疑だな」

「……なくなってる」

　暗い平原に、かつて巨神だった土塊が四散していた。山よりも大きな巨人の腕と脚、ちょっとした城塞よりも大きな〝シン〟の亡なき骸がらの、一体何がなくなっているというのだろうか。

「どうした？　私には何も変わっていないように見えるが」

「ないんだよ！　〝シン〟の胴体がなくなってるんだ！」

「何を言っている？　ルーク、やはり今日のお前は少し変だぞ？　どんな呪文を使ったか知らないが、巨人の頭部と胴体は、お前が消し去ったんだろう？」

「いや違う！　俺は確かに頭部で紫色の、えーっと……そうか。そうだったか？」

「大丈夫か？　顔色が悪いぞ？」

　──紫色？　何の事だ？　どうする？　ルークは我が国の宝……いや、私の全てだ。万が一があっては、私の首一つでは責任も取れない。やはり今すぐ引き返すべき──、

　ルークを連れ帰ろうとしたその瞬間、リンゼルは今まで味わった事もないような悪お寒かんに背筋を凍らせた。まるで世界そのものに何か刺し込まれたような、そんな奇妙な感覚に震える。

　──今のはなんだ?!　幻覚？　いや確かに何か感じた？

　リンゼルは驚きながらも横に立つルークを盗み見ると、どうやら今の悪お寒かんを捉えたのはリンゼルだけだったようで、ルークは未いまだ思い悩むように、〝シン〟の亡なき骸がらを見つめていた。

　──一体何が起きている？　もしかしたら本当に、ルークの気晴らしで終わる話ではないかもしれないな。

　リンゼルは一旦引き返すのを思い直し、今一度不可思議な感覚を探ってみるも、あの奇妙な悪お寒かんはもう感じられなかった。

「そろそろ陽が沈む。魔物が活発になっては、気取られず行動するのが難しくなるぞ？」

「そうだな。行こう、村はもうすぐ……なぁリンゼル、なんか変な臭いがしないか？」

「言われてみれば……おいルーク、あっちを見ろ！　村の方だ！」

　リンゼルが指差す先、そこは目当ての小さな村があり……夕焼けに惑わされ気付くのが遅れたが、黄たそ昏がれ空に線を引くかの如ごとく、薄く煙が上がっていた。

「魔物だ！　急ごうリンゼル！」
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　相手が所詮低級のゴブリンだった上に、偶然にも早期に襲撃を発見した甲か斐いあって、村からゴブリンを撃退したのは、ほんの数分後の事だった。

「なぁルーク、まさかとは思うが、この襲撃を読んでいたのか？」

「まさか。偶然だよ、偶然。流石さすがの俺も、未来なんて分かるものか」

　ルークの横顔に謙遜は見えなかったが、これ程までに的確に襲撃を防ぐなど、未来が読めなければ説明がつかない。

　今回の襲撃は、リンゼルも可能性の一つとして一応備えてはいた。

　だが常にこの村にいる訳にもいかないので、小まめに様子を見るついでに、防衛のいろはを村人に教えていた。しかしそれだけだ。リンゼルに出来たのは、たったそれだけ。

　──私が長年積み上げた予測を、こいつの勘は容易たやすく凌りよう駕がするのか……これが才能の差か。

「そんな事よりあの時の三流だ。こんなに残党がいたなんて。中ちゆう途と半はん端ぱな仕事しやがって！」

「そう言うな、始末を譲った私にも責任はある。ギルドには私の方から報告しておこう。まぁなんにせよ、犠牲者が一人も出なかったのは奇跡としか言いようがない」

　ゴブリンの死体や焼け落ちた家等、村人が後始末を始めたので、リンゼルも手伝おうと武器を納めたが……ルークはまだ何か気になるのか抜き身の剣を握ったまま、半焼した村をキョロキョロと眺めていた。

「今度はどうしたんだ？　心配しなくても、もうこの辺りに残党はいない。お前のおかげで村一つ救えたんだ。もっと胸を張って、村人に応えてやったらどうだ？」

「……どこにもいないんだ」

「あぁそうだ。もうゴブリンはどこにも──」

「そうだ、ここじゃない！　戻らなきゃ!!」

「ちょっと待て、戻るってどこへ行くつもりだ!?　全く、一体なんなんだ?!」

　呼び止めるリンゼルを気にも留めず、ここではないどこかに意識を向けたルークは、飛ひ翔しよう呪文で文字通り飛んでいってしまった。

　慌ててリンゼルも飛ひ翔しよう呪文を唱えて後を追うと、なんと魔力に導かれた先は、先程寄り道したばかりの〝シン〟が横たわる平原だった。

　着地態勢に入るリンゼルは、何な故ぜか本隊と別行動をとっていたゴブリンと、今まさにその凶きよう刃じんに掛かりかけている青髪の少女を発見する。

「まだ生き残りがいたのか！　くっ、間に合うか!?」

　より魔力を高めて速度を上げるも、ゴブリンの粗末な武器は、もう倒れ込んだ少女の目の前まで来ていた。先行するルークでも到底間に合うとは思えず、リンゼルは為なす術すべもなく少女に振り上げられた刃を、見守る事しか出来なかった……その時、

「逃げて！　アイアァァァァァ──────!!」

　アイアと呼ばれた少女とゴブリンの間に、少女とよく似た青髪の女性が突如割り込んできた。

　少女の命を奪っていたかもしれない一撃は、すんでの所で代わりに女性が引き受ける。

　青髪の女性が割って入った直後、先に着地したルークは瞬またたく間まにゴブリンを蹴散らすと、リンゼルが着地した頃には既に青髪の女性の治療に入っていた。

「ルーク、なんとかなりそうなのか？」

「当たり前だ！　絶対に俺が治す！」

「ごめん、なさい。勇者様がいたのに、わたし……余計な事を」

　意識を朦もう朧ろうとさせながらも謝罪してくる女性に、リンゼルは出来るだけ女性が安心出来そうな言葉を投げかけた。

「とんでもない。貴女あなたが来てくれなければ、そちらのお嬢さんは手遅れだったかもしれない」

「あぁそうだ。あんたは俺が責任持って助けるが……そっちの子の命を救ったのは、間違いなくあんただ。今度は、救えたんだ」

　──ルークにしては、随分気の利きいた台詞せりふが言えたものだ。しかし、今度とは一体？

「傷が塞がった。もう心配いらない」

「ふむ、流石さすがにもういないだろうが、念ねんの為ため残党狩りをした方がよさそうだ。全く、今日はお前の気き紛まぐれに驚かされてばかりだな」

「あ、あの、助けて頂き、本当に……ありがとう、ございました。勇者様達たちには、どうやってお礼をしたらいいか」

「気にしなくていい。助けたかったからそうした。それだけだ」

　リンゼルは念ねんの為ため周囲を警戒しつつも、ふとルークの視線が、助けた村娘に並々と注がれている事に気付く。

「どうしたルーク、そちらの女性、もう怪け我がは治ったのだろう？」

「俺、前に君と、どこかで会った事ないか？」

「多分、勇者様の勘違いかと。わたし、あまり都には行った事ないですから」

　姉にはっきりと否定されても、ルークは尚なおも諦められないのか、今度は姉の後ろで怯おびえる妹をじっと見つめる。

「む。じゃあ妹の方だったか？」

「あぁ成程。そっちの女の子、前に私が庇かばった少女だよ。ついさっき、その子の話をしたばかりだから、記憶が混ぜこぜになったのではないか？」

「いや、そういうんじゃなくて。おかしいな、どこか暗い所で会った気がしたんだけど」

「暗い所？　……一応確認するが、何もやましい事はないだろうな？」

「当たり前だ！」

　やはりただのルークの勘違いなのか、青髪の二人は首を傾かしげるルークと同じように、キョトンと目を丸くするばかりだ。

「アイア、貴女あなたこの勇者様ともお知り合いなの？」

「ううんお姉ちゃん。赤い勇者様、私知らない」

「そっか。そうだよな、すまない、忘れてくれ」

　そうしている内に、走って追いかけてきていたのか村人達たちも合流し、二人の村娘は知り合いと思おぼしき白髪の女戦士と、互いの無事を喜び合うように抱きしめ合う。

「やれやれ、ようやくこれで一安心といったところか。しかし珍しいな。お前が一般市民の顔を覚えていたなんて。ルークはあぁいう女性が好みなのか？」

「おい師匠、いい加減しつこいぞ。あの赤い眼めが不思議と印象的だった。それだけだよ」

　リンゼルは遠巻きに、互いの無事を喜び合う三人の村娘を覗のぞき見てみるが、正直ルークがそこまで言うほど、特徴的な顔立ちをしているとは思えない。

　しかしルークが余りにも複雑そうな表情で村娘の背を追うものだから、リンゼルもこれは迂う闊かつにからかわない方がいいとそれきり口をつぐむ。

「あんたが前に言ってた事、少しだけ分かった気がするよ」

「前に言った事？　さてなんだったか。多すぎてどれか分からないな」

「理由は分からないけど……あの笑顔が見られただけで、本当に良かったと思ったんだ。俺、勇者になって、本当に良かった」

「……そうだな。これこそが勇者の使命。お前もようやく、真の勇者への道を歩み始めたか」

　まだまだ幼いと思いきや、気付かぬところで精神的にも大きく成長していた教え子の肩に手を乗せ、奇跡的に助かった村人達たちをリンゼルは感慨深気に見つめる。

　どれだけ勇者が活躍しようと、悲しいかな今も世界のどこかには、救いの手から零こぼれてしまった人々が存在する。この者達たちだってルークの気き紛まぐれがなければ、最悪全滅していたっておかしくはなかった。

　世界のどこかにいるという魔王を倒さねば、いや魔王を倒したところで……争いの芽は根絶されないのかもしれない。しかし……しかしそれでも、自慢の教え子であるルークがいれば、いつかきっと世界は平和になる。リンゼルには不思議と、そんな確信にも似た予感があった。

「なんだよ師匠、何じろじろ見てんだ？」

「いやなに、お前なら──っと、ルーク。これも勇者の務めだ。きちんと相手をしてやれ」

　リンゼルは悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えむと、こちらに駆け寄ってきた青髪の女性に、ルークの隣を譲り後あと退ずさりした。

「あの、勇者様。不ぶ躾しつけなお願いがあるのですが……その、お名前、聞かせて頂けませんか？」

「俺の？　まぁいいけど……俺の名はルーク。王国一の勇者リンゼル＝カエルギアムの一番弟子、勇者ルーク・アル＝フェネクスだ」

「ご立派な御名前です。確か古代コーネリア語で、〝赤き焰ほむらの光〟という意味ですよね？」

「あぁ、うん……なんか師匠が、大げさな名前つけてくれてさ。あー、君の名前は？」

「ルーク様、今日は助けて頂き本当にありがとうございました。私の名は────」








あとがき









　お久しぶりと言うにはあまりに間が空いたので、いっそ新人のフリをしようと思います。初めまして、石いし川かわ湊みなとでございます。例によって例の如ごとくまたまた新作ですので、余程聡そう明めいな読者でもいない限り、多分バレる事はないでしょう。

　突然ですが、ラノベ作家は三年で半分消えるという説があるそうです。石いし川かわもこの壁に阻はばまれ、作家三年生は中々思うようにいきませんでしたが、どうにかこうにか不死鳥の如ごとく、こうして蘇よみがえる事が叶かないました。このままズルズルと、たとえゾンビになってでも長く永く作家を楽しめれば幸いです。コンゴトモヨロシクお願い致します。

　前回の某最終幻想や某竜の冒険意識とはやや趣を変え、今回は某ミステリーダンジョン風にしてみましたが、皆さまお楽しみ頂けましたでしょうか？　本筋以外も、あちこち石いし川かわが好きなゲームのネタを多々混ぜ入れましたので、探してみるのも一興かなと。

　ちなみに今作も、登場人物の名前は前作『ポンコツ勇者』と同じゲームから発想を頂戴しました。前回ツイッターで（見苦しくも）エゴサしまくってみたら、ほぼ全キャラ当てて下さった方がいて、一人でこっそり喜んだのは内緒です。

　キャラクター名だけでは目の肥えた読者は満足出来ないだろうと、今作は更に各章タイトルにもネタを仕込んでみました。

　こうやって作品で遊んでばっかりいるから、中々新作が出せないんだろうなと思いつつも、どうせ遊ぶなら大勢で楽しみたいので、分かった方はツイッターで得意げに呟つぶやいてみて下さい。石いし川かわはほぼ間違いなくエゴサするので、すぐ目に届くと思います（笑）

　命名則を続けてみたのは単に遊んでるだけではなく、新作ながらもこれってそういう事なのかなーと、文章の外でも楽しんで欲しいという想おもいあっての事です。しかしあくまでも『アイア』は新作、初めて石いし川かわと遊ぶ方でも楽しめる筈はずなので、どうかご安心下さい。

　最後となりますが、担当の小お野の寺でらさん阿あ南なんさん、いつもいつも大変お世話になっております。苦しい期間もありましたが、辛抱強く石いし川かわに付き合って頂きありがとうございました。

　イラストを担当して下さった柏かし井いさん、中々難しい注文だった事でしょう、本当にお疲れ様でした。そして本書を手に取って頂いた読者の方々に、心よりお礼申し上げます。

　新たな勇者とポンコツ勇者達たちが、今後石いし川かわの中でどうなっていくのかはまだ分かりませんが、〝楽しむ〟という石いし川かわの起源だけは、なくさないよう貫いていきたいと思っています。

　それではまた、いつかどこかで。皆様にまた会える日を楽しみに、石いし川かわはこれからも頑張っていきます。





二○一八年　某月某日　　　石いし川かわ湊みなと



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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ファンレターあて先
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電撃文庫編集部
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